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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ラトロアの首都、ラボラトリには、朝から雨が降り続いていた。

　さほど強くはないが、冷たい雨である。

　ラトロアの冬は、ジラーハよりも厳しいらしい。その分、防寒に関かかわる技術は発達しているようで、部屋の中は思ったほど寒くない。

　いつも起きる時間より、少し早く目を覚ましたウルク・ティグレーは、起きた後も寝台ベツドからは出ずに、じっと天井を見つめていた。

　すぐ隣の寝台では、フェリオが安らかに寝息を立てている。

　不思議なもので、こんな状況にも、今のウルクはあまり緊張しない。アルセイフでは、フェリオと同室になるだけで困こん惑わくしたものだが、長い旅を経た今では、むしろ彼が隣にいることに安心感を覚える。

　旅の間もずっと、フェリオは傍そばで守ってくれた。

　野の宿じゆくの時には同じ馬車で、旅路の街まちや村で宿がとれた時には同室で──移動の最中も、長い時間を共に過ごした。

　当然、距離は狭せばまったと感じるが、特に何があったということもない。

　強しいて言えば──ウルクはフェリオに向けた自身の好意を再確認し、フェリオのほうではウルクのことを、それなりに意識してくれるようになったと思う。

　幸いにも、ウルクが特に危険な目に遭あうことはなかったが、護衛役のフェリオはいつも気を張っていた。

　彼には少し、申し訳ないとも思う。

　自分がラトロアへ行くと言い出さなければ、きっとここまで一いつ緒しよに来ることもなかっただろう。

　ただ、申し訳ないと思う以上に──やはり嬉うれしく、そして心強い。

　フェリオ自身は気づいていないかもしれないが、彼には周囲を安あん堵どさせてくれる雰ふん囲い気きがある。無む論ろん、危険な真似をすることもあるから、その時だけは不安にさせられるが、それでもフェリオがいてくれるだけで、ウルクはほっとしてしまう。

　何があっても、彼は挫くじけず、自分のやるべきことを見失わない。

　その強さが、自然と周囲を引っ張ってくれる。

（リセリナ様も──フェリオ様の、そういうところに惹ひかれたのかな……）

　ふと、そんなことを考える。

　アルセイフでは、彼女とも仲良くなれると思っていたし、今でもその望みは捨てていない。

　ジラーハで少し、ぎくしゃくとした関係にはなったが、ウルクは彼女のことを、まだ嫌いにはなっていなかった。

　おかしな話だと思う。嫉しつ妬とする心はウルクにもあるし、姉である神しん姫きに言われたとおり、フェリオを挟はさんでの三人の関係を考えると、さすがに危あやういとも思う。

　ただ、フェリオが王族である以上、いずれは複数の妻を得たとしても仕方ない。

　そんな時、性格の合わない相手よりは、リセリナのように気心の知れた優やさしい娘のほうが、ウルクとしても上手うまく折り合っていけそうな気がする。

　それほど簡単なことではないと思う一方で、姉の神姫が言うほど、不可能なことでもないと感じている。

　もしリセリナが、独占欲の強い、利り己こ的てきで自分のことしか考えないような人間であれば、ウルクもこんな心にはならなかった。

　しかしリセリナは、むしろ他人のことばかりを気にしてしまい、自分のために──自分の幸せのために、他人を不幸にする選択が、どうしてもできない質たちの人間だった。

　そしてウルクは、そんな彼女のことを、どうしても放っておく気になれない。

　彼女を励ましたことを、姉の神姫からは〝残ざん酷こくだ〟と言われた。ウルクの気き遣づかいは、かえってリセリナを傷つけていると、そう指摘された。

　事実、そうかもしれない。

　それでもウルクは、たとえ残酷と言われようと、リセリナに対して噓うそをつく気になれない。

　リセリナには、幸せになって欲しい。

　かといって、ウルク自身も、フェリオへの好意を諦あきらめるつもりはない。この心も、噓偽いつわりのないものだった。

（……きっとこれは……我わが儘まま……なんですよね）

　諦めて切り捨てていくことが、優しさにつながることもあるとはいえ、ウルクにはそれができない。

　何も捨てられない、切り捨てたくない自分は、要するに我が儘な子供と一いつ緒しよなのだろう。

　そんな自分に呆あきれつつ、ウルクは深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

　──今日は、午後からいよいよ、ラトロアの議員達と会談の場を持つことになっている。

　そんな大切な日の朝に、こんな個人的な悩みを抱えていることが、ウルクには滑こつ稽けいにも感じられた。

　ただ、思し考こうを切り替えると、現実の重みをずしりと感じる。

　不安がないといえば、噓になる。むしろリセリナやフェリオのことを考えてしまうのは、今の現実が重すぎて、無意識に他のことを考えたくなってしまうせいかもしれなかった。

　ラトロアとジラーハの間で、戦せん乱らんが起きてしまえば、その混乱は大陸の全土に波は及きゆうするだろう。

　他の各神殿も無関係ではいられないし、乱が長引けば治安も乱れる。

　今日の会合が、そんな悲劇を回かい避ひするための端たん緒しよになってくれればと願う一方で、逆に開戦の切きっ掛かけになるのではないかという不安もあった。

　そもそも自分やフェリオが〝使者〟として招かれたこと自体が、ラトロア側の非ひ戦せん派はがいよいよ手て詰づまりに陥おちいっていることの証明である。

　課された責せき務むは、軽くない。

　気を引き締め直すウルクの隣で、フェリオがやっと眼めを覚ました。

　それと察して、ウルクも半身を起こす。

「お目覚めですか？　フェリオ様」

「ん……？　……あぁ、いま起きた……まだ雨、降っているのかな？」

　寝ね惚ぼけた声が微笑ほほえましい。

　ウルクは窓の外をちらりと見て、小さく頷うなずいた。

「はい。少し降っていますけれど……雲が薄くなってきていますから、もうじき晴れるかもしれません」

　フェリオも起き上がり、少し残念そうに頷いた。

　朝から雨で、しかも昼からは人と会う約束があるとなると、濡ぬれながら気軽に朝の鍛たん錬れんをするわけにもいかない。存分に体を動かせないことは、フェリオにとっては苦痛らしい。

　二人は揃そろって、それぞれの寝台ベツドから降りた。

　ウルクはそこで、フェリオの髪に気づく。

　紫むらさき色の艶つややかな後ろ髪が、明後日あさつての方向に跳はねていた。

「フェリオ様、寝ね癖ぐせがついていますわ」

「え？　……あぁ、本当だ。久ひさ々びさにまともな寝台で寝たからかな」

　フェリオも自らの髪に触れて、驚いたように苦笑した。

　旅の間は馬車の中での生活だった。こんなに柔やわらかい寝台で眠ったのは、ウルクにとっても久しぶりのことである。

　ウルクはくすりと笑って、フェリオに椅子を勧すすめた。

「そちらにお座りください。いま、直しますから」

「ありがとう。確かにこれじゃ、みっともないな」

　照てれることもなくフェリオは椅子に座り、ウルクはその背後に寄より添そった。

　そしてブラシを手に、ゆっくりと彼の髪を梳といていく。

　アルセイフからジラーハへ移動した折には、シアの髪を、よくこうして梳いたものだった。

　幼い来訪者ビジターの少女は今、リセリナやムスカ達と共に、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の探たん索さくに協力している。

　傍そばにいないのは、正直なところ寂さびしい。

　意外に頑がん固こな寝癖を梳きほぐしながら、ウルクは小声に囁ささやいた。

「いよいよですね。今日──」

「あぁ。場所を作ってくれたダルグレイ議員達に感謝しよう。そうそう上手うまく話し合いができるとは思わないけれど、少なくともウルクを見れば、〝蛮ばん族ぞく〟なんて誤ご解かいは解けるんじゃないかな」

　勇気づけるように言って、フェリオが微笑ほほえんだ。

　ウルクはしかし、そこまで楽観的にはなれない。

「……本ほん音ねを言うと、私は少し、不安なんです。普通の外交交渉では、事前の協議があるものですけれど、今回はあくまでダルグレイ議員の私的な会合ということですから──他ほかの出席者から何を言われるか、予測がつきません」

　ウルクはつい、彼にそんな弱よわ音ねを吐はいてしまった。

　フェリオはしかし、そんなウルクの弱気を笑い飛ばした。

「大丈夫だよ、ウルク。アルセイフで、俺おれがシズヤの毒どくを受けて気き絶ぜつして、エヴァ司し祭さいの教会がクラウス卿きようの兵に囲まれた時──あの時の君の凜り々りしい言動は、ディアメル達から聞いている。あの時間稼かせぎのおかげでベルナルフォン卿達が間に合って、俺も助かったんだ。君の言葉には〝力〟がある。敵でさえも、聞かずにはいられない力が──だから、不安がることなんてない」

　力強く、確信したようなその言葉に、ウルクは面めん食くらった。

「私は……そんな大たい層そうなものではありません。私の話が聞いてもらえるのは、私がウィータ神殿の司祭で、〝神しん姫きの妹〟だからです。でもこのラトロアでは、その肩書きがあまり意味を持ちません」

「それは違うよ、ウルク」

　唐とう突とつにフェリオが振りかえった。

　強く優やさしい眸ひとみにたちまち射い竦すくめられ、ウルクは手を休めてその場に硬こう直ちよくする。

「いくら司祭で〝神姫の妹〟だからって、説せつ得とく力りよくがなければ、誰だれも耳を貸さない。それに俺だって、君が神姫の妹だから好きになったわけじゃない。俺が君のことを大切に思っている理由は、理由なんか関係なく、ただ単純に君のことが誰よりも好きだからだ。ウルクにはそういう、人を惹ひきつける力があるよ。だからラトロアの議員達にも、君の言葉は通じると思う」

　その言葉を聞いたウルクは、しばらくぽかんとして──たちまち、頰ほおをかっと熱くした。

　励ましの言葉よりも、フェリオがさりげなく発した一言のほうに、その意識が向いてしまう。

　当のフェリオは自覚があるのかないのか、いたって温和な眼まな差ざしのままだった。

「……は、はい──あの、ありがとうございます」

　流すように礼を言いながら、ウルクは真っ赤な顔のまま、慌あわててフェリオの頭を前に向かせた。明らかに狼ろう狽ばいした表情を長く見られるのは、さすがに気き恥はずかしい。

　再び髪を梳とかしながら、ウルクはまじまじと、フェリオの後頭部を見つめる。

　こうした言葉を照てれもなく真正面から言えるあたりは、フェリオの強みだろうと思う。特殊な育ちのせいもあるのだろうが、この性格はずるいとさえ感じた。

　ウルクは苦笑混じりに嘆たん息そくする。

「──フェリオ様。私やリセリナ様以外の女性には、そういうことは仰おつしやらないでくださいね？」

「ん？　ウルクに向けて言ったんだから、他ほかの人に言う機会なんてあるはずないけど……どうしてだ？」

　不思議そうなフェリオに、ウルクはそっと囁ささやく。

「フェリオ様の言葉には、私のとはまったく別の、ちょっと理り不ふ尽じんな力がありますから。念のためです」

　冗じよう談だんめかして言いながら、ウルクはブラシを置き、フェリオの髪を手て櫛ぐしで整えた。

「はい、だいたい直りました」

「ありがとう。助かった」

　椅子から立ち上がったフェリオに、ウルクはふと、違い和わ感かんを覚えた。

　首を傾かしげて、眼めの位置を確認する。

　ここしばらく、ずっと一いつ緒しよにいたせいで気づかなかったが──半年前に再会した時と比べて、フェリオの顔は少し上にあった。

　以前は指先分ほどしか違わなかった身長が、今は明らかにフェリオのほうが高い。

　初夏に再会を果たして、アルセイフの内乱を潜くぐり抜ぬけ、一度は記憶を失って、神殿での変へん事じを境さかいに記憶を取り戻し──

　夏にはアルセイフを旅立ってジラーハを経けい由ゆし、このラトロアにまでやって来た。

　その間に経たった月日が、成長期のフェリオを、少年から青年へと変えつつある。

　まだ顔立ちには幼さが残っているし、フェリオ自身の性格はあまりにそのままのように思うが、それでも彼の成長に気づいたウルクはどきりとした。

　心なしか、その眼まな差ざしも精せい悍かんさを増したように見える。

　そんなフェリオを見上げて、ウルクはわずかに頰ほおを染め、小声で呟つぶやいた。

「フェリオ様──この半年で、ずいぶん背が伸びましたね。少し前までは、私ともそんなに違わなかったのに」

「そうかな？　……あぁ、そうかもな。そういえば、刀が少し短く感じるようになった気がする。扱いに慣れてきたせいかと思ったけど──そうか、俺おれの背が伸びただけか」

　フェリオは笑って、枕まくら元もとに置いた神しん鋼こうの刀に視線を向けた。

　師であるウィスタルからフェリオが託され、彼と共に数々の戦いを経てきたその刀は、まだ刃こぼれ一つない。

　神鋼の剣は概おおむね頑がん丈じようだが、刃を鍛える鍛冶かじ師しの技術によって、その強さには差が出る。フェリオの刀を打ったのは、北方民族のカイシュウという男だが、現在はゴーダ・トレイスと名を変え、フォルナムの柱はしら守もりとして動いていた。

　同時に彼は、シルヴァーナの師でもある。思えば、それもまた奇妙な縁えにしだった。

　刀を眺めるフェリオの横顔は、明かりの乏とぼしい曇どん天てんの朝にも、何故なぜか眩まぶしく見えた。

　彼を見つめながら、ウルクは脳のう裏りにリセリナ達のことも思いだす。

　彼女達も今、神霊スピリツトを求めて探たん索さくの動きを続けているはずだった。

　危険な任務の無事を祈りながら、ウルクもまた、自身の役目を改めて見つめ直す。

　ラトロアとジラーハとの開戦を、阻そ止しすること──

　そのために、この国へ来た。

　フェリオが窓辺に寄って、覗のぞき込むようにして空を見上げた。

　窓の外では、徐じよ々じよに雲が薄くなり、雨もあがりつつあるようだった。

「もうじき止やみそうだ。午後にはきっと、青空も見えてくるよ。天気と一いつ緒しよに、ラトロアの議員達のジラーハへの誤ご解かいも、晴れるといいな」

　フェリオの真しん摯しな眼まな差ざしが、ウルクに向いた。窓辺に立った彼は、今も温和に微笑ほほえんでいる。

　その表情に、不安や怯おびえはない。

「ウルク、今日の会談は大丈夫だよ。もし何かあったら、俺おれが君を支える。だから安心して、君なりの言葉を議員達にぶつければいい」

　力強い激励の言葉に頷うなずいて、ウルクは大きく、深呼吸をした。
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〝死の神霊アービタ・スピリツト〟──

　その不ふ可か思し議ぎな球体を前に、メビウス・フロンダイトは仮か面めんの奥で眼めを細めていた。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの奥深く、ぼんやりとした灯あかりの中に浮かぶ〝神霊スピリツト〟は、つるりと光こう沢たくのある表面を鎖くさりで縛しばられ、この広い空間に浮いている。

　人の技術では操あやつることさえ覚おぼ束つかないその存在は、〝神霊スピリツト〟の呼び名の通り、まさに神にも等しい存在なのかもしれない。

　もっとも、もしこれが本当にこの世界の神だとすれば、神は人に対して恐おそろしく無関心だということになる。

　結局のところ──どんな力を秘めていようと、これは所しよ詮せん、ただの道具なのだ。

　だから、使う者次し第だいで、いかようにもその意味を変えることができる。

　メビウスにとっては、新しい世界への道みち筋すじをつける道具であり、シズヤ達にとっては、いまや生存に必要な〝屍しかばねの薬〟の製造機であり、神殿勢力にとっては、御柱ピラーを制せい御ぎよするための重要な装置であり、ラトロアの支配者達にとっては、神殿勢力に対する武器となっている。

　この神霊スピリツトの存在が人々を振り回し、現状を混こん沌とんとさせていた。

　そして、ついに昨夜──

　神霊スピリツトの奪だつ取しゆを狙ねらう者達が、この研究施設に侵しん入にゆうした。

　ジラーハの間諜スパイである名無し達と、来訪者ビジターが二人、それに蛇へびの頭を持つシャジールの民もいた。

　メビウス達は、研究所を空あけたふりをして彼らを誘いこみ、一いち網もう打だ尽じんにした。

　決死の覚かく悟ごで戦う彼らを、甘あまく見たつもりはなかったが──予定とは違って、幾いく人にんかは取り逃がしてしまった。

　まだ血の匂においの籠こもる鍾乳洞に立ち、メビウスは背はい後ごの少女に笑いかける。

「いやはや──まったく、イリス達から聞いてはいたけれど、本当に強いね、君は。〝昇しよう華か〟というのは、腕輪の力を効率よく引き出す技術でもあるんだろう？　反応の速さ、力の強さ、戦闘に関かかわる判断力、そうした諸もろ々もろの強化ができると聞いた」

　そこに立った少女──リセリナ・エリニュエスは、感情をこめない眸ひとみで、メビウスではなく神霊スピリツトを見つめていた。

　彼女の両腕は縛られ、今は腕輪も外されている。疲労しきった表情は妙に艶つやっぽく、歳としよりも大人おとなびて見えた。

　その背後ではシズヤとアカツキ、エイミーの三人が、しっかりとリセリナを注ちゆう視ししている。

　メビウスは、ことさらにゆっくりとした足取りで、リセリナの元に歩み寄った。

　その手には、リセリナから奪うばった彼女の細剣レイピアを持っている。ラトロアでは手に入りにくい神しん鋼こうを用いたその剣は、亡なきエルシオン・エアルの作らしい。

　彼女の養よう父ふが造つくった刃やいばの切きっ先さきを、愛まな娘むすめたる彼女の眼前に突きつける。

　リセリナは、微び動どうだにしない。

「──君のその強さが羨うらやましい。私達は君達ほどには腕輪を使いこなすことができなくてね。所しよ詮せんは借り物の技術だから仕方ないが──〝昇しよう華か〟か。向こうの世界に行ったら、ぜひ身につけたいな」

「──そんなに、いいものじゃないです」

　リセリナがぽつりと応じた。

　視線は相変わらず、メビウスを見ようとしない。故こ意いに逸そらし続けているようにも見える。

「〝昇華〟の技術の本質は──結局のところ、上官の命令に絶対服ふく従じゆうさせるためのものです。私のは失敗例ですけれど、貴方あなたが思っているような、単純な技術じゃありません。だって──」

　刃を鞘さやに納めつつ、メビウスは微かすかに笑った。彼女が何を言おうとしているのか、だいたいの想像はつく。そのリセリナの青さが、彼には微笑ほほえましくも滑こつ稽けいに感じられた。

「うん、そのあたりの事情はバニッシュから聞いているよ。〝昇華〟の技術には、人としての良心をごまかすための側面もあると──非戦闘員だろうと、たとえば老人や子供であろうと、命令一つで迷いなく殺さつ意いを向けられる。そして殺した後で、自分に言いい訳わけもできる。〝あれは自分の意志じゃない、強制されたんだ〟と──たとえば君みたいな子は、それこそ昇華でもしない限り、敵も殺せないんじゃないのかな？」

　からかうと、リセリナはびくりと肩を震わせた。

　メビウスはくすくすと笑う。

「──いや、そういえば、君はイリスの養父を殺したんだったな。それでイリスから恨うらまれている、と。なるほど、前言は撤てつ回かいしよう。君は昇華しなくても、人を殺せる──つまりは、我々と一いつ緒しよだ」

　リセリナが眼めを閉じた。

　そして彼女は、ゆっくりと、か細い声で呟つぶやく。

「……私は、貴方達とは違って、誰だれかを殺すことを楽しんだりはしません。それに、たとえ昇華中のことであっても、それを言い訳にしたりもしません。私の場合は、誰かから命令されて昇華するわけじゃありませんから──それに、貴方は昇華の技術の本質を、やっぱり勘かん違ちがいしています」

　リセリナの声に、メビウスは耳を傾ける。囚とらわれの身となった彼女が、どんな言葉を口にするのか、純粋に興味を引かれた。

「──父が、言っていました。昇華の技術は必要悪だ、って。貴方がさっき言ったとおり、昇華している任務中は、自分の意志に関かかわらず、上官の命令に服従します。それはつまり〝裏うら切ぎり〟の余よ地ちもないってことなんです。だから、敵国、あるいは対立する勢力の間諜スパイだろうと、昇しよう華かさせてしまえば、味み方かたにとって信頼できる確実な戦力になる──」

　呟つぶやくリセリナは、哀かなしげな眼めをしていた。

「もちろん、研究の一番の目的は、戦闘力の向上と任務の効率化だったはずですけれど──あえて脳に処しよ置ちを施ほどこした理由は、そういう部分にもあったんです。私達の世界では、そんな技術が必要になるぐらい……裏うら切ぎりが、日常茶さ飯はん事じでしたから」

　寂さびしそうに言う彼女に、メビウスはくすりと笑みを向けた。

　リセリナは誤ご解かいしていると思う。リセリナ達の世界に限らず──この世界にも、裏切りは満ちている。

　それは古来より続く人の業ごうであって、特に珍めずらしいことでもない。この世界に来てからの彼女が、たまたま、そうした裏切りに接する機会が少なかっただけのことだろうと思う。

　仮か面めんに指を添そえ、メビウスはリセリナに向けて手を広げた。

「なるほどね。そして貴方あなた自身も、バークライトという研究者の殺害をはじめ、いろいろな人々を裏切って、イリス達に追われる身となったわけか。実に含がん蓄ちくのある意見だ」

　皮ひ肉にくに反論するつもりはないらしく、リセリナは小さく頷うなずいた。

「……そうですね。それに私は──一番、裏切っちゃいけない人の思いを、裏切ってきたみたいです。いまさら気づいても、遅おそいかもしれませんけれど」

　自じ嘲ちようするように言った彼女に、メビウスはそっと歩み寄り、仮面の上から自らの顔を指差した。

「それは、この世界で没ぼつした君の養よう父ふのことかな？　何の因いん果がか、私とそっくりらしいね。性格はまるで違うようだけれど」

「はい。全然、違います」

　リセリナは怯おびえも見せずに即そく答とうした。

「昇華している間の私にも、それがわかったみたいです。貴方とちゃんと戦えたみたいで、安心しました」

　不ふ遜そんにも思えるほど淡たん々たんと呟き、彼女はにっこりと控えめな微笑を見せた。

　その背はい後ごでアカツキが舌した打うちを漏もらす。彼の左腕には今、包帯が巻かれていた。それは昇華したリセリナと戦って受けた傷である。

　シズヤやエイミーも、軽傷ながら、決して無む傷きずではない。

　アカツキが吐はき捨すてるように呟く。

「……確かにやってくれたよ、あんたは。小こ娘むすめだと思って侮あなどった」

「それは油ゆ断だんした君が悪い。バニッシュからも、用心するように言われていただろう？」

　メビウスの言葉を受けて、アカツキは不ふ快かいそうにリセリナを睨にらみ、そのまま黙り込んだ。

　メビウスとしても──少々、不意を突かれたことは事実である。

　リセリナは、自らの意思では昇しよう華かできないと聞いていた。実際、昨晩も〝命の危き機き〟を感じたがゆえに、昇華したのだろうと思う。

　そして、その状態になった彼女は──悪あく夢むに出てくる魔ま物もののように、ただ純粋に強かった。

　部下達も幾いく人にんかが犠ぎ牲せいとなり、また同時に、彼女の突とつ出しゆつした戦闘力が、一部の名無し達の突とつ破ぱ口こうをつくった。

　メビウスが腕輪を使って、彼女を含む全員の運動能力を麻ま痺ひさせなければ、被ひ害がいはもっと広がっていたに違いない。

　リセリナの視線が、メビウスに向いた。

「貴方あなたがどうして義ぎ父ふとそっくりなのか──それはわかりませんし、初めて見た時には戸と惑まどいましたけれど、今は関係ありません。貴方は私の敵です。いくら義父に似ていても、迷いなく戦えます。だって、貴方は──悪い人ですから」

　彼女の声は静かだったが、押し込めたような殺さつ意いがそこに満ちていた。

　メビウスは、それを嬉うれしく思ってしまう。殺意を剝むき出しにする素直な相手は、決して嫌いではない。むしろ可愛かわいらしいとさえ感じる。

「善悪の判断など主観的なものだが、否定はしないよ。私の行為が君達にとって、都つ合ごうの悪いものであることは確かだ。私としては、もし君が望むなら、父親の代わりをしてあげてもいいぐらいに好意的なつもりなんだけれどね？」

　この冗じよう談だんには、リセリナが眼めつきを険けわしくした。メビウスは苦笑を返す。

「──とてもとても、望まれるどころじゃなさそうだ。外がい見けんに騙だまされるほど、君は馬ば鹿かじゃないということか。ともあれ、私はどうやらエルシオン・エアルの血を引いているらしい。父方か母方かはわからないけれど、君との間にも何か縁えんがありそうだ。君にさえその気があれば、我々は上手うまくやっていけると思うよ」

　半分は冗談だったが、半分は本気である。

　メビウスは、彼女の見せた戦闘力を評価していた。もし手て駒ごまにできれば、頼たのもしい存在となる。一年や二年で懐かい柔じゆうできるとまでは思わなかったが、〝向こう〟の世界へと渡ることさえできれば、おそらくは自分の寿じゆ命みようも延のばせるはずだった。

　だから場合によっては、シズヤ達やバニッシュ、それにリーブルマン等だけでなく、このリセリナも連れて行ってもいいとさえ思っている。

　その日はおそらく、そう遠くはない。

　バニッシュの協力もあって、メビウスは〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の本質を、少しずつながら理解し始めていた。

　完全に操そう作さすることはできずとも──〝向こうの世界へ行く〟という一事においてのみなら、不可能ではないと感じている。

　リセリナを見張るシズヤと、ふと眼が合った。

　シズヤはいつもと変わらない。人を見み透すかすような、あるいは見み下くだすような、さもなくば哀あわれむような眼まな差ざしで、口元には皮ひ肉にくな微笑を見せている。

　生きるために〝屍しかばねの薬〟を必要とする彼女らもまた、メビウスと運命を共にしていた。神霊スピリツトから生産される〝屍の薬〟は、もともと、リセリナ達の世界で作られた薬らしい。来訪者ビジター達の製作物としては、他にマテリアルコアを内ない包ほうする腕輪などがある。

　輝石セレナイトと、マテリアルコアと、屍の薬──この三種は、密接な関係にある。

　御柱ピラーから生まれ落ち、シャジールの民によって精せい製せいされるのが〝輝石セレナイト〟である。シャジールの民は胸の部分に空くう洞どうがあり、そこにこの輝石セレナイトの原げん石せきを納めることで、輝石セレナイトの精製を行う。

　精製後の輝石セレナイトは、産出された神殿毎ごとに、それぞれ不ふ可か思し議ぎな効果を発揮する。フォルナムの輝石セレナイトは土を肥こやし、ネディアの輝石セレナイトは水を清め、ザカードの輝石セレナイトは火を強め、キャルニエの輝石セレナイトは風を生む。それらの力は、この世界の秩序を維持するために欠かせないものとなっていた。

　実際のところ、流通している〝輝石セレナイト〟とは、シャジールの民が力を吸い取った後の残ざん滓しにも近い物らしい。ところが、その精製を経ないことには、輝石セレナイトは人の役に立たない。

　そしてマテリアルコアとは、来訪者ビジター達が発見した御柱ピラー──〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟を精せい査さし、彼らの技術力で複製を試みた末にできたエネルギーの塊かたまりである。御柱ピラーを元とするゆえか、このマテリアルコアは、輝石セレナイトの原石で代用が効きくらしい。

　彼らはこのマテリアルコアの力を効こう率りつ的てきに活用するため、腕輪を開発し、それに伴ともない昇しよう華かのシステムをも完成させた。

　一方、屍の薬は、その腕輪と昇華に関する研究を進める上で、バークライト・ディレインという学者が造った薬である。

　通常、腕輪を扱うためには、来訪者ビジター達も高度な外科手術を施ほどこさねばならないらしい。

　ところが〝屍の薬〟は、副作用こそ強いものの、その手術をせずに腕輪を使えるようにしてくれる。

　もっとも、薬に対する耐たい性せいがない場合には──投とう与よを続けるうちに意志を失い、廃はい人じんとなる。そして耐性がある者でも、永遠に投与を続けなければ、薬が切れた時には昏こん睡すい状態へと陥おちいり、やがては死に至る。つまりは、薬に命を縛しばられるのだ。

　この耐性の有う無むは、おそらくは〝来訪者ビジターの血ち筋すじ〟によって決まることもわかった。

　それもただの来訪者ビジターではなく、肉体に強化を施した来訪者ビジターの、近い子孫でなければならない。

　強化された来訪者ビジターの子孫は、数は少ないながら、そこかしこにいる。

　たとえばシズヤをはじめとする北方民族も、過去にやってきたある来訪者ビジター達の一部隊と、セブラズ山地にいた少数民族とが結びつき、その血けつ脈みやくを重ねてきたという。だから彼女らには、屍の薬への耐性があり、腕輪を扱うこともできる。

　とはいえ、これも近い世代に来訪者ビジターがいたゆえの事じ象しようであり、バニッシュの話では、この効果も世代を重ねるごとに薄れていくものだという。

　つまりもし、これからの将来において御柱ピラーから来訪者ビジターが現れなければ、世代を経た何百年後かには、この世界で屍しかばねの薬に耐たい性せいをもつ人間はいなくなるのかもしれない。

　もっともメビウスにしてみれば、そんな将来の話などは興味の外にある。

　彼の目的は、あくまで自分が、来訪者ビジター達のいる世界へと行くことで、他ほかのことはどうでもいい。

　そう──まさに、どうでもいい。

　リセリナの背はい後ごで、見張りのエイミーがぴくりと入り口を気にした。

　同時にメビウスも気づく。

　階段を降りてきた足音が、この広い空間にゆっくりと向かっていた。

　あえて無言で待ったメビウスの視し界かいに現れたのは、上品にスーツを着こなした初老の男と、彼を導く銀髪の青年と、それにもう一人──目の前のリセリナと同じ顔をした少女の三人だった。

　国家元げん首しゆのジェラルド・メイスンに、来訪者ビジターのバニッシュ、そして彼の上官たるイリス・エリニュエスである。

「これはこれは……こんなに朝早くから、どうされましたか？」

　歩いてくる三人に、メビウスは問いかけた。

　もしかしたら三人ではなく、四人目の〝カトル〟もいる可能性はあるが、彼の存在は知覚できない。

「昨晩の騒そう動どうの顚てん末まつを聞きましてね。状況を確認しにきたのですよ。あと、ついでに……」

　答えたジェラルドは、イリスと同じ顔をした少女を一いち瞥べつし、脇わきのイリスに目め配くばせをした。

　リセリナの存在に気づいたイリスは、不ふ快かいそうに眉まゆを歪ゆがめている。

「……久しぶりね、イリス」

　先に言葉を向けたのはリセリナだったが、イリスはこれを無視した。リセリナも返事は期待していなかったようで、それきり黙って視線を逸そらす。

　リセリナの身み柄がらは、しばらくの間、メビウスが預かることを申しん請せいしてあった。

　先夜、ついに現れなかったハーミットや、名無し達と連れん携けいしていたはずの北方民族──彼らをおびき出す餌えさとしても使うことができる。また、もう一人の来訪者ビジターであり、高度な知識を持つムスカに対しても、彼女は人ひと質じちとして使えるだろう。リセリナやシアの身を盾たてにすれば、おそらく彼は、協力の要よう請せいに応じる。

　一方、仇きゆう敵てきであるはずのリセリナを前にしても、イリスは存ぞん外がいに淡たん白ぱくだった。

　その理由に、メビウスは薄うす々うすと察さつしがついている。

　イリスはおそらく、〝仇かたきをとる〟ためにリセリナを追っていたわけではない。彼女はただ、リセリナのことが妬ねたましかったのだろう。

　自分と同じ顔をした、同じ出しゆつ生せいの経けい緯いを持つ人間で、なおかつ〝複ふく製せい品ひん〟であるべき彼女が──その彼女が、自分よりも幸せそうだったことが、イリスには我が慢まんできなかったのだ。殺された養よう父ふの仇かたきをとるなどというのは、建たて前まえの理由に過ぎない。

　その嫉しつ妬との感情はしかし、もう勢いを失っている。

　エンジュ・シェパード──イリスの傍そばにいる狩人かりうどの少年が、彼女の心を少しずつ変えてしまった。

　今のイリスは、少なくともリセリナよりは幸せな境きよう遇ぐうで、しかも当のリセリナは、今や捕ほ虜りよの身である。

　あえてリセリナに固こ執しつする理由を、イリスはもう持っていないのかもしれない。しかも、嫌けん悪お感かんは相変わらずにしても、リセリナを殺せば、おそらくはエンジュが怒る。

　イリスはむしろ、それを恐れているのかもしれない。

　二人の唐とう突とつな客を連れてきたバニッシュは、いつもながらの怜れい悧りな声で呟つぶやいた。

「メビウス。込み入った話になるようなら、私はリセリナを連れて奥に行っていようか」

　メビウスは首を横に振った。

「いや、君はここにいてくれ。リセリナ嬢はシズヤ達に任せよう。見張りも含めて、よろしく頼むよ」

「はい、承うけたまわりましたわ」

　素直に応じたシズヤの眼めは笑っていた。ジェラルドやイリスの顔色から、ただ〝昨夜の騒そう動どう〟後の状況を見に来たわけではないと察さつしたらしい。

　アカツキは頷うなずきもせずにリセリナの背を[image: 拳]こぶしで押し、エイミーは軽く会え釈しやくを残して、神霊スピリツトの祭さい壇だんたる鍾しよう乳にゆう洞どうを出ていった。

　残るイリスも、立ち去るリセリナも、振りかえることはなかった。

「さて、元げん首しゆ。何のご用件でしょうか。御ご覧らんのとおり、名無し達の襲撃は、無事に退しりぞけましたが……」

　メビウスが問う。ジェラルドはにこやかな微笑を見せていたが、この笑顔が信頼に値あたいしないことを、メビウスはよく知っていた。

「えぇ、そのことではご苦労でした。これで当分、名無し達もおとなしくなるでしょう。そこで──実はメビウス、貴方あなた達の腕を見込んで、また頼みたい仕事ができましてね。先夜、ジラーハ側にいる間諜スパイ達から、手が足りないからと増ぞう援えんの要よう請せいがきたのです。カシナート司し教きようが帰国し、警戒が厳しくなったようでして──つきましては、冬になる前に、貴方にも現地へ行って欲しいのです」

　メビウスは仮か面めんの奥で眼を細めた。

　──妙な要求である。

「それはまた、唐とう突とつなことですね。しかし元首、今はジラーハでの諜ちよう報ほう戦せんよりも、この〝死のアービタ・神霊スピリツト〟の警護に人員が必要でしょう？　御柱ピラーによる輝石セレナイトの生産が止まった今、敵の目的はこの神霊スピリツト──昨夜、名無し達の襲撃を退しりぞけたとはいえ、連れん携けいしているはずの北方民族はまだ無む傷きずです。ジラーハ側も、一度の襲撃で諦あきらめるはずがない。すぐに追加の部隊が派は遣けんされるはずです。それに今のジラーハで、あえて我々がすべきことは、特にないように思いますが──」

　メビウスは、じかに東方の様子を見てきたばかりである。彼らは侮あなどっていい存在ではないが、ひとまず事態の焦しよう点てんは〝死の神霊アービタ・スピリツト〟へと移っており、今からジラーハへ行く必要性は薄い。

　しかし、ジェラルドは微笑を崩くずさなかった。

「そうでもありませんよ。叶かなうことなら、神しん姫きの暗あん殺さつを依い頼らいしたいくらいです。まぁ、それは難しいにしても、ジラーハ国内に不ふ穏おんな空気を流すことができれば、開戦に近づくきっかけともなります。要するに、工作活動の指し揮きを頼みたいのです」

　しゃあしゃあと言うジェラルドの傍そばでは、イリスがメビウスを観察するように見つめ、その脇わきではバニッシュが目許を歪ゆがめていた。

　死の神霊アービタ・スピリツトの研究は、メビウスの裁さい量りようで進められている。元げん首しゆの指示にメビウスが従えば、バニッシュが元の世界に帰る時期も、遠のく結果になりかねない。

　メビウスは、しばらく思し案あんし──口元に、笑みを見せた。

「……なるほど。わかりました。そういうことであれば、出しゆつ立たつの準備を進めましょう」

「メビウス……？」

　バニッシュが不満げに声をあげたが、メビウスはすぐさま、これを手で制した。

「バニッシュ、これは仕事だ。元首の指示でもあるし、確かにジラーハに対して、無む策さくでいるのは危険かもしれない。研究はリーブルマン博士に任せて、私は一仕事してくるよ。来年の夏までには、ある程度の結果を出せるはずだ」

　ジェラルドは満足そうに頷うなずいて、メビウスの肩を叩たたいた。

「助かります。では、詳くわしくはまた後日に──そうそう、そのリーブルマン先生は、こちらにおいでですか？　今朝方がた、使者を出したところ、ご自宅が留守るすでして……」

「あぁ、博士なら、こちらの研究所でお休みになっています。昨夜は泊とまりがけで研究を手伝っていただいたのですが、そのまま変へん事じに巻き込まれまして……何か、伝言がありましたら伝えますが？」

「……いえ。結構です。たいした用事ではありませんから」

　それだけを言い残して、ジェラルドは〝公務があるから〟と、さっさとその場を後にした。イリスもその背についていき、神霊スピリツトの前にはバニッシュとメビウスだけが残る。

　彼らの背が見えなくなってすぐに、バニッシュが嘆たん息そくを漏もらした。

「なにもこんな時期に……あともう少しで、元の世界に戻る方法が確立しそうなのだろう？」

　メビウスは頷きながら、冷さめた眼めを神霊スピリツトに戻した。

　ジェラルドの提案は不ふ可か解かいなものだったが、メビウスはその理由に感づいた。

「……まいったね、バニッシュ。どうやらばれたみたいだ」

「何がだ？」

　不思議そうなバニッシュに、メビウスは苦笑を送る。

「我々がもし、この神霊スピリツトの向こう側の世界に行くと、こちら側の世界がどうなるか──それを、元げん首しゆは知ったんだろう。だから私を神霊スピリツトから遠ざけ、ジラーハへ送る気だ。時間稼かせぎのつもりか、あるいは暗あん殺さつに見せかけて処しよ分ぶんする算さん段だんか──どちらにせよ、これで彼とも決けつ別べつだね。庇ひ護ご者しやとしては、なかなか得え難がたい人材だったんだけれど……」

　バニッシュが眉まゆをひそめた。

　メビウス以外の、誰だれも知らない事実──シズヤあたりは、もう感づいているだろう。だが、彼女が漏もらしたとは思えない。となれば、情報の流出元は、おそらく捕ほ虜りよにしたシャジールの司し教きようである。

「……何のことだ？　メビウス、何を隠かくしている？」

「一つ、確認しておこうか。バニッシュ、君にとって〝元の世界に戻る〟ことは、どのぐらい重要なことかな？」

「いまさら、何を……私は帰りたいと、何度も言ったはずだ。たとえ悪あく魔まに魂たましいを売る結果になろうとも、私は帰らなければならない。向こうに──待っている者がいる」

　バニッシュの声には、堅かたい決意が満ちていた。

　メビウスはくすりと笑った。

「私が黙っていても、きっとイリスが君に言うだろう。だから、正直に話すよ。君の世界にある御柱ピラー、〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟と、こちらの世界にある御柱ピラーとは、入り口と出口の関係にある。だから君達は、こちらの世界へと来てしまった。この道は現在、一方通行だ。そして、この機能を逆転させた場合──つまり、こちらを入り口として、向こう側を出口に変更すると、こちらの世界の御柱ピラーにはある異い変へんが起きる。一つ、ヒントを出そう。君達の世界にある、入り口としての〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟は、どんな機能を持っていた？」

　バニッシュが目許をひそめた。

　メビウスは軽く肩を竦すくめて見せる。

「……特に何も、機能していなかったんだろう？　そう、古代の禁じられた文ぶん献けんや、また私自身が神霊スピリツトの中で得た知識から推すい測そくするに、〝入り口〟となる御柱ピラーは、その他の機能を失うらしい。だから君達の世界にある御柱ピラーは、輝石セレナイトを生むこともなかった。君達が勝かつ手てに成分を解かい析せきして、マテリアルコアを開発したことは賞しよう賛さんに値あたいする。一方、こちらの世界の御柱ピラーは、大地を支え、水を清め、温度を管理し、大気を作っているという。それらの機能を正しく制せい御ぎよするのがジラーハの御柱ピラーであり、またそれらの機能に命令を下すのが、この〝死の神霊アービタ・スピリツト〟だ」

　メビウスは、黒い球体を指差した。

　バニッシュはその場に固まったままである。

「輝石セレナイトの生産を止めたとはいえ、御柱ピラーはまだ、本来の機能を失ってはいない。人間にたとえれば、腕が一本使えなくなった程度で、生命の維い持じには支し障しようがないというレベルかな。御柱ピラーの本当の役目は、この世界そのものを支えること──そして我々は、向こう側の世界へと行くために、今の環境を壊そうとしている。何者かが元げん首しゆに、その事実を知らせたんだろう」

　バニッシュが呻うめいた。

　さすがに衝しよう撃げきが大きかったらしく、元から白い顔色は蒼そう白はくに転じていく。

「そんな──そんなことが……」

　驚くバニッシュとは対照的に、メビウスは冷さめたものである。

　もともと、この世界そのものが、シャジールの民の歪ゆがんだ罪つみの意識によって造つくられた物らしい。造られたものがいずれ壊こわれるのは、むしろ当然のことだと思う。

　生ある者がいずれ死ぬように、世界もまたいずれ崩ほう壊かいする。

　メビウスは、自分が生きるために、あらゆる手段を講こうじるつもりでいた。

　それが罪だとは思わない。生きる権利は誰だれにでもあると、識しき者しやは言う。

　それが結果として、この世界の破は滅めつを招いたとしても──メビウスは自身の〝生きる権利〟を放ほう棄きするつもりはない。

　仮か面めんをつけた額には、針はりの感覚が疼うずき続けている。

　その先端からは、常に狂きよう気きが注そそがれているような、そんな気がした。

　わずかにうろたえていたバニッシュが、はっとしたように声を潜ひそめた。

「……メビウス。たとえば我々が向こう側の世界へと移動した後で、すぐに神霊スピリツトや御柱ピラーの機能を元に戻すことはできないのか……？　シャジールの民であれば、神霊スピリツトの制せい御ぎよができるんだろう？」

「私もそれは考えた。実はもうコウ司し教きように、同じ質問をぶつけたんだよ。その答えは──いや、これは話さなくてもいいだろう。バニッシュ、問題はたった一つで、ごく簡単なことなんだ。世界の命めい運うんは脇わきに置いておいて──君自身は、〝帰りたいのか〟、それとも〝帰れなくてもいい〟のか」

　──メビウスは、返ってくる答えを確信していた。

　彼は、自分と近い種類の人間である。動どう機きは違っても、選ぶ答えは一つしかあり得なかった。

　だから答えを待たずに、メビウスは告つげる。

「もう少し慎しん重ちように実験を重ねるつもりだったけれど、あまり時間がなくなった。方法に目め処どはついているから、あとは覚かく悟ごを固めるだけだ。エルシオン・エアルには、その覚悟がなかった。そもそも、彼が神霊スピリツトの研究を半なかばで打ち切っていなければ──君達がこの世界に来ることも、なかっただろうな」

　もちろんその場合には、メビウス達は生まれてすらいなかった。

　御柱ピラーの機能の逆転は、この世界そのものの〝破滅〟を意味する。

　バニッシュが俯うつむき、歯を食いしばった。

「この世界を、滅ほろぼしても……？　本当にそんなことが許されるのか……貴方あなたに、諦あきらめるつもりはないのか──？」

「諦める？　どうして？　それに、誰だれかの許しなんて必要ない。誰にも許す資格はないし、同時に罰ばつする資格もない。これはね、バニッシュ。もっと単純な問題なんだよ。〝行きたい〟のか、〝行けなくてもいい〟のか。君にしてみれば、〝帰りたい〟のか、〝帰れなくてもいい〟のか──さっきも言ったとおり、それだけだ」

　バニッシュの悲ひ壮そうな問いに、メビウスは笑って応じた。

「この世界は所しよ詮せん、シャジールの民が造つくった副ふく産さん物ぶつだ。向こうが本物の世界なんだよ。我々はそこに戻る。そしてこの世界は夢の終わりを迎える──たった、それだけのことだ。夢はいつか覚めるものだよ。シャジールの夢とて、例外じゃない」

　俯うつむいたまま、バニッシュが首を横に振った。

「──しかし、この世界は、夢じゃない。向こうと時間の流れ方が違っても、紛まぎれもない現実だ。ここには、実際に住み暮らす人々がいて──」

「──なら君は、諦めるのかい？」

　はっとして顔をあげたバニッシュの眼めは、病的なまでに揺れていた。

　メビウスは囁ささやくように言葉を続ける。

「元の世界に、家族を残しているんだろう？　君の帰りを待つ大切な家族と、この世界の見知らぬ人々──余よ計けいな雑音をすべて消して、瞼まぶたを閉じた時──君の脳のう裏りに浮かぶのは、誰の顔かな？　この世界と向こうの世界とでは、時間の流れ方が違う。君達がここへ来てから半年──今なら向こうの世界では、君達が消えてまだ半日も経たっていない。戻りさえすれば、愛いとしい人と確実に再会できる」

　バニッシュが、ふらりとよろめいた。

　転ころばずに踏みとどまった彼は、[image: 拳]こぶしを握ってメビウスを睨にらみ、細身の肩を震わせる。

　メビウスはその葛かつ藤とうを、〝迷い〟ではなく、〝すでに答えの出ている決断〟に要する時間だと見なした。

　そしてバニッシュは──低く押し殺した声を、掠かすれがちに絞しぼる。

「私は……この世界が……この世界がどうなろうと、私は、帰る──帰りたい……！」

　心を握にぎり潰つぶすかのごときその声に、メビウスは何も言わず、一度だけ頷うなずいた。

　神霊スピリツトを操そう作さする行為は、メビウスにとっても楽なことではない。それこそ命いのち懸がけの作業となる。

　それでも、行かなければ──この世界に、メビウスの未来はない。

「……メビウス、私の命めい運うんも、君に預ける。決行はいつでも構かまわない」

　バニッシュの眼からは、一いつ切さいの感情が失せていた。

　メビウスは彼の肩を軽く叩たたく。

「神霊スピリツトの操そう作さには、精せい製せい前の輝石セレナイトが必要だ。しかも機能を完全に逆転させるとなると、今までの実験よりも多くの量が必要となるだろう。研究所にあった分は、先日の実験で切らしてしまった。首しゆ都との倉そう庫こにある分は……ジェラルドが気づいたということは、もう倉庫が封ふう鎖さされているか、中身を移動させているとみていい。だが、我々の拠きよ点てんの一つに、予備の輝石セレナイトを隠かくしてある。すぐにそれを取りに行かせよう。今日の午後には、こちらに着くはずだ」

「──任せる。何か手伝えることがあれば、言ってくれ」

　バニッシュは呟つぶやき、神霊スピリツトに背を向けた。

　銀髪を揺らし、ゆっくりと立ち去る彼の背を見送ってから、メビウスは再び神霊スピリツトに向き直った。

　目の前にぼんやりと浮いた黒い球体は、神でも悪あく魔までもない。ただの道具である。

　そして、そのただの道具が、この世界の破は滅めつを導く。

　その選択を為なすメビウスもまた、神ではなく人の身に過ぎない。

〝神殿側の人々は、破滅の瞬間に、これを神の意思とでも受け取るのかな──〟

　そんなくだらないことをぼうっと考えて、メビウスは指先で仮か面めんを押さえた。

　額の奥では、傷が疼うずき続けている。

　仮面を通して注がれる輝石セレナイトの成分は、少しずつ、自分の心をも蝕むしばんでいるような気がした。
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「……メビウスはジラーハ行きの件けんに、意い外がいとあっさり応じましたね？」

　研究所を出た馬車の中で、向かいに座ったイリスがそんなことを呟いた。

　元げん首しゆのジェラルドは、少女の素直な感想に眼めを細める。

　彼女はまだ、メビウスとの交流が浅い。彼の本質を理解していないとしても、それは仕方のないことだった。

　朝まで降り続いていた雨はもう止み、曇どん天てんの下で街まちに住む人々が動き始めている。

　元首の馬車は騎き兵へい達によって守られており、あえて近づく者はもちろんいない。

　馬車の中には、ジェラルドとイリス、そして彼女の部下である姿の見えない来訪者ビジター、カトルも乗っていた。

　このカトルという男に関しては、姿が見えないだけでなく、言葉もまるで発さないために、時とき折おりその存在を忘れそうになる。

　一人の少女と見えない男を前に、元首たるジェラルドは淡たん々たんと言葉を返した。

「……いえ、メビウスのあれは演技でしょう。どうやら私の予想以上に、彼は神霊スピリツトの核かく心しんに迫っている。メビウスの、私に対する──というより、この世界に対する反はん逆ぎやく心しんは、もはや疑う余よ地ちがありません」

　イリスは不ふ審しんそうに眉まゆをひそめたが、ジェラルドはこのことを確信していた。

　あまり意味のないジラーハ行きをメビウスに命じたのには、もちろん理由がある。

　ジェラルドは二つの案をもって、今朝の訪問に及んだ。

　一つは、もしメビウスがジラーハに行くようであれば、その間に神霊スピリツトを別の場所に隠かくし、メビウス当人に対しては暗あん殺さつを狙ねらうこと。

　もう一つは、もしメビウスがジラーハ行きを拒きよ否ひするようであれば、早さつ急きゆうに部隊を組織し、強攻策で研究所を制せい圧あつすること──

　前者はより安全な策であり、後者はできれば避さけたい策だった。メビウスとその部下達に、一般の衛えい兵へい達で対たい処しよできるとは到とう底てい思えない。

　結果──メビウスは、ジラーハ行きを応おう諾だくした。

　ただ、ジェラルドが考えていたよりも、その抵てい抗こうが少な過ぎた。本来なら、もっとごねて、交こう換かん条件をいくつか提てい示じし、その上で吞のむべき要求なのだ。

　それをメビウスが、あっさりと吞んだ──この事実が意味する最悪の結論は、ごく単純なことである。

（あと数日のうちに、メビウスは〝向こうの世界〟へ渡るための行動にでる──すでにその準備ができているということか……？）

　つまりは、ジラーハ行きへの応諾も、単なる時間稼かせぎということになる。拒否すれば、ジェラルドがすぐに兵を差し向けると、メビウスは気づいていたのだろう。

　正直なところ、そこまで神霊スピリツトの研究が進んでいるとは、ジェラルドも思っていなかった。

　一方、イリスはまだ釈しやく然ぜんとしない様子である。

「でも元げん首しゆ、ふと思ったのですが……例のシャジールの民からの報告書が、メビウスと私達を仲なか違たがいさせるための、単なる工作である可能性は？　つまり、入り口と出口を逆転させると世界が滅ほろびるというのは、あくまで虚きよ偽ぎだったり……」

　彼女の疑ぎ念ねんに、ジェラルドは首を横に振った。

「確かに、虚偽であればいいのですが──シャジールの手紙が真実だとすれば、あの〝エルシオン・エアル〟が帰き還かんを断だん念ねんしたことにも納なつ得とくがいきます」

　その名を出すと、イリスの表情も固まった。

　ジェラルドは顎あごを撫なでながら、思し案あんするままに言葉を紡つむいだ。

「彼はおそらく、元の世界に戻る方法を発見していたのでしょう。しかし、あえて戻ることはなかった──つまり、彼の良心が、この世界を犠ぎ牲せいにはできなかったと見ていい。しかし、メビウスならば実行します。あの男は、極端に利り己こ的てきなのです。自分自身のためならば、他ほかの全すべてを犠牲にすることも厭いとわない。我々の世界と自分の命とを天てん秤びんにかければ、迷いなく自分の命をとる男です」

「……どういうこと？　メビウスの命って……」

「あぁ……まだ話していませんでしたか。メビウスの体には、かなりの無む理りがかかっているはずなのです。額を割って、輝石セレナイトの成分を脳のうに届ける──こんな無む茶ちやをしておいて、長生きできるはずもない。メビウスと同様の処しよ置ちを施ほどこした前例となる者達は、みな短たん命めいでした。彼も自分の余よ命めいが少ないことを感じ取っているはずです」

　声を潜ひそめ、ジェラルドはそう答えた。この馬車の中では、特に誰だれかに聞かれる心配はないが、大声で話すようなことでもない。

　イリスは啞あ然ぜんとしつつ、しかし同時に納なつ得とくもしたように、ただ口を噤つぐんでいる。

「ですから、彼にはあまり時間がない。この世界では延えん命めいが難しいとしても、貴方あなたがたの世界へ行けば、その技術で命を延のばせると──そう信じている。メビウスの口ぶりでは、どうやらリーブルマン博士も、すでに向こうの味み方かたかもしれません。彼は全すべてを承しよう知ちの上で、自らの好こう奇き心しんを優ゆう先せんしかねない研究者です」

　今朝、リーブルマンに会えなかったのは、むしろ幸運だったかもしれない。彼がメビウスに取り込まれている可能性は、決して低くなかった。

「そして失礼ながら、あのバニッシュという青年も、あるいは帰き還かんのために……」

　この指し摘てきに、イリスが眼めを剝むいた。

「ば、馬ば鹿かなことを言わないでください！　バニッシュだって、いくらなんでもそんな……！」

「残念ながら、可能性は捨て切れません」

　一いち応おうは仲間を信じたいらしい彼女とは違って、ジェラルドは最悪の事態を想そう定ていしている。バニッシュという青年のことはよく知らずとも──あのメビウスが傍そばに置いているという時点で、もはや敵側に回っていると見たほうがいい。

　ジェラルドは、部下として利用してきたメビウスのことを、まったく信頼していない。メビウスの側でも同様だろう。二人はたまたま利り害がいが一いつ致ちしていたがために、一時的な協力関係を構こう築ちくしていたに過ぎない。

　その認識はおそらく共通のもので、なればこそ、ジェラルドの決断は早かった。

　メビウスやシズヤ達という、優秀な手て駒ごまを失うのは痛いが──このラトロアを、ひいてはソリダーテ大陸をも失ってしまうようでは、本ほん末まつ転てん倒とうである。

「この国の元げん首しゆとして……いや、この世界に生きる者として、私はメビウスを止めねばならない。彼の暴走を許したのも私です。その責せめは負わねばなりません。もし叶かなうことなら、貴方達にも、メビウス達の始し末まつを手伝っていただきたいと思います」

　来訪者ビジター達の戦闘力──特にカトルやパンプキンの力は、メビウス達にも通用する。

　険けわしい眼つきになったイリスは、低い声で応じた。

「仲間を……バニッシュを、私達に殺せっていうの？」

　その反応を予測していたジェラルドは、慌あわてず理性的に彼女を諭さとしにかかる。

「いえ。むしろ逆です。私が止めたいのはメビウスだけです。数で倒せる戦力をつぎこみ、それこそ火を放ってでも始し末まつをつけるつもりではいますが……その場合、バニッシュという青年も、巻まき添ぞえにせざるを得ない。貴方あなた達が彼を生かして取り押さえれば、あえて彼を殺す必要はなくなる。その後は貴方達に任せます。いかがですか？」

　答えるまでに、イリスは一いつ拍ぱくの間を置いた。

「……どのみち、無関係じゃいられないのよね──」

　彼女は眼めを閉じ、独ひとり言ごとのようにそう呟つぶやく。

「……わかりました、協力します。この世界が壊こわれちゃったら、意味がないもの」

　その答えに、ジェラルドは安あん堵どした。

　せめて彼女達は味み方かたにつけねば、あのメビウスとシズヤ達には対抗できそうにない。

「そういっていただけて、ほっとしました。しかし──貴方がたは、本当に元の世界に未み練れんはないのですか？」

　それを改めて問うと、イリスは眉まゆをひそめて嘆たん息そくした。

「……バニッシュには悪いけれど……私は向こうに、いい思い出はないんです。なんにも」

　ジェラルドは違い和わ感かんを覚えて、その眼を細める。

　来訪者ビジター達の世界は、遙はるかに文明の進んだ、素晴らしい世界のはずだった。ジェラルドもそう信じていたし、同じ来訪者ビジターたるエルシオン・エアルがラトロアに遺のこした功こう績せきを知れば知るほど、その世界への憧あこがれは募つのった。

　メビウスはそこへ〝行こう〟とし、ジェラルドはその文明に〝追いつこう〟と考えた。

　ところが、すっかりこの世界に適てき応おうしたイリス達の様子を見ていると──ジェラルドはたまに、首を傾かしげてしまう。

　イリスが帰き還かんを望まない理由は、あのエンジュという少年にあるのではないかと、ジェラルドは予想していた。それはもちろん大きな要素に違いないと、今も確信しているが──それだけとも思えない。なんとなれば、元の世界について語る時の彼女は、むしろ忌いま々いましそうにさえ見える。

「一つ……私には、解げせないことがあるのです。貴方達は、自らの世界への愛あい着ちやくが薄すぎるというのか──文化が発展し、文明が進めば、さまざまなことが可能になるはずです。例の腕輪にしても、それだけの技術力があれば、人は多くの可能性を得られる。そんな技術がある世界に、本当に戻りたいとは思わないのですか？　貴方達にしてみれば、こんな世界は古ふる臭くさくて、耐たえ難がたいほど不ふ便べんでしょうに……」

　そんな疑問をぶつけると、イリスは不思議そうに眼をしばたたかせた。

　ジェラルドは、そのさばけた反応にまた驚かされる。

「……少しも懐なつかしいと思わないわけではありません。この世界にはない便利なものも、確かにありましたし……ただ、元げん首しゆは何か勘かん違ちがいをしているようですけれど──」

　イリスは小声で囁ささやいた。

「そもそも私達の世界はもう、どうせ滅めつ亡ぼうするのが目に見えてます。戻ったところで、こちらほど快かい適てきには暮らせませんから」

　その率そつ直ちよくな答えに、ジェラルドは絶ぜつ句くした。
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　懐なつかしくもない故こ国こくのことを思いだしながら、ムスカ・ブライトクロイツは牢ろう獄ごくの奥で闇やみを見つめていた。

　人は何処どこで道を間違えたのか──そんなことを、じっと考える。

　きっかけは、いくつもあったと思う。

　エネルギー戦略において大きな役割を担になってきた石油が、満足に採さい掘くつされなくなった時。

　レアメタルと呼ばれる貴き重ちような鉱物資源の数々が高こう騰とうし、その奪うばい合いが起きた時。

　気候が変化していく中で、環境も激変し、それに対して満足な対応策を打てなかったことも、後世の悲ひ劇げきにつながった。

　加えて──それらの諸問題を、政せい争そうの道具として利用した者達が、事態をさらに悪化させた。

　問題の本質を棚たな上あげにし、権力闘争のために異なる主義主張をぶつけ合った結果、多くの国はさまざまな変化に際し、〝争あらそい〟という手段での解決をはかるに至った。表向きは自然の保護を訴うつたえる団体でさえ、政治的な権力を振りかざして、自分達に都つ合ごうのいい形で社会を利用してきた。

　いくつもの国や団体が分ぶん裂れつして滅ほろび、再構成され、また滅び──

　さながら試験管の中で、微生物の増ぞう殖しよくと減少が繰り返されるかのように、世界は混こん沌とんとした歴史を紡つむいできた。

　その場しのぎの対応を続けた結果として、技術は大きく進歩したものの、同時に取り返しのつかない悲劇を数多く生み、国家間の遺い恨こんも残した。

　ムスカが生まれる遙はるか以前から、それらの影響は澱おりのように溜たまっていた。

　清せい算さんも贖しよく罪ざいも追いつかない、そんな世界で──ムスカ達はひたすら、敵から身を守るために、そして敵を倒すために、研究と戦いを続けてきた。

　どこで歯車が狂くるったのか──

　あるいは最初から、狂い続けていたのか──

　ムスカには、わからない。

〝この世界もいずれ──我々の世界のようになるのか？〟

　そんな懸け念ねんはある。

　ただし、この世界の場合には、ムスカ達の世界にはなかった要素が、数多く存在している。

　御柱ピラーや輝石セレナイト、導く者としてのシャジールの民の存在──それだけではない。

　フォルナムに保護されていた時期、ムスカは図書館で多くの書物に触ふれた。

　そしてその時に、この世界が、ほぼ完全な循じゆん環かん型がたのシステムを構こう築ちくしていることを知った。

　この世界では、各種の鉱こう脈みやくですら、たった数十年ほどの歳月で、少しずつ〝回復〟していくという。過か度どの採さい掘くつをしなければ、鉱脈は自然と洞どう窟くつの奥で生まれ、小規模な地震を伴ともなって地上へ押し出されていき、そしてある程度の規模で成長を止めるらしい。

　まるで誰だれかが、大地そのものを、裏側で〝制せい御ぎよ〟しているかのごとき現象だった。

　おそらくはそれも、御柱ピラーの影響である。

　この大陸にある御柱ピラーは、それぞれ大地を支え、水を清め、大気を生み、気温を調節しているという。中央にあるウィータ神殿の御柱ピラーは、それらの機能を正常に保ち続けるための中ちゆう核かくであるらしい。

　もはやこの大陸そのものが、〝御柱ピラー〟によって造つくられていると考えるべきかもしれない。

　それらの事情を踏ふまえて、ムスカは思う。

〝この場所には、もしや──本来は何もなかったんじゃないのか？〟

　何もない空間に、大陸を造り、水を満たし、空気を用意して、気温を整えた──それがこの、ソリダーテ大陸なのかもしれない。あるいは土台としての惑わく星せいはあったのかもしれないが、生物にとって住みよい環境を整えたのは、シャジールの民なのだろう。

　それらを確かめる術すべはないが、この地がただの〝地球に似た星〟でないことだけは、ムスカも確信していた。

　ふと、牢ろう獄ごくの正面で見張りをする髭ひげ面づらの大男が、退たい屈くつそうに欠伸あくびを漏もらした。

　彼はリョガクという名で、昨夜の戦いの折には、ムスカを昏こん倒とうさせてリセリナを追い詰めた手練てだれである。

　彼の腕にはめられた腕輪には、ムスカ達が〝コアシールド〟と呼んでいた機能が備そなわっている。マテリアルコアのエネルギーを防御のために使う腕輪だが、そのエネルギーを放出することで、攻撃にも応用が利きく。ムスカはそれに意い表ひようを突かれ、あっさりと昏倒させられた。

　油ゆ断だんしていたつもりはなかったが、失しつ態たいではある。

　欠伸の後に、リョガクはムスカの視線に気づき、檻おりのほうを向いた。

「ん？　どうした、何か欲しいもんでもあるのか？」

　声は嫌いや味みがない程度にさばけており、敵にしては友ゆう好こう的てきである。

　ムスカは彼を睨にらんで、嘆たん息そくした。

「そうだな。できれば、ここから出して欲しいんだが──それは無む理りだろう？」

　リョガクは苦笑を見せた。

「あぁ、それはなあ。シャジールの民にも同じ事を言われたよ。人ひと質じちになる連中は、だいたい同じことを一度は言うんだ。まぁ、あんたの力があれば、〝腕輪〟なしでも、その貧ひん相そうな格こう子しぐらい曲げられるんだろうが──こっちには人ひと質じちがいるしな。自じ重ちようしておいてくれ」

　人質とは、同じ来訪者ビジターのシアのことである。

　名無し達の拠きよ点てんで寝ていたはずの彼女もまた、昨夜のうちに捕らえられてしまった。ムスカもついさきほど、顔を合わせたばかりだが、そのシアはここにはいない。ムスカやリセリナの反はん抗こうを封ふうじるために、どこか違う場所に隔かく離りされていた。もし、ムスカがここを力ずくで破れば、そのシアが無事ではいられない。

「俺おれ達もなぁ。子供を相手に、そんなに酷ひどいことはしたくないんだが……」

　呟つぶやくリョガクを、ムスカは険けわしく見み据すえた。

「心にもないことを言うな。おまえ達の上じよう司しのシズヤは、アルセイフの内ない乱らんの折、牢ろう屋やに捕らえられていた皇こう太たい子しの息子むすこを殺したと聞いている。まだ赤ん坊だったそうだが？」

「あぁ、シズヤはちょっと壊こわれているからな──いや、俺だってそうだ。必要とあらば殺やるよ。そのための人質だ」

　リョガクの声のその平へい静せいさが、ムスカにはかえって不気味に聞こえた。

　──元の世界で、〝失しつ踪そうした〟と思われていた、ある知人達の姿を、ムスカは脳のう裏りに思い描いた。

「あのタケオミの部隊の子孫が──よりにもよって、こんな連中になるとはな。時代の流れというのは恐おそろしい」

　その独ひとり言ごとじみた愚ぐ痴ちに、リョガクが首を傾かしげた。

「タケオミの部隊の子孫……？　そいつはひょっとして、タケオミ・オオトリのことか？」

　ムスカは頷うなずいた。

　その名が彼ら、〝北方民族〟の間に伝わっていることは、シルヴァーナ達との雑談で聞いていた。

　タケオミ・オオトリの指し揮きしていた、警けい備び部隊六十余名──

　ムスカ達の世界で、彼らはある日、忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。その失踪は、エルシオン・エアルの失踪よりも数ヵ月前のことである。

　数が多かったわりに、一人の死体も見つからなかったため、彼らは裏うら切ぎって亡ぼう命めいしたのだと判断されていた。しかしその足取りがまったく摑つかめず、また彼らと個人的に親しん交こうのあったムスカも、〝亡命〟とは思えずにいたが──その彼らは、ムスカ達のようにこちらの世界へと来て、当時の北方民族と結びついたらしい。

　彼らの多くは遺い伝でん子し強化の末すえに造つくられた、生まれながらの戦せん闘とう要よう員いんであり、それこそパンプキンにも匹ひつ敵てきする強さを誇ほこっていた。日系人ばかりの特殊部隊で、そのうちの一人、タケオミの副ふく官かんだったある娘は、研究者としての知人でもあった。

　彼女の専門は、大型生物の研究──その分野の研究は、当初は食糧問題への対応策だったが、ムスカ達の時代にはもう、大型の牛や豚ぶたは完成しており、むしろ〝研究のための研究〟として、さして効果があるとも思えない生物兵器の開発が無む為いに続けられていた。

　そうした無為の探たん求きゆうはしかし、知の欲求に魅み入いられた学者にとっては心地よい行為でもある。

　彼女もまた、大型生物の開発という行為そのものに魅入られ、研究を続けていた。

　しかし──ムスカ達の世界で五年前に起きた〝魔ま術じゆつ師しの災さい厄やく〟によって、その研究施設のあった街まちは完全に消え去った。

　彼女だけは、たまたま別の地域の研究施設へ出張しており、その難を逃れたが、大型生物の開発そのものが施設の消しよう失しつを機に打ち切られたため、研究者としては行き場を失った。

　結果、事務能力を買われて、彼女はタケオミの副ふく官かんとなった。

　ムスカにとって──彼女のことは、忘れられない。

　間違っても恋こい人びとなどではない。

　一方的な片思いのまま、思いを告つげる機会さえなく──彼女は、タケオミ達の部隊と共に、失しつ踪そうしてしまった。

　そして、タケオミと彼女達は──

「……当時、迫はく害がいされていた北方民族を救った、来訪者ビジターの集団──おまえ達は、その子孫だろう？」

　ムスカの問いに、リョガクは頰ほおを搔かきながら頷うなずいた。

「そうらしいな。俺おれ達の名前の付け方が、この世界ではちいとばかし珍めずらしいのも、その来訪者ビジター達の影響らしい。そいつらの風習を、当時の北方民族が取り入れたとか……まぁ、守り神みたいに見えたんだろうな。そいつらも、こういう技術を持っていたらしいから」

　リョガクは、自らの腕輪の上を触さわって見せた。

　彼らが屍しかばねの薬に対して耐たい性せいを持っているのも、タケオミ達の子孫だとすれば納なつ得とくがいく。モルモットの実験では、肉体強化の効果も薬への耐性も、その効果を減じさせながらも、数世代は残っていた。個体によっては、時には先せん祖ぞ返がえりのように、強い能力を発揮する例さえあったのだ。

　そして、北方民族が玄げん鳥ちようを扱うようになったのも、その来訪者ビジター達が合流してからのことだと聞いている。

　おそらくは〝彼女〟が、玄鳥の調教方法や習性を、北方民族に伝えたのだ。

　その娘の面おも影かげを、ムスカは心の中に思い浮かべた。

　童どう顔がんの可愛かわいらしい、明るくてはにかみ屋の、栗鼠りすのような雰ふん囲い気きを持つ娘だった。

　タケオミや彼女達が消えた時に──もう会うことはないと、そう感じていた。

　その彼らが、こちら側の世界へと来て、歴史にも関かかわるような動きをしていたことなど、当時のムスカは想像もしなかった。

　しかし──彼らがこの地を訪れたことは、もはや疑いない。

「タケオミ達は、気のいい連中だった。その子孫にしては、シズヤのやり口は陰いん湿しつだな。似にても似つかん」

　リョガクが訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。

「なんだよ、五百年近く昔の連中のことを、まるで知り合いみたいに言うんだな？」

「あぁ、知り合いだよ」

　ムスカは気き負おわずに淡たん々たんと応じた。

「タケオミ・オオトリ。アスナ・シノヤマ。クロード・サイジョウ。キリヤ・アイスナー──みんなみんな、いい奴やつらだった。何処どこへ消えたのかと思っていたら……こんな世界に、足跡があった。叶かなうことなら私も、彼らと一いつ緒しよの時期に、こちらへ来たかったな」

　その言葉は、半分は冗じよう談だんで、半分は本気だった。

　格こう子しを挟はさんで、リョガクが眼めを細める。

「……二つの世界で時間の流れ方が違うって話は、メビウスから聞いている。だが、北方民族と合流した来訪者ビジターってのは、五百年近く前の連中だぞ？　あんたの知り合いだってのは、本当なのか？」

「はは……五百年どころか──」

　ムスカは薄く笑った。会話はそこで中断される。

　リセリナを連れたアカツキとエイミーが、牢ろう獄ごくに姿を見せた。

　アカツキは、眼鏡めがねの奥の鋭するどい眼まな差ざしをリョガクに向け、舌した打うちまじりに呟つぶやく。

「また囚しゆう人じんとお喋しやべりかよ？　あんまり妙なことを話すんじゃねえぞ、リョガクの旦だん那な」

「俺おれは聞くほう専門さ。おまえと違って、学がくがないからな」

　とても学があるようには思えないアカツキに向けてそう言い、リョガクは立ち上がった。どうやら見み張はりを交代するらしい。

　ムスカのいる牢ろう屋やに、リセリナも放り込まれた。

　長い黒髪の少女は、出て行った時よりも少しだけ険けわしい顔をしていた。

　ムスカは彼女に小声で問う。

「リセリナ、メビウスから何か言われたのかね？」

「いえ、たいしたことは……でも、イリスと会いました」

　表情の険しさに納なつ得とくし、ムスカは低く唸うなった。

　見張りについたアカツキとエイミーが、それぞれ牢の左右に座る。

　アカツキの手元にはランタンと書物があり、彼は眼鏡を覗のぞき込むようにして、字を追い始めた。

　その雰ふん囲い気きは慣れたもので、意い外がいなことに読書家らしい。

「……君は、眼が悪いのかね？」

　ムスカはつい、気になって問いかけた。

　アカツキは一瞬だけじろりとムスカを睨にらみ、

「あぁ？　遠くは見えるんだよ。近くの細かい字が見にくいだけだ」

　つっけんどんながら、そう答えた。彼はいわゆる遠えん視しらしい。

　エイミーはエイミーで、退たい屈くつしのぎのつもりか、その場で編あみ物ものを始めた。

　人ひと質じちを見み張はるにしては、二人とも吞のん気きなものである。

　腕輪を取り上げられ、さらにシアを隠かくされている以上、ムスカとリセリナは身動きが取れないのも事実だが、それにしても緊張感がなかった。

〝舐なめられたものだな……〟

　そうは思ったが、舐められても仕方のない負け方をしたのはムスカである。

　そもそも彼は正せい規きの戦せん闘とう訓くん練れんを受けていない。肉体強化の実験台となり、尋じん常じようならざる力は得たが、護ご身しん以外の目的で、それを生かす術すべはもっていなかった。

　一方、戦う技術を得ているはずのリセリナも、今はおとなしい。

　彼女もわかっているのだ。

〝このままでは終わらない。いずれ、事態が動く──〟

　名無し達の襲撃は失敗したが、シルヴァーナを含めた北方民族は健けん在ざいである。ムスカやリセリナ、それにコウ司し教きようを救きゆう出しゆつするために、彼らは必ず策さくを練ねってくるはずだった。

　いざその時に動けるよう、今は鋭えい気きを養っておかなければならない。

〝そうとも──一度失敗したとはいえ、まだ終わりではない。ここからだ──〟

　不ふ屈くつの心をその身に宿して、肌はだ寒さむい牢ろう獄ごくの奥で、ムスカはかすかに肩を震わせた。
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　研究施設を後にしたイリスは、国家元げん首しゆジェラルド・メイスンの邸てい宅たくに戻っていた。

　ジェラルド当人も共にいる。

　帰りの馬車の中で話をしてからというもの、ジェラルドは妙に冴さえない顔をしていた。メビウス達への対たい処しよで悩んでいるのかとも思ったが、むしろイリスとの会話を挟はさんで、雰ふん囲い気きが変化したようにも思われる。

〝何か、変なこと言ったかしら……？〟

　内心で首を傾かしげつつも、イリスは努つとめて、メビウス達のことだけを考えるようにしていた。

　そうしていないと──今朝の、エンジュの顔が浮かんできてしまう。

　イリスの拒きよ絶ぜつの言葉に、彼は寂さびしそうな顔を見せた。

　思いかえすと胸が軋きしむが──イリスにはそれでも、彼の好意が怖こわい。

　書しよ斎さいに入ったジェラルドは、イリスにソファを勧すすめ、待たい機きしていた秘ひ書しよ達にはいくつかの指示を出した。

　メビウス達への警けい戒かい、突入させるための戦力の確保などがその主なものだったが、それらの指示のあとに、秘書の一人が問いを発した。

「元首。午後の、ジラーハの使者を囲む懇こん親しん会かいはどうなさいますか？」

「予定通りに出ます。ですが、会の最中であっても、連絡事項がある場合には割り込んで構いません」

　これを聞いていたイリスは驚いた。すでに時刻は昼に近く、そろそろ邸宅を出なければ、会合にも遅ち刻こくしてしまう頃ころ合あいである。状況が状況だけに、てっきりこのままキャンセルするものだとばかり思っていたのだ。

「わざわざ懇親会に出るのですか？　こんな状況下で──」

　ジェラルドが静かに頷うなずき、秘書はあっさりと下がっていった。

「もちろんです。現在、私が動かせる特殊部隊に召しよう集しゆうをかけていますが──例の、亡ぼう国こく派はによる議事堂占せん拠きよ事件の捜そう査さのために、彼らも分散しています。集合できるのはどんなに早くとも夕方でしょう。それまでは、私も特にできることがありませんから──ジラーハの使者に好すき勝かつ手てなことを喋しやべらせないためにも、出席するつもりです」

　理由に納なつ得とくはしたが、歯は痒がゆい思いはあった。

〝一いつ刻こくも早く、メビウスを止めないといけないのに……〟

　イリスは焦あせりを自覚していた。

　今朝──〝滅めつ亡ぼう〟という言葉をジェラルドから聞いて、今の自分がこの世界に愛あい着ちやくを持っていることに、改めて気づかされた。

　元の世界に戻れるものなら、戻ってもいいと──しばらく前まではそう思っていた。

　今でも、清せい潔けつな風ふ呂ろやシャワー、発達した情報端たん末まつや、暇ひま潰つぶしに便利なゲーム、大量生産品でも好きだった菓子など、そうした品の数々を〝懐なつかしい〟とは思う。

　だが、〝戻りたい〟とは思えない。

　向こうの世界には──エンジュがいない。その重みが、今のイリスには実感としてわかってしまう。

　彼を連れて行くこともできない。エンジュはきっと、向こうの世界を嫌いにしかならないだろうと思う。

〝……ここに、いたい〟

　イリス自身も、切せつ実じつにそう感じている。

　今朝、つい勢いでエンジュを拒きよ絶ぜつしてしまったことが、いまさらのように悔くやまれた。

　自分がおかしいのだと、わかってはいる。

　だがそれでも、彼女はどうしても素直にはなれない性しよう分ぶんだった。

　イリスの内心など知らぬジェラルドは、ソファに身を沈めて深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

「……今は、メビウスが先に動かないことを祈りましょう。彼らを捕らえる、あるいは倒すには、それこそ複数の部隊が必要です。神霊スピリツトさえ確保できれば、取り逃がしても構いませんが……そもそも、返かえり討うちにされる危険性が高い」

　ジェラルドは、メビウス達の力を過か小しようには評価していないらしい。部下であるシズヤ達の力も侮あなどれないし、そもそもメビウスの腕輪は、周囲にいる人々の感覚を麻ま痺ひさせる質のものである。

　尋じん常じような手段では、太刀たち打うちできないだろう。

　それこそ、昇しよう華かしたパンプキンやカトル、リセリナのような戦力がない限り──

　そこに思し考こうが及およんで、イリスはふと、リセリナの傍そばにいた少年のことを思いだした。

　初めてフォルナムにイリス達が現れた時、金属であるガーゴイルの胴どうを断たち、シズヤ達の暗あん躍やくを退しりぞけ、イリスの指示によって〝昇華〟したパンプキンとバニッシュの猛もう攻こうをすら凌しのいだ、あの少年──

〝フェリオ・アルセイフ……？〟

　イリスが記憶を失わせたウルクの、想おもい人びとでもある。リセリナとは別行動だったが、彼は今、ウルクと共に使者としてラトロアに来ている。

〝……あのフェリオって子に、リセリナのことを伝えたら──研究所の制せい圧あつに、別べつ動どう隊たいとして使えないかしら……〟

　イリスはそんな可能性に思い至った。

　フェリオもウルクも、大勢の護衛を連れていることは想像に難くない。特に〝王宮騎士団〟というフェリオの騎士達は、屍しかばねの兵を巡めぐるフォルナム神殿での戦闘にも参加していた。

　彼らを巻き込めれば、研究所の制せい圧あつに役立つかもしれない。

　ただし──

〝もしリセリナを助けられたら、せっかく捕つかまえた意味がないし……それに、死の神霊アービタ・スピリツトに近づけるわけにもいかないし……〟

　そんな思し考こうも湧わいてきて、イリスは判断に迷った挙あげ句く、このことをおずおずと口にした。

「あの──元げん首しゆ。これは仮か定ていの話ですが──研究施設の制圧に、ジラーハとアルセイフから来た使者の護衛達を、巻き込むという手段もあります」

　口にした途と端たんに、ジェラルドが眼めをひそめた。

「彼らに、神霊スピリツトのある場所を漏もらせと？」

「もし戦力に不安があるなら、ということです。それに神霊スピリツトの位置のことは、いずれ名無しの生き残りや、北方民族から伝わるはずです。ひょっとしたら、もう知っているかもしれません。使者の一人、フェリオ・アルセイフは、捕らえた来訪者ビジターのリセリナと深い関係にありますし──彼女を助けるために、兵を動かす可能性があります。そして失礼ながら、彼らはこのラトロアの衛えい兵へい達より強いはずです。実戦の経験が豊ほう富ふですし、なにより神しん鋼こうの剣を持っていますから」

　シズヤ達の話によれば、タートムとの戦争の折に、アルセイフは神鋼の剣を大量に確保したという。精せい鋭えいたる王宮騎士団の団員達にも、それが渡っている。多くは安物だろうが、それでも普通の剣よりは遙はるかに強いし、腕輪の力にも対抗できるはずだった。

　ジェラルドが思し案あんげに顎あごを撫なでた。

「……なるほど。厄やつ介かい者もの同どう士し、潰つぶし合いをさせるわけですか。そのまま死の神霊アービタ・スピリツトを奪だつ還かんされるわけにはいきませんから、こちらもリスクを負いますが──それでも、メビウスに出し抜かれるよりはましですね」

　世界の滅めつ亡ぼうと死の神霊アービタ・スピリツト、天てん秤びんにかければ、どちらが重いかは明白である。

　ジェラルドは、イリスの提案を気に入った様子だった。

「メビウスの捕らえた来訪者ビジターの少女が、こんなことで役に立つとは思いませんでした。議員達に神霊スピリツトのことを明かせない以上、今日の会談において、来訪者ビジターの少女を手て札ふだにはしにくいですが……どう知らせたものでしょうね？」

「ほうっておいても北方民族から連絡が伝わるはずですが、その場合、慎しん重ちようを期きして、しばらく様子見をされる可能性もあります。急がないとリセリナの身が危ないと、そう思わせることができればいいのですが……」

　ジェラルドがソファから立ち上がった。

「では、故こ意いに情報を流しましょう。名無し達の諜ちよう報ほう網もうも、まだ多少は生きているはずです。ひとまず──こちらも戦力を揃そろえねばならない。イリス、貴方あなた達にも期待して構いませんね？」

　イリスは頷うなずき、隣にいるはずの見えないカトルに視線を向けた。

「カトル、パンプキンを探して連れてきて。急いでね」

　パンプキンは朝のうちに出かけてしまった。昼が近い今も、おそらくは街まちの広場にいるのだろう。

　カトルは素早く移動をはじめ、イリスも同時に、ジェラルドの書しよ斎さいを後にした。ジェラルドも、娘に会ってから会談の席へ移動するつもりらしく、三人はここで別れる。

　庭を歩きながら、イリスは眉み間けんを険けわしくしかめ、自らの腕輪にそっと触ふれた。

　この世界へ来てすぐに、イリスの腕輪は〝フェリオ〟によって壊こわされた。

　ムスカが修理してくれたものの、ありあわせの部品での応おう急きゆう処しよ置ちでしかなく、スフィアによる爆発力は大幅に低下してしまった。

　リセリナのようにずば抜けた身体能力があるわけでもないため、戦力としては中ちゆう途と半はん端ぱである。そんな自分の力が歯は痒がゆい。

（……そうだ、エンジュを避ひ難なんさせておかないと……）

　メビウスが敵に回った以上、このメイスン邸ていも安全な場所ではない。

　どこに避難させるかはともかくとして、彼には無事でいて欲しかった。

　別宅に戻ったイリスは、扉を開けながら、室内に小さく声をかけた。

「……エンジュ、いる？」

　今朝のことを思いかえすと、少し気まずい。自然と声は掠かすれてしまった。

　中からの反応はない。

「……エンジュ？」

　もう一度、名を呼んだが、室内には人の気配がしなかった。

　彼の不在に気づくや、イリスはその場に立ち竦すくみ、強こわ張ばった眼まな差ざしで無人の部屋を見まわした。

　その顔色が、たちまち青ざめていく。

　──このラトロアに来てから、エンジュが一人で外に出かけたことはない。

〝どこに……まさか、今朝のことが原因で、出ていったんじゃ……〟

　そんな不安が、彼女の脳のう裏りをかすめた。

　イリスは慌あわてて寝室に駆け込み、エンジュの着替えや身の回りのものを確認した。

　今朝着ていた服以外は、特になくなっているものはない。ラトロアに来てから購あがなった弓も、寝台ベツドの脇わきに置いてある。

　一いち応おうは安あん堵どしたイリスは、よろめくようにして椅子に座り込むと、そのまま机につっぷした。

　──最近の自分は、おかしい。

　理性的に考えれば、あのエンジュが何も言わずに、しかも書き置きさえも残さずに出て行くはずもない。

　玄げん鳥ちようから落ちた時に負った怪け我がも治っているし、一人で街に出たくなることもあるだろう。今朝のようなことがあった後では、尚なお更さらである。

〝こんなこと考えている場合じゃないのに……〟

　今、考えるのは、メビウス達のことだけでいいはずだった。

　自己嫌けん悪おに陥おちいりながら、イリスは脱力して、大きく深い溜ため息いきを繰り返した。
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　議事堂から程近い広場で、エンジュ・シェパードは、パンプキンと共に並んでベンチに座っていた。

　朝まで降っていた雨はすっかりやみ、今は薄い雲が空を覆おおっている。

　水を吸って湿しめったベンチにぼんやりと座り、彼は広場の人々を眺めていた。

「広場が珍めずらしいかね、狩人かりうどの少年よ」

　パンプキンが愉ゆ快かいそうに問う。エンジュは嘆たん息そくで応じた。

「いや、別に……ただ、人が多いなぁ、と思って。俺おれは田舎いなか育ちだからさ」

「ふむ。この広場は、実に良い場所なのだ。単に人が多いだけでなく、皆の人生を感じさせてくれる。我はここが好きである」

　パンプキンは歌うようにそう言って、細い両手を広げて見せた。

　すっかりこの広場の顔かお馴な染じみとなったパンプキンは、今や風景の一部として溶とけ込こんでいた。

　道行く人も、会え釈しやくする者はあれ、奇き異いの視線を投げかける者はほとんどいない。

　おまけに、何もしなくても子供が寄ってくる。

　今も一人──広場の端から、張りぼての〝かぼちゃ〟をかぶった少年が、懸けん命めいに駆けてくるところだった。

「王様！　これ見て、これ！」

　興奮した甲かん高だかい声で、少年はパンプキンを王と呼んだ。この広場での彼は、かぼちゃの王様らしい。エンジュはつい苦笑してしまう。

　少年は自らのかぶっていたかぼちゃを外し、パンプキンの前に突き出した。

　そのかぼちゃは、紙と細木で造つくられた、いかにも簡かん素そなものである。少し不ぶ恰かつ好こうに歪ゆがんでいたが、絵の具の緑色の加か減げんといい、開けられた目鼻の形といい、パンプキンを忠実に再現しようとしていた。

　それを正面に見たパンプキンは、大おお仰ぎように両手を広げる。

「おぉ！　これは素す晴ばらしい。実に味わい深い逸いつ品ぴんであるな！」

　快活そうな少年が、得とく意いげに笑った。

「でしょ？　兄ちゃんに造ってもらったんだ。ね、これたくさん造って、うちの店で売ってもいい？　流行はやると思うんだ」

　パンプキンが頭を上下に振って頷うなずいた。

「うむうむ、嬉うれしいことを言う。無む論ろん、売るのは構わぬ。だが、視し界かいが狭せまくなって危険ゆえ、歩く時は外すのだ。我のかぼちゃは王様用であるからして、極めて安全設計であるが、紙製品ではそうもいかぬ。よろしいな？」

「うん！」

　少年は顔を輝かせてパンプキンに頭を下げると、かぼちゃ頭を脇わきに抱え、また広場の向こうへと走っていった。

　パンプキンはその背を見送り、妙に嬉しそうな声で、しんみりと呟つぶやいた。

「……どの国であろうと、子供が心から笑っていられる国は、良い国である。アルセイフしかり、ラトロアもまたしかり──将来においてはわからぬが、少なくとも今の時点では、どちらも良い国であるな」

　エンジュは頷いた。

　政治的なことや、権力者達のことはよくわからないが──このラトロアも、神殿側の諸国と、そう大して変わらない気がした。

　文化や国民性こそ異なっているものの、生活する人々の気配が、それほど違わないのだ。

　どの土地でも、人は懸けん命めいに生きている。

　そう、懸命に──

　それは、他国の民であるエンジュも例外ではない。

「……パンプキン……今朝、イリスに振られた」

　エンジュは、唐とう突とつともいえるタイミングで、ぽつりとそう告つげた。

　パンプキンがくるりと顔を向ける。

「ほう！　ついに玉ぎよく砕さいであるか。いや、しかしそれは見上げた心意気である。汝なんじの勇ゆう気きに敬けい意いを表しつつ、野や次じ馬うま根こん性じようにて詳しよう細さいを伺うかがおう」

「そのまんまだよ。好きだって言ったら、引かれた」

　エンジュは嘆たん息そくしつつ肩を落とした。返事を保ほ留りゆうされることは予想していたが、それを超こえてはっきりとした拒きよ絶ぜつが返ってきた。少々、落ち込んだのは事実である。

　パンプキンが、細い腕でその肩を叩たたいた。

「それで我のところへ来たか。助言が必要かね、獲え物ものに逃げられた狩人かりうどの少年よ？」

　エンジュは頷いて、彼に愚ぐ痴ちをこぼす。

「そろそろ気を許してくれてるかと思ったんだけど……女の子って、難しいな」

「うむ、それは賢けん者じやの悟さとりである。しかしながら、我らが上官殿どのの場合は、一般にいる年とし頃ごろの娘よりもさらに厄やつ介かいなのだ。生い立ちのために性しよう根ねが歪ゆがんでいる上に、そもそも人との付き合い方を知らぬ。我のように愛あい嬌きようをふりまく器き用ようさもない」

　パンプキンが、かぼちゃ頭をくらくらと左右に振った。その仕し草ぐさに、エンジュは力なく笑う。

　励ましの言葉は、素直に嬉うれしかった。知らぬ者ばかりのこの地では、相談できる相手がパンプキンしかいない。喋しやべれないカトルや、近づき難い上に留守るすがちなバニッシュは論ろん外がいである。

「まぁ、これでも食しよくして活力を出すがよい」

　パンプキンは服のポケットから、がそごそと小さな袋を取り出した。

　中に入っていたのは、かぼちゃの形をした飴あめ玉だまである。緑色と橙だいだい色の二種類があり、存ぞん外がいに精せい巧こうだった。

　パンプキンが、口の中へと器き用ように一ひと粒つぶを放り込んだ。エンジュも一粒を貰もらいうけ、舌したの上で転ころがす。

　甘あまいかぼちゃの風ふう味みが口の中に広がった。

「……あ、おいしい」

「うむ。心の籠こもった逸いつ品ぴんであるゆえ、大切に味わってもらいたいものである。しかし、イリスのことだが──」

　パンプキンはもごもごと飴を舐なめながら、それでも高い声を張った。

「あの娘は、要するに臆おく病びようで不器用なのだな。汝なんじの真剣さを受け止める心構えもできておらぬ。最近はようやく、汝のことを意識しはじめたようだが……要するにまだまだ、子供なのだ。ま、明日あす、世界が終わるというわけでもない。今後も気長にゆっくりと攻めるがよい」

「──うん。まだ諦あきらめるつもりはない」

　エンジュは即そく答とうした。たった一度、拒きよ絶ぜつされた程度で引き下がれるような思いなら、そもそもこんな異い郷きようにまでついてきていない。

　パンプキンはそれきり無言だったが、エンジュはなんとなく、彼が被かぶり物ものの奥で笑顔を浮かべているような気がした。

　曇どん天てんの広場を、人々が通りすぎていく。

　ついさきほど、かぼちゃの被り物を持ってきた少年も、今は広場の一角で、他の子供達を相手にかぼちゃの被り物を見せびらかしていた。

　子供達が交代でそれを被って遊ぶ様さまを、エンジュとパンプキンはベンチに並んで見守る。

　奇き異いなはずのかぼちゃ頭にも、もうすっかり見み慣なれてしまった。

　エンジュが初めてパンプキンと会ったのは、アルセイフにある自宅の裏側でのことだった。

　夜に帰宅すると、誰だれもいないはずの家に人の気配があり──裏口から回ろうとした時に、背はい後ごをとられた。

　珍ちん妙みような言葉遣づかいと物ぶつ騒そうな気配に、最初は恐怖を感じたものだが、今では特に違い和わ感かんを覚えない。

　この広場でも、彼は子供達に好かれている。

　口の中の飴玉が溶けきったあたりで、ふとエンジュは、隣に座る細身の男に問いかけた。

「パンプキンは、その被り物を外すことってないのか？」

「うむ、これが我の顔であるゆえ、外すことはない」

　さも当然のように言う。

「でも、顔を洗うときとかは……？」

　エンジュのありがちな問いに、パンプキンはやれやれと肩を竦すくめてみせた。

「エンジュよ、世の中には謎なぞのままで済すませるべき事こと柄がらがいくつもあるのだ。我の頭もその一つ──そもそも我は正しよう真しん正しよう銘めいのかぼちゃである。たとえば汝なんじとて、人の顔の下にある頭ず蓋がい骨こつを見たいとは思わぬであろう？　我に関しても同様に考えるべきなのだ。このかぼちゃこそが我の頭であり、その下にある顔など、気にするだけ無む駄だなことである」

　エンジュは、その徹てつ底ていした回答にくすりと笑った。

　そしてパンプキンは、かぼちゃ頭のその視線を空に向ける。

「我がもし、この頭を外すとしたら──この世界で、今までとは別の人生を生きると決意した時であろう。今はまだ、その時ではない。人付き合いの下手へたな、手のかかる上官殿どのもいるのでな」

　まるで保護者のようなその口ぶりに、エンジュは眼めを細めた。

　その姿のせいで、不気味に見えたり、あるいは滑こつ稽けいにも見える男だが、彼は決して、戦うだけの機械でもなければ、おどけているだけの道どう化けでもない。

　自分なりの美学をもち、その美学を明確な指し針しんとして生きている。
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　そんなパンプキンの姿が、少し眩まぶしい。

　エンジュの傍そばに、足音が立った。

　振りかえるより早く、パンプキンが反応する。

「おぉ、おぉ、カトルであるか。何か変へん事じでも起きたかね？」

　その姿はエンジュには見えなかったが、来訪者ビジターのカトルが目の前にいるらしい。パンプキンだけは、彼の存在を知覚できる。

　そのカトルが、パンプキンの腕を引っ張った。服の袖そでが不自然に持ち上がる。

「……ふむ。エンジュよ、カトルは我らを連れて行きたいらしい。屋や敷しきのほうを指差しているゆえ、戻れということか。イリスが呼んでおるのかもしれぬ」

「イリスが？　何かあったのかな」

　エンジュとパンプキンは、揃そろってベンチから立ち上がった。

　同時に彼は、その視し界かいに見覚えのある姿を捉とらえた。

　遠く離れた道の先──常じよう人じんには見えないほどの距離を置いて、馬車の隊列が移動していた。

　そこでは金髪の青年騎士と、黒い肌はだの女騎士とが、馬に乗って護衛をしている。周囲には他ほかにも騎士達がおり、物もの々ものしい気配を醸かもしていた。

（あれは……ライナスティと、ディアメルだ）

　エンジュはすぐに気づいた。

　彼らはアルセイフ内ない乱らんの折、共に戦ったフェリオの家か臣しんである。

　フェリオ達がこの地へ使者として来るという話は、イリスからも聞いていた。どうやらエンジュの知らない間に、彼らはこの首しゆ都とに到着していたらしい。

　その視線に気づいたか、パンプキンも被かぶり物ものの下から声を漏もらした。

「あれはウルク司し祭さいを乗せた馬車であるか。アルセイフの騎士達も一いつ緒しよであるな──」

「議員達と会談する予定なんだろう？　今日だったのか……」

　フェリオには会っておきたい気もしたが、今はまだ、その時ではない。玄げん鳥ちようから落ちた自分のことを、フェリオもきっと心配しているはずだとは思うが──イリス達と行動を共にし、元げん首しゆに味み方かたしている以上、不用意な接せつ触しよくは避さけるべきだった。

　特にパンプキンは、アルセイフの騎士達にとっては国王を殺した仇きゆう敵てきである。

「パンプキン、イリスのところに戻ろう。見つかったら揉もめ事ごとになるかもしれない」

　珍めずらしくパンプキンも無言で頷うなずき、そしてカトルを交えた三人は、馬車の隊列にそっと背を向けた。
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　ラトロアを主導する与よ党とう、〝金きん糸し党とう〟は、議事堂のすぐ近くに本部を構えている。

　議会が休みの今日、そこには数十人の議員が集つどっていた。

　集まっているのは、金きん糸し党とうの者ばかりではない。党派を超こえて、野党の議員も混じっている。他ほかに耳ざとい新聞記者も数人いたが、彼らも含めて、多くは困こん惑わくと敵意がないまぜになった微び妙みような表情を浮かべていた。

　今日の会合は、急きゆう遽きよ設定されたものである。

　主催者は保守派の若手、ダルグレイ・バルトゥール──前国家元げん首しゆ、ルースター・エアルの娘むすめ婿むこで、過か激げきな言動で知られる中堅議員である。

　あくまで懇こん親しん会かいのような位置づけで、そのために参加は、それぞれの議員の意思に委ゆだねられていた。

　そして、招待されたのは──

〝敵国〟、ジラーハの最高位たる神しん姫きの妹で、まだ十七歳の少女と、さらには遙はるか東方のアルセイフから来た王弟という、本来ならば国こく賓ひんとして遇ぐうすべき地位の者達だった。

　彼らはまだ、この席に姿を見せてはいない。

　どちらも若いはずだが、その血筋からして、それぞれの国において重要な立場にあることは議員達にも想像がついた。

　そんな地位の人物達が、ダルグレイという一議員の招しよう請せいに応じたのも妙な話だったが──そもそも、呼ぶほうも呼ぶほうではある。これでダルグレイが使者達に情報を漏もらしでもしたら、背はい任にんの罪つみに問われても文句は言えない。

　ダルグレイの行為は、危ない橋を目め隠かくしで渡るようなものだった。

　広間に集った議員達の反応は、さまざまである。

　とはいえ、ひそひそと漏れ聞こえる会話には、否定的なものが多い。

〝……だから早めに、あの時代遅おくれの招請法は改正すべきだったんだ。あれは元々、周辺の小国から使者を招くために一時的に施し行こうした法で、こんな事態は想そう定ていしていなかったはずだ〟

〝しかし、議員特権の一つとして認められているのは事実だよ。抜け道とはいえ、法は法──まぁ、思いついたところで、普通は実行しないがね。ダルグレイも今回は勇いさみ足あしを踏ふんだ〟

〝どうかな？　あの男、あれでなかなか計算高いぞ。呼んできた使者というのはまだ子供らしいし、うまく懐かい柔じゆうすれば、外交のいい窓口になると踏んだんじゃないかね？〟

〝……東方の蛮ばん族ぞくどもと外交……？　たとえ言葉が通じても、理性の通じない連中だろう。話すだけ無む駄だだと思うが〟

〝たとえ民衆は蛮族でも、支配者層はどうかわからんぞ。期待外れに終わるとしても、私としては興味を引かれるな〟

　それぞれが勝かつ手てに思いを巡めぐらせる中で、主催者側の一員たるラドゥーカ・エアル議員は、ひっそりと隅すみに佇たたずんでいた。

　彼は会場設営の指示のために、ダルグレイやウルク、フェリオ達より先行して、この本部へと訪れた。

　開会は正午の予定で、まだ少し時間がある。

　そして集まった人数は、予定よりも多い。

（口ではなんのかんのと言いながら……やはり彼らも、隣りん国ごくの内うち幕まくが気になるのか）

　無視を決め込む議員ももちろん多いが、ほとんどの派は閥ばつから一人か二人は来ている。派閥の代表者達ではなく、使い走りのような若手が多いものの、かえってそのことが、この場で何かが起きそうな気配を醸かもしだしていた。

　そして──まだ到着していないが、国家元げん首しゆたるジェラルド・メイスンも、この場を訪れるつもりらしい。

　当然、不ふ穏おんな気配はある。

　使者達の到着を待つラドゥーカは、会場の隅すみで、亡なき父のことを思いだしていた。

　前国家元首、ルースター・エアル──

　その死は唐とう突とつだった。

　彼を慕したっていた政治家は少なくなかったが、同時に敵も多かった。

　ルースターは、ラトロアを裏から牛ぎゆう耳じる権力者達を、政治から切り離そうとしていた。

　たとえばそれは、巷ちまたで信者の多い宗教の代表者であったり、はたまた有力な商人達の親玉であったり、さもなくば政治を私し物ぶつ化かして利を得る官かん僚りよう達であったり──

　そうした者達が、〝ジラーハとの戦争〟を望んだがために、ジェラルドのような元首が生まれ、メビウスのような秘密警察が台たい頭とうした。

　ラトロアの暗あん部ぶは、深く濃こい。議員達の中にさえ、その全容を知る者はいないし、おそらくは黒幕とされる権力者達の側さえ、それぞれの仲間や人じん脈みやくについては把は握あくしきっていないはずだった。

　それらの権力の構こう図ずは、何百年もの過去から連れん綿めんとして続いている。おそらくは今後も──完全に潰つぶすことはできないと思う。

　ただ、その影響力を弱めていくことは、決して不可能ではない。

　自分達の世代では叶かなわずとも、次の世代がそれを為なすと、父は言っていた。

　ダルグレイ・バルトゥールも、そんな父に見込まれた議員の一人である。

（ダルグレイ議員──貴方あなたとシュナイクの熱意が、これだけの議員を集めましたよ）

　会場に集つどった六十人前後の議員達を見回し、ラドゥーカは握った[image: 拳]こぶしに力を込めた。

　その時、一瞬だけ会場がざわついた。後部の扉から、元首であるジェラルドが顔を見せたのだ。

　穏おだやかな微笑を湛たたえて、ジェラルドは用意された椅子に腰を下ろす。

　余よ裕ゆうたっぷりのその顔に、ラドゥーカはふと首を傾かしげた。

　ジェラルドが悠ゆう揚ようとしているのは、いつものことではある。冷静沈ちん着ちやくなこの政治家は、人前では滅めつ多たに負ふの感情を見せない。

　だから、笑顔は当然なのだが──その表情が、今日は少しぎこちない。

　すぐ傍そばに、同僚の若手議員が駆け寄ってきた

「……おい、ラドゥーカ。こっちも着いたぞ。ダルグレイ議員も気き合あい充分だ」

　にやりと笑ったこの議員は、昨夜、首しゆ都とに着いたばかりの使者達との会食にも同席していた。

　彼はラドゥーカの肩を叩たたき、小声に囁ささやく。

「司会進行、がんばってくれよ。今日は記者達も来ている。見せ場だぞ」

　ラドゥーカは苦笑を返した。見せ場どころか、もしウルク達が下手へたな議論をすれば、ラドゥーカ達まで大おお恥はじをかく結果になりかねない。

　神しん姫きの妹という肩書きは充分だし、シュナイクが連れてきた使者を侮あなどるつもりはなかったが──シュナイク自身がまだ十歳そこそこで、しかも連れてきた使者までもが十七歳程度となれば、まさに子供の使いと思われても仕方がなかった。

　無む論ろん、そう思わせないために、この席にはラドゥーカ達がいる。

　この会談の行方ゆくえが、双そう方ほうの国の未来を占うらなうといっても、決して大おお袈げ裟さではない。

　やがて廊下から、大勢の足音が近づいてきた。使者とその護衛達の到着である。

　ラドゥーカは緊張の面おも持もちで、彼らがこの場に現れる瞬間を待った。
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　会談の席に臨のぞんだ元げん首しゆ、ジェラルド・メイスンは、議論のしやすい席を得ていた。

　主催者であるダルグレイの意い向こうで、今回は〝公開の席〟での話し合いを前ぜん提ていとしている。

　席の配置もそれにふさわしく、まず中央に使者達とダルグレイが向き合って座り、その周囲を議員や記者達が囲むという形をとっていた。

　当然、周囲の議員達は、いかにも〝観衆〟のような状態となるが、話に割り込む形での質問や議論は可能である。

　使者とダルグレイが向き合って座るはずの席を、ジェラルドは左右に見み据すえていた。

　前から三列目、周囲は子こ飼がいの議員達が囲んでいる。

　注ちゆう視しされる使者達には、ジェラルド達の存在が重圧として感じられることだろう。もっとも、それで怖おじるような人間であれば、わざわざこんな敵国までやってくるはずもない。

（さて、どんな人物が来るか──）

　メビウス達のことを頭の片かた隅すみに置きながらも、ジェラルドはこの場に意識を集中させた。

　進行役のラドゥーカ議員が、中央の席についた。

「お待たせいたしました。使者の方かたが到着したようです。皆様、ご起立を」

　ラドゥーカの落ち着いた声が、室内に響く。

　議員達が立ち上がるのと同時に、開いた扉からダルグレイの巨体が現れた。

「これはこれは、休日にも関かかわらず、ずいぶんと盛せい況きようですな──」

　苦笑混じりに場を見渡すと、彼は部屋の中央へと歩いてきた。

　その後ろに続く使者達の姿を見て、立ち上がった議員の多くは訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

　ジェラルドも、一瞬とはいえ眼めを疑う。

　ゆっくりとしとやかに歩いてくる、空色の髪をした美しい司し祭さいの少女。

　刀を手にしたまま彼女の隣を歩く、紫むらさき色の髪をした利り発はつそうな少年。

（話には聞いていたが……本当に、子供じゃないか）

〝子供だから〟と侮あなどる気はなかったが、実際に眼にすると、やはり使者達はいかにも若すぎた。

　ただ、司祭の少女は掛かけ値ねなしに美しい。議員達の中には、思わず眼をしばたたかせる者達までいたが、司祭という肩書きとあいまって、彼女の美しさには神こう々ごうしい気配さえ漂っていた。

　少なくとも──東方の〝蛮ばん族ぞく〟とは、とても思えない。

　楚そ々そとしたたおやかな物もの腰ごしで、彼女は議員達に一礼した。

　隣に立つ少年も、それに続く。

　ジラーハから来た神しん姫きの妹、ウルク・ティグレー。

　遙はるか東方のアルセイフより来た王弟、フェリオ・アルセイフ──

　二人の使者を迎えた議員達は、ラドゥーカの合図で礼を返した。

「──それでは皆様、ご着席ください」

　着席による物音に紛まぎれて、議員達が小声に囁ささやき合う。

（えらい美人ではあるが……いくらなんでも、使者としては若すぎる）

（あっちのがアルセイフとかいう国の王弟か？　──どっちも本当に子供じゃないか。我々は馬ば鹿かにされているのか？）

　ジェラルドの周囲でも、議員達はそんなことを話していた。

　進行のラドゥーカが、使者の紹介をはじめる。

「すでに皆様も御ご存ぞん知じのことと思いますが、今回、ダルグレイ議員が招いた使者の方をご紹介いたします。まずは隣りん国ごく、ジラーハよりお越こしの、ウルク・ティグレー司祭──東方における信仰の象しよう徴ちようたる神姫ノエル殿どのの、妹君ぎみにあたります。隣にいらっしゃるのが、さらに東方の、フォルナム神殿を擁ようするアルセイフの王弟、フェリオ・アルセイフ様です」

　二人の若者は、改めて議員達に頭こうべを垂たれた。

　そんな彼女らの様子に、ジェラルドは気を引き締める。

　ウルクという司祭は、美しく賢かしこそうな少女だった。神姫の妹という立場からして、こちらが主しゆ賓ひんである。

　議員達は、その容よう姿しから受ける穏おだやかな印象に惑まどわされている様子だったが、ジェラルドはむしろ警けい戒かい心しんを強くした。

　どんな理由であれ──〝人の眼めを引きつける〟ことは、政治家として重要な資し質しつである。

　そして同時に、彼女の物もの腰ごしの優美さは、その重要性を知るがゆえに培つちかわれたものだと、一目で看かん破ぱできた。

　司し祭さいの少女は、隣にいる護衛の少年と視線を交わしあい、ゆったりと椅子に腰をおろす。

　背筋を伸ばして、しかしあくまで自然体で、笑顔はいかにも優やさしい。

　その雰ふん囲い気きが──自然と彼女を、この場の中心にしてしまう。座っている位置だけでなく、その存在が、他者に無視する余よ地ちを与えない。

（まだ若いが……この娘は、〝政治家〟か）

　ジェラルドはそう感じた。

　さほど怖こわい相手とは思わなかったが、他の議員達のように、子供だからと侮あなどる気にもなれない。

　一方、隣の少年はいかにも愚ぐ直ちよくそうで、その分、扱いやすそうな気配を感じる。

　まずはダルグレイが、世間話のような形で挨あい拶さつの会話をはじめた。

　彼は歓迎の意を示し、旅の疲れを労ねぎらい、ラトロアの印象を尋たずねる。

　おそらくは台本通りなのだろうが、そうした問いに対し、ウルクという司祭は落ち着いて優ゆう雅がに返答をしていった。

　形式的な挨拶の会話であり、本来ならば退たい屈くつな流れである。

　だが、異国から来た美しい少女に興味を引かれる議員や記者達は、彼女の声に耳を澄すまし、その姿に見入っていた。

　友好的な視線ばかりではないはずだったが、ウルクは平然として、少しも動どうじていない。少年のほうも、発する言葉こそ少ないが、その態度は堂々としていた。

「初めて訪れたラボラトリの地は、いかがですか？」

　ダルグレイのこの問いに、少女は文句のつけようがない微笑を見せる。

「はい。とても街まち並なみが美しくて、最初は建築様式の違いに驚きました。でも、街そのものの様子は、ジラーハともさほど変わりません。人々の活気があって、そこに笑顔があって──このラボラトリは、とても素す敵てきな街だと思いました」

　内容だけを見れば、決して意味があるとは思えないこの会話にも、ジェラルドはダルグレイ達の計算を見る。

　両国は文化こそ違っても、文明の程度はさほど変わらない──彼女の返答は、暗あんにそのことを告つげていた。

〝東方の蛮ばん族ぞく〟らしからぬ返答に、現実を知らない議員達の間には、早くも違い和わ感かんが生じ始めている。

　そして彼女の澄すみ切った声がまた、その知性を裏うら付づけ、説せつ得とく力りよくを生んでいた。

　招待主と使者との間で進む会話を忌いま々いましく思いながら、ジェラルドは本題に入るのを待った。

　ダルグレイの狙ねらい、そしてこの会談の目的は、〝ジラーハとラトロアの開戦を阻そ止しする〟ことにある。

　それには、東方の蛮ばん族ぞくという誤ご解かいを解くだけでは足りない。必ず、〝ジラーハとラトロアのあるべき関係〟についても話が及ぶ。

　使者の様子からして、彼女はおそらく、未来志し向こうをもって友好を訴うつたえる方へと話を持っていくはずだった。

　そうなれば、ジェラルドは現実論を持ちだして、彼らを牽けん制せいすることができる。国境でのいざこざ、密みつ輸ゆ等に関する不法行為、神殿勢力のラトロアでの暗あん躍やく──

　真実か虚きよ偽ぎかは、問題ではない。

　敵対感情を煽あおり、危き機き意識を高める結果につながれば、この会談を逆に利用できる。

　ラトロアにおいては、議員達にしても一般の民衆にしても、神殿勢力に対する不信と不安が根強い。これらを一いつ朝ちよう一いつ夕せきに崩くずすことなど、誰だれにもできるはずがなかった。

　だからジェラルドは、この議論の結けつ末まつを、開戦を望む自分達にとって有利な方向へ導けると信じていた。

　和なごやかに進んでいた会話が一段落し、ダルグレイが姿勢を改めた。

「さて──おそらく御同席の議員の方々が、もっとも気になっていることについて、そろそろ伺うかがいましょう。当ラトロアと、ジラーハの現在の関係についてです」

　ジェラルドは机上に指を組み、ダルグレイを睨にらむ。

　議員達の視線も、使者と議員のどちらかに集中した。

　ウルクが、にっこりと微笑ほほえむ。

「残念なことに、双そう方ほうの国は決して友好的な関係ではないと認識しています。それはラトロアの方々も同じでしょう？　ラトロアでは、東の国々は蛮族として扱われていると聞きました」

「はい。失礼ながら、一般にそう認識されていることは事実です。我々はジラーハという国の実情に疎うとく、想像だけでそう決めつけている部分も否定できません」

　ダルグレイのこの言葉に、ジェラルドの周囲にいた議員から異論が飛んだ。

「ダルグレイ議員！　実情に疎いとは心外です。我々は、ジラーハのことをきちんと調査しています。たとえば彼の国には新聞などもなく、印刷技術も遅おくれている。人々が政治を監かん視しすることもできない。一部の特権的な支配層が、常に民衆を搾さく取しゆする、そんな状況の国家です。そうした権力に反はん旗きを翻ひるがえした者達は、山さん賊ぞくなどに転てん身しんし、時にはラトロア側にまで襲撃に来る始し末まつ──国境付近で起きている現実を、貴方あなただって知らないわけではないでしょう!?」

　ジェラルドは、額を押さえた。

　発言したのは若い議員だった。

　目立ちたくて声をあげたのか、あるいは本気でダルグレイの意見に反論したかったのか、それはわからないが、不用意な発言には違いない。

　案あんの定じよう、ダルグレイはぎょろりとした眼めをその議員に据すえて、即そく座ざにこれを否定する。

「ラトロアにだって山さん賊ぞくはいる。それどころか、〝亡ぼう国こく派は〟などという連れん中ちゆうまで──反政府的な勢力の存在が、そのまま〝蛮ばん族ぞく〟であることへの証明にはならん。なにより、貴方あなたは今、〝国境付近で起きている現実〟といったが──逆に、こちら側からジラーハの国境を侵おかし、略りやく奪だつ行為をしている者達がいる現実はどうお考えかね？」

　若い議員が、ぐっと言葉に詰まった。

「それは……それは、我々の政府の方針ではありません。ただの犯罪者達で……」

「ならばジラーハとて同じことだろう。ジラーハの正せい規きの兵が、ラトロアの国境を侵しん犯ぱんしているという証しよう拠こは未いまだない。そして、辺へん境きようの山賊達だけを見て、国の全体像を推おし量はかれるはずもない。ジラーハの政治が、我々のような民主主義の形態をとっていないことは事実だ。だが、歴史的な背景やその土地の事情を無視し、この違いだけをもって蛮族とみなすのは、いささか暴ぼう論ろんに過ぎるのではないか？」

　完全に切り返されて、若い議員は不満そうに口を噤つぐんだ。

　見かねたジェラルドは、少し話題をずらして議論に参加する。

「話の途中に失礼を。確かに、国境付近で起きている騒そう動どうの数々は、そのほとんどが両国の法に従わぬ者達の暴走かもしれません。また、政治形態の違いについては、確かに国ごとの事情や風習もありますので、他国がとやかく言うことでもない。ただ──我々の調べたところでは、ジラーハの他国に対する行動には、やはり警けい戒かいすべき点が多いのも事実です」

　この場で話すべき言葉を、ジェラルドは素早く頭の中で整理した。

「まず第一に、南方で継続中の内ない乱らん──これはネディア神殿の輝石セレナイトを巡めぐる利り権けん争あらそいが元でしたが、ジラーハの理り不ふ尽じんな介かい入にゆうによって泥どろ沼ぬま化かし、未だに治まる気配がありません。我々が調べたところでは、特に神殿騎士団なる部隊などは、酸さん鼻びを極める悪あく行ぎようで人々から恨うらまれているとか。敵と疑われただけの無実の者に対し、眼めを潰つぶし鼻を削そぐ拷ごう問もんを行い、その家族までをも手にかけ、殺した人数を競きそって酒席を盛り上げる──そうした行為は、〝蛮ばん行こう〟と呼べませんか？」

　ジェラルドは、あくまで静かに、淡たん々たんとそう告つげた。

　この事実を初めて知る議員達は静まり返り、使者たるウルクの表情はわずかに硬かたくなっていた。

　ダルグレイ・バルトゥールにとっても、この横よこ槍やりは意い外がいだったらしい。

　一瞬の間を置いて、ジェラルドはさらに言葉をつなぐ。

「私がジラーハを危険と判断する理由は、他ほかにもあります。つい先だって、今年の春先から夏にかけて、東では〝アルセイフ〟と〝タートム〟の間で、短い戦争がありました」

　ウルクの隣に座った紫むらさき色の髪の少年が、その眼つきを険けわしくした。

　彼は、その〝アルセイフ〟の王弟である。

　多くの議員達にとっては、ごく印象の薄い、ただ遠いだけの異国だが──ジェラルドにとっては、いくつかの意味を持つ国だった。〝大地の輝石セレナイト〟を産出するフォルナム神殿を擁ようし、ラトロアにとっての敵国であるタートムとも敵対している。

　だからジェラルドは──シズヤと、メビウス達を使った。

「この戦争のことについては、私もつい先日、情報を得たばかりです。そちらのフェリオ様とウルク様のほうが、当事者としてお詳くわしいはずですが……」

　若い二人の表情が硬かたくなっていくのを察して、ジェラルドは内心で嗤わらった。

　やはり──使者として、彼らは若すぎる。

　そしてジェラルドは、多くの議員達に聞かせるために、殊こと更さらにゆっくりと声を紡つむいだ。
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　ラトロアの国家元げん首しゆ、ジェラルド・メイスンに対し、フェリオは一つの違い和わ感かんを拭ぬぐいきれずにいた。

（この人が、メビウス達の雇やとい主ぬし……？）

　──とても、そんな悪人には見えなかった。

　間違っても善人だとは思わない。ただ、メビウスやシズヤ達のように、悪事を為なすことに快楽を見出す人間の眼めではないのも事実だった。

（この人は、政治家だ）

　そうも感じる。ジェラルドという男には、アルセイフでいうならば、外がい務む卿きようのラシアン・ロームにも近い雰ふん囲い気きがあった。

　表面上は穏おだやかで、心の内で何を考えているのか相手に読ませず、常に慎しん重ちように言葉を選ぶ──つまりは、有能な政治家に特有の凄すご味みがあるのだ。

　開戦を望む主しゆ戦せん派はの政治家にしては、彼は極めて冷静だった。

　その彼が、ウルクとダルグレイの会話に割り込んで口にしたのは、〝アルセイフ〟の国名だった。

　彼は嚙かんで含めるように、よく通る声を室内に響かせた。

「そちらのフェリオ様とウルク様のほうが、当事者としてお詳しいはずですが……タートムとアルセイフの戦いをけしかけたのも、ジラーハの上層部だという話を、捕らえた間諜スパイから聞き出しました」

　ジェラルドのその言葉に、ダルグレイ達も絶ぜつ句くした。フェリオも舌した打うちを堪こらえる。

　──間違ってはいない。タートムの将しよう、カルバイと、ジラーハから来たカシナート司し教きようとの間には密みつ約やくがあった。

　ただし、〝間諜スパイを捕らえた〟というのは、あるいは噓うそかもしれない。主な情報源はシズヤとメビウスだろう。そもそも、カルバイとカシナートの間で連絡役を務めたのが、そのシズヤ本人である。

　青ざめたウルクの手を、フェリオは机の下でそっと握った。しっとりと柔やわらかい細指が、今は緊張で強こわ張ばっている。

　──表面上は、そつなく悠ゆう然ぜんとしているウルクだが、フェリオは彼女の不安を敏びん感かんに感じ取っていた。

　ここは敵地で、ラトロアの議員達はジラーハを敵視している。そんな人々の矢や面おもてに立つことが、十七歳の少女にとって、重おも荷にでないはずはなかった。

　責任感と義務感を勇気で鼓こ舞ぶし、ウルクはこの場に臨のぞんでいる。

　その彼女に、ジェラルドは厳しい言葉を向けていく。

「ウルク司し祭さい、貴方あなたはその方針に反対したそうですね？　つまり貴方は非ひ戦せん派はとして、首脳部の方針を無視したが、結局、開戦を止めることはできなかった──使者たる貴方にこんなことを言うのは失礼ですが、貴方の言葉を、ジラーハの方針として受け止めてもよいものかどうか──」

　ウルクの表情が曇くもった。

　この厳しい指摘に、進行役のラドゥーカ議員が口を挟はさむ。

「元げん首しゆ！　まだそこまで話は進んでおりません。今回、ウルク司祭においでいただいた目的は、交渉ではなく、あくまで互いの情報交こう換かんです。事実、彼女は交渉の権利までは預かっていないはずですし、我々もそこまで話を進めるつもりはありません。この会はあくまで、今後の外交の糸口として……」

「──ラドゥーカ議員、私の話は、まだ終わっていません」

　その穏おだやかなジェラルドの声に、フェリオは何故なぜかぞっとした。ジェラルドの言葉には、聞く者を萎い縮しゆくさせる迫力がある。

　見れば他の議員達も緊張した様子で、場の空気は重い。

　しかし向き合うラドゥーカは、それでも退ひかずに胸を張った。

「失礼しました。しかし、話を遮さえぎる無礼はお互たがい様さまでしょう。元首、貴方の今の発言は、使者の方かたの立場を軽けい視ししすぎています。しかも、はじめからその言葉を疑うようなことを……」

「当然です。政治の世界に、〝無条件で信頼して良いこと〟などありません。それが不ふ穏おんな隣りん国ごくの言となれば尚なお更さらです」

　正論である。

　追い込まれたラドゥーカを見かねて──フェリオは、この席で初めて、挨あい拶さつ以外でまともに口を開いた。

「ジェラルド元首の仰おつしやることは、間違っていません」

　隣のウルクが、不安そうにフェリオを見た。彼女に小さく頷うなずいておいて、フェリオは声を響かせる。

　──話すべき言葉は、考えずとも自然に出てきた。

「相手の言葉を信じるためには、前ぜん提ていとしてそれ相そう応おうの信頼関係がなければ不可能です。しかし、ジラーハとラトロアの間には、大きな溝みぞがあります。信頼されないのは当然でしょう。ただ、私は〝アルセイフ〟の人間として、誤ご解かいを解いておきたいのですが──」

　フェリオは、大きく息を吸った。

「アルセイフとタートムの戦せん乱らんに、ジラーハは介かい入にゆうしていません。それはあくまで、根こん拠きよのないただの噂うわさです」

　ジェラルドの情報を真まっ向こうから否定したフェリオに、衆しゆう目もくが集まった。

「元げん首しゆがどこからどういった形で、情報を得たのかわかりませんが──国境でタートムとの戦いが起きた折に、私はフォルナム神殿に滞たい在ざいしていました。この時に、神殿がジラーハから派は遣けんされた神殿騎士団の管理下にあったのは事実です」

　傍かたわらのウルクが、息を詰める。向かい合わせに座るダルグレイの視線も、フェリオを心配げに見ていた。

「──ただし、神殿騎士団がフォルナムを抑おさえた理由は、フォルナム神殿において、不ふ穏おんな動きがあると誤解されていたためです。カシナート司し教きようの調査によって、その誤解は解け、タートムとの戦いに決けつ着ちやくが着く前に、神殿は解放されました。事実、カシナート司教は戦況について何も知らないままに、ジラーハへ帰国しています。タートム側は、ジラーハと連れん携けいした振りをして、アルセイフの動どう揺ようを誘いたかったようですが──結果的にはアルセイフが勝ち、タートムが撤てつ退たいしました。ですからこの戦いに、ジラーハは関かん与よしていません。関与について、何か明確な証しよう拠こがあるようでしたら、それを提てい示じしていただければと思います」

　あくまで丁てい重ちように、フェリオはそう主張した。

　ジェラルドがその時、薄く笑った。

　余よ裕ゆうのある笑みではない。むしろ、フェリオを見直したとでも言いたげな笑みだった。

　その表情を見て──フェリオは、確信する。

　ジェラルドは、証拠を提示できない。おそらく、その証拠を持ってはいるのだ。ただ、それを人に見せるには危険が伴ともなってしまう。

　フェリオには、その内容にも想像がついていた。

　彼が入にゆう手しゆしている証拠とは、おそらくカシナートとカルバイとがかわした、連絡の手紙である。それを運んでいたのがシズヤであり、もしかしたらそのうちの何通かは、今も手元に隠かくしているのかもしれない。

　だが、フェリオの側にも──〝それ〟がある。

　フォルナム神殿にて輝石セレナイトが失われた直後に、カシナートがタートムのカルバイに宛あてた書状──つまりは、戦いの裏側に、〝ラトロアの関かん与よ〟を指し摘てきする文面の手紙である。

　もしここで、フェリオがそれを提てい示じした場合には、〝虚きよ偽ぎだ〟といわれるだけだろう。

　だが、ジェラルドが〝ジラーハとタートムの共きよう謀ぼう〟を裏うら付づけるために、カシナートとカルバイの書状のいずれかを持ち出してきた場合──その後で、フェリオが最後の手紙を提示すれば、その信しん憑ぴよう性せいまで高まってしまう。

　シズヤやメビウス達の東方諸国での暗あん躍やくが表にでれば、困るのはジェラルドである。

　だから彼は、証しよう拠こを提示できない──

　そこまで読みきった上で、フェリオは証拠を要求した。

　案あんの定じよう、ジェラルドはここで少し引いた。

「なるほど、アルセイフとタートムの件けんは、確かに証拠もなしで言うべきことではありませんでした。この点は言葉が過ぎたことを謝しや罪ざいすべきですね。申し訳ありません」

　素直に謝あやまりつつも、しかしジェラルドは、さらに一つの問いを重ねてきた。

「しかし、フェリオ様。南方の内ない乱らんの件はいかがですか？　ジラーハが〝他国の戦乱に介かい入にゆうしている〟という実例は、すでにあります。しかもその蛮ばん行こうについて、南方では悪評が大きいはずですが」

　この件については、フェリオも否定はできない。神殿騎士団の悪あく行ぎようは、神しん官かん達にも歯は止どめが利きかないほどである。

　だがフェリオは、口くち籠ごもることなく、これに反はん論ろんした。

「神殿騎士達の悪行が度を越していたことは、残念ながら事実でしょう。ただし、ジラーハも決して、それを黙もく認にんしていたわけではありません。罪つみを犯おかした者は罰ばつを受けますし、現在は軍ぐん規きの徹てつ底ていが図はかられつつあるとも聞きます。また、ジラーハが南方の戦乱に介入しているのも事実ですが、それは決してジラーハが積極的に望んだ結果ではありません。南方で起きた内乱は、神殿が生む輝石セレナイトの利り権けんを巡めぐって、周辺国が争いはじめたのが原因です。ジラーハは、〝神殿の盟めい主しゆ〟として、南方のネディア神殿に対し手を差さし伸のべたに過ぎません。結果として乱の激化を招いたかもしれませんが、神殿の自治権を守るための措そ置ちであったと理解しています」

　フェリオの説明に、議員達の幾いく人にんかが驚いたように唸うなった。

　擁よう護ごしきれない部分もあるにせよ、噓うそは言っていない。南方の内乱は、結局のところ、〝その地に住む人々〟が起こしたことである。ジラーハは、ネディア神殿の独立を守るために動いただけで、その地域を支配する様子なども見せていない。

　ジェラルドが眼めを細めた。この件に反論はないらしく、眉まゆをひそめつつも、彼は押し黙る。

　フェリオは改めて、他の議員達を見回した。

　彼らの表情はさまざまである。好こう奇き心しんを隠かくさない微笑や、敵意も剝むき出しのしかめ面つら、さらには困こん惑わくの憂うれい顔──だが、話を続けるうちに、〝蛮ばん族ぞくに対する嘲あざけり〟は、徐じよ々じよに消えつつある。

　それだけでも、この会には意味があった。

　ダルグレイが深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

「やはりラトロアには、諸外国の動どう向こうについて、正確な情報が伝わってはいないようです。曲きよつ解かいされた情報は、単なる虚きよ報ほうよりも性質たちが悪い。話が少し、脇わきに逸それましたが──ウルク司し祭さいとフェリオ様には、続けてジラーハのことと、東方諸国のことを伺うかがいたいと思います」

　フェリオとウルクは揃そろって頷うなずき、会談の席はなおも続いた。
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　首しゆ都とラボラトリに建つ政府主導の研究施設は、非公開のものを含ふくめると、相当な数に上る。

　研究の内容はもちろん、千せん差さ万ばん別べつだが──その中でも、いくつかの施設は、とても表おもて沙ざ汰たにはできないことをしていた。

　死刑になる犯罪者を使っての人体実験なども、その例に含まれる。

「……殺さつ人じん鬼きベスナー、ジラーハの間諜スパイネミア、亡ぼう国こく派はの暗あん殺さつ者しやドミトリーと、同じ亡国派に属する間諜スパイのローガン──それに、山さん賊ぞくの老おいた頭とう目もく、マルコキアス──容よう姿しから判断するに、〝御柱ピラー〟から量産されたってのは、以上の五人だな」

　錬金術師アルケミストの衣ころもを着た研究者が、ぼそぼそと呟つぶやいた。中年の冴さえない男で、酒さか瓶びんの底のような眼鏡めがねをかけている。

　首都近きん郊こう、ある研究施設の狭せまい一室──

　穏おだやかな昼ひる下さがりの陽光が差し込む部屋には、その研究者ともう一人、黒い仮か面めんの男がいた。

　ジェラルドの子こ飼がいの秘密警察の長にして、死の神霊アービタ・スピリツトに関かかわる研究の主導者、メビウス・フロンダイトである。

　彼は知人の研究者に向けて、世間話を振るような調子で問いかけた。

「間違いないかな？　他ほかにも、実験に使った連中は多いんだけれど……その中でも彼ら五人だけが、フォルナム神殿やザカード神殿、それにウィータ神殿に順番に現れたということになる」

　研究者はぼりぼりと頭を搔かいた。

「私だって彼らの顔を確認したわけじゃないから、確証はないよ。ただ、あんたの部下がよこした似顔絵をうちの所員どもに見せた限りでは、たぶんそうだろうって話だ。特にベスナーとネミア、マルコキアスは間違いなさそうだな。ベスナーは顔がそのまんまだったし、ネミアは短剣ダガーの二刀流、マルコキアスは槍やりの達たつ人じん──他の実験体とは、少し違う連中のはずだ。どいつも〝屍しかばねの薬〟への耐たい性せいはなかったが、まぁ、常じよう人じんにしては耐たえたほうだし、印象には残っている」

　研究者の言葉に、メビウスは頷うなずいた。

「そうか──ついでにもう一つ、確認しておきたいんだが、彼らに何か共通点みたいなものはなかったかな？　思いつけばなんでもいい」

　御柱ピラーを通って神殿を襲ったという、五種類の〝屍の兵〟──たった五種類だが、男も女も、若者も老人もいる。一見すると、屍の薬を投とう与よされたという点以外には、たいした共通項はない。

　そのことを問うと、研究者はにやりと笑った。

「──共通点、ね──そうだな、強しいていえば、良くも悪くも、〝欲望〟が強かったことかな」

　研究者の言葉に、メビウスは仮か面めんの奥で眼めを細めた。

「ベスナーは〝人を殺したい〟なんぞという、歪ゆがんだ欲求の塊かたまりだった。ネミアの場合はジラーハへ忠ちゆう誠せいを尽くし、仲間を守ることを欲していた。ドミトリーとローガンは政府の転てん覆ぷくを夢に見て、マルコキアスは私し利り私し欲よくを満たすことにまさに人生を賭かけていた──まぁ、死刑にされるような奴やつなんてのは、大たい抵ていが人よりも〝欲望〟に対して忠実だったりするんだろうが……薬の投とう与よ後、そのまま廃はい人じんになる奴らと、耐たい性せいがなくても多少なりとも動ける奴らとの違いも、そこにあったかもな。俺おれが思いつくのは、そんなところだ」

　メビウスは改めて思し案あんした。

　この研究者は知らないはずだが、もう一人、御柱ピラーの元へ送られた者がいる。

　神殿騎士、リカルド・バーゼス──彼は戦死したらしいが、他の屍しかばねの兵とは違って、量産はされなかったらしい。出た先も、御柱ピラーの底面ではなく、側面だった公こう算さんが強い。

　その彼もまた──自らの欲望に対しては、とても忠実だった。そうと見出したからこそ、メビウスも彼に〝実験台〟としての価値を認めたのだ。

　そして、今の研究者との会話もまた、メビウスが得た推すい論ろんへの補ほ強きよう材料となっていた。

　送られる人物の、潜せん在ざい的てきな〝欲望〟こそが──つまりは思いの強さこそが、神霊スピリツトを動かす鍵かぎの一つなのかもしれない。

「ありがとう、一いち応おう、確認しておきたかったんだ。今度、何かおごるよ」

　その〝今度〟がないことを承しよう知ちで、メビウスは研究者の肩を叩たたき、部屋を出ようとした。

　その背に、冴さえない研究者がぼうっとした声をよこす。

「おいおい、メビウス。わざわざ足を運んできた俺の用件も聞いてくれよ。実は、〝屍の薬〟の被ひ験けん体たいが不足気味なんだ。元げん首しゆか誰だれかに頼んで、どこかから十人ほど融ゆう通ずうしてもらえないか？　最近は怪あやしまれてきたとかで、死し刑けい囚しゆうも調達しにくいらしいし──これまでと同じ結果しか出ないようだったら、使った後でそっちに回してやるからさ」

　ただの実験動物を、気軽にやりとりするような調子だった。メビウスはくすりと笑って、顔を半分だけ振り向かせる。

　この国で非合法の研究に関かかわる者の多くは、やはり何処どこかおかしい。人間らしい感情を捨てたか、あるいは最初から持ち合わせていないかの、どちらかだった。

「わかった、明日にでも元首に話しておくよ。そっちにも世話になっているからね」

「よろしく頼むよ。神霊スピリツトのほうで忙いそがしい時に悪いけどな」

〝屍の薬〟に関わるその研究者も席を立ち、自身の所属する施設へと戻っていった。

　一方、メビウスも、住み慣れた地下へと足を向ける

　そこでは来訪者ビジターのバニッシュと老学者のリーブルマンとが、資料の整理をしているはずだった。

　その多くはメビウスにとってすでに用済みのものだが、純粋に〝調査〟を目的としているリーブルマンにとっては、まだ大切なものらしい。

　そのリーブルマンは、神霊スピリツトの秘密を──メビウス達が世界の境さかいを越えれば、こちら側の世界は存続できないという事実を、まだ知らない。彼はそんな状態で、メビウス達に協力している。

　滑こつ稽けいなことだが、そもそも〝神霊スピリツト〟の中に入ったことがないリーブルマンには、知りようがない事情でもあった。

　メビウスもあえて、話すつもりはない。

　バニッシュとは違い、リーブルマンはおそらく、真実を知れば裏うら切ぎる。彼は教え子達を騙だますのが精せい一いつ杯ぱいで、この世界の全すべてを犠ぎ牲せいにできるほどには、良心を捨てきれない。

　所しよ詮せんは小しよう人じんである。

　だが、そんな小さなリーブルマンに、メビウスは心から感謝してもいる。

　今は老おいて、一ひと角かどの学者として名も知られているが、リーブルマンはもともと、メビウスの父の弟子でしだったらしい。もちろんそれはリーブルマンが若い頃ころの話で、メビウスが生まれる前のことである。

　錬金術師アルケミストだったメビウスの父は、非公式の支し援えんを受けて、危険な研究を繰り返していたという。若き日のリーブルマンはその助手を務め、その後に父の元から独立し、考こう古こ学がくの分野で名を売った。

　このラトロアでの〝考古学〟とはつまり、来訪者ビジターのもたらした知識の分ぶん析せきや、この世界の〝元〟となった文明の謎なぞにまつわる研究である。

　そのリーブルマンは、神霊スピリツトに関かかわる研究の基礎を築いてくれた。

　エルシオン・エアルが遺のこした成果を整理しただけでなく、散さん逸いつしていたさまざまな古こ文もん書じよを収集しゆうしゆうし、時には大だい胆たんな仮か説せつをもって操そう作さ方法を考こう案あんし、メビウスと協力して研究に従事してくれた。

　死の神霊アービタ・スピリツトの研究も、ずっと順調だったわけではない。時には不ふ遇ぐうの時代もあった。

　権力者の交代によって、与えられる予算も激げき変へんしたし、人員も同様である。

　ことにルースター・エアルが元げん首しゆをしていた時代などは、他ほかにも多くの非合法の研究が弾だん圧あつされ、この研究施設も閉へい鎖さの寸すん前ぜんまで追い詰められた。

　メビウスはともかく、シズヤ達の場合は、〝屍しかばねの薬〟が手に入らなくなるのは死し活かつ問題である。

　結果として──メビウス達は、暗あん殺さつという非常の手段を用い、ルースターを政界から退場させた。

　その次の元首、ジェラルド・メイスンは共きよう犯はん者しやの一人である。彼の代になってようやく、メビウスもこの施設を堂々と使えるようになった。

　そして、ルースターが研究の邪じや魔まをした不遇の時代にも、リーブルマンは隠かくれて研究を続け、その成果をメビウスにも提供してくれた。

　もし彼がいなければ、〝世界の境を越える〟までに、あと数年以上はかかっていたと思う。

　そしてその間に、メビウスは自らが受けた手術の影響で死んでいたかもしれない。

　だからメビウスにとって、リーブルマン・ハウンズという研究者は、恩おん人じんといっていい。

　メビウスは今、その恩人のいる場所へと歩いている。

　神霊スピリツトを隠かくした地下の鍾しよう乳にゆう洞どう、その通路の脇わきに設置された薄うす暗ぐらい一室で、老学者は黙もく々もくと書を読んでいた。一いつ緒しよにいるはずのバニッシュの姿は見えない。

「こちらにおいででしたか、リーブルマン博士」

　メビウスはこの上なく友好的に話しかけた。

　リーブルマンは扉の脇に立ったメビウスを一いち瞥べつし、すぐに机の書物へと視線を戻した。

「……メビウスですか。この馬ば鹿か学者に、何の用です？」

「ご謙けん遜そんを。バニッシュはどこへ？　資料の整理をしていたはずでは……」

「さぁ……いつの間にか、いなくなっていました。食事にでも行ったのかもしれません」

　確かに、時刻はもう昼を回っている。

　拠きよ点てんまで取りに行かせた予備の輝石セレナイトも、そろそろ届とどく頃ころ合あいだった。

「博士は、食事はどうされますか？」

「お気き遣づかいなく──今は、何も食べる気がしません」

　その青ざめた顔色には、苦く悩のうの様子が濃こい。よく見れば、書物を読んでいるわけでもなく、彼の視線は文字の上を滑すべっているようだった。

　メビウスは首を傾かしげる。

「昨夜の襲撃で、体調でも崩くずされましたか？　顔色もよろしくないようですが」

「……いえ、そういうわけではなく……」

　リーブルマンは片手で顔を押さえ、深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

「……教え子達に……私のことが、発はつ覚かくしてしまったかもしれないと……そう思うと、どうにも苦しく……」

　ああ、と、メビウスは納なつ得とくした。

　昨夜の名無し達の襲撃の折、事情を知らなかったリーブルマンは、来訪者ビジターのムスカと顔を合わせたらしい。メビウスはそのことを思いだした。

「ムスカという来訪者ビジターは捕らえましたから、まだダルグレイ達には発覚していないかとも思ったのですが……しかし、彼には、私と会った時に驚いた様子がなかった。ひょっとしたら、ダルグレイ達もすでに……」

「もちろん知られているはずです。当然でしょう」

　メビウスは気休めを言うことなく、あっさりと言い放った。

　リーブルマンはびくりと肩を震わせ、椅子に座ったままでメビウスを見上げる。

　その震える眼めに、メビウスは微笑を送った。

「彼らの情報網を甘あまく見てはいけません。ダルグレイ議員もラドゥーカ議員もハーミットも、貴方あなたの裏うら切ぎりをもう知っているはずです。そもそも──貴方の家をハーミットが訪れたのも、その確認のためだったのですよ」

　メビウスがそのことを告つげると、リーブルマンは啞あ然ぜんとして、ただただその眼めをしばたたかせた。

「──ばれないとでも、思っていましたか？」

　嘲あざけるつもりはなかったが、リーブルマンの楽観的な思し考こうに、メビウスは苦笑してしまった。

　リーブルマンは、目に見えて顔を強こわ張ばらせる。

「では……では、ダルグレイ達はもう、私のことを……」

　衝しよう撃げきに震えるリーブルマンを見て、メビウスはふと、ちょっとした悪戯いたずらを思いついた。

「なるほど。私もいま気づきましたが……そうなると、我々が別の世界へ行った後の博士は、味み方かたのほとんど失うことになりかねませんね。ジェラルド元げん首しゆが健けん在ざいとはいえ、博士からすれば遠い存在でしょう」

　そもそも〝この世界〟が無くなるという事実を隠かくして、メビウスはそう指し摘てきした。

　さらに表情を強張らせた老学者の耳元に、メビウスはそっと囁ささやく。

「いかがです？　貴方も、我々と共に向こうの世界へ行ってみませんか？」

　リーブルマンが頰ほおを引きつらせた。

「む、向こうの世界……？　来訪者ビジター達の世界に、私が……？」

「そうです。残念ながら向こうには、死の神霊アービタ・スピリツトが存在しないそうですが……しかし、御柱ピラーと同質のものと思おぼしき、魔術師の軸メイガスシヤフトと呼ばれる円えん柱ちゆうがあります。来訪者ビジター達の技術そのものにも、興味がわきませんか？」

　その誘いを受けたリーブルマンは、弾はじかれたように立ち上がった。

「無む理りだ！　私は、世界の境さかいを越えるなど……！　私はこの地で生まれ、この地で死んでいく。君達が行った後も、死の神霊アービタ・スピリツトの研究は続けるつもりだが、ついていく気は……」

「──ダルグレイ達は、なんと言って貴方を責せめるでしょうね？」

　メビウスが意地悪く問うと、リーブルマンの眼に怯おびえが浮いた。

「しばらく前に亡なくなった貴方の教え子で──確か、議員の秘書をしていた青年がいましたね？　表向きは議員の妻と不ふ義ぎを働き、心しん中じゆうしたということになっていますが、ダルグレイ達は信用していないでしょう。事実、殺したのは私の部下です。彼は〝屍しかばねの薬〟に近づこうとしていましたのでね」

　リーブルマンが肩を震わせた。教え子の死は、彼にとっても衝撃ではあったらしい。だが、そのことへの怒りをメビウスに見せたことはない。

　つまりは──リーブルマンは、教え子の無む念ねんの死よりも、自らの研究を優先した。

　本人は否定するかもしれないが、メビウスは彼のことを、無む自じ覚かくな冷れい血けつ漢かんだと看かん破ぱしている。だからメビウスは、彼の本心を見抜いた上で、ゆっくりと諭さとしにかかった。

「確かに貴方あなたは、事件には関かん与よしていない。しかし、ダルグレイ達はそうは見ないでしょう。貴方が我々に情報を漏もらしたと考えるはず──それにもし、亡なくなった教え子の家族に、貴方が命を狙ねらわれるようにでもなった時、護衛を務められるはずの我々は傍そばにいません。いかがです？　どうせ身を隠かくすなら、いっそ住む世界を変えてしまったほうがいいとは思いませんか。文字どおり、〝生まれ変わる〟ようなものですよ」

　リーブルマンは怯おびえた眼まな差ざしをメビウスに向け、その後、片手で顔を覆おおった。

　葛かつ藤とうはしばらく続くと判断して、メビウスは老人の肩を叩たたく。

「いきなり決心をするのは無む理りでしょう。我々は今日の夜にでも、旅立つ予定です。それまでに決めていただければ構いません」

「こ、今夜ですと？　そんなに急な……」

「こちらにも事情がありまして──いま、輝石セレナイトを切らしているものですから、取りに行かせています。それが手元に来たら神霊スピリツトの操そう作さをはじめる予定ですが、これまでの実験とはまた違った操作が必要で、しかもやり直しが利ききそうにないものですから、おそらく数時間はかかるでしょう。その間に、決めてください」

　リーブルマンがどんな回答を出すか、メビウスにはもうわかっていた。

　彼も研究者である。〝来訪者ビジター達の世界〟に、興味がないはずはない。教え子達から逃げるためにも、心を決めるはずだった。

　向こうの世界へ行く予定の人員は、総勢三十人ほどである。

　メビウスと、屍しかばねの薬を必要とするシズヤ達と、来訪者ビジターのバニッシュと──

　リーブルマンが一人、これに加わったところで、たいした違いはない。

　廊下から、人の気配が近づいてきた。

　現れたのは、黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだ暗あん殺さつ者しやの娘──シズヤである。

　彼女はメビウスの目の前で、屍の薬を一錠じよう、口の中に放り込んだ。

「メビウス様。予備の輝石セレナイトが届とどきました。作業をはじめられますわ」

　メビウスは、にっこりと笑みを返す。

「ありがとう。君達も向こうの世界へと渡れば、肉体の強化が受けられるな。そうなれば、屍の薬が切れることを恐れなくてもいい」

　シズヤが妖よう艶えんに微笑ほほえんだ。

「そうですわね。でも──私はこの薬が、それほど嫌いではありませんの。何故なぜか、心が静まるものですから」

　その効果は、〝恐怖〟の感情が抑よく制せいされるゆえでもある。

　少し前にバニッシュが言っていたことを、メビウスは思いだした。

〝世代を経て、肉体強化の影響が薄まっている場合、たとえ屍の薬に耐たい性せいがあったとしても、その投とう与よによって寿じゆ命みようが縮ちぢむ恐れがある──〟

　このことは、シズヤ達には知らせていない。だが、彼女達の刹せつ那な的てきな生き方を見ていると、薄うす々うす感づいているのだろうとは思う。

　来訪者ビジター達の世界へと移ることは、メビウスだけでなくシズヤ達にとっても、未来を手に入れることにつながるはずだった。

（そう、未来を──私は未来を、手に入れる。誰だれにも邪じや魔まはさせない──）

　額の傷が疼うずいた。

　このところ、妙にこの傷が気になる。

　十歳の頃ころに、父の手で手術を受け、メビウスはそれ以前の記憶を失った。

　正直なところをいえば、すでに死んだ父が、〝実の父親だったのかどうか〟さえ怪あやしい。実の息子むすこを実験台にすること自体は、決してあり得ないことではないと思うが、なにより父は、体が弱かった。

　メビウスが母親似だった可能性もあるが、そもそも母親の顔さえも知らない。

　そのせいか──メビウスは、〝自分がこの世界の人間である〟という実感が持てずにいる。

　割られた額、突つき刺ささる棘とげ状じようの輝石セレナイト、来訪者ビジターの腕輪、死の神霊アービタ・スピリツトを操あやつる力──それら全すべてが、メビウスを〝この世界〟から切り離しているように思えた。

　苦く悩のうを続けるリーブルマンを置いて、メビウスは〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の元へと向かった。

　すぐ隣に、シズヤもついてくる。

　これからはじまる作業は、長く、苦しいものになる。

　おそらく途中で気き絶ぜつすることもあるだろう。その間、何があろうと、シズヤ達にはこの施設を、そしてメビウスの身を、守ってもらわねばならない。

「シズヤ、警備は任せたよ。エイミーは大丈夫だろうが、アカツキやリョガク達にも、油ゆ断だんしないように言っておいてくれ。この世界との別れを惜おしむ時間をあげられないのは心苦しいが……」

「それはご心配なく。特に未み練れんもありませんから」

　いかにもさばけた調子で、シズヤはそう言った。

　これは彼女の本心だろう。

　鍾しよう乳にゆう洞どうの道を歩み、やがてメビウスは神霊スピリツトの前に立った。

　そこにはすでに、輝石セレナイトの原げん石せきが用意されていた。

　人の頭が納まるほどの大きさの木箱が二つ──その中に、ぎっしりと白い輝石セレナイトが詰まっている。

　箱を持ってきたらしいシズヤの部下達は、ぴたりと傍そばに張り付いていた。

　それらは、数年前から各地の神殿へと忍しのび込み、少しずつ盗ぬすみ集めた品である。シャジールの民によって精せい製せいされる前の輝石セレナイトを手に入れるには、神殿から盗み出すしかない。それらは流通しない品だけに、金さえ用意すれば密みつ輸ゆできるというものでもなかった。

「ご苦労だったね。いよいよ、我々の望みが叶かなうときだ」

　呟つぶやいたメビウスは、二つの箱の間に立ち、目の前の神霊スピリツトを見上げた。

　黒光りする、巨大な球体──

　光こう沢たくを放つその表面に、そっと指を添そえる。

「……世界の境さかいを越えるとなると、これまでの操そう作さとはわけが違う。操作をはじめたら、何が起きるか、私にもわからない。君達も気をつけてくれ」

　シズヤが肩を竦すくめて笑った。

「あらあら、メビウス様がそんな真面目まじめなことを仰おつしやるなんて、珍めずらしいですわね。夕方から雹ひようでも降るかしら」

「何が起きるかわからない以上、それもあり得なくはないな。雹ぐらいで済すめば万ばん々ばん歳ざいだ」

　そんな軽口の応おう酬しゆうで、肩の力が少し抜けた。

「……それでは、はじめるとしよう」

　メビウスは、腕輪に意識を注ぎはじめた。

　たちまち額の奥で、虫が這はい回るような不ふ快かい感かんが生まれる。

　腕輪をはめた手は、少しずつ──指先から沼ぬまに沈むようにして、神霊スピリツトの中へ埋うまっていく。

　神霊スピリツトの内側には、広い空間がある。

　それは外側から見るよりも、遙はるかに大きな──それこそ、無む限げんに続くかと思われる、恐ろしく広い空間である。

　メビウスも、その全容を把は握あくしてはいない。神霊スピリツトの操作そのものは、その入り口付近でおこなっている。

　息を詰まらせるほどの圧迫感が、突き入れた腕を痺しびれさせた。次いで、心臓を握られたような感覚に襲われ、メビウスは顔を歪ゆがめる。

「……シズヤ……後は、任せる」

　掠かすれる声で、ようやくそれだけを言う。視し界かいの端で、シズヤが薄く嗤わらった。

　そして、次の瞬間に──黒い球体は爆発的に膨ぼう張ちようし、メビウスの体を一瞬で吞のみ込んだ。
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　シャジールの民であるコウ・シェルパ司し教きようは、今もメビウス達の手元に捕らえられていた。

　昨夜、一度はムスカ達の手によって救きゆう出しゆつされたものの、またすぐに同じ立場へと戻ったことになる。

　当初の部屋はムスカによって扉が破は壊かいされたため、別室には移ったものの、待たい遇ぐうはほとんど変わっていない。

〝同じことの、繰り返し──〟

　そのことが、コウ司し教きようには滑こつ稽けいにも感じられた。

　──これは、幾いく度ども、幾度も、それこそ呆あきれるほどの長い時間の中で、飽あきるほど繰り返されてきたことだった。

　この世界へ最初に〝人間〟が訪れた時から、数千年を経て今に至るまで──何度、こうして囚とらわれたかわからない。

　シャジールの民に〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を操そう作ささせる──人々は長い歴史の中で、何度もそれを強きよう要ようしようとしてきた。

　しかし、これまでその目もく論ろ見みが成功した例はない。

　なんとなれば、シャジールの民は、決して脅きよう迫はくには屈くつしなかった。拷ごう問もんを受けても、人ひと質じちをとられても、こと神霊スピリツトの操作に関しては、シャジールも頑かたくなだった。

　結果として、それが悲ひ劇げきを招いたこともある。

　たとえば数百年前──その頃ころ、〝神霊スピリツト〟は、ジラーハのウィータ神殿にあった。

　そして、ジラーハのある神しん官かんが、来訪者ビジターを通じてその秘密に気づき、これを自らの力として利用しようとした。

　シャジールに友好的な人々を人質にとって、その神官個人の野や望ぼうのために、神霊スピリツトの操作を強要した。

　──追い詰められたあるシャジールの民は、神霊スピリツトの操作を行った。

　ただしその操作は、神官が望んだような形ではなく──

　神霊スピリツトの祭さい壇だん、その周辺の数キロを、完全に〝消しよう失しつ〟させるという、非常手段をとった。

　結果、分ぶん不ふ相そう応おうな野心を持った神官と、その取り巻き達は揃そろって消え失せ、一部の罪つみなき民までもが巻まき添ぞえとなった。

　大地も広い範囲で円形に抉えぐれて、今ではそこは湖と化している。

　当時の人々にしてみれば、それは天てん罰ばつに見えたかもしれない。

　その後、事情を把は握あくしたジラーハの神官達は、その現象をもたらした〝神霊スピリツト〟の存在そのものを危き険けん視しし、これを遠い地に封ふう印いんすることを決めた。

　人に神霊スピリツトが扱えないことを知っていたシャジールもこれを許可し、ジラーハから遠く離れた地の鍾しよう乳にゆう洞どうに神霊スピリツトを隠かくし、守もり人びとを置いた。

　それから、数百年が経たち──当時はまともに統とう治ちする者もいなかったその土地には、いつしか〝ラトロア〟という国ができていた。

　当時の人間は寿じゆ命みようによって死に絶たえ、この歴史を知るのも、シャジールの民だけとなった。

　コウ・シェルパにとっては、懐なつかしく、そして忌いまわしい記憶である。

　だが、そんな事態を経ても、シャジールが〝人〟を見捨てることはなかった。

　輝石セレナイトの精せい製せいを続け、人々の生活を見守り、よほどのことがない限りは表にも出ず、ひっそりと──できるだけただひっそりと、人の世界を見守ってきた。

　ただし今回は、これまでの事例とは、少し事情が違う。

　これまで人は〝シャジールの力〟なくして、死の神霊アービタ・スピリツトを操そう作さすることなどできなかった。結果として、シャジールを脅きよう迫はくするしかなかったが──メビウスは、違う。

　彼は人の身でありながら、限定的にとはいえ、神霊スピリツトを操作する術を見つけてしまった。

　シャジール側も、いずれはその時が来るかもしれないと覚かく悟ごはしていた。人類の技術が一定の線を越えれば、死の神霊アービタ・スピリツトの秘密を自力で解とき明あかすかもしれないと、そんな予感はしていた。

　ただ、それが〝今〟では、あまりに早すぎる。

　最低でも、来訪者ビジター達以上の科学技術を得ていなければ、まともな研究などできるはずがなかった。あの来訪者ビジター達でさえ、魔術師の軸メイガスシヤフトの謎なぞを解き明かせずにいる。

　来訪者ビジター達の腕輪という特殊な道具が影響しているとはいえ、今の文明のレベルで人が神霊スピリツトを動かすなど、まさに予想外のことだった。

　──来訪者ビジター、エルシオン・エアルに、他国への旅を認めてしまったことが、最初の誤ご算さんだったのかもしれない。彼自身が如何いかに信頼に値あたいする人物であっても、その子孫に技術が伝わる可能性を、シャジールの民は軽けい視ししていた。

　誤算は他ほかにもある。

　来訪者ビジター達の世界にある御柱ピラー──向こうでは魔術師の軸メイガスシヤフトと呼ばれているが、そちらでも動きがあった。

　不定期に来訪者ビジターが現れることからも知れるとおり、双そう方ほうの世界の御柱ピラーは密接につながっている。

　かたや情報の〝入力装そう置ち〟であり、かたや〝出力装置〟の関係にあるが、入力されるのは何も〝来訪者ビジター〟ばかりではない。

　この世界にもたらされた〝屍しかばねの薬〟──これも、向こう側の世界から来たものである。意い図としてのことではないだろうが、来訪者ビジターが軸シヤフトを通ってこちらへ来たのと同じように、〝屍の薬〟もまた、何かのきっかけで軸シヤフトの中に取り込まれたのだろう。

　意思を持つ人間の場合、〝外側へ出よう〟とする力が働くため、単たん身しんで御柱ピラーから出てくることができる。ただし、これが〝物〟の場合には、決して自然には出てこない。そこには外部からの指示が必要となる。

　ラトロアの研究者達は偶ぐう然ぜんにも、その屍の薬を複ふく製せいし量産するよう、神霊スピリツトに指示を出したらしい。腕輪のほうは連続での複製とはならなかったようだが、それでもまとまった数を取り出し得た。

　だが、それらの操作は、コウから見ればあまりに危なっかしい。

　たとえば、目の前にとても複雑な機械がある。

　その機械には一いち応おうの安全装置がかかっており、本来ならば人間には、ボタンを押すことすらできない。

　ところが──その安全装そう置ちの鍵かぎとなる〝輝石セレナイトの力〟を、何も知らない幼い子供が手にしてしまった。

　その子供は玩がん具ぐをいじるようにして、いくつかのボタンを好すき勝かつ手てに押してみる。

　多くの隠かくされたボタンは、もちろん見つけられない。ただ目に見える部分を、どんな効果があるのかもよくわからずに、適当に押していくだけである。

　機械も当然、その指示に応じて動く。

　間違った意志の元に出された、的まと外はずれな指示であろうとも──それが指示として伝わりさえすれば、機械はそれを疑わない。

　シャジールから見れば、メビウス達の〝操そう作さ〟とは、そうした次元のものだった。神霊スピリツトの本当の機能を、彼らは理解していないし、また理解できるはずもない。

　今のコウは、心から助けを切せつ望ぼうしていた。

　自分が神霊スピリツトの元に辿たどりつければ、システムの変へん更こうができる。そうなれば、メビウス達の暴走を止めることもできるし、この世界も存続が可能になる。

　だが、このままメビウス達が、来訪者ビジター側の世界へ行ってしまうようなら──

（……それもまた、運命さだめなのでしょうか……）

　存在しないと思おぼしき神に、コウ司し教きようはそう問いかけた。

　答えはもちろん、帰ってこない。シャジールの技術をもってしても、ついに〝神〟の存在には辿りつくことができなかった。

　世界の命めい運うんを握るのは、やはり〝人〟なのだと思う。

　以前はシャジールの民も、自分達の星で、自分達の命運を握っていた。

　そして──いつの間にか、握り潰つぶしてしまった。

　コウ・シェルパは、格こう子しのはめられた窓の外を見つめた。

　部屋が変わったためか、窓の向こうには広い空が見える。

　今は薄うすく澄すんだ青空と、その青に溶とけ込こみそうな色合いの月が見えていた。

　ごつごつとした歪いびつな形の、三本の傷きず跡あとを残した、〝母なる〟星──

　──それは、実体ではない。

　人々はそれが、この星の衛えい星せいだと思っているが、事実は異なる。

　御柱ピラーを用いて空に映した、実体を持たぬ幻げん影えい──

　人々はその月を、〝空そらノ鐘かね〟などと呼んでいる。

　一年に一度、天から響く鐘の音は、その月が鳴らしているのだと、そんな神話があるのだ。

　コウ司教は遠い眼めをして、その月を──より正確には〝月〟ではなく、失ってしまった母なる星の姿を、じっと見上げた。

　シャジールの民にとって、それは一つの罪つみの証あかしであり、償つぐなうための戒いましめだった。

　自分達は、自らの生まれた星を、自らの手で滅ほろぼした。

　三本に渡わたって走る傷きず跡あとは、最後の戦争によって起きた地形の変化である。その戦いをもって、地上にいた者達は死に絶たえ、星もまた失われた。

　その罪を、忘れないために。

　この地の偽いつわりの衛えい星せいとして、その姿を残した。

　だから月を見上げるたびに、シャジールの民は罪ざい悪あく感かんを覚える。

〝人という種しゆもまた──かつての我々と同じ過あやまちを、繰り返そうとしているのか〟

　そんな予感は抜けない。事実、来訪者ビジター達の世界は、破は滅めつの方向へと進んでいるらしい。

　時間の流れ方が大きく異なっているために、それでも先に滅びるのはこちらの世界かもしれないが──

　こちらの世界の猶ゆう予よは、まだ数千年、あるいは数万年、もしかしたら数億年以上ある。

　それを放ほう棄きするかのごときメビウス達の行動は、人を守るつもりでいるコウ司し教きよう達にとって、容よう認にんできるものではなかった。

「……残る頼たのみの綱つなは──」

　コウ司教は小声に呟つぶやく。

　ラトロアにいる名無し達が壊かい滅めつ寸すん前ぜんの打撃を受けた今、動ける者は限られていた。

　まずは柱はしら守もりたる北方民族。彼らはおそらく、再襲撃の策さくを練ねっている頃ころである。

　元げん首しゆに出した手紙がもし届とどいていて、その内容を信じてもらえれば、ラトロアの部隊もまた、メビウスを止めようとしてくれるかもしれない。

　そして、コウ司教にはもう一人──

　あてがある。

　フォルナム神殿にて知り合った、剣けん術じゆつの上手うまい第四王子──

　今はもう、王弟という立場である。

　その彼もまた、このラトロアの地に使者として来ているという。

　立場を考えれば、動くとは思えないし、動けるはずもない。

　しかし、それでも──彼は、護衛の王宮騎士団を引き連れて、ここへ来そうな気がした。

　それは根こん拠きよの薄うすい勘かんである。

　囚とらわれの身では、もはや待つことしかできないが──ただ、人は必ず〝前ぜん兆ちよう〟としての異い変へんには気づくだろう。

　その異変に際し、逃げるか立ち向かうかによって、この世界の命めい運うんが定まる。

　コウ司教の胸の奥に、ふと軋きしむような違い和わ感かんが生まれた。

　シャジールの民には、御柱ピラーや神霊スピリツトの異変を察さつ知ちする、独どく自じの感覚器官が備そなわっている。

　その感覚が、事態の変化を告つげていた。

　コウ・シェルパは、深く──深く、息を吐はく。

　自分達が滅めつ亡ぼうするのは、仕方ないと思う。そもそもシャジールの民とは、本来ならばもっとずっと昔に滅ほろびていたはずの種しゆ族ぞくなのだ。

　だが、この世界の人々が滅亡するとなれば、どうにも無む念ねんが残る。

　コウ・シェルパは窓の外の歪いびつな月を見上げ、また罪ざい悪あく感かんに胸を軋きしませた。
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　会談の席で、ウルクはその話わ術じゆつを順調に発揮していた。

　最初は戸と惑まどいもあったものの、フェリオとジェラルドの議論を聞いているうちに、場ばの空気にも慣れてきた。

　議員達の視線も、今は正面から受けとめられる。

　質問に立った老年の議員が、訝いぶかしげに口を開いた。

「──では、ジラーハの民は、ラトロアを敵てき視ししているわけではないとでも仰おつしやるのですか？」

　敵てき意いの籠こもった質問に、ウルクは演技による困こん惑わくの表情をもって返す。

「正直なところ、ジラーハの多くの民は、〝ラトロア〟の存在を気にとめていません。軽けい視ししているわけではなく、単純に〝知らない〟のです。物資の貿ぼう易えきもなく、国境は山に隔へだてられ、使者の行き来もこれが初めてとなれば──敵意を抱く以前に、ただ縁えんの遠い存在と感じるのが、常識的な感覚かと思います」

　微笑でごまかしているが、これはラトロアの敵視政策に対する痛つう烈れつな皮ひ肉にくでもある。

　対する老齢の議員は、それに気づかない。

「果たしてそうでしょうか？　現にジラーハは、国境付近にかなりの戦力を集結させているではありませんか。隙すきを見て侵しん攻こうをはじめるつもりでは？」

　ウルクは悠ゆう々ゆうとして、質問者の議員を見つめる。

「私達は、これ以上、領土を拡大するつもりはありません。大きくなりすぎた国が内側から崩くずれることは、ソリダーテ大陸のこれまでの歴史が証明しています。ですが、もし攻められれば、国と民を守らねばなりません。そのための〝国〟です。守る力は常に保持していなければなりませんし、ラトロアの動きが不ふ穏おんと知ってからは、国境を接する西せい域いきに戦力を増やしました。緊きん迫ぱくした地域に防衛の戦力を集めるのは、為い政せい者しやとして当然の義務です。一般の民はラトロアのことをあまり知りませんが、ジラーハの上層部は、ラトロアがジラーハに敵意を持っていることを把は握あくしています。攻めてきそうな相手に、わざわざ隙を見せるのは愚おろかしい行為ですから」

　少し言い過ぎたかとも思ったが、ごまかすべきことでもない。

　水みず掛かけ論ろんになると判断したのか、議員はここで切り口をわずかに変えた。

「その言葉を信用しろと？　現実に我々は、貴方あなたがた、ジラーハの兵を危険だと認識しています。防衛の戦力はそのまま、侵しん攻こうの戦力ともなるはずです」

「信じられないのであれば、あえて私の言葉を信用する必要はまったくありません。私達の危険性をどう認識するかは、貴方あなたがた次し第だいですから」

　ウルクは明言した。

　そして、賭かけとなる一言を紡つむぐ。

「そもそもジラーハでは、何年も前から開戦の準備が整っています。たとえ明日あすに戦争がはじまっても、充分に即そく応おうできる態勢にあるつもりです」

　不ふ穏おん当とうな発言に、議員達がざわめいた。

　質問に立っていた老齢の議員も眉まゆをひそめ、ウルクを睨にらみつける。

「つまり、ジラーハにはすでに、我々と戦う準備があると──？」

「はい、その通りです。ただし、さきほども申し上げましたとおり、こちらから攻めるつもりはありません。もしそのつもりがあれば、何年も前にとっくに攻め入っています。ラトロア側の敵てき視し政策を知っているからこそ、ジラーハは防衛線を強化しました。ここ数年は、それを維い持じしているだけのことです」

　ウルクは淡たん々たんと、言葉を選びながら声を張る。

　隣に座ったフェリオは、今は何も言葉を発さない。ただ、彼の寄せる信頼は、ウルクの背を確実に支えてくれていた。

　老齢の議員は、殊こと更さらに冷たい声をよこした。

「今はそうだとしても──将来的に、その戦力が我々に牙きばを剝むく可能性は大きいと、判断せざるを得ません。貴方がたが危険な存在であることには変わりない」

「えぇ、もちろんジラーハは、貴方がたにとって危険な存在に成り得ると自じ負ふしています」

　ウルクは笑顔で即そく答とうした。

　議員達の戸と惑まどいが伝わってくる中、彼女はゆっくりと、周囲を見回した。

「誤ご解かいなさっている方かたも多いようですが──私は貴方がたに、戦争の無む益えきさを説ときに来たわけではありません。もし戦いになれば、お互いにただでは済すまないという事実を指し摘てきしに来ただけです」

　ダルグレイとの打ち合わせを経て、ウルクはラトロアの問題の本質に気づいていた。

　ラトロアは要するに、ジラーハを侮っている。ちょうどタートムがアルセイフを侮あなどっているのと同じように、〝今、先に攻めれば、楽に勝てる〟と踏ふんでいる。

　ラトロアの国内で、そう思わせている者達がいる以上──いくら友好を訴うつたえても、〝劣れつ等とう国こくの命いのち乞ごい〟としか受け取られないだろう。

　だからウルクは、逆の方法を取った。

「貴方がたが蛮ばん族ぞくと侮る国家は、東方の神殿諸国の盟めい主しゆであり、潜せん在ざい的てきには数十万の兵力を保持しています。もしラトロアが侵攻を開始すれば、それはジラーハ一国への侵攻ではなく、神殿勢力全体への宣せん戦せん布ふ告こくと見なされるはずです。五つの神殿と、東方の国家全すべて──その兵力がどれほどに膨ふくれ上がるか、私にもわかりません」

　幾いく人にんかの議員達が、頰ほおを引きつらせていた。一方で、数は少ないが、深く頷うなずいている者もいる。議員の全てが不勉強というわけでもないらしい。

　ウルクの言を挑ちよう発はつと受け取ったのか、別の中年議員が立ち上がった。

「それは大おお袈げ裟さでしょう！　ジラーハに、あるいはウィータ神殿に対する不満が、他国や各神殿にないはずはない。ジラーハに味み方かたする者ばかりであれば、それこそ南方での内ない乱らんは終しゆう結けつしているはずです！」

　ウルクはここで、傍かたわらのフェリオに視線を送る。

　少年は頷うなずき、発言のために立ち上がった。

　ジラーハの人間ではなく、〝アルセイフの人間〟として、彼には言える言葉がある。

「ウィータ神殿に対し不満を持つ者は、確かに存在しています。ラトロアの内部にも、〝亡ぼう国こく派は〟と呼ばれる人々がいるように──」

　途と端たんに、立ち上がった議員は苦にがい顔に転じた。彫ほりの深い顔に、一瞬の狼ろう狽ばいが浮く。

　フェリオは、涼すずやかな声を紡つむいでいく。

　ウルクの眸ひとみに、その少年の横顔は凜り々りしく、そして頼たのもしく映った。

「しかしながら、大国であるラトロアがいざ侵しん攻こうしてきた場合には、多くの東方諸国は団結するはずです。もしジラーハが負ければ、次は自分達の番だということは、子供でもわかる理り屈くつですから──私もアルセイフの王弟として、その動きを支持することになります。攻めてくる者からは、身を守らねばなりません」

　ここで、ジェラルドが立った。

　さきほどの議論を思いだして、見守るウルクは緊張に身を硬かたくする。しかしフェリオの側は、微み塵じんも動どう揺ようを見せない。

「フェリオ様、そしてウルク様。貴方あなたがたは一つ、大切な事を忘れています」

　不ふ穏おんな光を宿やどした鋭するどい眼まな差ざしに、ウルクはぞっとした。

「貴方がたは、ラトロアが敵てき視し政策を続けるから、防衛線を強化していると言った。それは正しいのでしょう。しかし、その場合──いずれは、〝危険なものを排はい除じよする〟という理屈で、ラトロアへの侵攻を目指す政治家が、必ず台たい頭とうしてきます。我々が本当に危険視しているのはそこなのです。たとえば、ジラーハの軍部を掌しよう握あくするシュタインベック・クーガ大だい司し教きよう。彼はラトロアを脅きよう威いと見なし、現実に〝名無し〟なる間諜スパイ達をこの首しゆ都とにも送り込んでいる。ご存ぞん知じですか？　つい昨夜の事件を──」

　そう言われて、ウルクは首を傾かしげた。フェリオも当然、何も知らないだろう。他の議員達も、ジェラルドが何を言おうとしているのかわからないらしく、不思議そうな顔をしている。

　ジェラルドはいかにも残念そうに、大きく嘆たん息そくした。

「昨夜から今朝にかけて、ある研究施設が、その名無し達によって襲われました。ほとんどは返かえり討うちにし、幾いく人にんかは捕らえてあります。貴方あなた達二人が、いかに〝侵しん攻こうはあり得ない〟と言い張っても──現実に、ラトロアは脅きよう威いにさらされている」

　ウルクは啞あ然ぜんとして、しばし言葉を失った。

　ジェラルドが苦くるし紛まぎれについた噓うそとは思えない。

　フェリオも咄とつ嗟さに反応ができず、その眼めを見開いていた。

「捕らえたうちの一人の名は、リセリナ・エリニュエス──使者の方には、心当たりがあるはずです」

　その名を聞くや、ウルクは息を吞のみ、フェリオの肩はびくりと震えた。

　ジェラルドの隠かくしていた切きり札ふだは、周りの議員達にとっても、まったく未知の情報だったらしい。

　ダルグレイが助けに入った。

「ジェラルド元げん首しゆ、その件けんは私も初耳です。どこの研究施設でのことですか？」

「それは機き密みつですので、申し上げられません。幸いにも、計画を事前に察さつ知ちしていたため、一いち網もう打だ尽じんにできましたが……そうした動きが現実にある以上、貴方達の言葉は、私にとってはとても空そら々ぞらしく聞こえるのです」

　ウルクは全身から、血の気が引いていくのを感じた。

　思わず椅子から倒れそうになるのを堪こらえて、隣からフェリオの手を握る。

　フェリオはしかし、座ろうとはしなかった。

　進行役のラドゥーカが、間を持たせるようにジェラルドへの質問をつないだ。

「場所が答えられないのでしたら、せめて何の研究をしていた施設なのかを明らかにしてください。今の元首の言葉だけでは、到とう底てい、納なつ得とくできません」

「それも機密です。捕らえた者がいるのは事実ですから、尋じん問もんの後で、近く法に従って処しよ刑けいすることになるでしょう」

　真まっ青さおなフェリオを見かねて、ウルクは視線を逸そらした。

　ラドゥーカが質問を重ねる。

「話し合いを控えたこの時期に、それをぶち壊こわすような行動を、ジラーハ側の間諜スパイが取るとは思えませんが……元首を疑いたくはありませんが、それは確かなことなのですか？　今の時期に動くとすれば、むしろ亡ぼう国こく派はの連中を疑いたくなります」

「昨夜から今朝のことですので、詳くわしい調査はこれからです。とはいえ、ジラーハの間諜スパイ、〝名無し〟による犯はん行こうである点は疑う余よ地ちがありません」

　議員達は、疑ぎ惑わくの眼まな差ざしをフェリオとウルクに向けていた。

　フェリオは立ち尽くしたまま、それにも反応を示さない。

　そしてウルクもまた、議員達に説明する言葉が見つけられずに、途と方ほうに暮くれていた。

（シルヴァーナ様達が……こんな時に、動いていたなんて……）

　昨夜、エアル家に姿を見せた時は、何も言っていなかった。〝巻き込みたくない〟という気き遣づかいだったのかもしれないが、これではあらかじめ反論を用意することもできない。

　もともと、名無し達はシュタインベックの指示で〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の対たい処しよに動いており、ウルク達は神しん姫きの使いとして、議員達を説せつ得とくしに来ている。それぞれに目的が違う以上、こうした事態も予測しておくべきだった。

　そして何より──捕まったというリセリナ達の安あん否ぴが、ウルクには気にかかる。

「フェリオ様──」

　改めて仰あおぎ見た彼の表情は、とても苦しそうだった。

　だが、それでも──フェリオの眸ひとみは、まだ死んではいなかった。
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　サンクレット交こう易えきの商人、ロセッティは、控えの部屋にて、フェリオ達が戻るのを待っていた。

　そこには数人の騎士と、ダルグレイ議員の息子むすこであるシュナイクも共にいる。

（フェリオ様達は、無事に会談を進められているのだろうか……？）

　ロセッティには、さきほどからずっと、それが気になっていた。

　この別室に控えていると、会談の席の様子は伝わってこない。

「ロセッティさん、やっぱり不安ですか？」

　窓まど際ぎわの床ゆかに座った金髪の青年騎士が、のんびりと欠伸あくび混じりに問いかけた。

「はぁ……心配しても仕方ないとわかってはいるのですが、こればかりはなんとも……ライナスティ様は、不安ではありませんか？」

「そりゃ、不安はありますけどね。でもフェリオ様は、あれで意い外がいに、いざとなると弁べんが立つんですよ。ですから、大丈夫だと信じています」

　口ではそういいながら、ライナスティもどことなく落ち着かない様子である。

　その隣では、彼の背を借りて、黒い肌の女騎士が居眠りをしていた。彼女の神経の太さを、ロセッティは少しばかり羨うらやましく感じる。

　もっともディアメルの場合は、今朝までフェリオ達の部屋を警けい護ごしていたために、今は休きゆう憩けいの時間と決められていた。休める時に休むことは、護衛として正しい心こころ得えといえる。

　おとなしくディアメルの枕まくらと化かしたライナスティは、窓辺から外の様子を監かん視ししていた。

　先だって、ラトロアでは不ふ穏おん分ぶん子しによって議事堂が占せん拠きよされたという。そうした変へん事じが、今回も起きないとは限らない。

　一方のディアメルは、相あい棒ぼうに背を預けて、すっかり熟じゆく睡すいしていた。

　日ひ頃ごろは苛か烈れつな印象を漂ただよわせているくせに、その寝顔は存ぞん外がいにあどけない。

　この二人の関係もロセッティにはよくわからないが、要するに背中を預け合う間あいだ柄がらなのだろうとはわかる。

　その双そう方ほうとも、ロセッティがアルセイフで調達した神しん鋼こうの剣を、大事そうに持っていた。

　ライナスティの剣は、名工と謳うたわれたイデリカの作で、長い柄つかに彫ほられた娘の姿は芸術的でさえある。そんな装そう飾しよくもさることながら、戦せん闘とう用ようとしても最高級の品といっていい。

　ディアメルの細剣レイピアは、ラトロアの鍛冶かじ師し、ジーク・スピアーの作で、〝清せい風ふうの乙女おとめ〟と名付けられている。

　しなやかさと丈じよう夫ぶさを併あわせ持ったその剣には、もう一振り、対ついとなる作があった。〝満月の少女〟と呼ばれるそちらの細剣レイピアは、今、ここにはいない少女の手元にある。

　リセリナ・エリニュエス──

　彼女の安あん否ぴについても、ロセッティは気に病やんでいた。

　アルセイフの内ない乱らんでも活躍し、フェリオと並んで戦った姿は、今も兵達の語かたり草ぐさとなっている。

　本人は、戦いには不ふ向むきな性格の持ち主で、ラトロア入りする前に別れてから、その安否が知れない。

　ロセッティはつい、独ひとり言ごとのように呟つぶやいた。

「北方民族や名無しの方かた々がたは──今頃、どんな動きをされているのでしょうな。情報が伝わってきませんが……」

　隣に座って本を読んでいたシュナイク・バルトゥールが、子供らしい眼めを穏おだやかに笑ませた。

「そちらについても、今は信じて待ちましょう──大丈夫。フェリオ様とウルク様の言葉には、人を納なつ得とくさせる力がありますし、名無しの側にも、シルヴァーナさんやハーミット叔父おじさん、それにアンジェリカ達もいます。なんとかなるでしょう」

　いかにも楽天的な言葉だが、彼が言うと不思議な説せつ得とく力りよくがあった。

　ここで待っているようにと言い出したのも、このシュナイクである。あまりぞろぞろと味み方かたばかりが同席すると、議論の席すらやらせのような印象をもたれかねない──そう言って、彼は同席者を最小限に留とどめるよう提案した。

　その理り屈くつはわかるし、ロセッティも納得はしている。

　ただ、フェリオもウルクも、それこそロセッティの子供のような年頃である。二人のことは信じているが、その若さが不安を煽あおった。

　騎士達のように吞のん気きには構えられないし、シュナイクのように落ち着いてもいられない。

　なんとなれば──ロセッティは、主あるじであるクラウス・サンクレットから、フェリオ達の無事を託たくされている。臣しん下かではあるが、年長者として、彼らを国に帰す責任をも痛つう感かんしている。

　ロセッティにとって、ラトロアという国は未み知ちの領りよう域いきだった。

　交こう易えき商人という職業柄がら、旅をする機会だけはやたらと多いし、実際に多くの国を巡めぐってきた。クラウス・サンクレットの片腕として、まさに東とう奔ほん西せい走そうの日々を送っていたこともある。

　だが、そんな彼でさえも、この〝ラトロア〟に踏み込んだのは今回が初めてのことだった。

　ソリダーテ大陸の東側一帯を治める神殿勢力と、西側一帯を治めるラトロアとの間には、地理的にはもとより、政治的にも大きく強きよう固こな隔へだたりがある。

　この隔たりを越えて商売をするのは危険すぎたし、そもそもラトロア側の許可を得られない。

　理由は単純である。

　ラトロアは、神殿勢力を〝敵〟と設定することで、国内をまとめてきた。その敵と、商売をするわけにはいかない事情がある。

　ラトロアから神殿側へと出てきたエアル交易などは特異な例で、彼らの目的は商売ではなく、ラトロアの間諜スパイ達の拠きよ点てん確保と、活動資金の調達にあったと思われる。

　当初、神殿側がこの動きに気づくのが遅おくれたのは、エアル交易が巧こう妙みようにラトロアとの関かかわりを隠いん蔽ぺいし、いかにも神殿の勢力内から自然に生まれた会社であることを装よそおったためだった。

　カシナート・クーガが信しん教きよう監かん査さ院いんを主しゆ導どうする現在は、ジラーハも無む策さくではない。複数の間諜スパイをエアル交易側に忍しのび込ませ、逆に情報を得てもいる。エアル交易側もこれを察して、逸いち早はやくただの交易会社へと転てん身しんしつつあるが、まだしばらくは両国の化ばかし合あいが続くだろう。

　力関係は複雑に絡からみ合い、裏うら切ぎりや虚きよ報ほうも入り混じって、恐ろしく混こん沌とんとしている。情報に敏びんなロセッティでさえ、大まかな状況しか把は握あくしていない。

　ただ──

　ラトロアとジラーハとの対立を煽あおる黒くろ幕まくは、間違いなくこのラトロアにいる。そのうちの幾いく人にんかは、ちょうど今、フェリオとウルク達の目の前にいるのだろう。

　そして、シュナイクやハーミットからもたらされた情報によれば、彼らの目的も一つではない。

〝対立を煽る〟という手段こそ共通しているが、その目的は大陸の覇は権けんであったり、戦争を利用した商売であったり、また混乱に乗じて政治的な権力を狙ねらったりと、それぞれに思おも惑わくが違う。中には純粋に、東方諸国を脅きよう威いとして捉とらえている者もいるかもしれない。

　フェリオやウルク達の動きは、彼らにしてみれば目め障ざわりなものだろう。それこそ、例のシズヤという暗あん殺さつ者しや達も動きかねない。

　同行の騎士達も警けい備びを強化しているが、なにせここは異国の地である。

（これで不安にならんはずはないんだが──）

　ロセッティなどはそう思うが、ウルクにしてもフェリオにしても、あまり不安そうには見えなかった。

　内心はどうだかわからないが、少なくとも〝周囲に不安を悟さとらせない〟という点には、ロセッティも素直に感かん嘆たんする。

　何度目かわからない溜ため息いきを吐ついた後で、ライナスティが苦笑混じりに声をよこした。

「ロセッティさん、そんなに心配だったら、部屋の前で待たい機きしている騎士にでも聞いてきたらどうですか？　俺おれはちょっと重くて動けませんが……」

　ライナスティは、背中にもたれるディアメルを指差した。

　ロセッティは頷うなずき、ゆっくりと席を立った。

「それでは、ちらりと様子を見てきます。すぐに戻りますので」

　廊下へ出たロセッティの前では、ラトロア側の衛えい兵へい達と、フェリオとウルクの護衛の騎士達とが、互たがいを牽けん制せいしあうように、距離を保って並んでいた。

　どちらも目的は〝要よう人じんの警けい護ご〟だけに、険けん悪あくな雰ふん囲い気きこそないものの、あまり友好的にも見えない。

　彼らに会え釈しやくをしながら、会談の席へ急ごうとしたロセッティの視し界かいに、逆方向から駆けてくる部下の姿が見えた。

　外の馬車に待たせていた、若い商人である。

　そしてその彼の後ろには、銀髪の娘が一人、神しん妙みような面おも持もちでついてきていた。

「……シルヴァーナ様？」

　気づいたロセッティは、慌あわてて彼らに駆け寄った。

　若い商人が、焦あせったように口を開く。

「ロセッティさん、大変なことが起きたんですよ。いまシルヴァーナ様が……」

「えぇ。どうしました？　何か変へん事じが──」

　シルヴァーナは頷いたが、ここでは話しにくいらしく、声は発さない。

　ロセッティは、部下を馬車へと帰し、まずシルヴァーナを控えの部屋と招きいれた。

「あれ？　ずいぶん早いお帰りで……」

　ライナスティが、戻ってきたロセッティに振りかえる。彼はそこで、驚いたようにまばたきをした。

「え？　シルヴァーナ様？　なんでここに……おい、ディアメル。起きてくれ」

　銀髪の娘の、そのあまりに冴さえない顔色に嫌いやな予よ感かんを覚えたらしく、ライナスティはすぐさま、隣のディアメルを揺り起こした。

　睡眠を妨さまたげられた女騎士が眼めを擦こすっている間に、シルヴァーナは周囲の状況を見回しながら、騎士達に歩み寄る。

　シュナイクも席を立ち、彼女を出迎えた。

「大丈夫、ここで盗とう聴ちようされる心配はありません。一いち応おう、小声で話す限りは」

　シュナイクの気き遣づかいに頷いて、シルヴァーナはようやく、ごく小さな声で呟つぶやいた。

「──すまない。こちらで昨夜、大失敗をやらかした。フェリオ達は……会談の最中か。もっと早く来たかったんだが、こちらも酷ひどい状況で……本当に、すまない」

　シルヴァーナが、会話の輪を狭せばめるようにと視線で指示をした。

　ロセッティとシュナイク、ライナスティとディアメル、そしてシルヴァーナの五人で、ほとんど肩を寄せるようにして、近い範囲に集まる。

　ライナスティが殊こと更さらに声を潜ひそめた。

「何があったんです？　そんな青ざめた顔をして──」

「悪い知らせだ。最悪といってもいい」

　シルヴァーナの言葉に、ロセッティはもちろん、騎士達やシュナイクの顔にも緊張が走った。

　銀髪の娘はゆっくりと、消え入りそうな声を紡つむぐ。

「……昨夜から今朝にかけて……名無し達が、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を隠かくした研究施設に強襲をかけた」

「……それが、失敗したのですね？」

　ディアメルの問いに、シルヴァーナは頷うなずく。

「メビウス達が、亡ぼう国こく派はの取締りのために留守るすにすると──そんな情報を得ていたんだが、それが罠わなだったらしい。私達は玄げん鳥ちように乗って、上空で〝神霊スピリツト〟が浮上してくるのを待っていたんだが、結局は待ちぼうけだった。内部で何が起きたのかは推すい測そくするしかないが──」

　ロセッティは、顔から血ちの気けが引いていくのを自覚した。

　シルヴァーナの話によれば、状況はまさに最悪に近いらしい。

　突入した名無し達の安あん否ぴはほとんどが不明で、脱出できたのはほんの数人──拠きよ点てんの多くを同時に潰つぶされたため、その彼らと合流するのにもかなりの時間がかかったという。

　拠点にいたシアなども捕らえられたらしく、その行方ゆくえが知れない。

「……ってことは、リセリナ様や、ムスカのおっさんも……？」

　引きつった顔のライナスティに、シルヴァーナは頷きを返した。

「──ついさっき、情報収集に動いていた仲間が、裏からの噂うわさを拾ってきた。リセリナ達に関しては、生きて囚とらわれたらしいが……貴き重ちような〝来訪者ビジター〟を、そう簡単に殺すとは思えないから、これは真実だろう。少なくとも、今の時点ではな」

　そう信じたいというのも本ほん音ねだろうが、シルヴァーナの顔色はあまりに冴さえない。

　ロセッティも、その理由に思い当たる。

　襲撃は昨晩から今朝にかけてのことだったという。たとえ裏社会での噂にしても、情報が流れ始めるのが早すぎる。

「そんな情報が、こんな早くに流れるということは──間違いなく、誘われていますな」

　ロセッティは確信をもってそう告つげた。故こ意いに情報を流す理由は、まだ他ほかにもある。

「それに、もしや敵側は、この会議の席で、リセリナ様のことを話す気では……」

　騎士達が眼めを剝むいた。

　使者達を動どう揺ようさせ、また議員達にジラーハへの不信感を植えつけるには、絶ぜつ好こうの事態でもある。

　そして、事実──ロセッティのこの言は、彼らの知らぬうちに的てき中ちゆうしていた。

　シルヴァーナが悔くやしげに顔を俯うつむけた。

「……我々も自じ制せいすべきだったかもしれない。こちらも敵の情報に踊らされた。会談の前に、フェリオ達にも知らせたかったんだが……敵をまくのに時間がかかって、間に合わなかった」

　シルヴァーナの声には、後こう悔かいが強い。責せめることもできず、ロセッティ達は黙り込む。

　あのリセリナを人ひと質じちにとられれば、〝フェリオ〟がどんな反応を示すか──

　だいたい、想像がついてしまう。

　たとえフェリオが動かずとも、名無しの残ざん党とうや北方民族を誘い出すのに、リセリナ達の存在は大きい。

　シルヴァーナが唇を嚙かんだ。

「今は私達も動くに動けない。向こうにはシズヤやメビウスだけでなく、あのイリスやパンプキンといった来訪者ビジター達までいる。リセリナやムスカを失った今は、明らかに──こちらの戦力が足りない」

　疲れ切ったその声に、ロセッティは言葉を返せなかった。

　代わりに青年の騎士が、慌あわてた様子で口を挟はさむ。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ、シルヴァーナ様。もしかして、俺おれ達に手伝えってんじゃ……」

　ライナスティがそう問うと、シルヴァーナは即そく座ざに首を横に振った。

「それは絶対に駄だ目めだ。ただでさえひび割れている国際関係を、叩たたき壊こわす結果になるのが眼めに見えている。ジェラルドが欲しがっている開戦の口こう実じつそのものだ」

　シルヴァーナはそう指し摘てきして深く溜ため息いきを吐ついた。

「リセリナのことも──なんとかして助け出す。これからしばらく、私には連絡がつかなくなるかもしれない。ここに長なが居いをするのも危険だし、外にハーミットを待たせているから、悪いが私の代わりに、フェリオにも伝えておいてくれ。じゃあ……」

　ラトロア出身のハーミットは、秘密警察に眼をつけられている。さすがにこうした場所は敷しき居いが高いのだろう。

　言うべきことは言ったとばかりに、シルヴァーナが背を向けようとした。

　その袖そでを、不意にシュナイクが摑つかんだ、

　これまで黙りこくっていた少年は、不安そうに眸ひとみを震わせている。いつも落ち着いている彼のそんな表情を、ロセッティは初めて見た。

「あの──シルヴァーナさん。一つ、教えてください。アンジェリカは──」

　ロセッティは、はっとした。

　名無しのアンジェリカは、シュナイクをジラーハへと連れて行った娘である。シュナイクと彼女が親したしげに話している姿は、ロセッティも旅路で眼にしていた。

「……アンジェリカ？　リセリナと一いつ緒しよに突入した名無しの娘か？」

　シルヴァーナは、シュナイクとアンジェリカの関係をあまりよく知らないらしい。

　だが、〝リセリナと一緒に突入した〟と明言された瞬間に、シュナイクの表情が硬こう直ちよくした。その変化を察して、シルヴァーナの表情も沈む。

「……すまない。昨夜から今朝にかけては、こちらでも混こん乱らんが続いていて……私は各かく拠きよ点てんの確かく認にんに回ってしまったから、脱だつ出しゆつできた名無し達のことは把は握あくしていないんだ。突入した名無し達の中にも、向こうで捕ほ虜りよになっている者がいるはずだし……」

　その言葉が気休めにもなっていないことは、ロセッティにもわかった。

　青ざめた顔のシュナイクがよろめき、ディアメルが慌あわててその背を支える。

「……すみません。大丈夫です」

　子供らしからぬ声で気き丈じように呟つぶやき、シュナイクは大きく息を吸った。

「落ち着いて、外の空気を吸ってきます。しばらくしたら戻りますから──」

　背を向けると、彼は足早に廊下へと出て行った。人に涙を見せたくはないのだろうと察して、ロセッティはその背を見送る。

　ディアメルが顔を俯うつむけた。

「苦しいな、子供のああいう姿は──シルヴァーナ様、こちらで何か手伝えることはありませんか？　立場上、直接に動くことはできずとも、せめて何か──」
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「ありがとう。だが、その心だけで充分だ。貴方あなた達には貴方達のすべきことがある。そして私達も、私達がすべきことをする。フェリオにも、そう伝えておいてくれ。それと……」

　シルヴァーナは改めて背を向けつつ、小声に囁ささやいた。

「……リセリナやシア達は、必ず助け出す。だから……」

　シルヴァーナが話している最中に、シュナイクが駆け戻ってきた。

　涙を拭ふいた跡あとの生なま々なましい眼めは、しかし悲しみを湛たたえてはいない。むしろ慌あわてた様子で、彼は小さな体を転ころがすようにして部屋に駆け込んだ。

「大変です！　皆さん、来てください！」

　フェリオ達にまで何かが起きたのかと、ロセッティは肝きもを冷やした。

　だが、シュナイクの指は廊下側の空の向こう、窓の外を示している。

　警けい護ごの衛えい兵へいや騎士達までもが戸と惑まどった様子で、共に騒ぎ始めた。

　そしてロセッティも、その〝異い変へん〟を眼にする。

　シルヴァーナが眉まゆをひそめ、ライナスティとディアメルが揃そろって息を詰まらせた。

　窓から覗のぞく、街まちの西側──

　そこに現れた奇き妙みような光景に、ロセッティは思わず、自身の眼を疑った。
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　同時刻の、アルセイフ──

　フォルナム神殿ではその日、国王となったブラドーの参さん拝ぱいを祝し、ささやかな歓かん迎げい式しき典てんが催もよおされていた。

　輝石セレナイトは産出されなくなったものの、御柱ピラーが量産の機能を停てい止しさせたために、屍しかばねの兵などが出てくる心配も今はない。

　それでも来訪者ビジターが来る可能性はあるらしく、祭さい殿でんには入らず、神じん師しへの挨あい拶さつだけをもって、公式の参拝とした。

　若き王、ブラドー・アルセイフは滞とどこおりなく、この参拝を済すませた。

　そして今は、神師の執しつ務む室しつに招かれ、非公式の茶ちや会かいをしている。

　国王と神師の交流は慣かん例れいでもあるが、神殿側は心から新国王を歓かん待たいし、またブラドーの側も礼れい節せつを尽くしてくれた。

　その応接にあたったのは、神師レミギウスとその孫、メイヤーである。そして、特とく使しフェリオの世話役だった神しん官かん、エリオット・レイヴンも呼ばれた。

　そのエリオットは──

　自分が呼ばれた理由がさっぱりわからずに、〝国王〟を前にして固まっていた。

　そもそも、そんなに偉い立場の人間と会える身分でもない。エリオットはあくまで一いつ介かいの神しん官かんであり、フェリオと初めて会った時も、ひどく緊張したものだった。

　もっとも、日常の世話をこなすうちに、フェリオの気さくさに引きずられ、彼に対してはすぐに慣れてしまったが──その彼も、いまや王弟である。

　神殿側からはこの三人が、そして王家の側からは、ブラドーの他に三人が同席した。

　護衛役にとついてきたのは、隻せき眼がんの軍ぐん務む審しん議ぎ官かん、ベルナルフォン・レスターホーク。

　近々、〝軍ぐん務む卿きよう〟への復ふつ帰きが噂うわさされる、貴族のクラウス・サンクレット。

　それに、国王の婚こん約やく者しやである、ソフィア・アーネストまでもが一いつ緒しよにいた。

　街まちの講こう談だんでは、〝国王の命を救った辺へん境きよう貴族の娘〟として、噂になっている。そして、噂に違たがわぬその彼女の可か憐れんさに、エリオットは驚いたものだった。

　少なくとも、剣をとって戦う者には見えない。

　温和な国王と可愛かわいらしい王おう妃ひ候こう補ほ、それに若い有力者達を前に、神じん師しのレミギウスは上じよう機き嫌げんだった。

「……では、来夏には陛へい下かの結婚式をあげられそうですな。前陛下の喪もも明けますし、ちょうどよろしい時期でしょう」

　そんなことを嬉うれしそうに話している。

　ブラドーが微笑を浮かべる隣では、ソフィアが顔を赤くして、しかし幸せそうに恥はじらっていた。

　国王ブラドーは今日、式をフォルナム神殿で挙あげたいと言ってきた。

　この申し出を断る理由は、フォルナム側にはもちろんない。

　茶ちや会かいでは、他ほかにもさまざまな話題があった。

　この一年のアルセイフとフォルナムを巡めぐる状況の変へん転てんを思えば、話題はそれこそいくらでもある。

　親しん善ぜん特とく使しを務めていたフェリオのことも、多く話題にのぼった。

　弟である彼のことを話す時、ブラドーはとても嬉しそうな表情をしていた。

　フェリオの生い立ちを知るエリオットは、そのことを嬉しく思う。おそらくは、この一年の変転が、この兄弟の絆きずなをつくったのだろう。

　この場にいる全員が、フェリオとは深い関かかわりを持っている。

　歓かん談だんが続く中で、不意にブラドーが、エリオットのほうを向いた。

　聞き役にまわっていた少年神官は、たちまちその姿勢を正す。

「……しかし、貴方あなたも大変だっただろう？　あのフェリオの世話役なんて……何か、迷めい惑わくなことはなかったかな？」

「い、いえ！　何も！　フェリオ様はとても気さくで、私のような者にも兄のように接してくださいまして……」

　多少の誇こ張ちようを交えつつ、エリオットは即そく答とうした。

　それを聞いたベルナルフォンが吹きだす。

「はははっ……無む理りしなくていいぞ、少年。フェリオ様から聞いているよ。フェリオ様が、リセリナ様を神殿騎士達から助けた時──君の名前を借りたらしいな？　それで、神殿騎士達とのいざこざを公式の記録に残さずに済すんだと聞くが……〝迷めい惑わくをかけた〟といって、フェリオ様も反はん省せいしていたぞ」

　そういえばそんなこともあったかと、エリオットはいまさらのように思いだした。

　まだ一年も経たっていないというのに、あれからずいぶんといろいろなことがあったようにも思う。

　ブラドーが笑った。

「あぁ、それは僕も聞いている。〝神殿騎士に喧けん嘩かを売るなんて無む茶ちやだ、自分の立場を考えろ〟って、フェリオを叱しかってくれたって──」

「い、いえ！　それは……」

　青ざめそうになったエリオットに、ブラドーはあくまで優やさしい眼まな差ざしを向けていた。

「……いや、よく言ってくれたよ。ありがとう。あの子は、本当に──誰だれかが見張っていないと、平気で無茶をするから。だから君に叱ってもらえたことは、本当に良かったと思う」

　ベルナルフォンが隻せき眼がんを伏ふせ、しみじみと頷うなずいた。

「そうですな。それに、そこで罰ばつとして神殿の内ない規きを憶おぼえさせられたことが、神殿騎士に追われていたゴーダ殿どのとハーミット殿を救すくうことにつながったとか……ほら、クラウス。おまえの支社での話だ」

　初めて聞く話題に、エリオットは眼めをしばたたかせた。

　クラウス・サンクレットが、にこやかに頷く。

「貴方あなたは聞いていませんでしたか？　柱はしら守もりのゴーダ殿と、例のラトロアの剣士、ハーミット殿とが、ウィスタル卿きようを訪ねてこの神しん域いきに来た際──サンクレット交こう易えきの支社で、神殿騎士達に囲まれたのです。その時にフェリオ様は、神殿とアルセイフとの間で結ばれている規定を持ちだし、〝この支社はサンクレット家の土地であり、神殿ではなくアルセイフの法が適用される〟と、そんな理り屈くつを持ちだし、お二人を逮たい捕ほすることで神殿騎士達から救ったとか。まさに良い機き転てんでした」

　エリオットは本心から驚いた。

〝……あの内規、本当に憶えていたんだ……〟

　そんなフェリオの律りち儀ぎさに、いまさらながら感心してしまう。

　続けて、クラウス・サンクレットが思いついたように話題をつないだ。

「そういえば、フォルナム神殿がカシナート司し教きようの神殿騎士達に制せい圧あつされた時、王都までフェリオ様に知らせに来たのも、貴方あなただったそうですね？　あと施せ療りよう師しの女性と──」

「なんだ、あれもこの少年だったのか？　知らぬところで、ずいぶんと世話になっていたわけか」

　冗じよう談だんめかして言うベルナルフォンに、エリオットは恐きよう縮しゆくしていた。

「私は何も──使者の時は、施療師のクゥナ様も一いつ緒しよで、ほとんど連れていってもらったようなものでした。それに神殿騎士絡がらみの騒そう動どうも、対たい処しよしたのはフェリオ様ご自身です。私のほうこそ──短い間でしたが、あの方かたの傍そば近くにお仕つかえできて、とても幸運だったと思います。いい経験をさせていただきました」

　それはエリオットの本心だった。

　心配もさせられたが、それ以上に恩おんがある。

　フェリオ本人は意識していないだろうが、彼の存在は、人に希望と活力をくれる。

　彼と関かかわった人間の多くに、成長する糧かてをくれる──そんな印象もあった。

　エリオット自身、混こん乱らんを通じて多少は成長したつもりでいるが、そこにはフェリオの影響が大きい。

　この場にいる面々も、多かれ少なかれ、その影響を自覚しているのだろう。

「……どうしているかな、フェリオは」

　ブラドーがぽつりと呟つぶやいた。

　フェリオ達は今、ラトロアの地にいるらしい。あるいはまだ、旅路の途中かもしれないが、少なくとも帰国の予定が遅おくれることは間違いない。

　その情報をまずもたらしたのは、玄げん鳥ちように乗った北方民族だった。高い山さえも数すう瞬しゆんで越える彼らの移動速度は、地上を行く馬車などとは比べものにならない。

　そして、その知らせよりもかなり遅れて、国王の元にもフェリオの手紙が届いたと聞く。

　傍かたわらのソフィアが、控えめに囁ささやいた。

「フェリオ様のことなら、心配はいらないと思います。ウルク様やリセリナ様も御ご一いつ緒しよでしょうし、騎士団の方かた々がただって──それに、フェリオ様はとても運の良い方だと思いますわ」

　ベルナルフォンが笑った。

「それは言えていますな。あの方には幸運の女め神がみがついているとしか思えません。そしてまた、フェリオ様はその運に甘あまえることなく、自らのすべきことを見定め、その上で行動に移している。それゆえに、女神に好かれるのでしょう」

　エリオットの耳には褒ほめすぎにも聞こえたが、特に反はん論ろんするようなことでもない。

　ブラドーが、寂さびしげに微笑ほほえんだ。

「……あの子は、女神に心配されるぐらい、純粋なんだよ」

　嘆たん息そく混じりの声に、一同は耳を澄すます。

「フェリオは純粋で、優やさしいんだ。だから自分を危険にさらしてでも、他人を守ることを厭いとわない。でもそれは、とても危険なことでもある。本人も少しずつ、自覚してはいるみたいだけれど……でも、頭で考えるより先に、体が動く子だから、やっぱり心配だよ」

　そう呟つぶやいて、しかしブラドーは微笑を見せた。

「──でも僕は、そんなフェリオを信じている。あの子は必ず、このアルセイフに戻ってくる。ここはあの子の故郷で、そしてここには、あの子にとって大切な人達がいるから──必ず、戻ってきてくれる。だから今は寂さびしいけれど、信じて待つよ」

　一同がそれぞれに、頷うなずきを返した。

　エリオットも小さく頷く。

　このフォルナムに来たばかりの頃ころ、フェリオはまだ、〝要いらないはずの第四王子〟だった。

　しかし今の彼は、このアルセイフという国にとって、欠かせぬ大きな存在になっている。

　しんみりと、無事の帰国を願うエリオットの耳に──

　──聞こえるはずのない〝音〟が聞こえた。

　びくりと肩を竦すくませたのは、彼だけではない。

　隣のメイヤーも天井を仰あおぎ、窓まど際ぎわに立ったブラドーは、そのまま外へと視線を転じる。

　空から降り注ぐ、鐘かねのような低い音──

〝空ノ鐘〟──

　明らかに季節を違えたその音に、エリオットは青ざめる。

　今夏、この鐘はすでに、二度鳴った。

　一度目は例年通りに。

　そして二度目は──〝屍しかばねの兵〟と呼ばれる、奇き妙みような者達の襲撃を伴ともなっていた。

　その嫌な記憶が脳のう裏りをかすめ、エリオットは足を震わせる。

　神じん師しのレミギウスが、立ち上がってその声を張った。

「陛へい下か！　すぐに安全な場所へ脱だつ出しゆつを──！　メイヤー、道案内を任せます。私はシャジールの方かた々がたの元へ……」

「……いえ、その必要はありません」

　鐘が鳴り響く中、廊下側から、澄すんだ声が聞こえた。

　そこにいたのは、蛇へびの頭をもつ神しん官かん達──シャジールの民である。

　執しつ務む室しつを訪れた三人のシャジールは、一いち様ように沈んだ表情をしていた。

「避ひ難なんの必要はありません。このフォルナムの御柱ピラーの複ふく製せい、転てん送そう機き能のうは、すでに停てい止しさせてありますので、何かが出てくることはないはずです。我々も数分前に異常を察さつ知ちしまして、お知らせに伺うかがったのですが、少し遅おくれましたね」

　シャジールの民には、御柱ピラーの異常を察する、人にはない感覚が備そなわっている。

　ひとまずは安あん堵どしたものの、鐘の音はまだ止んでいない。

　ベルナルフォンが、その隻せき眼がんを鋭するどく細め、シャジールを見つめた。

「では、危険はないのですな？」

　シャジールの民達は、苦しげに目許を歪ゆがめた。

「今の鐘かねの音は──ラトロアの地で、〝神霊スピリツト〟に異い変へんが起きたことを知らせる警報なのです。たとえ危険があったとしても、このフォルナムにいる我々には、どうしようもありません」

「え？　でも、危険があるのなら、避ひ難なんしなければ──」

　ブラドーに寄より添そいながら、ソフィアが不安げな声を発した。

　シャジールの民は、そっと視線を逸そらす。

「……あと数時間のうちに、結論が出ます。そしてどちらにしても、避難の必要はないでしょう。この世界が〝続く〟か、〝終わる〟かの──二つに一つですから」

　そのシャジールの指し摘てきに、エリオット達は揃そろって、言葉を失った。
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　東方の使者達と、西方の議員達との、会談──

　その席は、決して和なごやかなものではなかった。

　ことに、ジェラルドが明かした〝間諜スパイ達による施設の襲撃〟は、出席者のほとんどに大きな衝しよう撃げきをもたらした。

　フェリオ自身、その衝撃に、一瞬は我を失ったほどである。

（リセリナが……捕まった？）

　その事実は重い。

〝彼女を護まもる〟と決めたのに──その彼女は今、フェリオの手が届とどかぬ何処どこかにいる。

　いつかパンプキンに言われた言葉が、耳に甦よみがえった。

〝汝なんじは大切な全すべてを護ろうとしている。だがそれは、人の身には叶かなわぬことであろう。いずれは何かを見捨てねばならん──〟

　もしかしたら、今が──その時なのかもしれない。だが、そうは思いたくない。

　動どう揺ようするフェリオの耳に、ジェラルドの声が聞こえた。

「使者の方かた々がたには、遠路はるばるおいでいただいて恐きよう縮しゆくですが……我々の間にある溝みぞを、ただ深める結果となってしまったことは残念です。それでは」

　ジェラルドは、勝かつ手てに閉へい会かいを指示しようとした。

〝……このまま終わらせたら、だめだ〟

　咄とつ嗟さに、フェリオはそう直感する。

　気づくと彼は、鋭するどく声をあげていた。

「──ジェラルド元げん首しゆ。確かに我々の間には、溝があります。ですが、最初に申し上げたとおり──我々は別に、その溝を埋うめに来たわけではありません。あくまで開戦を阻はばむのが目的であり、今の時点では強しいて友好を求めるつもりもない」

　過か激げきな発言を受けて、議員達が眉まゆをひそめる。

　勢い込んで話しながら、フェリオはリセリナのことを考えていた。

　彼女を助け出すためにも──ジェラルドには、屈くつしてはいけない。

　このまま議論を終わらせれば、彼女達の処しよ刑けいによって、ジラーハが一方的に悪とされてしまう。

　だからフェリオは、必死に言葉を探した。

　ジェラルドが肩を竦すくめた。

「友好は要いらない、と──では、やはり敵てき対たいするということですね？」

「それ以前の段階だと申し上げているのです。そもそも貴方あなたがたは、ジラーハのことを知らない。我々もラトロアのことを知っているとは言い難い。そのことは、さきほどまでの話し合いで確認したはずです。今のラトロアは……あえて眼めと耳を塞ふさぎつつ、ただ敵を求めているようにしか見えません」

　議員達の幾いく人にんかが、この言葉に唸うなった。

　ダルグレイをはじめ、彼らの中にも、その面を危き惧ぐしている者達はいる。

　そのことに勇ゆう気きを得て、フェリオはさらに言葉を重ねた。

「これからラトロアが開戦の方向に動くのであれば、我々、東方諸国もまた、防衛のためにより戦力を充実させていくことになります。しかしそれでも──ジラーハが貴方がたに、先せん制せい攻撃を仕し掛かけることはあり得ません。何故なぜならジラーハは、〝敵〟を求めていない。むしろ戦争は無む益えきと判断しています」

　ジェラルドが大げさに嘆たん息そくした。

「……フェリオ様。国境の侵しん略りやくばかりが、戦争ではないのですよ。国内での暗あん躍やくも、宣せん戦せん布ふ告こくに近い所しよ業ぎようです。特に今回は、こちらにも死傷者が出ています。これはもはや、ジラーハ側の先制攻撃も同然でしょう」

　ジェラルドの返答は常識的であるのと同時に、フェリオにとっては予測していた通りのものでもあった。

　だからフェリオは、即そく座ざに言葉を返す。

「その間諜スパイ達の〝暗躍の背はい景けい〟を──元げん首しゆは、ご存ぞん知じですか？」

　ジェラルドが眉まゆをひそめた。

　フェリオは、ゆっくりと議員達を見回す。

　自分の言葉は、もしかしたら彼らには届とどかないかもしれない。

　だがそれでも──言うべきことは、言うつもりでいる。

「今年──東方諸国では、神殿の〝御柱ピラー〟に、異い変へんが相次ぎました。各神殿から輝石セレナイトが失われ、代わりに〝屍しかばねの兵〟なる奇き妙みような者達が現れ、神しん官かん達を襲ったのです」

　フェリオの言葉が、静かな議場に響き渡る。

　多くの議員達にとっては初めて聞く話だったらしく、困こん惑わくの表情を浮かべる者もいた。

「現れたその兵達は、〝屍しかばねの薬〟という薬品によって、正しよう気きを失っていました。その薬の生産地と、それを投とう与よされた兵の出で所どころが──このラトロアです」

　議員達が、一いつ斉せいにどよめいた。

　ほとんどの者は知らない事実だろう。だが、幾いく人にんかにとっては、確実に心当たりがある。

　目の前にいる元げん首しゆ──ジェラルド・メイスンも、その一人のはずだった。

　フェリオは彼を真まっ向こうから睨にらんだ。

「このことをお話しするべきか否いなか、私も迷いました。信用に足たる証しよう拠こもありませんし、その薬がラトロアの何処どこでつくられていて、また何処で実験されているのかもわかりませんでしたから──ただ、シャジールの民の言葉によって、その薬は〝死の神霊アービタ・スピリツト〟と呼ばれる物体が生み出したものであり、屍の兵達を神殿に送ったのもこの神霊スピリツトの仕し業わざであり、そして御柱ピラーの機能を正常に戻すためにも、その神霊スピリツトを見つける必要があると──その神霊スピリツトは今、このラトロアの地にあり、それを悪用する者達がいます。ジラーハの間諜スパイ達は、失われた御柱ピラーの機能を元に戻すために、我々とは別行動で、その在ざい所しよを探していました」

　フェリオは淡たん々たんと告つげて、ジェラルドを見み据すえた。

　彼は表情を失っている。怒りもせず、嘆なげきもせず、怯おびえもせず──ただ無表情に、フェリオを見返していた。

「──元首。ジラーハの間諜スパイ達が襲ったという〝研究施設〟に、その神霊スピリツトがあると──今のお話を、私はそう解釈しました。そしてその情報を、貴方あなたがこうも早く得ているということは──その施設は、貴方を含むラトロアの政府と深い関係にあるらしい。そうなると、屍の兵に関かかわる研究を誰だれが主しゆ導どうしているのか、それも見えて──」

「虚きよ言げんも大たい概がいになさい！」

　怒ど声せいを飛ばしたのはジェラルドではなく、別の議員だった。ジェラルドの派は閥ばつに属するらしい、老ろう齢れいの女性議員である。

　彼女は甲かん高だかい声で、興奮したようにまくしたてた。

「証拠もなしに、そんな侮ぶ辱じよく的てきな発言を繰り返すようなら、いくら使者といえど許しませんよ！」

　フェリオは少しも引かずに、彼女を睨んだ。

「殺さつ人じん鬼き、ベスナー──この地では、名の知れた犯はん罪ざい者しやだそうですね」

　女性議員の非ひ難なんよりも、フェリオの言葉に、議員達の耳は澄すまされていた。

　表情を変えないジェラルドの顔にも、フェリオはようやく、微かすかな焦あせりの影を見つける。

「連続殺人を犯おかし、死し刑けいとなったそうですが──実際には、屍の薬の実験台にされたようです。そしてその死体も今、ジラーハにあります。神しん姫きへの刺し客かくとして侵しん入にゆうしたようですが、警けい護ごの者達が討うちました。死体は防ぼう腐ふ処しよ理りを施ほどこされ、保存されているはずです。ラトロアの方かたをお招まねきして、確認していただくことも可能でしょう」

　あえて〝量産〟のことは口にしなかった。それを言ってしまうと、実際に現場を見ていない議員達に対しては、あまりに現実味がない。

　女性議員は、苦にが々にがしく表情を歪ゆがめ、さらにヒステリックに声を荒げた。

「何を馬ば鹿かな──ベスナーに対する刑けいは、この地でとっくに執しつ行こうされています！　すでに遺い骨こつは墓はかの下です。そのような妄もう言げんを、誰だれが信じ……」

「私は信じるね」

　断だん言げんしたのは、ダルグレイ・バルトゥールだった。

　野の太ぶとい声の政治家は、女性議員に睨にらみを利きかせる。

　その視線の険けわしさは、他の議員達までをも怯ひるませた。

「ミレーネ錬れん金きん師し長ちよう。今のフェリオ様の話を聞いていて、私も気になっていたことを思いだした。先日の亡ぼう国こく派はによる、議事堂占せん拠きよ事件の折──私は、ある亡国派の若者の、最さい期ごの言葉を聞いたんだ」

　ダルグレイは立ち上がり、その声を強く張った。




「〝仲間の釈しやく放ほうを。屍しかばねの薬の、実験台になる前に〟──！」




　巨体から響くその声の勢いに圧おされて、幾いく人にんかの議員が肩を震わせた。

　真っ赤になって声を荒げていた女性議員の顔色は、いつの間にか蒼そう白はくに転じている。

「──その遺ゆい言ごんの最中に、ただでさえ瀕ひん死しのその青年の口を封ふうじるように、秘密警察の娘が止とどめを刺さした。何のことだかわからず、気にはしていたが──今、その糸がつながった。非合法の人体実験、議会の承認を得ない他国への攻撃行動、さらには、この件けんに絡からんでいると思おぼしき殺人まで──」

　ダルグレイの怒いかりに燃えた眼まな差ざしに射い竦すくめられた女性議員は、そのまま腰を抜かして、椅子に座り込んだ。

　彼女はどうやら、真実の一いつ端たんに触ふれる者らしい。

　フェリオも驚いたほどのダルグレイの気き迫はくは、次いでジェラルドにも向けられる。

「元げん首しゆ。外交問題を超こえて、思わぬ蛇へびが出てきたようです。例の事件で亡なくなったカーズ国こく防ぼう長ちようとニルベット警察長官は、亡国派の取り締まりに積極的な方達でしたが、その分、亡国派側の情報にも詳くわしかった。その〝屍の薬〟とは何なのか──貴方あなたに、御説明いただく必要がありそうです」

　これを受けて──ジェラルドは、平然と首を傾かしげた。

「さて、私には心当たりがないのですが……さきほどは〝機き密みつ〟と申し上げましたが、その研究施設は、ミレーネ錬れん金きん師し長ちようの管かん轄かつで、私も詳しよう細さいは知らされていないのです。この件けんについては後ほど、師長から確認をとりたいと思います」

　ダルグレイの威い圧あつを受け流し、ジェラルドは抜ぬけ抜ぬけと応じた。

　腰を抜かしていた女性議員は、眼めを見開いて元げん首しゆを見つめる。

　何か反はん論ろんするかと思えば、それきり彼女は、青ざめた顔で口を閉ざしてしまった。

　純粋にジェラルドが怖こわいのか、あるいは弱みでも握られているのか──フェリオの眼には、どちらとも判断がつかない。

「でしたらこの場で、ミレーネ錬金師長から詳細を──」

「貴方あなたが凄すごむから怯おびえておいでです。落ち着いてからのほうがよろしいでしょう」

　攻めるダルグレイと受け流すジェラルドの間に、険けん悪あくな空気が流れる中──

　不意に、廊下が騒がしくなった。

　次いで、官かん僚りようらしき壮そう年ねんの男が、転ころげるようにして室内に駆け込んでくる。

「し、失礼いたします！　皆様、恐れ入りますが、緊急の事態です。ひとまず、会の中断を願います！」

　形勢不利と見たジェラルドの派は閥ばつの者が、邪じや魔まに入ったのかとも思ったが、それにしては様子が切せつ迫ぱくしている。

「……何事ですか？」

　ジェラルドが冷たく問う。官僚の男は冷ひや汗あせを拭ふきながら、廊下の向こうを手で示した。

「なんといってご説明したものか──いえ、私が話すよりも、直接見ていただいたほうが──」

「おい！　また大きくなったぞ！」

　廊下から、誰だれかの悲ひ鳴めいじみた声が響いた。

　建物の外からも、徐じよ々じよに人々の騒ぐ声が聞こえはじめている。

　フェリオは反射的に、刀の柄つかに指をかけ、ウルクの肩を抱き寄せた。

　司し祭さいの少女は不安げに身を震わせ、その細指にフェリオの服を握る。

「フェリオ様！　大変です！　街まちの西側が、妙なことに……！」

　護衛の騎士であるライナスティまでもが、この場に走ってきた。廊下は混こん乱らんしているらしく、衛えい兵へい達も口々に騒いでいる。状況に戸と惑まどう声ばかりで、何が起きているのかはわからない。

　すぐに議員達が立ち上がり、ぞろぞろと部屋を出はじめた。老ろう齢れいの議員の中には、泰たい然ぜんと構えて立たない者もいたが、若い議員は駆け足で〝街の西側〟が見える窓へと向かう。

　ダルグレイやラドゥーカもそれに続いた。

　肩を抱いたウルクの眸ひとみは、フェリオを不安げに見上げていた。

「フェリオ様、これは──」

「会は中止みたいだな。ウルク、俺おれ達も行ってみよう。ただごとじゃない」

　駆け寄ってきたライナスティが、大きく頷うなずいた。

「まさに、ただごとじゃなくなっています。俺おれらもちょうど今、気づいたところで……あ、そういえばシルヴァーナ様も来ているんですが……」

「……リセリナ達のことか？　それなら、元げん首しゆから聞いた──名無し達も、焦あせったみたいだな」

　声に険けんが籠こもるのは仕方ない。

　誰だれを責せめるつもりもない。責められるべきは、彼女を護まもるといって護れなかった、自分自身である。

　だが、たとえ一度護れなかったからといって──そのまま見捨てるつもりは、毛もう頭とうない。

　ライナスティはなんともいえない微び妙みような表情をして、フェリオ達を廊下に導いた。

　先せん行こうした議員達の声が、そこで聞こえてきた。

「なんなんだ、あれは!?　いったい、何が起きている！」

「うちの方角じゃないか！　おい君、あれの内側は!?」

「避ひ難なんしたほうがいいんじゃないのか？　まだ大きくなる可能性も……」

　交こう差さする声のいずれもが、事態の異常さを雄ゆう弁べんに物語っていた。

　そしてフェリオとウルクも、ようやく窓辺へと辿たどり着き、その光景を眼めにする。

　まず視し界かいに入ったのは──漆しつ黒こくの巨大な〝塊かたまり〟だった。

　街まちの西側、その一角を覆おおうように、半球型の黒い塊が、唐とう突とつに出現している。

　ついさきほどまで、そこには間違いなく街があったはずだった。今はその街も半球体の内側に隠かくれ、様子が窺うかがえない。

　肩を震わせるウルクを庇かばいつつ、フェリオは異い様ような光景に眼を疑った。

　光こう沢たくのあるその半球体の表面からは、すぐに一つの連れん想そうが得られた。

「……御柱ピラーに、似ている？」

「フェリオ様もそう思われましたか？」

　いつの間にか、ディアメルがすぐ隣に来ていた。

　褐かつ色しよくの肌はだの女騎士は、険けわしい眼まな差ざしをその先の光景に向けていた。

「御柱ピラーは円えん柱ちゆう、こちらは半球型と、形状こそまったく違いますが──表面の様子は似ています。ただ、実体があるのかないのか──ここから見る限りでは、外周部分の建物に壊こわれた様子がありません」

　ディアメルに言われて、フェリオも眼を凝こらした。

　遠くてよく見えないものの、たとえばこれだけの巨大な物体が街を潰つぶせば、砂すな煙けむりが上がるなり、周囲の建物が崩くずれるなり、またその音が聞こえるなりしそうなものである。だが、視界に映る限りではそうした痕こん跡せきは窺えない。

　ロセッティとシュナイクも、フェリオ達の傍そばへと寄ってきた。

「フェリオ様、ウルク様。せっかくの会談の最中に、このようなことになりまして……」

　気き遣づかうロセッティに、フェリオは頷うなずきを送った。

「その点は大丈夫だ。ほとんど終わりかけだったから──それより今は、この事態にどう対たい処しよするかが問題だろう。シルヴァーナは？」

「外でお待ちのハーミット様と合流し、まず仲間と連絡をとると──おそらく、あちらの偵てい察さつに向かわれるつもりでしょう」

　ロセッティが、不ふ可か思し議ぎな半球を見ながらそう応こたえた。

　シルヴァーナには聞きたいこともあったが、彼女は彼女で、任務のためにこの地へ来ている。入れ違いになるのは仕方ない。

　フェリオは、シュナイクに視線を向けた。

「──シュナイク、あの辺あたりには何があるんだ？」

　だいたい予想はついていたが、そんな疑問を問いかけてみる。

　シュナイクは幼い顔を緊張に固くして、はっきりと答えた。

「公式には、特に何も──つまり、誰だれかが研究施設を隠かくすのにも適てきした場所です。シルヴァーナ様達が襲った研究施設も、あの辺りにあったそうです。つまりは、死の神霊アービタ・スピリツト──ですね」

　思っていたとおりの答えに、フェリオは確かく証しようを得た。

　目の前で起きている現象は、そうとでも考えなければ説明がつかない。少なくとも、人の技術で起き得る事態とは思えなかった。

（じゃあ、リセリナも──あの中にいるのか？）

　そう思うと、ウルクの肩を抱く手に、無意識に力が籠こもった。

　瞬しゆん時じに駆け出したい衝しよう動どうに駆られながら、フェリオはまだ自じ制せいする。

　冷静に考えれば、あの場にリセリナがいるとは限らない。メビウス達に捕まった後、別の場所へ移動させられた可能性もある。

　その時、胸に抱いたウルクが、ぽつりと小声に囁ささやいた。

「あれは……〝終しゆう末まつの、黒い神殿〟……？」

　彼女の言葉は不ふ吉きつな響きをもって、フェリオの耳に届とどいた。

　そして──

　やがて空から唐とう突とつに響き始めたのは、フェリオにとっては聞き慣れた、〝鐘かね〟の音だった。
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　終しゆう末まつの黒い神殿──

　考こう古こ学がく者しやリーブルマンにとって、それは気になっていた伝でん承しようの一つだった。

　この伝承の起源は定かでないが、それなりに古い時代から続くものである。

　このソリダーテ大陸には、五本の御柱ピラーと、五つの神殿がある。

　そして、命、土、水、火、風を象しよう徴ちようするそれらの各御柱ピラーとは、また別に──〝死の神霊アービタ・スピリツト〟も存在している。

　この死の神霊アービタ・スピリツトだけは、何故なぜか公おおやけには存在が秘ひされ、奉まつられる神殿ももっていない。〝終末の黒い神殿〟とは、この死の神霊アービタ・スピリツトを奉る祭さい壇だんを意味している。

　その祭壇は──死の神霊アービタ・スピリツトが目覚めた時にだけ、現れるという。

　それが意味するところを、古こ文もん書じよはこう記していた。

〝終末の黒い神殿。その出現は、すなわち警告と同義である。神殿の出現は、人の手が触ふれてはならない領りよう域いきに及んだことを意味する。その力を恐れ、畏い怖ふし、敬けい遠えんせよ。さもなくば、災さい厄やくが人を滅ほろぼすことにもつながる〟──

　真しん偽ぎは定かでなく、ただの脅おどしのような伝承だったが──目の前で起きている事態が、つまりそれらしい。

　そのことを思いだしながら、リーブルマンは今、研究施設の一室にいた。

　異い変へんは突然に起きた。

　何の前まえ触ぶれもなく、施設の壁から別の黒い壁が染しみ出し、目の前に迫ったのだ。

　逃げる間もなく、リーブルマンはその壁に追い詰められたが、壁はそのままリーブルマンを取り込み、辺あたり一帯を包んで、さらに遠くへと広がっていった。

　要するに、物質的な壁ではない。空気か、光か、さもなくば別の何かか──正しよう体たいはわからないものの、リーブルマンはまだ生きているし、建物にも損そん傷しようはなかった。

　少しばかりの息苦しさを感じるが、実際に酸素が足りないわけではなく、〝得え体たいの知れない存在の内側にいる〟という事実が、圧あつ迫ぱく感かんをもたらしているに過ぎない。

　その黒い壁の内側は、薄うす明あかるい闇やみに包まれていた。

　ちょうど、月の眩まぶしい夜にも似ている。違うのは、発光体としての月が何処どこにもない点だが、それでも何故か辺りを見み渡わたすことができる。

　昼に比べて、どうにも薄暗い印象はあるが──部屋の隅すみの闇さえも見渡せるために、不ふ便べんは感じなかった。

　気味の悪い事態に戸と惑まどいながら、リーブルマンはメビウスの元へと急いだ。

　途中ですれ違った職員達は、この空間から脱出しようと、外へ向けて走り出していた。彼らとは逆ぎやつ行こうして、リーブルマンは地下へと向かう。

　その道すがら、外からやけに低い鐘かねの音が響き始めた。

　気にしつつも、リーブルマンは足を止めない。

　──この異い変へんは、地下にある死の神霊アービタ・スピリツト絡がらみと見て間違いない。メビウス達が、何か失敗をしたか、あるいは逆に成果を挙げたのだ。

「メビウス！　メビウス、無事ですか！　貴方あなたがたは、いったい何を……」

　声をあげながら、地下の鍾しよう乳にゆう洞どうに差しかかったリーブルマンは──

　そこで、足を止めて立ち竦すくんだ。

　鍾乳石に囲まれた、広い空間。

　その場所に、リーブルマンの知る黒い球体としての〝神霊スピリツト〟の姿はなかった。

　代わりにあったのは、小型の円えん柱ちゆうである。

　人の背せ丈たけの倍ほどの高さと、両手を広げた程度の幅を持つ、漆しつ黒こくの円柱──その中からちょうど、メビウスが這はい出てくるところだった。

　同時に、奥の暗くら闇やみからシズヤ達も現れる。

「あらあら、メビウス様ったら、お疲れのようですわね？」

　エイミーを連れたシズヤが、苦笑混じりに問いかけた。この事態にも、彼女は少しも動どうじていないらしい。

　這いつくばって柱から出たメビウスは、激しく肩を上下させていた。

　その額につけた仮か面めんの隙すき間まからは、一ひと条すじの血が滴したたっている。

「……シズヤか。それに、リーブルマン博士も……」

　ぜえぜえと息を切らし、メビウスは仰あお向むけに転ころがった。

「メビウス、何があったのです？　これは、神霊スピリツトの操そう作さに失敗したのでは……」

　リーブルマンが問いかけると、メビウスは息を詰まらせながら嗤わらった。

「……シャジールに……仕し組くまれました。これは一種の安全装そう置ちらしい。神霊スピリツトに、その機能の本質に関かかわる特定の指示を下した場合──その異変を周囲に知らせる機能が働くようで……」

　メビウスは苦しげだった。

　シズヤがその彼を抱え起こす。

「──ということは、失敗ですの？」

「……いや。失敗はしていない。むしろ、これは成功だ」

　メビウスが、わずかに血を吐はいた。

　リーブルマンは愕がく然ぜんとする。

　神霊スピリツトの操作を試みるたびに、メビウスがひどく消耗するのはいつものことである。だが、血を吐くほどに追い詰められた彼を見るのは初めてだった。

「成功したからこそ──この領りよう域いきが出現した。だがここから、シャジールが仕し掛かけた安全装置を、一つずつ解除していく必要がある。どのくらいの時間がかかるか、正直なところわからない」

　メビウスが、輝石セレナイトの詰まった箱の一つに手を伸ばした。片方は、すでに空からっぽになっている。

「バニッシュは……いるか？」

「あぁ。ここにいる」

　リーブルマンは慌あわてて振りかえった。気配は特に感じなかったが、銀髪の青年はいつの間にか、リーブルマンの背はい後ごに立っていた。

　その感情を失った彫ちよう像ぞうのような顔に、倒れたメビウスが微笑ほほえみかけた。

「山やま場ばは越えた……君は、私と同じだ。ここから先は、手伝ってくれ」

　その要よう請せいにバニッシュが応じるより早く、リーブルマンは勢いこんで問いかけた。

「メビウス！　私にも何か、できることは……」

　そう告つげたのは、メビウスを気き遣づかってのことではない。純粋に、〝神霊スピリツト〟に対する好こう奇き心しんゆえだった。

　リーブルマンは、メビウスが中で何をし、そして何を見ているのか──それを知りたくなったのだ。

　だが、メビウスは力なく笑って、首を横に振った。

「……今、博士にできることは、特にありません」

　明確な拒きよ絶ぜつだった。

「こいつの中では、人の意思の力が、なにより強く作用する──私とバニッシュは、〝なんとしてでも向こうの世界へ行きたい〟という、共通した強い欲求を持っています。しかし博士やシズヤ達では、他ほかの雑ざつ念ねんが入る。しかも博士は、そもそも腕輪をお持ちでないでしょう？　腕輪がなければ、輝石セレナイトの力を神霊スピリツトに伝えることができません。だから私の手伝いは──今は、バニッシュにしかできない」

　リーブルマンは失望を顔に表した。

　一方のバニッシュは頷うなずきながら、さほど大きくもない〝柱〟を見上げる。

「手伝うのは構わないが……この柱の中に入るのか？　二人が入って、作業できる大きさには見えないが」

「その点は心配しなくていい。中は広いんだ。そう──途と方ほうもなく、それこそ果てが感じられないほどに、広い──時間の概がい念ねんまで狂くるいそうなほどだ」

「……いわゆる亜あ空くう間かんか。いいだろう」

　自らの腕輪に軽く触ふれてから、バニッシュは輝石セレナイトの詰まった箱を持ち上げた。

　シズヤに抱えられていたメビウスも、よろけながらようやく立ち上がる。

「……この異い変へんを察して、ジェラルドが部隊を突入させてくるかもしれない。シズヤ、エイミー──君達で防ぼう御ぎよを頼む。こちらでも、時間稼かせぎに〝屍しかばねの兵〟を出せるか、試してみよう」

　シズヤがくすりと微笑ほほえんだ。

「屍しかばねの薬を量産できたみたいに、ですか？　承うけたまわりました。では、メビウス様もお気をつけて──そうそう、私達がここへ集つどう合図はどうします？」

　メビウスはもう、柱の中へ片手を差し入れていた。

「もう一度、鐘かねの音が聞こえたら、こちらへ来てくれ。おそらくあの音が、機能変へん更こうの合図だ。それに、向こうの世界への道がいざ通じれば──嫌でもわかるだろう。いざという時にここへ急行できるよう、施設内からは出ないほうがいい」

　メビウスの腕を飲み込む柱の肌はだは、まるで水面のようだった。

　一見すると硬こう質しつに見えるものの、メビウスは難なく、その内側へと姿を消してしまう。

　バニッシュも慎しん重ちようにそこへ手を触ふれ、メビウスの後に続いた。

　取り残され呆ぼう然ぜんとしていたリーブルマンは、彼らが消えた後で、はっと我に返った。

「シズヤ──いまメビウスは、ジェラルド様が部隊を突入させると言っていましたが──どういうことなのです？　世界の境さかいを越える行為は、すでに元げん首しゆの許可を得ているのではないのですか？」

　シズヤは肩を竦すくめた。エイミーは無言で背を向け、施設の〝防衛〟の準備に動き出している。

「ごめんなさい、博士。メビウス様は、元首を裏うら切ぎったみたいで……今や私達も、その一いち味みなの。元首から何も聞いていないってことは……博士も、私達の〝一味〟だと判断されたみたいですね」

　リーブルマンは絶ぜつ句くした。完全に予想外の指し摘てきである。

「そんな……そんな馬ば鹿かな！　私は、元首を裏切るつもりなど微み塵じんもない！」

「長いものには巻かれるものですから、お気持ちはわかりますわ。今からここを脱出されて、ジェラルド元首に言いい訳わけをしに行かれても、別に止めはいたしません。お好きなようにどうぞ」

　他人ひと事ごとのように言って、シズヤも背を向けた。

「……ただし、最後に勝つのは、〝私達〟の方だと思いますけれど──」

　シズヤの腕輪から、ひゅるりと光の縄なわが伸び、宙ちゆうを踊った。

　来訪者ビジターの技術──その威い力りよくを知るリーブルマンは、ごくりと唾つばを飲む。

　確かに今の彼らなら──ジェラルドの差し向ける部隊を相手にしても、負けないだろう。目的が時間稼かせぎでいいなら尚なお更さらである。

　入り口近くまで歩いたところで、シズヤがふと振りかえった。

「……ところで、リーブルマン博士はご決断なさいました？　こちらに残るか、向こうに行くか──」

　リーブルマンは答えられない。優ゆう柔じゆう不ふ断だんなことに、彼はまだ決めかねている。

　その迷いを見越したかのように、シズヤが嗤わらった。

「〝裏うら切ぎり者もの〟の博士にとっては、こちらに残っても、何も良いことはないように思いますけれど……それでも、生まれた地に愛あい着ちやくがありますの？　私には、理解できませんわ」

〝裏切者〟という言葉の響きに、リーブルマンはぎくりとした。

　シズヤは足音を立てずに歩み去る。

　独ひとり残されたリーブルマンは、老おいた背を丸め、形を変えた神霊スピリツトの前に立ち尽くした。

　もう──ハーミットやダルグレイ達の信頼を取り戻すことは、できないだろう。ジェラルドからも、メビウス達に与くみする裏切者と思われているらしい。

　彼は深ふか々ぶかと、溜ため息いきを吐つく。

　今にして思えば、さまざまなものを裏切り続けてきた。今の状況は、その報むくいともいえる。

「……ここに……私の居場所は、もうないということか……」

　ひっそりと呟つぶやいたその声は、誰だれにも聞かれることなく、鍾しよう乳にゆう洞どうの中に虚むなしく響いた。
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「部隊の到着までには、まだ時間がかかるのですか？」

　ジェラルド・メイスンは焦あせる心を隠かくし、努つとめて冷静に秘書へと問いかけた。

　秘書の男は、余よ人じんに聞かれぬよう低く声を落とす。

「急ぐようには言ってありますが……さすがに、あと二時間ほどはかかるはずです。むしろ、この首しゆ都との衛えい兵へい達を差し向けたほうが早いのでは……」

　ジェラルドは嘆たん息そくした。秘書の男にとっては、戦力とは〝数〟でしかなく、その〝質〟の違いまではわからないらしい。

「それでは何百人いようと、シズヤ達に太刀たち打うちできません──何人か殺やられた時点で、恐怖に敗走するのが眼めに見えている」

　包囲には使えても、突入には不向きである。

　近隣に召しよう集しゆうをかけた特殊部隊は、四百名ほどの精せい鋭えいだった。それでも、メビウス達に対抗するのには、充分とは言い難い。相手は人数こそ少ないが、いざとなれば玄げん鳥ちようもいる。それに、あのメビウスが無む策さくということは考えにくい。

　廊下にひしめく議員達の頭を越して、遠くにそびえる半球型の黒い塊かたまりを、ジェラルドはじっと見み据すえた。

（あの現象が、前ぜん兆ちようだとすれば……時間は、あまりないということか）

　今朝、イリスから提てい示じされた案が、脳のう裏りをかすめた。

〝リセリナを餌えさにして、メビウス達へアルセイフ側の兵をぶつける──〟

　いよいよ、その案を吞のむ必要が出てきたらしい。

　さきほどの会談の席でもそのことには触ふれたが、あのフェリオという使者は、まだ動く様子を見せていない。

　一いち応おうの自じ制せい心しんはあるらしいと感づいて、ジェラルドは改めて思し案あんする。

　実際に話すまで、ジェラルドは彼のことを見くびっていた。東方の蛮ばん族ぞくとして侮あなどっていたわけではなく、〝まだ十代の子供〟と見ていたのだ。

　だが、会談の席では、ジェラルドを相手に引けをとらなかった。流れの影響もあったとはいえ、〝屍しかばねの薬〟のことまで調べ上げ、ついにはジェラルドの派は閥ばつの議員を追い詰めもした。

　この後、ダルグレイ達が真剣に調査をはじめれば、議会は紛ふん糾きゆうすることになるだろう。配下の議員を幾いく人にんかは切り捨てることになりそうで、嫌な種たねを蒔まいてくれたものだと思う。

　侮っていい相手ではないし、ましてや馬ば鹿かでもない──そう判断したジェラルドは、ゆっくりとフェリオの傍そばに近づいた。

　当の使者達は、何事かを話しこんでいる。

　その中心では、青い髪の司し祭さいが、美しい横顔を不安に怯おびえさせていた。

「……終しゆう末まつの黒い神殿というのは、人の手が触ふれてはならない領りよう域いきを犯おかした時に、警けい告こくの意味で現れると……あれがそうだとする確かく証しようはありませんが、伝でん承しようの記き述じゆつとよく似ていることは事実です」

　ウルク司祭のその説明に、ダルグレイやラドゥーカまでもが聞き入っていた。

　ジェラルドは、その輪の外側から冷ひややかな声をかける。

「失礼。お邪じや魔ましてもよろしいでしょうか」

　振り向いたダルグレイとラドゥーカの顔には、明らかな敵てき意いがあった。

　しかしフェリオとウルクは、警けい戒かい程度に表情を強こわ張ばらせただけで、ジェラルドを正面から見返してくる。

　その眸ひとみの光の強さが、ジェラルドには若さとして映った。

「ジェラルド元げん首しゆ。使者の方に、何か御用ですか」

　まず声を出したのはラドゥーカだった。その言葉遣づかいこそ丁てい寧ねいだが、口調は険けわしい。

　ジェラルドは苦笑を作り、彼らに小さく頭こうべを垂たれた。

「……はい。〝来訪者ビジター〟、リセリナ嬢のことです」

　その名を出すなり、フェリオが弾はじかれたように肩を震わせた。

　予想通りの反応にほくそ笑みつつ、ジェラルドは淡たん々たんと語り始める。

「さきほどの会談の席では、詳しよう細さいを申しませんでしたが……実は彼女の身み柄がらは今、私の元にはありません」

「……それは、どういうことですか？」

　フェリオの視線が困こん惑わくに歪ゆがむのを確認してから、ジェラルドはさらに声を潜ひそめた。

「フェリオ様は、〝メビウス・フロンダイト〟という男を御ご存ぞん知じですね？」

　彼は小さく頷うなずいた。メビウス自身の言によれば、知っているどころか、剣をかわした間あいだ柄がらのはずである。

「秘密警察を牛ぎゆう耳じる男として、裏の社会では名の売れている男です。その筋すじでは、私の部下と思われているようなのですが……実際には、私も彼の行動を把は握あくできてはいません」

　ダルグレイが鼻を鳴らした。

「何を白しら々じらしい。貴方あなたが各種の指示を出していることは、すでに明白でしょう？」

「残念ながら、私もそれほど暇ひまではないのです。現場の判断に任せてしまうことがほとんどでして……」

　ダルグレイの指し摘てきを受け流しつつ、ジェラルドはフェリオを見つめた。

「単たん刀とう直ちよく入にゆうに申しましょう。〝メビウス〟は──あの男とシズヤ達は今、ラトロアの政府を裏うら切ぎり、暴走しています。私などの指示を聞く状態ではありません」

　フェリオとウルクが眉まゆをひそめた。ダルグレイ達は疑わしげだったが、彼らには信じてもらえなくても差さし支つかえない。

　議員達に言げん質ちを取られぬよう、ジェラルドはいくつかの噓うそを交えつつ、その詳しよう細さいを語りはじめた。

「もともと、彼らが何をしているのか、恥はずかしながら私はほとんど知らなかったのですが……今朝になって、メビウスの元にいるシャジールの民──コウ・シェルパ司し教きようが、私に手紙をよこしたのです」

　その名を出すや、フェリオ達の表情が強こわ張ばった。

　その反応を確かめてから、ジェラルドはゆっくりと言葉をつなぐ。

「──メビウス達は、来訪者ビジター達の世界へ行こうとしている。そして、もしそれを許せば、〝この世界〟が無事ではすまないと……この手紙を御ご覧らんください」

　ジェラルドは、懐ふところから取りだした紙を、フェリオに渡した。

　少年は険けわしい眼めつきで、これを読み始める。

　司し祭さいの少女や周囲の騎士、ダルグレイやラドゥーカ達までもが、その手元を覗のぞいた。

　そして、読み進むうちに──彼らの表情は、差さし迫せまったものに転じていく。

　その様子は、今朝のイリスともよく似ていた。

　ウルクがごく細く声を絞しぼる。

「……世界の、終しゆう焉えん……？　そんな……じゃあ、あの黒い塊かたまりは……」

　怯おびえたように、彼女はフェリオの腕を握った。

　ダルグレイが、ジェラルドに厳しい眼まな差ざしを向ける。

「貴方は、自分のしたことがわかっているのか？　この手紙の内容がもし、事実だとすれば、〝部下の暴走〟で済すむ話ではない。たった数人のためにこの世界が崩ほう壊かいするなど、そんな馬ば鹿かげたことが……」

　ジェラルドは、ダルグレイを相手にしなかった。今、彼と話す時間は無む益えきである。

「目の前で起きている現象は、まさに神霊スピリツトからの警けい告こくか、その予よ兆ちようと見るべきでしょう。この警告を受けて、私もメビウスを止めるべく、近隣の部隊に召しよう集しゆうをかけているところです。あと数時間のうちには、その部隊がこの首しゆ都とに着くはずなのですが──メビウス達の作業が終わるまでに、あとどれほどの猶ゆう予よがあるのか、まったく見当がつきません。そこで──恥はじをしのんで、貴方あなたと非公式の取引きをしたい」

　ジェラルドはここで、殊こと更さらに声を小さくした。

　フェリオ達に気づかれぬうちに、その周囲は子こ飼がいの衛えい兵へい達が囲んでいる。ダルグレイ達以外の議員には、盗ぬすみ聞きをされる心配もない。

「……こちらの部隊が到着するまで、〝貴方達〟に、メビウス達の邪じや魔まをしてもらいたいのです。無む論ろん、ただでとは言いません。報ほう酬しゆうは、メビウスの元に捕らわれた来訪者ビジター達の身み柄がら──」

　フェリオの眼めが、細く光った。一方で、ダルグレイやラドゥーカは怒りに面めん上じようを歪ゆがめたが、あえて口を挟はさもうとはしない。

　彼らにも事態は飲みこめている。コウ司し教きようからの手紙だけでは信用しにくいはずの事態も、目の前の禍まが々まがしい異い変へんによって、信しん憑ぴよう性せいが増していた。

　これはもはや、国同どう士しの問題ではなく、〝世界の存続〟に関かかわる危き機きへと変化している。

　なればこそ──使命感に溢あふれるこの使者は、この取引きに応じざるを得ない。

　そのことを確信しつつ、ジェラルドはさきほどまでの敵に、恥も外がい聞ぶんもなく打だ算さんをもって助力を願った。
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　その異変が起きた時、狩人かりうどのエンジュは、ジェラルド・メイスンの邸てい宅たくに戻っていた。

　イリスやパンプキン、カトルも一いつ緒しよだが、バニッシュだけがいない。

　そして、昼食を終えた場の空気は、酷ひどく重かった。

　エンジュの告白、リセリナ達の捕ほ縛ばく、バニッシュの裏うら切ぎり、死の神霊アービタ・スピリツトを巡めぐる世界の秘密──朝から一度にさまざまな衝しよう撃げきを受けたイリスは、さすがに疲れた様子だった。

　エンジュとしては彼女の力になりたかったが、肝かん心じんのイリスの側が、今朝のことをまだ引きずっている。ぎくしゃくとした関係になるのは仕方がなく、昼食の間も、まともな会話はほとんどなかった。

　不意の〝空そらノ鐘かね〟が聞こえたのは、そんな時間帯のことである。

　はじめはエンジュも、ただの鐘の音かと勘かん違ちがいをした。

　だが、空から幾いく重えにも降ってくる低い鐘の音は、あまりに独特で、同時に聞きき憶おぼえがありすぎた。

　音に驚いたエンジュ達が、揃そろって外へ飛びだすと──

　その時にはもう、街まちの西側に、黒い〝山〟ができていた。完全な半球形であり、その中心部に何があるのか、イリスはすぐに察したらしい。

　黒光りするその表面を睨にらみつけて、彼女は呟つぶやいたものである。

「……メビウス。いよいよ、動き始めたわね」

「あの中心部に、例の神霊スピリツトがあるのか……？」

　問いかけたエンジュに小さく頷うなずいて、イリスはパンプキン達を振りかえった。

「元げん首しゆの兵は、まだ到着していないはずだけど……私達は先せん行こうするわ。目的はバニッシュの身み柄がら。それと、可能ならメビウスを止めること──優先順位はむしろ後者だけど、こっちは私達だけじゃ厳しいかもね」

　シズヤ達の手て強ごわさは、エンジュもよく知っていた。パンプキンやカトルも強いはずだが、一ひと筋すじ縄なわではいかないはずである。

「急がないとね。パンプキン、屋や敷しきの人間に言って、用意してある馬車を門まで回させておいて」

　パンプキンが無言で頷き、優ゆう雅がな足取りで庭を走り出した。カトルの気配も、その後についていく。

　エンジュも部屋から、ラトロアで購あがなった弓矢をとってきた。

　再び外に戻ると、腕輪の輝石セレナイトを確かめていたイリスが、険けわしい眼まな差ざしをエンジュに向けた。

「……貴方あなたは来ないで。足手まといだから」

　今朝よりも冷たく、確かつ固こたる拒きよ絶ぜつの意志を込めて、彼女はそう言い放った。

　だがその声に、エンジュは首を横に振る。

　事実、足手まといになるだろうとは思う。自分がいれば、イリス達は思うように動けず、かえってその身を危険にさらしかねない。

　だから──彼女達に、そのままついていく気はない。

「イリス達は先に行ってくれていい。俺おれは……フェリオ王子のところに行ってみる。事態が事態だし、リセリナのことを持ち出せば、王宮騎士団も手伝ってくれるかもしれないだろ」

　たちまちに、イリスが怒ど気きの籠こもった視線を向けた。

「そっちは元首が工作しているわ。貴方はここで……」

　険しいその声を、エンジュは途中で遮さえぎる。

「王宮騎士団の人達とは、内ない乱らんの時にも一いつ緒しよに戦ったんだ。あの人達と一緒なら、俺も弓で援えん護ごができる。足手まといにはならな……」

「……貴方は、ここにいるの！」

　イリスが、甲かん高だかく声を荒げた。

　その思いがけない勢いに、エンジュは身を引かせる。

　妙に力の籠もった彼女の眸ひとみは、駄だ々だをこねる子供に似ていたが、発せられる声だけは厳しい。

「言っている意味がわからない!?　相手はあのシズヤ達よ。連中が持っている腕輪は五十対つい程度──シズヤやアカツキみたいに、それを使いこなせる人数は少ないはずだけれど、ただ単純に刃を出して振り回すだけなら、三十人ぐらいは適てき合ごう者しやがいるって──王宮騎士団だって、きっと突入すれば全ぜん滅めつに近い状態にされるわ。メビウスのことだから、それ以外にどんな防ぼう御ぎよ策さくを用意しているかわからない」

　イリスは言いい募つのって、ぷいと顔を背そむけた。

「……貴方あなたは、ここにいなさい。フェリオ王子達はほうっておいても来るわ。もし来なくても、私達がなんとかするから。貴方は──ここで待っていて。お願い」

　エンジュの返答を聞かずに、イリスは何かを吹っ切るように駆け出した。

　そのまま、見えないカトルの背を追っていく。

　置いていかれたエンジュは、しばらくそのまま、そこに立ち尽くしていた。

　去さり際ぎわのイリスの表情は──死地に赴おもむくというよりは、エンジュから逃げようとしているかのようだった。

　そのことが、妙に気にかかる。

〝俺おれは……〟

　エンジュは自問する。

〝俺は今、どうしたいんだ？〟

　エンジュはイリスを追いかけて、このラトロアの地まで来た。

　その理由を、もう一度、見つめ直してみる。

　初めて、彼女に会った時から、エンジュは違い和わ感かんを覚えていた。

　それは、運命的な出会いだと思ったとか、あるいは一ひと目め惚ぼれだとか、そうした感情とは少し趣おもむきの異なるものだった。

　その違和感の正しよう体たいに、今のエンジュは、薄うす々うすと感づいている。

〝イリスを、独ひとりで戦わせちゃだめだ──〟

　そう思った。

　もちろん、パンプキンやカトルが一いつ緒しよにいる。だが、傍そばで戦っている者の有う無むに関かかわらず、彼女は本質的に〝独り〟で、そのことがエンジュには痛いた々いたしい。

　止められても、足手まといであっても──今、行かなければ、絶対に後こう悔かいする。

　エンジュにはその確かく信しんがあった。

　そして気づくと、彼は走り出していた。

　イリス達の姿はもう視し界かいに見えない。走る速さにしても、とても来訪者ビジター達には及ばない。追いつけるのはイリス達が戦いはじめた後だろう。

　それを承しよう知ちで、エンジュは懸けん命めいに大地を蹴けり、見えない彼女の背を追いかけた。
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　エアル家に残していた王宮騎士団と神殿騎士団が揃そろったのは、〝空そらノ鐘かね〟らしき音が響いてから、ほんの十分ほど後のことだった。

　わざわざ使者を出すまでもなく、鐘の音に異い変へんを察した騎士達は、自分達の判断でフェリオやウルクの元へと参じたのである。

　広場に集つどいつつある彼らを窓から見下ろして、フェリオは刀の柄つかに指を添そえた。

　嫌な予感が、頭の隅すみから追い出せない。

　遠くに見える〝終しゆう末まつの黒い神殿〟──つまり死の神霊アービタ・スピリツトは、その後、さらに大きさを増していた。時折、その半球は心臓のようにびくりと脈打ち、それに応じて周囲をさらに侵しん食しよくしていく。

　その内側にいた人々は我われ先さきにと外へ出て、今も避ひ難なんを続けていた。周辺の住人もぞろぞろと離れていき、この広場にも、その波が押し寄せている。

　ちょうど今、王宮騎士団と神殿騎士団の道を空けるために、衛えい兵へい達がその整理に奔ほん走そうしていた。

　フェリオの隣には、ウルクが立っていた。

　二人きりの時間は、ほんの少ししかとれない。

　心配げな表情の彼女を振りかえり、フェリオは微笑を送る。

「ちょっと行って来る。リセリナやシア、ムスカ達を助けて、夜には戻れると思うから、待っていてくれ」

　安心させるつもりでそう言ったが、ウルクの表情は冴さえなかった。

　潤うるんだ眸ひとみでフェリオを見つめ、彼女は祈りの形に指を組む。

「……騎士の方かた々がただけに任せるわけには、いかないのですか──？」

　返答は、彼女にもわかっているはずだった。

　だからフェリオは、困ったように笑う。

　騎士達だけに任せることはできる。ただ、フェリオはその選択をしたくない。

「リセリナと約束したんだ。ちゃんと護まもるって──別行動にはなったけれど、約束を反故ほごにしたわけじゃない。ジェラルド元げん首しゆとの取引きもある」

　ウルクが哀かなしげに顔を伏ふせた。

「それに何より、俺おれはメビウスを止めたい。コウ司し教きようの手紙が本物かどうかもわからないけれど、あれが真実だとしたら、放ほう置ちすることはできないよ。戦える人間が戦わなきゃ、もしかしたらこの世界が──」

　フェリオはそこで口を噤つぐんだ。

　聡さといウルクは、すべてを理解しているはずだった。

　だがそれでも彼女は、フェリオを行かせたくないと思っている。その理由も、フェリオにはもう痛いたいほど伝わっていた。

　立ち尽くす彼女に歩み寄り、フェリオはその肩に両手を置いた。傍そばに寄ると、甘あまい匂においがする。

　ウルクが顔をあげた。

　真まっ青さおな髪が陽光に反射して、きらきらと光っている。その眸ひとみをじっと見つめていると──子供の頃ころのことが、思いだされてくる。

　フェリオにとって、彼女は最初にできた同世代の友人で、そして今では、身を捨ててでも護まもりたい少女だった。

　アルセイフの内ない乱らんを経て、一度は記憶を失い、そして意志までをも失った時──フェリオが感じた喪そう失しつ感かんは、耐たえ難がたいほどのものだった。

　そしてその時に、彼女が自分にとって、どれほど大切な存在かを思い知った。

　思えば──その言葉をまだ、彼女には伝えていなかったかもしれない。

「……ウルク。眼めを閉じて」

「……え？」

　彼女が、その言葉を理解するより早く──

　フェリオはそっと、顔を寄せて唇を塞ふさいだ。

　ウルクは一瞬、驚いたように身を竦すくませた。

　ほんの数秒──

　長いようで短い時間が過ぎ、フェリオは顔を離す。

　ウルクは真っ赤な顔をして、涙を浮かべていた。

　戸と惑まどったフェリオに、彼女は泣きながら微笑を向ける。

「……ずるいです。こういうの──こんなことされたら、止とめられなくなっちゃいます」

　震える声で呟つぶやいた後に、彼女は泣き顔を隠かくすように、フェリオにしがみついた。

　そしてウルクは、耳元で囁ささやく。

「必ず……必ず、リセリナ様やシア達を連れて、戻ってきてください。待っていますから」

　声は震えていた。肩口に、彼女の涙が落ちる。

　その暖かい背に手を添そえて、フェリオは頷うなずいた。

　死の神霊アービタ・スピリツトを巡めぐる問題さえ片かたがつけば、御柱ピラーからは再び輝石セレナイトが生まれはじめる。そうなれば、また平和な日々が来るだろう。

　彼女を心配させるのは、これで最後にしたかった。

　やがて扉を叩たたく音がして──ウルクが身を離した。

「フェリオ様、準備が整いました。こっちはいつでも出られますよ」
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　ライナスティが殊こと更さらに明るい声をよこした。

　フェリオが扉を開けると、そこには仲間達が集つどっていた。

　ダルグレイとラドゥーカ、剣を持たぬ二人の議員は、ひたすらに苦にがい顔をしている。ジェラルドのもちかけた取引きを嫌けん悪おしつつ、しかしそれに応じざるを得ないフェリオに対し、罪ざい悪あく感かんを持っている様子だった。

　だがこの戦いは、フェリオ自らが選んだものである。

　その二人の議員に会え釈しやくをしてから、フェリオは残る仲間に視線を向けた。

「ロセッティ、シュナイク。ウルクの警けい護ごを頼む」

　敏びん腕わんの商人は深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれた。シュナイクも泣き腫はらした眼めを擦こすり、自分を奮ふるい立たせるように頷うなずく。

「フェリオ様、お気をつけて。さきほど、あの黒い半球の周囲を、玄げん鳥ちようらしき影が飛んでおりました。シズヤ達のものか、北方民族のものかはわかりませんが……」

　ロセッティは心配げにそう告つげた。

　共に戦うライナスティとディアメルが、フェリオの左右に付き従う。

「あぁ、玄鳥までいるのかよ……ラトロアくんだりまで来て、また命いのち懸がけかぁ……」

「生き残ったら、また酒でもおごってやる。ほら、行くぞ」

　わざとらしく嘆たん息そくするライナスティを、ディアメルが叱しかる。いつも通りのそんな彼らのやりとりが、フェリオには心強い。

　廊下を進んで外へと出る寸すん前ぜん、最後にフェリオは、もう一度ウルクを振りかえった。

　耐たえるように立ち尽くした彼女は、その清せい楚そな眼まな差ざしをフェリオに据すえ、小声に呟つぶやく。

「……無事に、帰ってきてくださいね」

　儚はかない声に、フェリオは微笑をもって頷うなずき、金きん糸し党とうの本部を出た。

　目の前の広場には、旅に同行した王宮騎士団の騎士達が揃そろっている。

　ウルクの護衛に残る者を除いた神殿騎士団も、その隊列に混ざっていた。

　急な出撃にも関かかわらず、いずれの顔にも迷いはない。訓練だけでなく実戦を経た、本物の騎士達がそこにいる。

　居並ぶ彼らの前で、用意された馬にまたがり、フェリオは刀を抜き放った。

　振り上げた白はく刃じんが陽光に反射し、フェリオの存在を知らしめる。

「アルセイフ王宮騎士団、ならびにジラーハ神殿騎士団──双そう方ほう、出るぞ！」

　高らかに響いた指し揮きの声に、轟とどろくような気き合あいの声が返った。声は地響きとなって、ラトロアの人々を驚かせる。

　そしてフェリオは馬の手た綱づなを引き、部隊の先頭に立った。

　目指すは、死の神霊アービタ・スピリツト──

　見送るウルク達の視線を背中に負って、フェリオと騎士団は堂々たる進軍をはじめた。
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　死の神霊アービタ・スピリツトが作り出した黒い空間の奥に、シズヤ達は防ぼう衛えい線せんを引いていた。

　研究施設の周辺からは、すっかり人の気配が失せている。異い変へんが起きるや、無関係な人々は我われ先さきにと逃げ出した。

　その半球の中は、人を不安に陥おとしいれるような薄うす暗ぐらい世界と化かしているが、不思議と視し界かいは良好である。

　光を遮さえぎる質の闇やみではなく、むしろ黒い光が満ちているような、そんな錯さつ覚かくさえ覚えた。

　その曖あい昧まいな闇の中を、さらに黒い塊かたまりが飛んでくる。

　見上げたシズヤは、微笑をもってそれを出迎えた。

　降り立ったのは、黒い羽を持つ巨きよ鳥ちよう──北方民族の操あやつる玄げん鳥ちようである。

　その背には、仲間のアカツキが乗っていた。

「姐あね御ご、戻ったぜ。ジェラルドの部隊はまだ見えないが、アルセイフの王宮騎士団が、こっちに来そうだ。思ったより動きが速い。ジェラルドが裏取引でもしたのかもな」

　偵てい察さつを終えたアカツキは、玄鳥の背から飛び降りながらそう報告した。

　シズヤ達の玄鳥は今、施設の敷地内に隠かくしてある。できれば彼らも、向こうの世界へと連れて行きたい。

　アカツキはシズヤに駆け寄り、肩を竦すくめた。

「どうする？　さすがに人数が多いぜ。施設に入られる前に、上から玄げん鳥ちようで攻めるか？」

「それで怯おびえて退ひくような人達じゃないでしょう？　それに彼らが動くってことは、きっと北方民族も動くわ。ちょっと厄やつ介かいね」

　もし空中戦になれば、退くに退けず、神霊スピリツトの警備が手て薄うすになってしまう。

　タートムとアルセイフの戦いの折にも実証されたように、玄鳥は練れん度どの低い〝大軍〟を搔かき回すのには便利だが、少数の精せい鋭えい相手にはあまり大きな効果が望めない。北方民族の鳥も出てくるとなれば、外へ出るのは尚なお更さらに危険だった。

「じゃあ、マイヒメやホムラはこのまま留守るす番ばんか」

　アカツキは安あん堵どした様子だった。エンジュという狩人かりうどに、愛鳥の眼めを射い抜ぬかれて以来、彼は自分の鳥に対して過保護になっている。

　大きな幌ほろ馬ば車しやの中に、再び鳥を隠かくし、アカツキとシズヤは研究施設の中へと戻った。

　そして入り口に近い煉れん瓦が造づくりのホールで、エイミーと合流する。

「シズヤ様、いま、バニッシュが神霊スピリツトから一度出てきて……〝屍しかばねの兵〟をいくらか出せるようになったから、防ぼう御ぎよに使ってくれとのことです」

　彼女がそう告つげた矢先に、もうその兵が、地下に続く通路からぞろぞろと現れはじめていた。

　生せい気きを感じさせない足取りの彼らを、シズヤは眼を細めて見つめる。

「あら？　メビウス様も、意い外がいに気が利きくのね」

　あるいは自分達だけで、このまま数時間もたせる羽は目めになるのかと、思し案あんしていた矢先のことだった。

　出てきた兵達は、フォルナム神殿にも現れた者達と同じだった。

　槍やりを構えた老人、短剣ダガーを使う女、鉄てつ仮か面めんをつけて大剣を引きずる巨きよ漢かんに、片かた刃はの剣を使う若い兵士と、細剣レイピアを用いる瘦やせた青年──いずれもこの地で捕らえられ、〝屍の薬〟の被ひ験けん者しやとなり、ついにはメビウスによって〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の操そう作さに関かかわる実験体となった罪ざい人にん達だった。

「これ、ずっと際さい限げんなく出てくるの？」

　御柱ピラーでは、確かシャジールの民が止めるまで、延えん々えんと兵が湧わいてきた。死の神霊アービタ・スピリツトでも、同じことはできそうな気がする。

　エイミーは首を傾かしげつつも、シズヤの問いに答えた。

「そうもいかないみたいです。バニッシュによれば、兵を量産する間は、死の神霊アービタ・スピリツトの他ほかの操作ができなくなると……要するに、作業がそれだけ遅おくれますから、あくまで時間稼かせぎとしての措そ置ちらしいです、それでも、数百単位で用意するつもりだそうですが……」

　アカツキが呆あきれたように口笛を吹いた。

「姐あね御ごがフォルナムで見たのって、あれだろ？　いきなり三桁けたの増ぞう援えんとは豪ごう勢せいだな。烏う合ごうの衆しゆうじゃなきゃいいが」

　その屍しかばねの兵に、シズヤ達を襲う気配はない。

　何者かの命令を遵じゆん守しゆするように、彼らはぼんやりと、次々に施設の外へ出て行く。人数こそ多いが、足止めにしては動きが頼りないのも事実だった。

　フォルナムで見た彼らは、もっと良い動きをしていたようにも思う。

「……あれ、役に立つの？　私達にも気づいてないみたいだけど」

「体が暖まってくれば、もっと動けるようになるそうです。あと、屍の薬を飲んでいる人は、仲間と判断するって……だから同どう士し討うちもしませんし、私達にも攻撃を仕し掛かけてこないはずです」

　エイミーの答えに、シズヤは思わず笑ってしまった。

「なるほどね。あれと私達とは、本質的には〝同じ〟ってことなのかしら？」

「よしてくれ、姐あね御ご。冗じよう談だんにしちゃ笑えない」

　いかにも心しん外がいそうに言うアカツキの頭を、子供扱いに軽く撫なでて、シズヤ達は屍の兵の隊列を横切った。

　向かう先は、捕らえた来訪者ビジター達の牢ろうである。

　彼らは人ひと質じちであり、また餌えさともなる。どう活用しても構わないと、メビウスからも許可を得ていた。

　どうせ使うならば、効果的に使いたい。

（あの王子様とも、意い外がいに長い付き合いになっちゃったけれど──これが、最後かしら）

　そんなことを考えて、シズヤはくすりと笑った。

　あのフェリオという王子のことは、決して嫌いではない。

　レージクやカルバイといった、シズヤが協力してきた者達の野や心しんを阻はばみ、王族という身でありながら、ついにこんな土地までやってきた、変わり者である。

　もう少し彼の歳としが上であれば、おもしろい関係にもなっていたかもしれない。

　妙に嬉うれしそうなシズヤを、エイミーが不思議そうに見つめていた。

「シズヤ様、どうしたんですか？　なんだか、楽しそうですけれど……」

「そう？　……そうかもね。なんでもないのよ、エイミー。ただ、お客様をどうおもてなししてあげようかな、って、考えていただけ」

　アカツキが鼻で笑った。

「もてなすのもいいけど、こっちも命いのち懸がけだぜ。あの王宮騎士団て連中、今はほとんどが神しん鋼こうの剣を持っているんだろ？　やりづらい相手だ。ジェラルドの兵達はまだ来てないが、パンプキンとかって来訪者ビジター達も、いずれは来そうだし……あの屍の兵達じゃ、足止めにしかならない」

「いえ。そうでもないかも、しれません」

　エイミーが小声に呟つぶやいた。

　シズヤとアカツキは、歩きながら揃そろって彼女を見る。

「……さっき、バニッシュが言っていたんです。フォルナムに送った屍しかばねの兵は、量産の速度が優先されすぎていて劣れつ化かが酷ひどくて、送った時期も半年以上ずれていました。ジラーハに送った屍の兵は、それよりは少しましだったみたいですけれど、元の人に比べたらやっぱり弱くて──でも今回のは、メビウス様が〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の操そう作さ方法に慣れてきたから、少し、今までとは違うことができたって……」

「……違うこと？」

　シズヤの眼めには、さほど違いは見えなかった。アカツキも首を傾かしげ、低い位置にあるエイミーの頭をぽんぽんと軽く叩たたく。

「何が違うってんだ？　なんかえらく、ぼーっとしているのはわかるけどさ。姐あね御ごと風ふ呂ろに入ってる時のおまえみたいだぜ」

　アカツキのからかうような態度に、エイミーが睨にらみを利きかせた。

「……そういう態度の人には、教えたくないです」

「あぁ!?　生意気いってんじゃねぇぞ、がきんちょ……」

　アカツキを遮さえぎって、シズヤは二人の間に割り込んだ。

「じゃあ、エイミー。私だけにこっそり教えて。それならいいでしょ？」

　そう言って耳を寄せると、エイミーは嬉うれしそうに、ごく小さな声で答えを囁ささやいてくれた。

「おい、まじかよ。そんなガキみたいな……」

　額を押さえて呆あきれるアカツキをほうって、シズヤだけはエイミーから、その〝事実〟を聞かされる。

　それはシズヤにとっても、意い外がいな内容だった。

「ふぅん……なるほどね」

　納なつ得とく顔がおのシズヤに、アカツキが問う。

「で、姐御、なんだって？」

「あ、教えちゃだめですよ、シズヤ様！」

　すぐにエイミーが念ねんを押す。アカツキは露ろ骨こつに舌した打うちをした。

「遊びじゃねぇんだぞ、馬ば鹿か野や郎ろう！　情報の共有は基本だろうが！」

「知ってても知らなくても、こっちにはあんまり影響ないことですから！」

　子供じみた喧けん嘩かをはじめる二人に微笑を向け、シズヤはエイミーの頭を撫なでた。

「もちろん、アカツキには内ない緒しよでいいわ。でも──アカツキ、とりあえず、王子様達は少し苦戦しそうよ。私達は楽になりそう」

「あぁ？　……あー、もういいよ。女二人で内緒話でもしてろ、ったく──」

　ふて腐くされた様子の彼の腕を、シズヤは後ろから唐とう突とつに抱き締めた。

　するとたちまち、アカツキはその頰ほおを赤くする。

「そんなに拗すねないの、子供じゃないんだから。向こうの世界に行けたら、教えてあげるわ。エイミーもそれならいいでしょ？」

「いいですけど……アカツキさん、鼻の下が伸のびすぎです」

　今度はエイミーの眼めつきが、いかにも不満げである。アカツキは焦あせったように頰ほおを引きつらせた。

「ばっ……姐あね御ごも離れろよ！　俺おれはそんなんで誤ご魔ま化かされないからな！」

「あら、照てれてるの？　貴方あなたも昔っから、変なところで子供っぽいまんまよね」

　子供の頃ころのアカツキを思いだしながら、シズヤはその耳元に囁ささやいた。

　アカツキはいよいよふて腐くされて無言になる。それでいて、シズヤを振りほどこうともしない。

　そのまま歩いていくと、来訪者ビジター達を捕らえた牢ろうの傍そばから、仲間のリョガクが顔を覗のぞかせた。

　シズヤと腕を組むアカツキを見るなり、彼は苦笑を浮かべる。

「ん？　何やってんだ、おまえら？」

「か、関係ねぇだろ！　それより、来訪者ビジターの連中を使うぜ。敵が来る」

　アカツキの声は裏うら返がえっていた。リョガクは髭ひげを触さわりながら、一いち応おうはシズヤに確認を求める。

「そういうこと、片方を牢から出すわ。リセリナ、聞いてる？　貴方の〝愛いとしい人〟が、助けに来てくれるみたいよ」

　シズヤがそう言って牢を覗き込むと、黒髪の少女の険けわしい眼まな差ざしが返ってきた。

　隣の牢に控えるムスカは、〝予測していた〟とでも言わんばかりに、特に反応を示さない。

　今のリセリナの手に、腕輪はない。腕輪がなければ、彼女は少し運動神経がいいだけの、ただの小こ娘むすめである。

「フェリオさんが……来るんですか？」

「そうよ。貴方を助けに来るのか、それとも神霊スピリツトを止めに来るのか、あるいはその両方なのか……私には判断がつかないけれど。そういうわけだから、貴方はいざという時の人ひと質じち、ね？」

　シズヤの視線を受けて、リョガクが牢の鍵かぎを開けた。

　シズヤは腰に提さげた縄なわでもって、彼女の手を縛しばる。腕輪を持たない今のリセリナには、そんなただの縄でさえ、簡単には解ほどくことができない。

　悔くやしげに結び目を見つめるリセリナに、シズヤはそっと囁いた。

「ふと、思ったんだけれど……貴方がフェリオ様を連れて〝向こう〟の世界に行っちゃえば、きっと独どく占せんできるわよ？」

「──見み損そこなわないでください」

　リセリナは、迷いのない声で即そく答とうした。

　その眸ひとみの鋭するどさに、エイミーがぴくりと反応して、短剣ダガーを手にした。シズヤに害が及およぶかと警けい戒かいしたらしい。

　可愛かわいい妹分を視線でなだめつつ、シズヤは苦笑した。

「真面目まじめな子ね。でも損そんな性しよう分ぶんよ、それって。フェリオ様を独どく占せんしたいって、思わないの？」

「今の私には、フェリオさんとウルク様の関係のほうが、ずっと大事です」

　その返答に肩を竦すくめつつ、シズヤは縄なわの先をエイミーに手渡した。

「リョガク、ここには別の人間を見張りにつけるから、貴方あなたも来て。それとムスカ、貴方が逃げたら、リセリナもシアも、酷ひどいことになるから……わかっているわよね？」

「わかっている。役立たずの私は、ここを動かんよ」

　吐はき捨すてるように言って、ムスカは腕を組んだ。

「……リセリナ。くれぐれも冷静に、な」

「……はい」

　頷うなずく彼女の眼めに、シズヤはやや、物ぶつ騒そうな輝きを見出した。

　しかし、今の彼女達に何かができるとも思えない。仮かりに何かできたとしても、それは所しよ詮せん、儚はかない抵てい抗こうだろうと思う。

　彼女を目の前におけば、フェリオとその側そつ近きん達の動きは、おそらく止めることができる。

　あとはアカツキの風ふう刃じんで狙ねらい撃ちにすれば、さほど危険を冒おかすことなく、彼らを処しよ分ぶんできるはずだった。

（それにしても……メビウスやバニッシュは、神霊スピリツトの中で〝何〟をしているのかしらね……）

　好こう奇き心しんからそんなことを考えつつ、シズヤ達は侵しん入にゆう者しやを出迎える態勢に入った。







[image: 六十一．狂イシ歯車ノ紡グ世界]
















　そこは、異い質しつな空間だった。

「……バニッシュ。次だ。目の前の扉を潜くぐってくれ」

　メビウスの声が、どこからともなく響く。

　ついさきほど、一度は外に出て、神霊スピリツトの前にいたエイミーに、〝屍しかばねの兵〟を出せるとメビウスの伝言を告つげた。

　その後、再び神霊スピリツトの中に入ったバニッシュは、内部で道に迷っていた。今はメビウスの声を頼りに、言われるがままに移動している。

（なんなんだ、ここは──）

　薄うす気き味み悪く思いながら、バニッシュは周囲を見回した。

　周りには、恐おそろしいほどに何もない。

　ただ、無む闇やみに黒い空間が広がっている。

　歩くことはできるのに、足元に床ゆかの感かん触しよくを覚えない。

　重力はあるはずなのに、体が浮いているような違い和わ感かんを覚える。

　明かりはあるはずなのに、何も見えず、何も見えないはずなのに、〝何かがある〟時はそれがわかる。

　理り屈くつの通らない夢の中をさ迷っているような、そんな不思議な感覚だった。

　今も──メビウスは〝目の前の扉〟といったが、バニッシュにはそれがわからない。

「扉なんて、どこにあるんだ？」

　バニッシュが声に出して問うと、メビウスが息を詰まらせて嗤わらった。

「見えないのか……？　じゃあ、君にはまだ、何か迷いがあるんだろうな。それなら、右側を見ろ」

　メビウスに言われて顔を巡めぐらせると、暗闇の中に、人一人が通れるほどの穴が開いていた。

　周囲に壁もないのに、その〝穴〟だけが、唐とう突とつに空中に開いている。

「それを潜ってくれ。こっちに来れる」

「……訳わけがわからないな」

　文句を言いながらも、バニッシュはその穴に頭を突っ込んだ。

　その先には、黒い空間ではなく──

　調ちよう度どの整った、客室が用意されていた。

　豪ごう奢しやなシャンデリアの下で、猫ねこ足あしのテーブルに書類の束たばを積みつつ、メビウスが椅子に腰掛けている。

　肩越しに見える窓の外には、森の木立が広がっていた。

　バニッシュは眩暈めまいを覚えた。

「……メビウス。なんなんだ、この空間は？　常じよう軌きを逸いつするにも程ほどが……」

「私に聞かれても、わからないよ」

　得え体たいの知れない書類に判はんを押しつつ、メビウスは即そく答とうした。

「わかっていることは、ここが〝死の神霊アービタ・スピリツト〟とつながった空間であり、シャジールの民が隠かくしている場所だということだ。そしてここでは、我々の世界の常識は通用しない。いや──むしろ足あし枷かせにしかならない。まぁ、座るといい」

「そんな鷹おう揚ように構えている暇ひまはないだろう！　外にアルセイフの王宮騎士団が来ている。屍しかばねの兵がもし、突破されれば……」

「焦あせるだけ損だよ、バニッシュ。ここでは」

　メビウスが嘆たん息そくした。

「ここでは、時間の流れ方が完全に狂くるっているんだ。いや、あるいはこちらの流れ方が正常で、こことつながる外の世界が狂っているのかもしれないが……ここはね、バニッシュ。数多あまたの世界とつながる、待まち合あい室しつのような場所なんだよ」

　メビウスの言っている言葉は、バニッシュには理解し難いものだった。

「すまないが、私は早く、元の世界に戻りたいんだ。そのための作業をしてくれ」

「……している。これがそうだ」

　メビウスが手元の書類を示した。

　近づいたバニッシュは、それを覗のぞき込む。

　書かれた文字は読めない。それどころか──文字が次々に変化して、のたうちまわっている。

　頰ほおを引きつらせたバニッシュに、メビウスは嘆息を返した。

「君の眼めには今、私がただ、判子ハンコを押しているように見えているんだろう？　だがそれは、本当の私の行動じゃない。単に君の眼が、そういう〝夢〟を見ているだけのことで──本当の私は今、額の傷からくる激痛に耐えながら、腕輪を用いて神霊スピリツトへの命令を続けている。そうは見えないだろうけれどね」

「……本当に、訳わけがわからない」

　呻うめくバニッシュを見て、メビウスが薄く嗤わらった。

「理解しようとは思わないほうがいい。シャジールの民でさえ、ここを少しばかり利用する技術を得ただけで、ここの謎なぞは解明していないはずだ。誰だれかが作った場所なのか、それとも最初から自然に存在していた空間なのか──それさえ、知る術すべはない」

「どういうことだ？　この空間は、シャジールの民の技術の産さん物ぶつではないと？」

　戸と惑まどうバニッシュに、メビウスは頷うなずきを送る。悠ゆう揚ようとした態度は、とても何かの作業中には見えない。

「シャジールは、ここを発見しただけだ。そしてこの空間を利用して、〝御柱ピラー〟や〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を機能させている。より正確に言うと──〝死の神霊アービタ・スピリツト〟とは、この空間へとつながる入り口といってもいい」

　どこか酔よったような口調で、メビウスは淡たん々たんと語った。

「この世界では、人の思いが強い影響力を持っている。と言っても、〝願ねがえば叶かなう〟というほど単純な話ではないよ。たとえば我々の世界でも、人は道に落ちている小石を拾って、投げることができる。だが、これがもし巨大な岩石となると、一人の力ではとても動かすことは覚おぼ束つかない──この世界で〝心が力を持つ〟というのも、その程度の意味だ。些さ細さいなことはできても、大きなことをやろうと思えば、さまざまな〝技術〟を利用しなければならない。そして──シャジールは、多少なりともその技術を得た」

　バニッシュは、周囲の光景が少しずつ変化していることに気づいた。

　客室に見えた空間が、魚ぎよ眼がんレンズを通したように歪ゆがみはじめ、暗くら闇やみが侵しん食しよくしてくる。

　椅子に座したメビウスの眼めが、仮か面めんの奥でほのかに光った。

「この世界では、物質を無限に作りだすことができる。輝石セレナイトも然しかり、屍しかばねの兵も然り、屍の薬もしかり──この世界で量産したものを、御柱ピラーを通して我々の世界へ落とす──シャジールの技術は、そういうふうに生かされている。まぁ、これは余よ談だんだ。我々にとって大切なのは、ここから──」

　メビウスが嗤わらった。

　目の前で机が搔かき消え、メビウスの仮面の下に赤い血が流れ始める。

「メビウス！　血が……」

「バニッシュ！　しっかりしろ、バニッシュ！」

　背はい後ごで声が聞こえた。

　振りかえると、そこには膝ひざをつき、ぜえぜえと息をするもう一人のメビウスがいた。

　腕輪を嵌はめたその手は、手首までが足元に沈んでいる。何かの操そう作さをしているらしいと、見ただけで察しがついた。

　そのメビウスが叫ぶ。

「正しよう気きに戻れ！　誰だれと話をしている!?」

「……え？」

　戸と惑まどうバニッシュの背後で、悠ゆう々ゆうと座っていたはずの、もう一人のメビウスの気配が消えた。

　あたりはただの暗闇に戻っている。

　バニッシュは呆ぼう然ぜんとして、〝本物〟と思おぼしき仮面の男を見つめた。

「……メビウス、今のは……？」

「……神霊スピリツトに近づいた者を惑まどわせる、シャジールの罠わなだ。私も幾いく度どか引っ掛かって、時間を無む駄だにした。君は私の偽にせ者ものに会っていたのか？」

　苦しげに呻うめきながら、メビウスが問う。

　バニッシュは頷うなずいて、彼の傍そばに歩み寄った。

　──これは、本物のメビウスなのだろうか──

　ふと、そんなことも考える。

「ここでは、夢や幻まぼろしを見せられやすい。怯おびえずに、しっかりと意識を保たもて。〝向こうの世界へ戻りたい〟と──それだけ考えていてくれればいい。君のその思いが、私にとっても手助けになる」

「……この世界では、意志の力が影響力を発揮すると……そういうことか？」

　さきほど、偽にせ者もののメビウスに言われた言葉を、バニッシュは反はん芻すうした。

　メビウスは片手で腕輪の蓋ふたを開き、その中に新しい輝石セレナイトを埋うめ込こみながら、疲れたように薄く嗤わらった。

「私が君に望む意志の力は、ただ方向性を定めるためのものだ。そもそも人が発揮できる程度の意志では、この世界の法則は動かない──普通なら、な」

　メビウスが、びくんと背を跳はねさせた。

　その体が痙けい攣れんを起こし、腕輪が激しく発光する。

　そして血を吐はきながら──彼は、また腕輪の蓋を開ける。

　たった今、いれたばかりの輝石セレナイトは、もうそこになかった。

　メビウスが大量の輝石セレナイトを必要とした理由に、バニッシュはようやく納なつ得とくする。

　腕輪は本来、そこまで激しく輝石セレナイトを消費する質のものではない。

　メビウスは背を痙攣させていた。腰につけた細剣レイピアの鞘さやが、床ゆかにあたってかちかちと耳みみ障ざわりな音を立てる。

「──この空間での法則──〝輝石セレナイトは、意志の力を強める〟──だからこの空間で神霊スピリツトに命令を下すためには、輝石セレナイトの力を外部に伝達できる〝腕輪〟と、シャジールに精せい製せいされる前の、純度の高い輝石セレナイトそのものが必要だ。一つずつ、安全装そう置ちを解除していくにも、これが要いる。私にとっては負ふ担たんの大きい作業だけれどね」

　苦しむメビウスは、まるで自身を嘲あざけるような口調でそう告つげた。彼を見下ろして、バニッシュは問いかける。

「私にも……手伝えるか？」

　メビウスは力なく嗤った。

「もう手伝ってもらっているよ──君は、〝元の世界〟を知っていて、そこに帰りたがっている。そして、その意志が、私に方向を指示してくれている。あと、もう少し……もう少しなんだ」

　掠かすれる声で呟つぶやき、メビウスは背を丸めた。

　その彼が、不意に口元を引きつらせる。

「……来たか、アルセイフの王宮騎士団……ジェラルドはやはり、私達を止めるのに手段を選ばなかったな」

　今のメビウスには、神霊スピリツトの外で起きている事じ象しようが、ある程度はわかるらしい。神霊スピリツトが作り出した黒い空間の内部に限り、その知覚が生きる。

　バニッシュは眉まゆを寄せた。

「彼らが来るのか。屍しかばねの兵で、対たい処しよできるといいが──」

「足止めができれば充分だ。それに、シズヤ達もいる。むしろ怖こわいのは……君の仲間達か」

「お嬢様達が？」

「イリスはともかく、パンプキンやカトル達ならば、シズヤをも倒し得る。もし彼らがここまで来たら……君は、戦えるか？」

　その問いに答えるまでに、バニッシュは数すう瞬しゆんの間まを要した。

　しかし、迷いはもう捨てている。

「……戦える。それが、帰き還かんのために必要なことであるなら……私は、誰だれとでも戦おう」

「なら、いいんだ。失礼なことを聞いた」

　どうでもいいこととでも言いたげに頷うなずいて、メビウスはまた腕輪に意識を集中させはじめた。

　バニッシュは、黙ってその光景を見守る。

　イリスやカトル、パンプキン達と戦えるか──

〝戦う〟こと自体には、問題はない。ただ、〝勝てるか〟となると──正直なところ、厳しい。

　その意味では、メビウスが〝騎士達より怖い〟と言ったのも、正しい認識だと思った。

　闇やみの続く異い質しつな空間で、二人の男は静かに、神霊スピリツトを操あやつる作業を続けた。
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　フェリオ達は、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟と街まちとの、境きよう界かい線せん上に達していた。

　黒い不ふ可か思し議ぎな半球は、道や建物を壊こわすことなく、数キロメートルに及およぶ範囲を覆おおっている。

　その表面は漆しつ黒こくで、内側がどうなっているのか、外からではまるでわからない。

　ただ、避ひ難なんする人々は容よう易いにその中から出てきたし、彼らの言葉から、内部へ入ることも可能だと確認はできていた。

　壁のように見えても、壁ではない。〝では何か〟となると、フェリオにも見当はつかなかったが、リセリナが御柱ピラーから出てきた時の光景をふと思いだした。

　ただ、御柱ピラーは外側から触ふれても、見た目の通りに硬こう質しつな感かん触しよくだったが──この境界は、そうではない。

　その黒い壁を前に、フェリオは一いつ旦たん、部隊の足を止めさせた。

　居並ぶ騎士達は、王宮騎士と神殿騎士とを合わせて、総勢約百名──

　ウルクの周囲にも騎士を残してきたため、全員ではないが、ほぼ大多数である。

　この百名の他ほかにも、ラトロアの衛えい兵へい達が周囲に散っていたが、彼らは一般の民に近く、今も怯おびえてしまって戦力としてはあてにならない。当然、中には入らず、有ゆう事じに備そなえて外側で待たい機きしているだけの人員である。

　フェリオは騎士達を振りかえり、蒼そう天てんの下に声を張った。

「ここから先は、敵の領りよう域いきだ！　罠わなもあるだろうし、待まち伏ぶせもあり得る。皆、充分に用心の上で進軍してくれ。各人の奮ふん闘とうに期待する！」

　士し気きを煽あおった上で、フェリオは率そつ先せんして、神霊スピリツトの前に馬を進めた。

　その先を〝壁〟と見た馬達は、先に進むのを嫌がったが、騎士達の乗った数頭が先せん行こうすると、そのことに勢いを得て、次々に中へと侵しん入にゆうしていった。

　フェリオの馬も、その奥へと入る。

　内部は薄うす暗ぐらく、人を不安にさせる閉へい塞そく感かんが満ちていた。

　街まち並なみなどはそのままで、あっけなく思えるほどに誰だれもいない。あらかたの人間は避ひ難なんしたか、さもなくば家の中に閉じこもっているのだろう。

　神霊スピリツトのつくった空間を先へと進むうちに、ふと頭上で風が舞った。

　見上げたフェリオの視界に、四羽の玄げん鳥ちようが入る。

　そのうちの一羽が、目の前に舞い降りた。

　騎士達が臨りん戦せん態勢をとったが、フェリオはそれを止める。

　降りた鳥の背に乗っていたのは、顔かお馴な染じみの娘と剣士だった。

「もう来たのか──意い外がいに早かったな」

　澄すんだ声をよこした銀髪の錬金術師アルケミストは、申し訳なげに表情を歪ゆがめていた。

　他の三羽の玄鳥は、空を回りながら待機している。これでシズヤ達の玄鳥は、騎士達を襲うことができない。

　余よ計けいな挨あい拶さつは省はぶいて、フェリオは開口一番に問いかけた。

「シルヴァーナ、伝言は聞いている。君達も神霊スピリツトのところに行くのか？」

　シルヴァーナは頷うなずいた。

「そのつもりだ。まだ何日か、時間的な余よ裕ゆうがあるかと思っていたんだけれど──甘あまかったな。向こうの動きが早すぎた。このまま、共同作戦ということで構わないか？　シズヤ達の玄鳥は上の連中が封ふうじる」

　この申し出は、フェリオ達にとってもありがたいものだった。

「あぁ、よろしく頼む。時間が惜しいから、まずは急……」

　フェリオの言葉の途中で、上空から別の玄鳥が降りてきた。

　その背に乗った老ろう爺やが、険けわしい声を張り上げる。

「シルヴァーナ！　いま、例の施設から兵士達が出てきた！　こっちに向かっているが、数が多いぞ。ざっと見積もって今の時点で三百はいる！　まだ、後から続いているみたいだ！」

　フェリオは耳を疑った。

　シルヴァーナも呆ぼう然ぜんとして、しばし言葉がない。

　ジェラルドから聞いたところでは、敵はメビウスの部下達だけのはずで、手て強ごわい能力を持つ者ばかりとはいえ、せいぜい四十人ほどらしい。

　それとはまた違った者達が、敵側についていることになる。

　思いつく可能性は──

（……また、屍しかばねの兵か!?）

　その可能性を、まったく予想していなかったわけではない。

　ラトロアへの旅に同行したシャジールの民は、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟にも、御柱ピラーほどではないにせよ、物質を量産する能力が備そなわっていると話していた。屍の薬も、シズヤ達の腕輪も、そうして神霊スピリツトが生んだものらしい。

　屍の兵を作りだすことができても、さほど不思議はない。

（メビウスはそこまで、〝死の神霊アービタ・スピリツト〟を使いこなしているのか？）

　そのことには戦せん慄りつしたが、怯おびえている余よ裕ゆうはなかった。

「フェリオ様！　来ました！」

　騎士の一人が叫ぶ。

　大きな道の前方──隊列を組むこともなく、ばらばらと集団で進んでくる兵達の姿が見えた。

　道を塞ふさぐ彼らの、その先に研究施設がある。

「シルヴァーナ！　こっちは騎き兵へいだ、このまま突破する！　上からの援えん護ごを任せた！　それとハーミット！　俺おれ達が研究施設まで着いたら、貴方あなたも降りて来て、突入部隊に混ざってくれ！」

　馬を持たないハーミットは、騎兵による突破の際には邪じや魔まになる。また、シズヤ達ではなく屍の兵が相手ならば、騎士団の面々でも後おくれを取ることはない。フォルナム神殿でもウィータ神殿でも、そのことは証明されていた。

　シルヴァーナとハーミット、双そう方ほうが頷うなずき、再び空へと舞い上がった。

　恐怖の感情を持たない屍の兵には、玄げん鳥ちようでもって隊列を攪かく乱らんさせる戦法は通じない。だがそれでも、その爪つめと嘴くちばしは武器となる。

　フェリオは騎士達に向けて声を張った。

「紡ぼう錘すい形けいの隊列を組め！　このまま敵を突破し、施設内に侵しん入にゆうする！　遅おくれると囲まれるぞ！」

　騎士達は密みつ集しゆうして、一本の矢のように揃そろって駆け出した。

　どんな大軍であろうとも怯ひるみそうな勢いだが、しかし屍の兵達は逃げようともせず、逆に立ち向かってくる。

　すぐに両軍の距離は接近し、乱戦がはじまった。

「突っ切るぞ！」

　先頭付近で叫んだフェリオも刀を振るい、屍の兵の一人、槍やりをもった老人に斬きりかかる。

　そして──返ってきた手て応ごたえに、フェリオは違い和わ感かんを覚えた。

　フェリオは、相手の老人の槍やりを〝断たち切きる〟つもりで、馬上から刃を振り下ろした。

　しかし、老人の槍は斬きれず──フェリオの刀を、逆に弾はじき返した。

　返す刀で、フェリオはすかさず相手の首を狙ねらう。

　肉を断つ手応えと共に、老人はその場に倒れたが、すぐに細剣レイピアを持つ若者が飛びかかってきた。

　突き込まれた細剣レイピアをかわし、相手の胸むね当あてを突く。本来ならそれで、神しん鋼こうの刀は防具を貫つらぬき、敵に致ち命めい傷しようを与えるはずだった。

　しかし──刀は、弾かれる。

「フェリオ様！　こいつら、前のとはまた違います！」

　脇わきで戦っていたライナスティが声を荒げた。フェリオが討うちもらした敵兵の首を、ディアメルの細剣レイピアが刎はね切る。

　そして彼女は、忌いま々いましげにフェリオに呟つぶやいた。

「この兵達の装備は、神鋼並みの硬かたさです。ジラーハに出てきた連中も、フォルナムに出た連中とは少し違っていましたが、こいつらは更さらに──」

「わかっている。ディアメルも気をつけてくれ」

　少し後ろで、神殿騎士の一人が絶ぜつ叫きようをあげた。

　老人の槍に腹部を貫かれ、彼は滑すべるようにして馬上から落ちる。

　たちまち後続の馬に踏ふまれ絶ぜつ命めいした神殿騎士から、フェリオは視線を背そむけた。

　そのフェリオにも、大剣を持ったまた別の兵が襲いかかってくる。

　殺さつ人じん鬼き、ベスナー──さきほど、ジェラルドを追い詰める口こう実じつに使ったその男の腕を、フェリオは一刀で両りよう断だんした。

　体勢を崩くずした敵に、ライナスティが脇から止とどめを刺さす。

「フェリオ様！　このまま突っ込むんですか!?」

　撤てつ退たいを指示するべきかと、フェリオも一瞬だけ迷う。だが、ここで退ひけば間違いなく、メビウス達に出し抜かれてしまう。

　死の神霊アービタ・スピリツトによって、御柱ピラーがその機能を失えば──どの道、未来はない。

　苦戦する騎士達に向けて、フェリオは声を張り上げた。

「怯おびえるな！　この大陸の命めい運うんそのものが、俺おれ達の肩にかかっている！　アルセイフの騎士として、ジラーハの騎士として、絶対に負けられない戦いだ！　是ぜが非ひでも切きり拓ひらかなきゃいけない道が、この先にある！」

　フェリオは自ら刀を振るい、その道を拓こうとしていた。

　後に続く騎士達にも、その気き迫はくは伝わる。

「全軍、突撃！」

　馬の手た綱づなを片手で操あやつり、フェリオは刀を振るった。

　従う騎士達もまた、改めて強く剣を握る。

　シルヴァーナ達の玄げん鳥ちようが、その進路の少し先へと降下し、嘴くちばしや爪つめで敵を襲って、再び上昇していった。

　彼女らの援えん護ごを受けつつ、迫る屍しかばねの兵達を切り払い、フェリオ達は前へと進む。

　やがて敵に包囲され、後続の騎士達が背はい後ごにも剣を振るい始めても、その進軍は決して止まらなかった。
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　屍の兵達を割って進む眼がん下かの騎士団を、イリスは呆あきれて見送っていた。

　ここは無む人じんとなった建物の、屋根の上である。

　三人の来訪者ビジターは、施設への潜せん入にゆうを目的として、ここまでやって来た。

「……力任せにしても、凄すごい勢いね。ラトロアの人達が、〝蛮ばん族ぞく〟なんて形容したくなるのもわかる気がするわ」

　イリスのこの皮ひ肉にくに、隣のパンプキンが含み笑いを漏もらした。

「否いな。真に野や蛮ばんな民族であれば、ああも見事には戦えぬ。気け高だかき使命感を胸に死地へと邁まい進しんする、その勇ゆう猛もう果か敢かんなる心意気たるや、まさに騎士の鑑かがみ──あれでこそ、我が好こう敵てき手しゆにふさわしい。あの金髪の騎士とも、機会があればまた剣を合わせたいものであるな」

「……今日の相手はあっちじゃないわよ。わかっているとは思うけど」

　物ぶつ騒そうなパンプキンを窘たしなめておいて、イリスはカトルのいる辺あたりを見つめた。

「私達は、真まっ向こうからあんな連中の相手をする必要はないわ。たった三人だし、隠おん密みつ行動が前提──外側でフェリオ王子達が敵の目を引いてくれるのは好こう都つ合ごうね」

「うむ。そして安心せよ、イリスよ。我の見たところ、例の王宮騎士団にエンジュは混ざっておらぬようだ」

　からかうようなその声に、イリスは睨にらみを利きかせた。

「……別に心配なんてしてないわよ。第一、先に元げん首しゆの家を出た私達よりも、エンジュのほうが速いなんてあり得ないでしょ？　それに彼は、この状況じゃ役に立たないわ」

　断だん言げんすると、パンプキンが無言で肩を竦すくめた。

　不ふ毛もうな言い争いを避さけて、イリスは目の前の現実を見つめる。

　騎士達は、屍の兵に対し、真っ向からの突破を試みていた。

　無む策さくのようでいて、しかしそれは理りに適かなった動きでもある。

　もっとも早く、もっとも確実に、施設へと到達するために──

　彼らは、ただ真っ直ぐに奔はしっていた。

　立ち止まって迎むかえ撃うてば、時間をとられる。

　退ひくのは論ろん外がいで、少しずつ慎しん重ちように進むことにも利はない。

　強きよう行こう突とつ破ぱは単純なようでいて、もっとも賢かしこい選択と言えた。

　そして、施設に到達した後は、外に出ている敵を施設内に戻さないために、騎士達で防ぼう衛えい線せんをつくることもできる。

　さして広くもない道に、人ごみを切きり拓ひらくようにして馬を走らせるフェリオ達を、イリスはじっと見下ろした。

　無む茶ちやではある。だが彼らは、唯ゆい一いつの正解を選んでいた。

「屍しかばねの兵はともかくとして……シズヤ達の部隊は、せいぜい三十人程度。見張りさえどうにかすれば、潜せん入にゆうはできそうだけど、おそらく敵は神霊スピリツトの周囲に固まっているはず──パンプキン、どう？　王子達の動きを利用する？」

「それが上じよう策さくであろう。我らは頭のみを狙ねらえば良い。ただし──」

　パンプキンは、かぼちゃ頭の顎あごに指を添そえた。

「素直に頭を狙わせるほど、彼らも甘あまくはない。当然、カトルのことも警戒しているであろう。いかにして攻めるか、難しいところである。いざとなれば我も囮おとりをせねばなるまい。せめてバニッシュがおれば、カトルを偵てい察さつに出しつつ、我と共に強行突破ができたのだが──」

　戦闘の上で、バニッシュの存在は小さくない。パンプキンと彼とが並べば、互たがいの死し角かくを補おぎないあって戦うこともできる。

　しかしそのバニッシュはもう、メビウス側についている公こう算さんが強い。これから、敵として戦わねばならないはずだった。

「……そんなに帰りたいものかしら。向こうに」

　イリスはぽつりと呟つぶやいた。

　家族を残しているバニッシュは、確かに帰りたいはずだろう。彼の性格も把は握あくしているし、たとえ少しは迷ったとしても、〝帰る〟ためには他者を犠ぎ牲せいにすることも厭いとわないはずだった。ジェラルドに指し摘てきされた時は信じたくなかったが、未いまだに連絡が来ないところを見ると、もはや疑う余よ地ちもない。

　理り屈くつではわかっている。〝家族〟とは、それほど大切なものなのだろうと思う。

　ただ、イリスにはそれがいない。

　士官学校の寮りようで英えい才さい教育を受けてきたために、亡なくなった父母についても印象は希き薄はくで、養よう父ふとなったバークライトに至っては、本ほん音ねをいえばただの〝上官〟としか思えなかった。

　イリスの漏もらした小さな疑問に、パンプキンが頷うなずいた。

「イリスよ。こう考えれば良い。もしも汝なんじとエンジュが、それぞれ違う世界に離れたとしたら──汝は、どう感じるかね？」

　この指摘に、イリスはかっとなった。最近のパンプキンは、以前にも増して余よ計けいな一言が多い。

「どうも思わないわよ、別に。さっきからなんなの？　上官をからかうなんて、いい趣味じゃないわ」

「……からかっているわけではないのだよ、イリス」

　パンプキンがふと、かぼちゃ頭の下から真面目まじめな声を出した。そのギャップに驚いて、イリスは一瞬だけ絶ぜつ句くする。

「汝なんじが人らしく生きるためには、あの少年の傍そばにいたほうが良い。たとえばリセリナにエルシオン博士が必要であったように。あるいはシアにウルク司し祭さいが必要であるように。そして、バニッシュにも家族が必要であるように──」

　パンプキンは低く呟つぶやき、くり抜かれたかぼちゃの眼めを研究施設に向けた。

　中の顔は見えないし、そもそもその顔自体を、イリスは知らない。

「……バニッシュに対しては、我も同情はする。だが、かといってあの男の望みを叶かなえさせるわけにもいかぬ。我らは仲間であるが、見過ごせることと見過ごせぬことがある。エルシオン・エアルの選択が、この世界の存続であったように──我もまた、その選択を為なそう。行くぞ、イリス。あまり時間はない。あの男を止めるのだ」

「え？　……あ、うん──」

　動き出したパンプキンに引きずられるように、イリスもその後について、民家の屋根から裏道へと飛び降りた。姿は見えないが、カトルもつき従っている。

　隠かくれながら走るかぼちゃ頭の後ろ姿を見つめ、イリスは考えた。

　小こ憎にくらしくて鬱うつ陶とうしいその男は、しかしムスカのようにイリスから離れもせず、バニッシュのように裏うら切ぎりもしなかった。命令をきくのが当然のカトルはともかくとして、パンプキンは何故なぜ、自分に従ってくれているのか──よく考えると、わからない。もはや給料も出ない関係である。

　道を走りながら、イリスはその背に問いを向けた。

「パンプキン。一つ聞いていい？　いまさらだけど、貴方あなたはどうして、私の部下なんてやってるの？」

「さて？　上官殿どのは軍の規き律りつを御ご存ぞん知じでないのかね？」

「……最近の貴方の行動が、軍の規律に準じゆんじているとは、とても思えないんだけど」

　パンプキンが嗤わらった。

「ならばこう答えよう。我の本質はおそらく、〝芸げい人にん〟なのだ。人を楽しませ、和なごませ、あるいは怖こわがらせ、いつかは笑わせることに生いき甲斐がいを感じる。向こうの世界ではそうもいかなかったが、我はこの地に来て、そのことを再確認できた。そして──我が笑わせたかった者のうちには、汝も含まれているのだろう」

　意い外がいな言葉に、イリスは戸と惑まどった。

　パンプキンはくっくっと嗤う。

「それは我には無む理りだったが、あの狩人かりうどの少年がそれを為なした。彼かの者を大切にせよ、イリス。汝なんじは得え難がたきものをこの地で得たのだ。意地を張ってばかりでは、いずれ失うぞ」

　その言葉は、胸に刺ささった。

「……余よ計けいなお世話だわ」

　視線を逸そらしながら言い捨てた時、パンプキンがぴたりと立ち止まった。

　イリスも物もの陰かげに身を潜ひそめる。

　騎士団と屍しかばねの兵達の争う騒そう音おんが、周囲には激しく響いていた。そして、騎士団が正面から進んでいるために、施設の側面には敵兵がいない。

　今、イリス達は、研究施設に肉にく薄はくしている。

　パンプキンが、大きな頭を少しだけ壁から道へとはみ出させた。

「……パンプキン、見張りは？」

「二階の窓まど際ぎわに二人、熱の反応がある──こちらを見てはおらぬな。騎士達の動どう向こうに気をとられているようだ。シズヤ達ではない。知らぬ連中だ」

　パンプキンの多機能なかぼちゃ頭は、こうした時にも役に立つ。

　窓際の見張りも、おそらくは腕輪を持っている。だが、シズヤ達ほどには使いこなしていないはずで、騎士達にとっては脅きよう威いでも、カトルやパンプキンからすれば対たい処しよの難しい相手ではなかった。

　これがシズヤや、彼女の傍そばにいる部下達になると、見えないカトルの〝気配〟に気づきかねない。

　イリスはそっと、見えないカトルの体に触ふれた。

「二人、か……カトル、お願い。仕し留とめてこれる？」

　カトルの返事はない。つまりは、〝了りよう承しよう〟と同義である。

　不ふ可か視しの男は足音を消して道を横切り、壁を越えて施設の内側へと移動した。

　パンプキンだけは、熱を感知するセンサーによってその動きを視し認にんできる。

　イリスは息を殺して、その結果を待った。
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　屍の兵達を相手に、突撃した騎士達は思わぬ苦戦を強しいられていた。

　敵の装備が神しん鋼こう並みの硬かたさを持っていたことも、大きな誤ご算さんとなっている。フォルナムでもウィータでも、相手の体に渾こん身しんの一撃を当てさえすれば、神鋼の剣がその防具を打うち砕くだいたが──今は、防具にあたれば跳はね返されてしまう。

　必然的に攻撃できる範囲は狭せまくなり、相手を仕留めるまでにも時間がかかる。

　そして長く戦い続ければ、消しよう耗もうも激しくなるのが道どう理りだった。

　率ひきいるフェリオにとっても、厳しい状況である。

　一般の兵が相手であれば、騎き馬ばの勢いに恐おそれをなして腰が引けるものだが、屍しかばねの兵達にそんな恐怖心はない。

　淡たん々たんと向かってくる彼らは、平気で馬に蹴けられつつ、進行方向を塞ふさいでしまう。

　斬きり倒して前に進んでも、その道をまた敵が塞ぐ。

　決して逃げない兵の扱いにくさに、指し揮きをするフェリオは歯は嚙がみした。

　それでも騎士達は、懸けん命めいに戦っている。

　汗と血を散らし、必死になって剣を振るう彼らの奮ふん戦せんにより、敵もさすがに数を減らしていった。

　激しく疲ひ弊へいしつつ、しかし誰だれ一人として眼めの光は死んでいない。

　仲間の屍を越え、血に染まりながら馬を叱しつ咤たし、襲い来る敵を一心に叩たたき伏ふせていく。

　ひたすら前を目指す騎士達のその姿に、指揮官たるフェリオも胸を熱くした。

　そして、彼らがそこまでして戦ってくれる理由にも、フェリオは気づいている。

　多くの戦いを、フェリオと共に切り抜けてきた彼らは、強い信頼によってフェリオと結ばれている。

　だから、彼らは退ひかない。

　決して──退かない。

　自分達が前に進みさえすれば、必ずフェリオはその責せき務むを果たしてくれると、そう信じている。

　その信頼に応こたえるために、フェリオは声を張った。

「あと一息だ！　もうじき、施設の敷地に着く！　敷地内に入り次し第だい、後続の者は残りの敵が施設に戻るのを阻はばめ！　俺おれと一いつ緒しよに来るのは十人ほどでいい！」

　施設側からは、新たな兵が出てくる様子はない。それでも、敷地の外に出た屍の兵だけで、その数は騎士達の数倍に及んでいる。

　そんな兵達の間を突っ切ってきたために、今は前方よりも、むしろ後方に敵の数が多い。

　その敵達に、施設の中までついてこられては、まともにシズヤ達と戦えない。そして、後続の抑おさえにしても、疲ひ労ろうしきった騎士達では、いつまで耐えられるかわからない。

（生きて戻るのは、難しいかもな──）

　フェリオ自身、今はそう覚かく悟ごしていた。

　無む論ろん、死ぬつもりはない。だが、生き残るために〝逃げる〟つもりもない。

　逃げれば即すなわち、それは死を意味する。それも、自分だけの死ではなく──アルセイフで待つ大切な人々を含ふくむ、大勢の死につながる。

　だから、フェリオは前に進もうとしていた。

　その眼がん前ぜんに、玄げん鳥ちようが再び舞い降りた。

　門の周囲にいた屍しかばねの兵達を、爪つめと嘴くちばしで無む理り矢や理りにどかせ、その隙すきにハーミットが降り立つ。

　彼はその場に立ち、フェリオ達を迎えるために、周囲の兵達を斬きり伏せ始めた。

　その刀は優ゆう美びな曲線を描くように舞い、斬りかかる敵兵をいなしながら、的確に葬ほうむっていた。

　ハーミットを降ろした玄げん鳥ちようは再び舞い上がり、今度は後続の援えん護ごに回る。

　騎士の一人が、喉のどを枯からして叫んだ。

「血けつ路ろを拓ひらけ！　我らでフェリオ様の道を作る！　先に死んだ者達の遺い志しを、無む駄だにはするな！」

　先を行く騎士達が、一いつ斉せいに左右に分かれ、両りよう脇わきの敵を抑おさえに動いた。

「後続を断たて！　屍の兵達を、敷地の中に戻すな！」

　後ろに続く騎士達が、一斉に壁をつくった。

　騎士達の動きによって、ちょうど半円の陣じんができる。その曲線はやがて直線へと形を変え、施設の内側と外側とを分断した。

　外側には、屍の兵達が数百人──

　内側にも兵はいたが、フェリオ達は敵陣を突っ切ったために、こちらの数は多くない。

　そして、フェリオもようやく、施設の敷地に到達する。

　先に待っていたハーミットは、周囲にいた屍の兵をほとんど斬り倒していた。

「フェリオ様、内部へは私が先せん行こういたします。リーブルマン先生から聞き出した情報により、内部の構造も多少は把は握あくしていますので──」

　フェリオもさすがに疲ひ労ろうを覚えながら、しかし背せ筋すじを伸ばして頷うなずいた。

　ここからが、正しよう念ねん場ばである。

「メビウス達を倒して、すぐに戻る！　それまで、なんとかここを支えてくれ！」

　残る騎士達にそう声を張った。

　敵兵を防ぐ壁となった騎士達は、口々に返答する。

「こちらはお任せください！　この程度の連中なら、心配は無用です！」

「フェリオ様も、お気をつけて！」

　この状況下でもあえて強がる騎士達の声が、疲れたフェリオの背中を押してくれた。

　王宮騎士も神殿騎士も、今は共に命を賭としていた。

　突撃の前に比べ、明らかにその頭数は減っている。幾いく人にんが命を落としたのか──それを把は握あくする余よ裕ゆうもないまま、フェリオ達は施設の中へと駆け込んだ。

　ライナスティとディアメル、それに騎士の数人がこれに続く。

　敵の血を浴びたライナスティの金髪は、ところどころが茶色っぽく転じていた。

　ディアメルの黒い肌はだはなお黒く、手にした神しん鋼こうの剣も酷ひどく汚れている。

　他の騎士達も疲労は激しい様子だったが、音ねをあげる者はいない。

　外に残って屍の兵を止める者達も含めて、彼らの思いは今、一つに絞しぼられている。

　そしてフェリオは、その思いに支えられて、先へ進もうとしていた。

　施設の広い入り口を抜けて、ホールのような場所に出る。

　その時、先せん行こうした騎士の肩越しに、不意に白い光が見えた。

　フェリオは咄とつ嗟さに、彼の肩を摑つかむ。

「来たぞ！」

　声をあげながら、フェリオが彼を押おし退のけたのと同時に、飛んできた短剣ダガーが傍そばをかすめた。

　さらに数個の短剣ダガーが周囲に飛んだが、フェリオの声に警けい戒かいした騎士達は、ことごとく転ころげてそれをかわしきった。

　眼めを凝こらした部屋の奥に、黒くろ装しよう束ぞくの男達が続々と姿を見せ始める。

　シズヤの部下達と見て、間違いない。

　現れた十数人の暗あん殺さつ者しや達は、それぞれが腕輪を持ち、すでに光の刃やいばを伸ばしている者さえいた。

「フェリオ様、あれは、来訪者ビジターの……！」

　ライナスティが頰ほおを引きつらせた。

　それらは、リセリナやパンプキンが用いていた武器と、ほぼ同質のものに見えた。性質は違うものの、シズヤも腕輪を使っていたし、アルセイフの舞ぶ踏とう会かいを襲ったアカツキやエイミー、メビウスらも腕輪の使い手だった。

　屍しかばねの薬に耐たい性せいを持つ者が、彼らだけではない以上──腕輪を使える者も他ほかにいるのは、道どう理りといえば道理である。

　居並ぶ敵の中には、一ひと際きわに体の大きな男が混ざっていた。

　奥へと続く通路を体で塞ふさぎつつ、その髭ひげ面づらの男は何故なぜか、嬉うれしげに笑っている。

「あの屍の兵の群むれを、真正面から突破してくるとは驚いた。騎士の忠ちゆう誠せいってのは時に恐怖を克こく服ふくする──噂うわさには聞いていたが、なるほど、見事だ。タートムとの国境を守っていた隠おん密みつ共どもといい、アルセイフの兵ってのは意い外がいに質が高いな」

　そんな誉ほめ言葉に、フェリオは視線を鋭するどくした。

　タートムとの戦いの折、国境付近で暗あん躍やくしていたソフィア達を襲ったのも、このシズヤの部下達らしい。

　ソフィアの兵は、主あるじを逃がすために、その身を盾たてにしたと聞いている。

〝こいつらが──その仇かたきか！〟

　血に塗まみれた刀を握る手に、力が籠こもった。

　ハーミットがそっと呟つぶやく。

「……フェリオ様。リーブルマン先生からの情報では、地下へ行くための通路は、あの男達が塞いでいるこの先の通路だけです。ここを抜ける以外に、道はありません」

　その言に頷うなずいておいて、フェリオは白はく刃じんをかざして相手を睨にらんだ。

「そこをどいてもらいたい。俺おれ達は、メビウスに用がある」

　相手の返答を予測しつつ、フェリオは険けわしく声を張った。

　巨きよ漢かんはにやりと、口元を引きつらせる。

「おまえらは、舞ぶ踏とう会かいでメビウス様と対たい峙じしたんだったな。一いち応おう、俺も礼れい儀ぎとして名乗っておこう。名はリョガク──昨晩、リセリナとムスカを捕らえたのも、この俺だ。俺に勝てたら、彼女らをどこに捕らえているか、教えてやってもいいぜ？」

　分厚い胸むな板いたを堂々と叩たたく男の言葉に、フェリオは策さくの気配を感じた。

　目の前の男は一見すると粗そ暴ぼうそうだが、眼めの光が妙に理り性せい的てきでもある。

　神霊スピリツトよりもリセリナ達のほうへ、フェリオの注意を逸そらそうとしている──そう看かん破ぱした。

　そしてフェリオ自身、それを相手の策だと見破りつつも、彼女の名前に反応してしまうことも事実である。

　冷静さを装よそおい、フェリオは騎士達に号ごう令れいを張った。

「投とう擲てき武器に用心しろ！　弓兵を潜ひそませている可能性もある」

「いねぇよ、そんなのは。こいつは男同どう士し、正面からの勝負だ。どうだい、少年。俺と一いつ騎き打うちってのは？」

　リョガクと名乗った男は[image: 拳]こぶしを打ち合わせ、自ら歩を進めてきた。

　フェリオに応じるつもりはない。相手の動きは、明らかに時間稼かせぎを目的としている。

　ハーミットが身み構がまえた。

「フェリオ様──先せん陣じんを切ります」

　外の戦いで疲ひ労ろうしている騎士達を気き遣づかってか、ハーミットがまず飛びだした。

　リョガクという男に向けて素早く駆け寄り、神しん鋼こうの刀を寝かせて一歩を踏み込む。

　常じよう人じんには見切れぬ速さの斬ざん撃げきに対し、リョガクという男は腕輪以外の武器を持たずに立ち向かっていた。特に神鋼の鎧よろいなどをつけている様子もない。

　ハーミットの刃やいばが、胴どう体たいを両りよう断だんする勢いで奔はしり抜けようとした刹せつ那な──そのリョガクが、低く気き合あいの声を発した。

　きん、と、甲かん高だかい音がホールに響き渡る。

　そして、リョガクが薄うすく嗤わらった。

「……相手が俺じゃなければ、一刀両断だったな？」

　ハーミットの振るった神鋼の剣は、彼の体に当たった瞬間に、何か強い力によって跳はね返されていた。

　呆ぼう然ぜんとその刃を引いたハーミットの前に、男が[image: 拳]を突き出す。

　後方で見ていたフェリオの背筋に、悪お寒かんが走った。

「避よけろ！　ハーミット！」

　リョガクの手につけた腕輪から、見えない衝しよう撃げき波はが放たれる。

　一瞬の判断で後方に飛んだハーミットは、そのまま空中で見えない打撃を食い、フェリオの足元まで吹っ飛ばされた。

「ぐっ……！　い、今のは……？」

　咄とつ嗟さに腕で庇かばい、致ち命めい傷しようは避さけたらしい。ハーミットは膝ひざをつきながら体勢を立て直し、リョガクを睨にらんだ。

　悪あく魔まの彫ちよう像ぞうのように佇たたずんだリョガクは、余よ裕ゆうたっぷりにフェリオ達を見返した。

「──というわけで、神しん鋼こうの剣も俺おれには届とどかん。この俺を倒してここを突破するのは、結けつ構こうな手て間まだと思うわけだが……どうする？　一度、引き返すかね」

　からかうように言うリョガクの背はい後ごで、他ほかの暗あん殺さつ者しや達も腕輪を構えた。

　歯は嚙がみするフェリオに向けて、隣のライナスティが小声に囁ささやいた。

「……フェリオ様。あいつを攻こう略りやくするのには、どうも時間がかかりそうです。この人数で分かれるのは危険ですが──」

　ディアメルも頷うなずいた。

「えぇ。ハーミット様と一いつ緒しよに、先に行ってください。私とライナスティとで、奴やつを抑おさえます」

　リョガクが苦笑した。

「それは無む理りだと思うぞ？　部下を捨てていく結果になる。勧すすめられな……」

　その言葉の途中に、割り込む声が入った。

「いやいやいやいや、舐なめてもらっては困る。そちらの騎士殿どのは、この我を相手に引き分けた剣士であるぞ？」

　その謳うたうような声は、二階へと続く脇わきの階段から響いた。

　振ふり仰あおいだフェリオの視し界かいには、階段の上で優ゆう雅がに佇むかぼちゃ頭──

　来訪者ビジターパンプキンは、細い腕をフェリオへと向け、階上から声を張った。

「王子よ、久ひさ方かたぶりである。我も神霊スピリツトを止めに来たのだが、そこを通らねば階下へは行けぬらしい。唐とう突とつながら、共同戦線ということでよろしいか？」

　いきなりのことでフェリオが返答に戸と惑まどう間に、リョガクが露ろ骨こつに眉まゆをひそめた。

「やっぱり、あんたも来たか──上にいた見張りはどうした？　〝カトル〟って奴やつが仕し留とめたのか？」

　パンプキンはかぼちゃ頭の奥で笑った。この問いに、答える気はないらしい。

　そして彼は、フェリオを見下ろしてかくんと首を傾かしげてみせた。

「そちらの返答はやはりいただけぬようであるな。では、危き急きゆうのことゆえ、勝かつ手てに失礼するとしよう」

　パンプキンが高く跳ね上がった。

　彼はそのままホールへと落下し、膝ひざをしなやかに曲げて着地する。そして弾はじかれるように再び、今度は前方へと駆けた。

　身み構がまえるリョガクの、脇わきをすり抜け──その真ま後うしろにいた暗あん殺さつ者しやを二人ほど斬きり捨て、先へと駆ける。

　パンプキンがつくったこの一瞬の隙すきを、フェリオは逃さなかった。

「ハーミット、来い！　ライナスティとディアメル達は、こいつらの足止めを頼む！」

　声を出しながらフェリオも駆けた。

「そう簡単には行かせんよ、小こ僧ぞう！」

　リョガクが巨体に似合わぬ素早さで、その進路へと回り込む。

　ライナスティとディアメル、二人が揃そろってフェリオの前へと出た。

　ライナスティの持つ神しん鋼こうの剣と、ディアメルの持つ神鋼の細剣レイピアとが、それぞれリョガクの体を襲う。

　気き合あいの声と共にそれを弾はじき返したリョガクは、左へ抜けようとするフェリオにその腕輪を向けた。

　見えない衝しよう撃げきが、そこから生まれる。

　フェリオは退ひかない。

　むしろ一ひと際きわに強く石いし床ゆかを蹴り、身を屈かがめて燕つばめのように前へと飛んだ。

　頭のすぐ後ろを、何かがかすめて通り過ぎる。

　リョガクが唸うなった。彼がフェリオに気をとられた隙に、ハーミットも反対側から抜けていく。

　その前方、リョガクより奥にいた黒くろ装しよう束ぞくの一人に、フェリオは見み覚おぼえがあった。

　眼鏡めがねに長身──かつてタートムとの戦いの折に、玄げん鳥ちように乗っていた男である。

　リセリナが〝スライサー〟と呼んでいた彼の腕輪は、見えない風の刃やいばを撃ち出す代しろ物ものだった。

「ハーミット！　気をつけろ、あいつは風を刃にして投げる！」

　それなりに近い距離でなければ効果がないことは、リセリナから聞いていた。その弾だん道どうも直進しかしないらしい。

　アカツキの腕の動きを注ちゆう視しして、フェリオは放たれた風の刃をかわした。

　風ふう刃じんをかわされたアカツキは、苛いら立だち紛まぎれに叫んだ。

「なにやってんだ、リョガク！　少しは足止めしろよ！」

「文句があるなら、おまえも当てろ」

　フェリオ達に出し抜かれたにしては、何故なぜかリョガクは笑っていた。

　騎士二人の斬ざん撃げきを跳はね返しつつ、走り抜けるフェリオとハーミットの背に、彼は声を投げる。

「少年！　次に会うことがあったら、きちんと正面から相手してくれよ！」

　卑ひ怯きようなはずの暗殺者達の中においては、変わった気き質しつの男らしい。

「ライナスティ、この男は私一人で抑おさえる！　おまえはあっちの風使いの方をなんとかしろ！」

　ディアメルが叫んだ。

「……おまえ、さりげなく厄やつ介かいなほうを俺おれに押し付けてないか？」

　ぶつくさ言いながらも、ライナスティの動きは素早い。リョガクという男は、防ぼう御ぎよのたびに動きが止まる。手て数かずの多いディアメルのほうが、効こう率りつよく相手をできるはずだった。

　騎士達だけに任せて大丈夫かと、ふと不安になったフェリオに、ライナスティが叫ぶ。

「フェリオ様とハーミット様は、そのまま行ってください！　こいつらを倒してから、俺おれらも後を追います！」

　すかさずライナスティが、アカツキに斬きりかかった。

　ディアメルもリョガクに向けて細剣レイピアを突き、二人はそれぞれに、特に手て強ごわい暗あん殺さつ者しやの相手を務める。

　フェリオとハーミットの前にも、まだ暗殺者達がいたが、彼らに対しては他の騎士達が突進をかけた。

　少し前の膠こう着ちやくが噓うそのように、ホールの中で乱戦が起きる。

　神しん鋼こうの刃やいばと腕輪の刃とが交こう錯さくし、かたや侵しん入にゆうのために、かたや足止めのために、狂くるおしいほど力強く両者が激突した。

　ここにいる騎士は、王宮騎士団の中でも、特に腕うで利ききと目もくされる者達ばかりである。団長のウィスタル自らが選りすぐって、フェリオの護衛を任せただけに、それぞれの使命感も強い。

「ここは任せた！　先に行く！」

　彼らに背はい後ごを託たくして、フェリオは先に抜けたパンプキンを追い、ハーミットを連れて走った。

　地下へと続く階段は、通路の少し先にあった。パンプキンによって、その扉はすでに破られている。

　暗い奥から、やけにひんやりとした空気が流れてきた。湿った風の中に、フェリオはかすかな血の匂においを感じる。

　おそらくは先夜、突入したという名無し達のものだろう。

　敵国での諜ちよう報ほう活動がいかに困難なものか、フェリオにはよくわからない。だが、彼らが常に〝覚かく悟ご〟をもって戦っていたことは、薄うす々うすと知っている。

　その彼らの遺い志しを継つぐ意味でも、この先にいるメビウスを止めなければならない。

　簡かん易いな階段を駆け降りて、肌はだ寒さむく薄うす暗ぐらい鍾しよう乳にゆう洞どうの奥へと、フェリオ達は走った。

　走りながら、フェリオは傍かたわらの剣士に問う。

「……ハーミット、今のパンプキンは、本気で俺達に味み方かたする気だったのかな？」

　ハーミットは、わずかに首を傾かしげた。

「我々に味方をするというより、彼なりに、この世界を守りたいのではないでしょうか。実はシルヴァーナと共にラトロアへ着いたばかりの頃ころ、広場であの男を見かけたのです。子供達を相手に、何か芸げいを見せていたようで──かぼちゃ頭に隠かくれて顔はもちろん見えませんでしたが、なにやら楽しそうでした」

　フェリオは沈ちん思しする。

　あのかぼちゃ頭は、父や兄の仇かたきでもある。〝昇しよう華か〟していた間のことで、本人にはそのつもりはなかったようだが、罪ざい人にんには違いない。

　だが、記憶喪そう失しつになったウルクを神殿騎士リカルドの手から救ってくれた恩おんもあり、憎にくみ切れないのも事実である。

　敵ならば倒したいが──味み方かたならば、今は共に戦える。

「急ごう、ハーミット。神霊スピリツトの周囲が一番、警けい戒かいが厳しいはずだ。いくらあのパンプキンでも、一人じゃ限界がある」

　カトルが共にいるかとも思ったが、少なくともパンプキンが現れた時には、その気配は感じなかった。

　やがて二人は、鍾しよう乳にゆう洞どうの奥に、ひらけた空間を見つけた。

　直線上に、先せん行こうするパンプキンの背が見える。

　その彼の、さらに向こう側に──

　フェリオは、〝彼女〟の姿を見つけた。

「……リセリナ！」

　思わず叫んだ声が、鍾乳洞の中で幾いく重えにも反響する。

　リセリナは、黒くろ装しよう束ぞくの暗あん殺さつ者しやに刃は物ものを突きつけられていた。猿さる轡ぐつわを嚙かまされた上に喉のどまで絞しめられ、まともに声を出せない様子である。
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　そしてその正面に立ったシズヤは、微笑をもってパンプキンとフェリオ達を出迎えた。

　ひらけた空間の入り口で、パンプキンが跳はねる。

　リセリナが人ひと質じちであろうと、彼に立ち止まる義ぎ理りはない。

　周りを囲む暗あん殺さつ者しや達の中へと飛び込み、たちまちその場に血ち飛沫しぶきを舞まわせた。

　パンプキンの腕から伸のびた光の刃やいばは優ゆう雅がに素早く、シズヤの部下達のそれとは、扱いの熟じゆく練れん度どがまるで違う。

　有う無むを言わせぬその勢いには、待ち構えていたシズヤ達も驚いたらしい。

「かぼちゃさんの方が速かったわね──！」

　シズヤが叫んで、その腕輪から光の縄なわを鞭むちのように伸ばした。

　彼女の腕輪は、光の刃を伸ばすことはできないらしい。だがシズヤは、それを弱点にしないだけの戦せん闘とう技術を持っている。

　腕を狙ねらった光の縄から逃れて、パンプキンは後ろへ飛とび退のいた。

　そのまま、引き絞しぼった弓を放つような勢いで、再び前へと飛ぶ。

　獣けものじみたその動きの直線上には、シズヤがいる。

　無言のまま、両者は激突した。

　シズヤは神しん鋼こうの短剣ダガーで、パンプキンの腕輪の刃を防いでいた。

　そして、同時に伸びた光の縄が、パンプキンの足元をすくおうと蠢うごめく。

　すかさずパンプキンは上へと跳ね上がり、壁を蹴って反対方向へと逃げた。

　そこまでの戦闘が行われたところで、ようやくフェリオ達もその場所へと到達する。

　そこは天井の高い、ドーム状の空間だった。

　足元は均ならされており、想像していたよりも広い。

　ざっと確認した視し界かいには、リセリナとシズヤと、部下の暗殺者達が十人ほど──そして彼らの向こう側に、一本の黒い柱があった。

　高さは人の背せ丈たけの倍ほどで、幅は両手を広げた程度の円えん柱ちゆうである。

　大きさこそまるで違うが、それは神殿の〝御柱ピラー〟とそっくりだった。

「フェリオ様達は、そこで止まってください。〝リセリナの命が惜しかったら〟、ですけれど」

　シズヤが機き先せんを制せいしてそう告つげた。

　パンプキンもここで一時、動きを止める。シズヤと相あい対たいし、互たがいの隙すきを窺うかがうようにその正面に立った。

　口を塞ふさがれたリセリナは、激しくもがいている。

　彼女が何を言おうとしているのか、フェリオにはだいたい察さつしがついていた。

〝自分のことはいいから、戦ってくれ〟──さもなくば、〝罠わながあるから逃げろ〟か、そのどちらかだろう。

　そして、リセリナがもしそんな言葉を発したとしても──フェリオには、そうした行動をとるつもりはない。

　シズヤが余よ裕ゆうたっぷりに微笑ほほえんだ。

「上にいたアカツキとリョガク達は、騎士達の足止めに成功したみたいね。たった三人で──いえ、どこかに身を潜ひそめていそうなカトルも含ふくめて、四人で攻めてくるなんて、やっぱり貴方あなた達は無む謀ぼうだわ」

　いるかいないかもわからぬ透とう明めいな男の存在は、シズヤ達にとってもやはり警けい戒かいの対象らしい。

「シズヤ、彼女を解放しろ──」

　露ろ骨こつな殺さつ気きを込めた声で、フェリオはそう告つげた。

　いざ囚とらわれのリセリナを前にすると、平常心を保てない。懸け念ねんしたハーミットが、そっとフェリオの肩を押さえた。

「……フェリオ様、冷静に。リセリナ様の身も大切ですが、我々の目的はメビウスを止めること──リセリナ様も、それを望んでいるはずです」

「……それはわかっている。でも──」

　そう応じつつも、フェリオは歯を食いしばった。

　そんなフェリオを眺めて、シズヤはくすくすと笑っている。

「フェリオ様。王宮騎士団を連れて、このまま撤てつ退たいしていただけるなら、その後で彼女を解放してあげてもよろしいですわ。世界が滅めつ亡ぼうするまでの間に、口くち付づけをかわすくらいの猶ゆう予よはあると思いますけれど──どうされます？」

　無む論ろん、吞のめる要求ではない。

　パンプキンがかたかたと嗤わらった。

「そういえば──王子よ。いつぞやの我の言葉を憶おぼえているかね？」

　かぼちゃを被かぶった酔すい狂きような男は、シズヤ達とフェリオ達とのちょうど中間に立ち、その両手を大きく広げた。

「そう。人の身で、すべてを護まもることはできぬ。いずれは何かを捨てねばならぬ時が来る──あの時の天てん秤びんはウルク司し祭さいとリセリナであった。汝なんじはそこに傾きを見出せず、双そう方ほうを護ると吼ほえた。そして今、天秤の上にあるのは、かたやリセリナ、かたやこの世界の命めい運うん──さて、汝はどちらを選ぶ？」

　問われたフェリオは、刀の柄つかを強く握った。

　理性的に考えれば、選ぶべきは後者とわかっている。

　そして感情では、リセリナを護りたいと、今も願っている。

　フェリオは、刀を鞘さやに納めた。ハーミットが息を吞み、シズヤ達は眼めを細める。

　そしてフェリオは、大きく嘆たん息そくした。

「わかってはいるんだ、俺おれも。だけど、わかっていても──」

　リセリナはまだ、自じ害がいはしていない。つまり、〝生きる希望〟を捨てていない。

　そんな彼女を──フェリオは、見捨てられない。

　自分が剣を持つ理由も、そこにある。

　幼い頃ころ、「強さとは何か」との疑問に、師しのウィスタルはこう答えた。

〝強いというのは、誰だれにも負けなくていいということ。みじめな思いをしなくても済すむということ。理り不ふ尽じんな暴力に屈くつする必要もなく、自らの思うところを為なしやすいということ──〟

　それはつまり、〝護まもりたいものを護れる〟ということだった。

　剣を学び始めた時は、ただウィスタルに近づきたいと、それだけを考えていた。

　だが、今は違う。故こ国こくを護り、仲間達を護り、大切な人々を護るために、剣を学んできたと思える。

　──フェリオは、リセリナまでの距離を見る。

　彼女を捕らえた暗あん殺さつ者しやが、その短剣ダガーを動かすまでに、〝一瞬の躊ちゆう躇ちよ〟があればいい。

　その躊躇さえ貰もらえないようでは、さすがに手のうちようはないが、シズヤ達のそもそもの目的は、〝時間稼かせぎ〟にある。人ひと質じちを簡単に殺してしまうようでは、意味がないはずだった。

　そしてシズヤ達は、リセリナが生きている限り、フェリオの行動に迷いがでることを知っている。

　さらに都つ合ごうのいいことに──

　フェリオとリセリナの中間に立ったパンプキンが、〝相手の視し界かい〟からフェリオを隠かくしていた。

　それが故こ意いの支し援えんなのか、それとも偶ぐう然ぜんの結果なのか、フェリオにはわからない。

　わからないが、この機を無む駄だにするつもりはなかった。

「……パンプキン。俺おれの答えは──前の時と、同じだ」

　小声に呟つぶやくが早いか、フェリオは渾こん身しんの力を込めて、足元を蹴った。

　その身が消えるほどに、速く、ただひたすらに速く──

　まるで周囲の時間が止まったかのような錯さつ覚かくを憶おぼえながら、真正面から一番短い距離を、フェリオはリセリナに向けて一いつ気きに詰め寄った。

　パンプキンのすぐ脇わきをかすめるように通り過ぎ、一度は鞘さやに納めた刀に、きつく指をかけ直す。

　鞘さや走ばしりの瞬間に力を溜ため、切っ先が外へ出るのと同時に──狙ねらい澄すました斬ざん撃げきが、高く跳はね上がった。

　刃やいばはまるでフェリオの手の延長のように、寸すん分ぶんの狂くるいもなく狙った場所へ疾はしる。

　リセリナを捕らえた暗殺者の、その短剣ダガーを手にした腕が、中空へと斜めに飛んだ。

　その腕から血が噴ふくよりも速く、フェリオはもう片方の手にリセリナの肩を摑つかみ、彼女の身を取り戻す。

　一瞬の隙すきをついた強きよう硬こう手段に、リセリナは呆ぼう然ぜんと眼めを剝むいていた。

　その場の誰だれも、咄とつ嗟さには反応できない。

　フェリオの斬ざん撃げきによって腕を飛ばされた暗あん殺さつ者しやでさえ、自身の負傷に遅おくれて気づく。

　彼の口から悲ひ鳴めいが紡つむがれる前に、フェリオは止とどめの突きを相手の胸に見舞った。

　ほんの一瞬の──時間にすれば、数秒どころか、一秒たらずの出来事だった。

　フェリオはリセリナの肩を抱き締め、すかさず片手に剣を構え直す。

　暗殺者の男がその場に倒れ伏してから、ようやくシズヤ達も反応を見せた。

「な……」

　シズヤの背はい後ごにいた暗殺者の少女が、絶ぜつ句くしてフェリオを見た。

　この場の指し揮き官かんたるシズヤは眼めを細め、無表情に二人を見み据すえる。フェリオは慎しん重ちように数歩下がって、敵から距離をとった。

「……うむ。見事である」

　パンプキンが低く唸うなった。

「護まもり難きものを護るならば、並なみ外はずれた強さが必要である──汝なんじは今、その資格を得た。今の動きはまさに、神しん技ぎと呼ぶにふさわしい──」

　誉ほめ言葉を無視して、フェリオはリセリナの手をつなぐ縄なわを切った。ハーミットが傍そばに寄り、フェリオの背を護りに入る。

「せっかくの人ひと質じちが、人質にならなかったわね……」

　嘆たん息そくしたシズヤが、髪を搔かき上げた。

　我に返った他の暗殺者達も、ずらりとフェリオ達を包囲する。

　危機的な状況であることには変わりがない。だが、フェリオはその時、不思議と安あん堵どを覚えていた。

　確保したリセリナの体は温かく、生命の鼓こ動どうを感じさせた。

　腕の中で彼女が生きている、そのことが、フェリオにとっては大きな意味を持っている。

「リセリナ、怪け我がはないか？」

「あ……は、はい──」

　まだ驚きから醒さめない様子だったが、リセリナは自らの指で猿さる轡ぐつわを解ほどき、フェリオを見上げた。

　彼女を抱き締める余よ裕ゆうもなく、フェリオは剣先を敵に向ける。

　神霊スピリツトの中に、メビウスがいる──それを護るシズヤ達を突破しなければ、先には進めない。

「パンプキン！　さっき言った共同戦線ってのは、本気か？」

　かぼちゃ頭はかっくんと頷うなずいた。

「この人数が相手である。目的のためには、必要な協力であろう」

　パンプキンは身を低くして、両手に光の刃やいばを構えた。

「……リセリナよ、フェリオ王子の倒した暗殺者から、腕輪を回収せよ。我が援えん護ごする」

　言われてはじめて気づいたらしく、リセリナは刎はね落ちた腕の傍そばにしゃがみこんだ。彼女を護まもって、フェリオ達は壁をつくる。

　シズヤ達が苦し紛まぎれに放った短剣ダガーは、ハーミットとパンプキンが弾はじき飛ばした。

「エイミー！」

　シズヤに呼ばれた部下の少女が、その腕輪をかざした。

　アルセイフの舞ぶ踏とう会かいの折に、ライナスティやディアメル達を襲った電でん撃げき──その件けんはフェリオも聞いている。

「パンプキン、電撃が来るぞ！」

「うむ、理解している」

　パンプキンは暗あん殺さつ者しや達から飛んだ短剣ダガーを拾い直し、少女に向けて投げつけた。

　一瞬怯ひるんだその隙すきに、リセリナは落ちた敵の腕から腕輪を外し、自らの右手に嵌はめながら横へと転ころげた。

　それと察して、フェリオ達も電撃を警戒し、一度は分散する。

　そうして散ったフェリオ達に対し、シズヤの部下達はあえて襲いかからない。

　パンプキン、ハーミット、リセリナ、それにたった今、シズヤ達を出し抜くほどの速さを見せたフェリオ──

　いずれも個々の実力では、暗殺者達を超こえている。人数が多いとはいえ、時間稼かせぎが目的のシズヤ達から、あえて攻めてくるつもりはないらしい。また、どこかに息を潜ひそめていそうなカトルの存在も、シズヤ達を慎しん重ちようにさせる理由の一つに違いない。

　一方のフェリオ達は、相手が待ちの姿勢を見せる中でも、あえて動かなければならない状況に追い込まれている。

　数すう瞬しゆんの睨にらみ合いの後──

　御柱ピラーによく似た形状の〝死の神霊アービタ・スピリツト〟に、ふと人の影が浮いた。

〝メビウスか……!?〟

　フェリオのそんな思いとは裏うら腹はらに、その側面から滲にじみ出るようにして姿を見せたのは、銀髪の美しい青年だった。

　来訪者ビジターのバニッシュは、フェリオ達一行とシズヤ達を見定め、深く溜ため息いきを吐つく。

「メビウスの言ったとおりか──死を覚かく悟ごした連中の勢いは、恐おそろしいな」

　パンプキンがこれに笑った。

「否いな、バニッシュよ。我らは死し兵へいではない。生きるために、この世界を壊こわさぬためにこそ、戦っている。座して死を待つより、生きるために抗あらがうことを選んだだけのこと──少なくとも我は、この戦いで命を捨てる気はない」

　パンプキンの言に、バニッシュは冷たい視線をよこした、

「すまないな。おまえを殺してでも──私は元の世界に帰りたい。もっとも、おまえを含ふくめてここにいる連中も、生きてさえいれば、向こうの世界へ行くことになるだろう。巻まき添ぞえを食うような形になるが……」

　バニッシュがそう呟つぶやいた直後──

　フェリオは、不意の耳鳴りを覚えて眉まゆをひそめた。

　フォルナムで屍しかばねの兵達が出現する直前に感じたものと、感覚的には近い。リセリナ達も同様の異い変へんに気づき、その身を硬かたくした。

　そしてフェリオは、視し界かいの隅すみで起き始めた変化に気づく。

　闇やみが凝ぎよう縮しゆくされて集まるようにして、部屋の随ずい所しよに、黒い球体が生まれつつある。

　数は定かでないが、ほぼ等とう間かん隔かくに円を描くようにして、それらの球体は少しずつ密みつ度どを増していった。

　バニッシュが眼めを細める。

「──メビウスは、力りき場ばを形成すると言っていた。この研究所のほとんどを、向こうの世界に転てん送そうできるらしい」

　彼は銀色の前髪を乱暴に搔かき上げ、引きつったように嗤わらった。

「我々の世界でちょうど五年前に起きた〝魔ま術じゆつ師しの災さい厄やく〟では、一都市まるごと、百万人以上の民が、こちらへと来た──それがこの世界では、五千年ほども昔のことだ。そしてその人々が、この地に居いつき──今では、自分達の祖先が何処どこから来たのかさえ、すっかり忘れてしまったらしい」

　彼の言葉の意味を、フェリオは咄とつ嗟さに把は握あくしかねた。

　バニッシュはパンプキンを見つめる。

「戻るんだよ、パンプキン。我々は。エルシオン・エアルは戻らないと決めた。だが私は、戻りたい。この地を築いた百万の同どう胞ほう達は皆、五千年前に死んでいる。この地を今、我々が壊こわしたところで……」

「否いなである」

　パンプキンが高らかに声を張った。

「バニッシュよ。汝なんじの眼めにはもはや、妻の姿しか映らぬのであろう。だが、我は汝の行為を許すわけにはいかぬ。この地に暮らす人々の生活を、余所よそ者ものの我々が壊すことなど、あってはならぬのだ。我はこの地の子供らと約束をした。明日あすもまた、あの広場で会うと──すまぬな、バニッシュ。我は汝を──」

　パンプキンの身が、高く──それこそ天井付近に及およぶほどまで高く、跳はね上がった。

「──止める」

　短く簡かん素そな言葉の後に落下してきたパンプキンは、下から放たれた短剣ダガーを中空でことごとく弾はじき、バニッシュの目の前に肉にく薄はくした。

　光の刃やいばが舞い、バニッシュはこれをかわして数歩を退ひく。

　追いすがるパンプキンを援えん護ごするべく、フェリオとハーミット、リセリナも動いた。

　バニッシュが逃げながら声を張る。

「シズヤ！　メビウスからの伝言だ！　〝もう一度、屍しかばねの兵を出す〟──あと一時間ほど、なんとしても堪こらえてくれ！　それと屍の兵が出ている間は、死の神霊アービタ・スピリツトには入れなくなる！」

　声を張りながら、バニッシュは神霊スピリツトの中へと、吸い込まれるように戻っていく。

　なおも追おうとするパンプキンの前にシズヤが立ち塞ふさがり、腕輪から伸のばした光の縄なわを、その脚に絡からめた。

　パンプキンは体勢を崩くずしてその場に転ころぶ。

　生まれた隙すきをついて、上から刺し客かくが襲いかかった。

「パンプキン！」

　甲かん高だかく叫んだリセリナが、その隙間に身を飛び込ませ、敵から奪うばった腕輪を振るう。

　リセリナは間かん一いつ髪ぱつで刺客の男を仕し留とめ、パンプキンもシズヤの腕輪から伸びた縄を切る。

　焦あせったように、リセリナが腕輪を撫なでる。

「反応が遅おそい……最さい適てき化かされてないの!?　これ……！」

「当然である。彼らにそのような技術はない」

　パンプキンはくるりと回って身を起こし、フェリオとリセリナを交こう互ごに見つめた。

「──王子よ。提案がある。追加の屍の兵までが来るとなれば、時間はあまりないようだ。これより我が、この場でシズヤ達と屍の兵を抑おさえる。汝とリセリナ、ハーミットは、この神霊スピリツトの奥へ──メビウスとバニッシュを、止めてもらいたい。頼めるかね？」

　フェリオは刀を構えながら、思わず反論した。

「無む茶ちやだ！　貴方あなたは強いけれど、こいつらは、一人でどうこうできる相手じゃないだろう!?」

　パンプキンは嗤わらった。

「我には、〝昇しよう華か〟という手段がある。しかし、傍そばに識しき別べつ票ひようをもたぬ味み方かたがいては、巻き込んでしまう公こう算さんが強い。早く往ゆけ！　汝なんじは何のために、ここまで来た？」

　思わぬ真剣な声に叱しつ咤たされて、フェリオは歯を食いしばった。

「我はこの世界では、罪ざい人にんである。いまさらに償つぐなえるとは思わぬが、それでも我は、この地に暮らす人々の明日あすを護まもりたい。もし我の志こころざしを信じてもらえるならば、先に行け、王子よ。騎士達もおそらくは、それを望んでおる」

　フェリオは、決意を固めた。

「リセリナ、ハーミット！　ここはパンプキンに任せて、俺おれ達は神霊スピリツトの中に入る！」

　すぐに二人も、神霊スピリツトの傍そばにいる暗あん殺さつ者しや達に斬きりかかった。

　邪じや魔まをしようとしたシズヤ達の前には、パンプキンが走りこむ。

　そしてフェリオは、リセリナと同時に、〝神霊スピリツト〟の表面へと手を触ふれた。
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　檻おりの中に囚とらわれたムスカは、自らの動く時をただ待っていた。

　見張りは一人──それも、昨夜の名無し達の襲撃によって負傷した者で、戦える状態ではない。

　シズヤ達は、人ひと質じちがいる以上、ムスカが動けないと高たかをくくっているのか、あるいは動いてもいまさら構わないと思っているのか──おそらくは、その両方だろう。

　ムスカとしても、今ならば逃げることは可能である。腕輪なしでも、貧ひん相そうな鉄てつ格子ごうしを曲げるくらいのことはできるだろう。

　だが、ムスカはあえて待っていた。

　戦いの喧けん騒そうは聞こえるが、いかにも遠い。

　前にいた見張りが、不安げに廊下を覗のぞき込んだその時──

　彼の首が、不意にすっぱりと裂さけた。

　何が起きたのかわからぬ様子で、そのまま彼は身を崩くずして地に沈む。

「……カトルか」

　ムスカは驚きもせず、淡たん々たんと呟つぶやいた。

　彼らが来るであろうことは、なんとなくわかっていた。

　ほとんど間をおかずに、鉄格子の錠じようが光の刃やいばによって切り落とされる。

　そして廊下側には、少女の影が差した。

「よくやったわ、カトル。貴方あなたはこのまま、パンプキンの援えん護ごに向かって。私達もすぐに追うから」

　不ふ可か視しの男は足音を消して、素早くその場から立ち去った。

　入れ替わりに姿を見せたのは、来訪者ビジター達の上官、イリスである。

　黒髪を無む造ぞう作さに搔かき上げつつ、彼女は不ふ機き嫌げんな声をよこした。

「教授、助けに来たわ。一いち応おう……」

　その細い腕には、すでにシアが抱えられている。目の前の死体に彼女は怯おびえた様子だったが、イリスのことをさほど嫌がっている様子はない。

　懐なつかしくも見える光景に、ムスカは微笑を浮かべた。

「……やはりなんだかんだと言っても、我々は仲間だな？　来てくれると思っていたよ」

　イリスは憂ゆう鬱うつそうに、首を横に振った。

「……バニッシュは裏うら切ぎったわ──ううん、彼だけは、この世界に来てからずっと、変わらなかったってことかもしれないけれど。今、パンプキンが止めに行っている。多分、説せつ得とくは通じない」

　バニッシュは、元の世界に家族を残している。その心の隙すきを、おそらくはメビウスに突かれたのだろう。

　ムスカは牢ろうを出て、[image: 拳]こぶしを叩たたき合わせた。すぐにそのまま、廊下を歩きはじめる。

「……では、我々も行くとしよう。二つ隣の部屋に、コウ司し教きようが囚とらわれているはずだ。彼を連れて行けば、神霊スピリツトを止められる」

　すれ違いざまに、イリスが一対ついの腕輪をよこした。

「神霊スピリツトの元に辿たどり着けるかどうかが難しいけれどね──はい、回収しておいたわ。教授の腕輪」

「ありがたい。やはりこれがなくてはな──」

　ムスカは歩きながら腕輪を嵌はめ、シャジールの民が囚われた部屋の前に立った。

　そのまま振り下ろした力任せの一撃によって、鍵かぎを残したままに扉そのものが破は壊かいされる。

　こちらの部屋には、見張りさえついていない。

　中にいたコウ司教は、ムスカ達の来らい訪ほうを予期していたかのように、ひどく落ち着き払っていた。

　イリスを廊下に待たせておいて、ムスカはその蛇へびの司教を見つめる。

「昨夜は救出に失敗しましたが──今度は、神霊スピリツトの元まで、御ご同どう行こうを願いたい」

「もちろんです。私がここにいるのは、そのためですから」

　フォルナム神殿にて、ムスカがイリスから離り反はんした時に、彼はシズヤ達によってさらわれた。

　だがその時に、彼は自ら、ラトロアへ行くことを望んでもいたと聞いている。

　つまりは今日、この瞬間のために──彼もまた、ムスカと同じく、自らの動く時を待っていたのだろう。

　椅子に腰掛けたその足元には、動けぬように鎖くさりが巻かれている。

　ムスカは、その鎖を力ずくで引ひき千ち切ぎった。

「司教、行きましょう。今度こそ、神霊スピリツトを止めに」

　コウ司教は無言で頷うなずきながら──ふと、その金色の眼めを細めた。

「……これは──いけない。はじまった……」

　低い声で呟つぶやき、彼は弾はじかれたように椅子から立ち上がった。

　長い監かん禁きん生活によって、その体はふらりとよろけてしまう。

「司教、私に摑つかまってください。はじまったとは、何が……？」

「教授！　廊下に来て！」

　イリスが慌あわてた様子で声を張った。

　コウ司教を抱えるようにしてムスカが廊下に戻ると、その中央付近に、奇妙な黒い〝柱はしら〟が出現していた。

　ついさきほどまでは、影も形もなかったものである。

　それを見つめて、コウ司教が目許を歪ゆがめた。

「コウ司教、あれも神霊スピリツトの仕し業わざですか……？」

　ムスカの問いに頷うなずくその顔色は、かつてなく険けわしいものへと転じている。

「転てん送そうの準備がはじまりました。あれは、転送範囲の情報を収しゆう集しゆうして整理するための、御柱ピラーの複ふく製せい品ひんのようなものです。おそらく、この施設のいたるところに出現しているはずですが……あのメビウスのこと、それだけでは済すみません。ムスカ様、早くここを離れ、神霊スピリツトの元へ──」

　いつも落ち着いているシャジールの民にしては、その言葉は早口だった。

　ただならぬ気配を察して、ムスカ達は小さな御柱ピラーの脇わきを通り過ぎ、施設の奥へと向かう。

　その時、イリスに抱えられたシアが、ひっ、と息を詰めた。

「ムスカ、今、あの柱の中に、人が……」

　慌あわててムスカが振りかえった時には、もうその上半身が、柱の中から覗のぞいていた。

　そして、他の側面からも、次々に人の手や足が浮き出しはじめる。

　見覚えのあるその姿に、イリスが舌した打うちを漏もらした。

「……屍しかばねの兵！　まだ増やす気!?」

　ムスカに抱えられたコウ司し教きようが、忌いまわしいものを避さけるように、その眸ひとみを伏せた。

「囲まれる前に急ぎましょう。施設の各所から、彼らが出始めているようです。本物の御柱ピラーと違って生産能力は低いため、兵が出てくる速度はさほどでもありませんが……あれが出たということは、メビウスによる神霊スピリツトの操そう作さも、最終段階まで入っているということです。猶ゆう予よはあまりありません」

　コウ司教の声はいかにも沈ちん痛つうだった。

　ムスカは司教を抱え、イリスはシアを抱き、揃そろって懸けん命めいに走り出す。

　やがて施設のいたるところから、尋じん常じようならざる数の足音が響き始めた。

　イリスが途中で立ち止まる。

「教授！　この壁を抜いて！　ホールでは騎士達とシズヤの部下が戦っているの。この壁を崩くずして抜けば、正面のホールを通らずに、そのまま地下に急げるわ」

「わかった！　任せておけ」

　所しよ詮せんは積まれた煉れん瓦がである。いかに分ぶ厚あつい壁であろうとも、腕輪を取り戻したムスカの膂りよ力りよくに、耐たえられる代しろ物ものではない。

　ムスカの目的は、すでに〝生せい還かん〟ではない。コウ司教を届とどけ、彼に神霊スピリツトを操作させることさえできれば、自分は死んでも構わないと、覚かく悟ごを決めている。

　だからムスカは、迷わずに[image: 拳]こぶしを振り上げた。

（パンプキン、カトル──頼むぞ。先にシズヤ達を退どけておいてくれ！　コウ司教さえ下に届ければ、私もすぐに後を追う）

　戦友達にそんな願いを託たくしつつ、ムスカは壁に向けて、光をまとったその[image: 拳]を突き込んだ。
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　フェリオ達が消えた後の、神霊スピリツトの前に──

　パンプキンは一人、敵に囲まれ佇たたずんでいた。

　十人ほどのシズヤの部下達は、フェリオ達を追って、神霊スピリツトの中へ入ろうとしている。

　そしてパンプキンは、それを決して許さない──

　彼の足元には、フェリオ達を追つい撃げきしようとした二人の敵が、首を落とされた状態で転ころがっていた。

　かぼちゃ頭を巡めぐらせて、パンプキンは彼らを見回した。

「──人殺し同どう士し、汝なんじらに対しては、我は手て加か減げんをせぬ──我が名はパンプキン。死者を迎える灯とう火かにして、闇やみ夜よに踊る殺さつ戮りくの道どう化け師しなり。来るが良い、シズヤ。我を倒すつもりであれば、汝らの命を天てん秤びんにかけるべきであろう」

　シズヤが肩を竦すくめた。

「さすがに貴方あなたとは本気でやりたくはないわね。でも──貴方の相手をするのは、私達じゃなくてもよさそうよ？」

　シズヤのその細い指が、死の神霊アービタ・スピリツトを示した。

　振りかえったパンプキンの視し界かいに、〝屍しかばねの兵〟の姿が映る。

　パンプキンは慌あわてずに、この世界へ出てこようとする人ならぬ者達を見つめた。

「……哀あわれなものであるな。メビウスのような者に利用され、ついにはただ使い捨てられるためだけに、こうして体を幾いくつにも増やされて弄もてあそばれるとは──元は単なる、五人の罪ざい人にん。我ら来訪者ビジターもまた罪人であるが、彼らのような扱いは受けなかった」

　距離をとりながら、シズヤが笑った。

「落ち着いている場合じゃないわよ？　この屍の兵達の武器は、神しん鋼こう並みの硬かたさに強化されているの。貴方、フォルナムに初めて出た時も、騎士達を相手に苦戦したのよね？　原因は、体力切れ──貴方は確かに強いけれど、長い乱らん戦せんには向かない。〝数〟を相手に、どこまで粘ねばれるかしら？」

　屍の兵達が、神霊スピリツトを通って抜けてきた。

　彼らが表面から出てくるために、シズヤ達は逆に神霊スピリツトの中へは入れなくなる。

　そして、部屋に現れた小さな円えん柱ちゆうからも、その兵達の姿が続いた。

　パンプキンは、やれやれと肩を竦めた。

「シズヤよ。我を甘あまく見るのは勝かつ手てだが──」

　語りながら、自らの腕輪に触ふれる。

「汝は〝昇しよう華か〟の技術について、いささか無む知ちすぎる。あの王子達さえいなければ──我はいつでも、その力を使えるのだ。もっとも今はまだ、その時ではあるまい。屍しかばねの兵如ごとき、魂たましいをもたぬ人形は──我の前では、木偶でくも同然である」

　そして、パンプキンは──

　くるりとその場でステップを踏むや、軽やかに宙ちゆうへと飛び上がった。
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　パンプキンに背はい後ごを任せ、神霊スピリツトの中へと入り込んだフェリオ達は、不ふ可か思し議ぎな光景に眼めを奪うばわれていた。

「……リセリナ。ここは、なんなんだ？」

　問いかけても、少女からの答えはない。彼女も呆ぼう然ぜんとして、ただ立ち尽くしている。

　神霊スピリツトの中は、極端に広かった。

　否いな──〝神霊スピリツトの中〟ではなく、もはやここは、神霊スピリツトを通じてつながった、〝別の世界〟なのかもしれない。

　そしてフェリオ達の目の前には、星の姿があった。

　漆しつ黒こくの闇やみの中に、星空が浮いている。

　ただしその星々は、地上から見るただの光の点ではなく、それぞれが奇妙な色彩と模も様ようを持ち、くるくると回りながら太陽の周囲を巡めぐっていた。

　赤い星、青い星、茶色い星、灰はい色の星──さまざまな色が、そこにある。

　フェリオにはそれが、何なのかわからない。ハーミットも同様である。

「これはともかくとして、メビウス達を探そう。急いで彼らを止めないと──」

　呟つぶやきながら、フェリオは周囲を見回した。

　少し離れた、暗闇の奥に──ふと、人影が見えた。

　フェリオはリセリナとハーミットに、視線で注意を促うながす。

　二人もその影に気づいて、その眼を凝こらした。

　そこに立っていたのは──メビウスでも、バニッシュでもなかった。

　一人の小さな、老人である。

　上品に髭ひげを撫なでつけたその老ろう紳しん士しは、ハーミットのほうを見つめ、困ったような微笑を浮かべていた。

「……リーブルマン先生？」

　ハーミットが、不思議そうにその名を呼んだ。リセリナも顔を知っているらしく、その眼をしばたたかせる。

　リーブルマンと呼ばれた老紳士は、寂さびしげに微笑ほほえんでいた。

「ハーミット、来ましたか」

「先生──どうしてここに……いえ、メビウス達は何処どこですか？　我々は、あの男を止めねばなりません」

　ハーミットが険けわしい顔でそう告つげた。

　リーブルマンは、小さく頷うなずく。

「いいでしょう。案内をいたします。私もついさきほど、ここへ来たばかりですが……ここは、目に見える世界とは少し違うようです。神霊スピリツトの伝でん承しようによれば、神霊スピリツトの中にある世界は、体だけでなく心に力を持たせるとか──この場所では、貴方あなた達の常識は通用しないかもしれない」

　溜ため息いき混じりに言って、老人は背を向けて歩き出した。

　フェリオはハーミットと視線をかわす。

「……行きましょう。先生は、私の恩おん師しです。メビウス達とも通じていたようですが……」

　付いていくことに不安はあっても、他ほかに何処へ行けばいいのか、その手がかりすらないような場所である。

　フェリオ達は、リーブルマンの後ろに従った。

　老おいた男は、歩きながら話す。

「さきほどの宇宙の図を、御ご覧らんになりましたか？」

　話しかけられて、フェリオは頷いた。

「あぁ、見た。あれが……空の上、星のある場所、つまり宇宙って奴やつなのか？　下から見上げるのとは、随ずい分ぶん、印象が違う」

「そうでしょうね。ただしあれは、この世界ではない、別の場所の光景のようです。ちょうど……リセリナ様のいた星の、周辺ではありませんか？」

　リセリナが、びくりと反応した。

「はい……そうだと思います。〝地球〟が見えましたから──」

「えぇ。メビウスは、そこに行こうとしている──だから、あの光景が〝目的地〟として示されているのです。まったく、あの男は──本気で、世界の境きよう界かいを越えるつもりらしい」

　リーブルマンは呆あきれた様子で呟つぶやき、首を横に振った。

「あの男だけではない。バニッシュもそうです。彼らはどちらも、自分のことしか考えていない。そして、そんな二人が、私達の世界を滅ほろぼそうとしている──皮ひ肉にくなものです。ごくごく一部の人間の力で、世界を壊こわすことが可能とは──リセリナ様、貴方の世界は、どうでしたか？　やはり一部の人間が、暴走を生んだと……」

　リセリナは、首を横に振った。

「いえ──〝一部〟じゃありません。ほとんどの人間が、その暴走を容よう認にんしていたと思います。というより──止まったら、生きていけない世界になっていました。停てい滞たいは他者への敗北を意味し、負けたら最後、生活を奪うばわれる──そんな世界でしたから」

　フェリオは何もいえない。彼女が、どんな場所で暮らしていたのか──知りたいとは思っても、正確に把は握あくする術すべはなかった。

　リーブルマンは嘆たん息そくした。

「そのお話を伺うかがっていると、人の業ごうというものは──恐おそろしい。私はメビウス達と触ふれて、その恐ろしさを思い知った。彼らは、この先にいます」

　リーブルマンが示した手の先には、何もなかった。

　だが、ほんの数秒──見つめているうちに、その空間に〝扉〟が浮き出してきた。

　フェリオとハーミットは、瞠どう目もくして身み構がまえる。

　唐とう突とつに現れた木製の扉は、ごく普通の、何の変へん哲てつもない代しろ物ものだった。ただ、何もない空間にそれが立っているということ自体が、異い様ような気配を生んでいる。

　そして扉のプレートには、フェリオには読めない奇妙な文字が刻きざまれていた。

　リセリナが、まるで自宅に戻ったかのような手つきで、そのノブに手をかけた。

「私……ここ、知っているような気がします。向こうの世界からこっちの世界に来た時に──昇しよう華かしていたから憶おぼえていないはずですけれど、でも──きっと私、ここを通ったんです」

　曖あい昧まいなことを言いながら、リセリナはそのドアを押した。

　そして、フェリオ達の前に──メビウスと、バニッシュが姿を見せる。

　バニッシュは険けわしい眼めを向け、メビウスはただ黒いだけの床ゆかに膝ひざをついていた。

　フェリオ達のほうを、振りかえって見ようともしない。その彼の腰には、フェリオがリセリナに贈おくった神しん鋼こうの細剣レイピアがあった。

　リセリナを捕らえた時に奪うばったものなのだろうが、そのことにフェリオは嫌けん悪お感かんを抱く。

「……リーブルマン博士。貴方あなたも、敵に回るのですか？」

　バニッシュが目元を歪ゆがめて問う。

　リーブルマンは眼を伏ふせて、数歩下がった。

　直接に戦える者でないことは、その物もの腰ごしを見ていればわかる。

　フェリオとリセリナ、ハーミットは、逆にバニッシュとメビウスの前へと歩み出た。

　久しぶりに見る仮か面めんの男へ、フェリオは射い抜ぬくような声を投げる。

「メビウス──諦あきらめろ。もう、これで終わりだ」

「……諦める？」

　背を向けたメビウスが、低く呟つぶやいた。

「──たった一つしかない自分の〝命〟を、諦めろと……？　生きることを放ほう棄きして、おとなしく、後こう悔かいの念ねんとこの世界への呪じゆ詛そを抱えて死んでいけと……？　そして、それを私に甘かん受じゆしろと──貴方は、そういうのかな？　冗じよう談だんじゃない。私は、自分の命を諦めない。どんな命であれ、生きることは尊とうといことだ。誰だれにも、邪じや魔まはさせない……」

　ぼんやりとした声に、フェリオはぞくりとした。

　──すでに、正しよう気きを失っている。

　そう気づくや、フェリオは刀を掲かかげた。

「おまえ一人を生かすために、この世界が滅ほろぶなんて、それこそ冗じよう談だんじゃない。ハーミット！　バニッシュを抑おさえておいてくれ！」

　ハーミットは頷うなずき、刀を持ってバニッシュと対たい峙じした。

「そっちも退ひけない戦いだろうが……私も、向こうの世界に帰りたい。どうしても帰りたいんだ。だから、メビウスに手出しはさせない」

　バニッシュが動いた。フェリオ達とメビウスとの間に立ち、彼を護まもるために立ち塞ふさがる。

　リセリナが緊張に震える声を張った。

「バニッシュ、もうやめなさい！　家族のために戻りたい気持ちはわかるけれど、この世界をそれと引ひき換かえには……」

「わかるだと？」

　反応するバニッシュの声に、憎ぞう悪おの響きが宿やどった。

「何がわかるというんだ、リセリナ？　私と妻の、何が……君はこちらの世界で大切なものを見つけられたから、そんなことがいえるんだ。私の大切なものは、向こうの世界にある。いや、向こうの世界にしか、ない──彼女が待っている。私はどうしても──帰らなければ、ならないんだ。〝亡なき友との約束〟にかけても、もう彼女を、決して独ひとりにはできない！」

　バニッシュの声は硬かたく、そして悲ひ痛つうだった。

　事情を詳くわしくは知らないフェリオでさえ、咄とつ嗟さには言葉に詰まるほどの思いが、その言葉に込められている。

　だがリセリナは、敢かん然ぜんとして首を横に振った。

「いいえ。貴方あなたの気持ちは、私にもわかるわ。私の父も、戻れたはずなのに戻らなかった。向こうの世界で、私が待っているって、わかっていたはずなのに……でも私は、それを恨うらまない。父は正しい選択をしたと思うから。バニッシュ、貴方は今、多くのものを理り不ふ尽じんな力で壊こわそうとしている。自分の欲望のために生きるのが悪いことだとは思わない。だけど、その欲望のために大勢の人を死なせるのは、やっぱり間違っている」

　リセリナの声には揺るぎない決意が満ちていた。その声の質は、これまでの彼女とは明らかに違う。

　何かが吹っ切れたのか、それとも、何かに〝気づいた〟のか──リセリナは、真正面からバニッシュを見つめ、静かに言い放った。

「だから私は──貴方を止めます、バニッシュ。私は、父が護ろうとしたこの世界を、護ると決めたから」

　そしてリセリナは、一瞬だけ──そっとフェリオの顔を見た。

　フェリオがそれに反応するより早く、すぐに彼女はバニッシュへと視線を戻す。

「……行きます！」

　叫ぶと同時に、リセリナが飛んだ。

　光の刃やいばを片手に宿し、バニッシュに向けて斬きりかかる。

　フェリオとハーミットも、下から左右に分かれ、この動きに追つい随ずいした。

　三方から攻められたバニッシュは、距離をずらすために数歩退ひき、たまらずに防ぼう御ぎよに回った。

　リセリナの斬ざん撃げきをかわし、フェリオの斬撃を右手で食い止め、ハーミットの斬撃を左手で捌さばく。

　三人が相手では、さしものバニッシュも苦しいはずだった。

　切せつ迫ぱくしたその表情に一いち抹まつの同情を覚えつつも、フェリオは刀を振る腕を止めない。

　バニッシュが声を裏返らせて叫んだ。

「メビウス！」

「……心配はない。君の体に、少し細さい工くをした」

　ぼんやりと──あくまでぼんやりと、メビウスはそう呟つぶやいた。

「……本当に、手伝ってくれて感謝しているよ、バニッシュ。君は、気づかなかったようだけれど、君は最後まで、役に立ってくれそうだ」

「……何？」

　メビウスの声に含ふくまれた嘲ちよう笑しように、バニッシュが戸と惑まどいを見せた。

「バニッシュ──私を護まもるために、戦ってくれ。〝昇しよう華か〟を許可する」

　バニッシュが息を詰めた。

「許可……だと？　私の昇華は、お嬢様の許可か、あるいは自身の判断で……」

「君の意志は、もはや私の意志なんだ」

　メビウスが嗤わらった。

　フェリオは訳わけがわからずに、剣を構えたままで状況を静せい観かんする。

「言っただろう？　ここでは、〝意志の力〟が強く作用する。私の意志が、君の意志を侵しん食しよくしていったことに……まだ、気づいていないのか？　戦え、バニッシュ。君の〝限界〟を超こえて──私を、護るために」

　メビウスがそう告つげるや──

　バニッシュの腕輪が、不意に尋じん常じようならざる輝きを発した。

　その表情が困こん惑わくから一瞬の怒りを経て、すぐに無表情へと転じていく。

　そしてバニッシュは、獣けものじみた悲ひ痛つうな咆ほう哮こうをあげた。

　危き機き感かんを覚えたフェリオは、咄とつ嗟さに刃やいばを肉にく薄はくさせる。

　同様にハーミットも刀を振るい、二人の剣は同時にバニッシュを襲った。

　しかし──

　刃があたる直前に、バニッシュの姿が搔かき消える。

「きゃあっ!?」

　焦あせって剣を止めたフェリオの脇わきで、リセリナが甲かん高だかい悲ひ鳴めいを上げ、フェリオの側へと飛んできた。

　銀髪の青年は、常じよう軌きを逸いつした速さで剣を避よけ、近くにいたリセリナへ攻撃をくわえたらしい。

　その動きは、フェリオには見えていない。

　リセリナはどうにか、腕輪の刃やいばでその攻撃を防いだ様子だったが、とても意識して防いだようには思えない悲鳴だった。

　その腕が、がくがくと震えている。

「リセリナ、下がっ……」

　言葉の途中で、バニッシュの姿がまた消えた。

　今度はハーミットの傍そばに、その銀髪の後姿が現れ、右手が閃ひらめいた。

　刀で防ぎつつも、ハーミットの身が軽々と吹き飛ばされた。

（この強さは……！）

　かつてフォルナムで、イリスの指示を受けたパンプキンとバニッシュが見せた、極端な〝昇しよう華か〟──それとよく似た状況である。

　限界を超こえて体を酷こく使しするらしいが、もはや人の身に可能な動きではない。

　メビウスが、また嗤わらった。

「遊ぶなよ、バニッシュ。早めに仕し留とめろ」

　その声で彼の存在を再確認し、フェリオはメビウスを狙ねらった。ひとまず彼を倒せば、神霊スピリツトの操そう作さは止められる。

　肉にく薄はくして振り下ろした剣は、しかし唐とう突とつに現れた〝手〟によって摑つかまれた。

　目の前で、銀髪の青年の青い眸ひとみが、冷たくフェリオを捉とらえている。

　速すぎる──フェリオがそう思うよりも早く、バニッシュの手が強い輝きを宿やどした。

　彼の摑んだ刀身が──その光によって、目の前で溶とけていく。

　動くに動けぬフェリオを護まもろうと、リセリナが脇わきから刃を差し込んだ。

　バニッシュはそれをかわしながら、神しん鋼こうの剣を半なかばから折って退ひく。

　フェリオの握った剣は──刀身の半分以上が、失われていた。

　用を為なさなくなった愛刀を、ただ呆ぼう然ぜんとして見つめてしまう。

　ウィスタルから受け取った、カイシュウ作の神鋼製の刀である。これまで刃はこぼれすることもなく、さまざまな戦場で常に共に戦ってきた。

　フェリオにとって、その刀はただの武器ではなく、すでに自身の一部と化かしている。

〝消しよう失しつ〟の力を持つバニッシュの腕輪は、神鋼の装そう備びでさえも、砕くだいてしまった。そして砕かれたのは、決して剣だけではない。

　フェリオの戦う力そのものが、たった今──砕かれた。

「フェリオ様！　止まってはいけません！」

　ハーミットのあげた声によって、フェリオは我に返る。

　肉にく薄はくし直したバニッシュから逃れるために、数歩を飛とび退のいたところへ、リセリナが援えん護ごに入った。

　彼女も片方だけの腕輪で、懸けん命めいに戦っている。

　まともな防ぼう御ぎよも覚おぼ束つかない、半分になった剣を握り締め、フェリオは萎しぼみかけた闘とう志しを再び奮ふるい立たせた。

　剣を失った剣士は、もはや剣士ではないかもしれない。だが、それでも心が挫くじけぬ限り、〝戦士〟ではいられる。

「ハーミット！　短剣ダガーでもいい、何か持っていないか!?」

　その声を投げた時──フェリオは、そのハーミットの傍そばで起きている、異い変へんに気づいた。

　ハーミットのすぐ背はい後ごに、リーブルマンが立っている。

　そしてハーミットは、彼を振りかえりつつ、ぽかんと口を開けていた。

「……リーブルマン、先生……？」

　紡つむがれた声は、彼にしては珍めずらしく、酷ひどく掠かすれていた。

　リーブルマンは眼めを閉じ、かたかたと震えながら──両手に握った〝短剣ダガー〟を、ハーミットの脇わき腹ばらに刺さし続けている。

　赤い雫しずくがぽたぽたと、その足元に滴したたった。

「──すまない。ハーミット。私から、研究の対象を──奪うばわないでくれ。本当に……本当に、すまない……！」

　悲ひ痛つうな声で必死に謝あやまる恩おん師しの姿を、ハーミットの朴ぼく訥とつな眸ひとみが見つめる。その目許が、不自然に歪ゆがんだ。

「……先、生……？」

　彼は膝ひざを折り、その場に倒れ伏す。

「──ハーミット!?」

「きゃっ……!?」

　フェリオが声をあげたのと同時に、リセリナの悲ひ鳴めいもそこに重なった。

　といって、彼女はハーミットを見ていたわけではない。

　バニッシュの手の動きにばかり気をとられていたリセリナは、不意の蹴けりを受けて、そのまま吹き飛ばされていた。

　今、メビウスを止めるためこの場に立っているのは、もはやフェリオだけである。

　メビウスが、どこか眠たげな声で嗤わらった。

「……フェリオ。君に私は、止められない──そこで見ているといい。この世界の、〝崩ほう壊かい〟の瞬間を」

　壊こわれたように嗤うメビウスの手元では、腕輪が物ぶつ騒そうな輝きを宿やどしていた。
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　アカツキとリョガク、二人の北方民族を含む暗あん殺さつ者しや達と、王宮騎士団の精せい鋭えいとの戦いは、死し闘とうと呼べるほど激しいものだった。

　施設の外では、未いまだに他の騎士達が、屍しかばねの兵達を防ぎながら戦っている。

　双そう方ほうともに数を減らしてはいたが、完全な決けつ着ちやくはついていない。

　互たがいの装そう備び品ひんの硬こう度どは拮きつ抗こうしており、なおかつ敵は数が多い。

　だが、騎士達は戦術を知り尽くしており、連携して戦う術も知っている。屍の兵達は、個々が勝かつ手てに戦っているだけで、協力して戦うということができない。

　疲れてきた騎士達も、次し第だいに盾たてを使って攻撃を防いでばかりとなり、外での戦いは長く続いていた。

　そして、施設の入り口のホールでは──

「……ライナスティ、まだいけるか？」

「正直、ギブアップしたい……」

　黒い肌はだの女騎士と、金髪の青年騎士が、互いに背中を合わせつつ、敵と向かい合っていた。

　共にその肩は激しく上下し、体にも傷を負っている。

　黒い肌に隠かくれて見えにくいが、ディアメルは体の随ずい所しよに痣あざをつくっていた。

　ライナスティの側は、細い切り傷を無数に受けている。

　いずれも、敵対する北方民族──リョガクとアカツキの攻撃によるものだった。

　両者の正面に立つその二人の敵も、今は疲労の極きよく地ちにある。

「ね、粘ねばるな、おまえら……」

　アカツキはすでに、ライナスティの剣によって、片方の腕輪と眼鏡めがねを失っていた。

　汗だくの顔に余よ裕ゆうはなく、ひたすらライナスティを注ちゆう視ししている。

　そしてリョガクの方も、ディアメルの剣によって、全身に細い傷を負っていた。

　ディアメルはリョガクに対し、距離を保って手て数かずで攻めた。

　結果的にこの策さくは当たり、決着こそついていないが、今のところは互ご角かく以上の戦いをしている。

　一見すると完全な防ぼう御ぎよを誇るリョガクの腕輪にも、弱点はあった。

　体を覆おおう腕輪の防御は、その発動時間が短く、またリョガクはそれを為なすたびに、動きを止めねばならないらしい。

　その弱点に気づいたディアメルは、攻めを焦あせることなく、慎しん重ちように剣を使った。

「……あの女、おそろしく狡こう猾かつだ。速いだけでなく、判断が的確で、動きを読む眼めが並なみじゃない。こっちの攻撃があたる気がしないな」

　完全にばてた様子で、リョガクは引きつり笑いを見せた。

　二人の騎士を間に挟はさんで、アカツキが大きく呼吸をしながら、そのリョガクに声を投げる。

「旦だん那なの攻撃が大振りすぎるんだよ。つか、こっちの相手のほうがきついぜ？　弱そうなくせに、妙なところで剣が冴さえやがる……かぼちゃと引き分けたってのも、満まん更ざら、噓うそじゃなさそうだ」

　ライナスティが力なく笑った。

「いや、引き分けたっていうか、逃げただけなんだけどな？」

　そんなことを言って誤ご魔ま化かそうとする彼の実力は、ディアメルのほうがよく知っている。

　ライナスティの剣は、一種の〝詐さ術じゆつ〟なのだ。相手を騙だましてその隙すきを突くことにかけては、彼の右に出る者はいない。そして──使い手である彼自身が、そんな自分の詐術に引っ掛かってしまうほど、卓たく抜ばつした剣けん腕わんを持っている。

　ホールの端では、他ほかにも戦いが繰り広げられていた。

　動いているのは、三人の騎士と、三人の暗あん殺さつ者しや──それぞれ、ディアメル達からは離れた位置で、一対一の戦いを繰り広げている。戦い始めた時には相手のほうが多かっただけに、騎士達は数の不利を跳はね返かえして戦ったことになる。

　大きく息を吐はいたリョガクが、改めて[image: 拳]こぶしを握った。

「さて──そろそろ互たがいに、決けつ着ちやくをつけたいところだな」

「異議なし。こいつらは、生かしておくと厄やつ介かいそうだ」

　アカツキは舌した打うち混じりに、片方になった腕輪を振りかぶった。もう片方の手には、腕輪こそすでにないものの、一振りの短剣ダガーを握っている。

　そしてディアメルは、ライナスティと背を軽くぶつけあった。

「──ライナスティ、仕し留とめ切れるな？」

「──とりあえず、前向きに善ぜん処しよはしてみる」

　人を食った返答とは裏うら腹はらに、その声には確かな気き迫はくが籠こもっていた。

　互いに、一呼吸を置き──

　二人の騎士は、それぞれの〝敵〟に向けて、その身を躍おどらせた。

　ライナスティはアカツキに。

　ディアメルはリョガクに。

　それぞれ、一足飛びに肉にく薄はくする。

　アカツキの手から、風の刃やいばが閃ひらめいた。

　一方のリョガクは、真正面から迎むかえ撃うつ。

　風をかわしたライナスティの斬ざん撃げきが。

　狙ねらいすましたディアメルの突きが。

　ほぼ同時に、敵の体へと届いた。

　アカツキが身を翻ひるがえして斬撃をかわし、逆さか手てに握った短剣ダガーを、ライナスティの背に向ける。

　リョガクは腕輪の力でディアメルの突きを弾はじき返し、一方の手を彼女の胸元に突きつけた。

　短剣ダガーが奔はしり、衝しよう撃げき波はが生まれる。

　それと同時に、ライナスティの〝足〟が閃ひらめき、ディアメルは相手の腕を摑つかんで、その股またの下を潜くぐった。

　剣にのみ集中していたアカツキは、意い表ひようを突かれて盛大にすっ転ころび、リョガクもディアメルの動きを咄とつ嗟さに把は握あくできず、体勢を崩くずした。

　止とどめとばかりに振り下ろされたライナスティの斬ざん撃げきを、アカツキは転げたままで紙かみ一ひと重えにかわす。

　リョガクは、背はい後ごに回ったディアメルに裏うら[image: 拳]けんをかまし、ディアメルはそれを細剣レイピアの刃で受け止めた。

　たちまちリョガクの腕輪が、その場で砕くだけ散る。

　体重の軽いディアメルも衝撃に吹っ飛び、数歩後ろで膝ひざをついた。

　跳はね起おきたアカツキが、ほとんど青ざめた顔でライナスティを睨にらむ。

「ほんっっっ……とに、粘ねばるな、おまえ──」

「……相手がもう少し弱ければ、こっちの勝ちでどうにか終わってるはずなんだけどな？」

　ライナスティにも、言葉ほどの余よ裕ゆうはない。

　腕輪を砕かれたリョガクは、苦にがい顔をしてディアメルを見やった。

「……こいつはまいったな。惚ほれそうなくらい、いい女じゃないか。まさか俺おれの腕輪をこうも見事に砕く奴やつがいて、しかもそれが女とは……惜おしい。まったくもって惜しい。これでお互たがい、敵てき同どう士しじゃなかったら……」

「生憎あいにくと、おまえのようなでかぶつは願い下げだ」

　溜ため息いきを吐つくリョガクを睨んで、ディアメルは細剣レイピアを構えなおした。

　その視し界かいの隅すみに、ふと妙なものが映る。

　神殿の御柱ピラーを小さくしたような、黒い円えん柱ちゆう──

　いつ現れたのか、それはわからない。さきほどまで何もなかった場所に、それはいつの間にか現れていた。

　そして、その表面に──見み覚おぼえのある、兵の姿が浮き始める。

「……ライナスティ！」

　声を張った頃ころには、彼も気づいていた。

　他の騎士と暗あん殺さつ者しや達も、一時的に戦いを止め、状況の変化を見守っている。

　やがて──その円柱から、屍しかばねの兵達が次々に現れだした。

　外でもまだ戦いが続いているというのに、さらに敵の数が増える──そう察したディアメルは、絶望に近い感情をもって、床ゆかに唾つばを吐はいた。

　アカツキとリョガクにとっても、この妙な場所からの増ぞう援えんは意い外がいだったらしく、しばらく言葉を失った。

「……メビウス様は、とんでもないことをするな」

「メビウスが凄すごいんじゃねぇよ。あの〝神霊スピリツト〟ってのが、得え体たいが知れないだけだ」

　二人の北方民族がそんな言葉をかわす中、ライナスティとディアメル、そして他の騎士達は互たがいの距離を詰め、それぞれの背中を庇かばいあうように輪を縮ちぢめる。

　部屋の隅すみに出現した小さな御柱ピラーから、続々と屍しかばねの兵達が現れだす。

　側面の通路からも──そして外でも、同様の現象が起きているらしく、仲間の騎士達が怒ど号ごうを強めていた。

　騎士の一人が、深く──疲れ切った溜ため息いきを吐つく。

「……俺おれたちの役目は、ここまでかもな」

　反論する声はあがらない。強敵を相手にした乱らん戦せん続きで、誰だれもが疲れ切っていた。

　完全に息のあがった騎士が、荒い呼吸を繰り返しながら、ゆっくりと呟つぶやいた。

「無事にフェリオ様達を下に届けることはできたはずだ。あとは、最後の意い地じを見せるとしよう。なぁに──今まで生き残ってこれたのが、不思議なくらいだ」

　そう言って豪ごう胆たんに笑う騎士は、アルセイフの内乱からフォルナムでの騒そう動どう、さらにはジラーハを経てこのラトロアまで、ずっとフェリオと共に戦い続けてきた男だった。

　近きん侍じといってもいいライナスティやディアメルほど、フェリオと親しい間あいだ柄がらではないが、その忠ちゆう誠せい心しんは少しも変わらない。

　シズヤの部下達は、あえて自分達が戦うまでもないと見越したのか、その動きを止めた。

　施設のいたるところから、屍の兵が迫りつつある。

　いまさらに逃げ道を求めるつもりはなかったが、実際のところ、それを探すのは無む駄だな行為だった。一ひと塊かたまりとなって、入り口のほうへじりじりと下がりながら、ディアメルは背中越しにライナスティへと囁ささやいた。

「──なぁ、ライナスティ。前から確認したかったんだが……おまえ、〝商しよう家かの三男坊〟ってのは、どこまで本当なんだ？」

　突然の問いに、ライナスティは眼めをしばたたかせた。

「え？　いま聞くようなことか、それ……？」

「いや、死ぬ前に、はっきりさせておこうと思ってな」

　別の年配の騎士が笑った。

「おぉ、それそれ。俺おれも気になっていたんだ。バイオリンと剣けん術じゆつはともかく、錠じよう前まえはずしとか似顔絵描きとか、明らかにおかしいよな？」

　先輩騎士のそんな言に、ライナスティは苦にが笑わらいを返す。

「いや、そこは別に疑うところじゃないっすよ？　ほら、どっからどう見ても立りつ派ぱな小市民ですし……」

　屍しかばねの兵達は次々に現れ、その包囲の輪を狭せばめてきた。

　それを眺ながめながら、別の騎士がこの話題に加わる。

「ウィスタル様の予想では、どっかの暗あん殺さつ者しやの隠かくし子ごじゃないかっていうんだが……」

「はぁ!?　団長、そんなこと言っているんですか!?　酷ひどいなぁ……俺おれ、そんな根ね暗くらそうに見えます？」

「いや、普通に根暗の逆だよな」

「そうそう。おまえ、暗殺者ってのは、意い外がいに陽よう気きな奴やつが多いんだぞ。快かい楽らく殺さつ人じん者しやっつうか……」

「ますます酷いですよ、それ!?」

　それぞれに剣を構えつつ、騎士達は吞のん気きにそんな会話をかわし──

　敵の包囲がいよいよ狭まったところで、誰だれともなく、口を噤つぐんだ。

　アカツキとリョガクらは、軽く手を振って奥へと消えていく。

　そして、剣を構えた騎士達は、最後の抵てい抗こうへの一歩を踏み出そうとした。
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　死の神霊アービタ・スピリツトを安あん置ちした地下空間は、酸さん鼻びを極める血の臭においに満ちていた。

　その中心に舞うのは、かぼちゃを被かぶった細身の男──

　たった独ひとりで、常に湧わいてくる数十以上の兵を相手に、彼は踊るように戦っていた。

　遠巻きにその様子を見つめるシズヤも、その姿には感心してしまう。

「あのシズヤ様。あの人、どうして、逃げないんでしょうか……？」

　傍かたわらのエイミーが、そんな疑問を挟はさんだ。

「あの王子達は、神霊スピリツトの中に入ったわけですし──いまさら、あんなに必死になって屍の兵達と戦わなくても、一時は逃げて態勢を立て直しても……」

　エイミーの幼くも聞こえる問いに、シズヤは微笑を向けた。

「……待っているのよ、彼は。〝味み方かた〟をね」

「……味方？　つまり、他ほかの来訪者ビジターですか？　イリスとかカトルとか」

「それにムスカもね。今いま頃ごろきっと、イリス達があの人達を救出しているわ。コウ司し教きようも……」

　エイミーが眼めを見開いた。

「え……それって、大変じゃないですか！　じゃあ、邪じや魔まをしにいかないと……！」

「いいのよ、エイミー。それはいいの」

　シズヤは苦笑した。

　これ以上、戦力を分けたくはないし、すでに屍の兵も出ている。いまさら、来訪者ビジター達に何かができるとも思えない。

　そもそもフェリオ達が、メビウスとバニッシュを止められないだろう。

　ならば、事態はどう転ころんでも、世界の滅めつ亡ぼうを生む。

　シズヤ達は生きてさえいれば、向こうの世界を見ることができるだろう。

　仮かりにもし、メビウス達が止められたとしても、こちらの世界が残る以上、生きる場所はある。

　つまりシズヤ達は、無む理りをする理由を持っていない。

「でも、シズヤ様。コウ司し教きようまで連れてこられて、シャジールの力で神霊スピリツトを操そう作さされたら……」

　生き真面目まじめなエイミーは、そんな心配を捨てられないらしい。

　そんな彼女を可愛かわいらしく思いながら、シズヤは耳元に囁ささやく。

「私達は本来、観客なのよ。エイミー──」

　シズヤの言葉に、エイミーが首を傾かしげた。

　まだ若い──つまり、屍しかばねの薬を投とう与よされはじめて月日の浅い彼女には、わからない事情かもしれない。

　屍の薬──人を廃はい人じんにすることも多いその薬は、〝感情〟を奪うばうという側面を持っている。

　あのカトルという来訪者ビジターもそのうちの一人らしいが、シズヤもまた、生きる上での楽しみを見失いつつある自分を自覚していた。

　アカツキが殊こと更さらに粗そ野やを装よそおうのも。

　リョガクが漢おとこらしい生いき様ざまに拘こだわるのも。

　シズヤが、無責任なまでに享きよう楽らく的てきに振ふる舞まうのも、失いつつある感情を保たもとうとしての行為だった。

　結果、偏かたよった形で恐怖の感情が薄うすれ、他人に対する共感の意識も薄れている。人を殺すことをなんとも思わないし、仲間の死に対しても冷れい淡たんなシズヤ達の精神性は、〝屍の薬〟が造つくり上げたものだった。

　だからシズヤは、さまざまな事態に関かかわってその場を搔かき回しながらも、自身は観客のようなつもりで達たつ観かんしている。

「私は、事態を楽しんでいるわ。どちらに転んでも、私達はどうせ私達のまま──何も変わらない。メビウス様は向こうの世界に行けば長生きできると思っているみたいだけれど、私はそんな甘あまいものだとは思わない。いくら逃げ続けても、逃げた先が崖がけなら、それで終わり──だったら〝今〟を楽しまなきゃ、意味がないわ」

「あの、そういう問題じゃなくて……任務の……」

　シズヤはエイミーの頭を、軽く撫なでた。

「じゃあ、エイミー。貴方あなたに任務をあげる。〝程ほど々ほどにして、楽しみなさい〟。でないと損そんよ、私達の中では」

　呟つぶやきながら、頰ほおに軽く口くち付づけをすると、エイミーは顔を真っ赤にして頷うなずいた。

　メビウスが向こうの世界へ行きたいと言うなら、それには付き合ってもいい。シズヤもどうせ、この世界には未み練れんがない。

　自分もメビウスも、この世界ではただの、壊こわれた人間なのだと思う。

　そして、目の前で激しく戦うパンプキンを見る限り──彼ら来訪者ビジターの中にも、壊れてしまった者は多そうな気がした。

　二つの世界はきっと、さほど変わらない──そんな気さえしている。

　上の様子を見に行った仲間の一人が、シズヤ達の下へ駆け戻ってきた。

「……シズヤ様。上から、別の者達が降りてきました。〝来訪者ビジター〟と、シャジールの司し教きよう達です」

　パンプキンが待っていたのも、それだろう。彼が踏みとどまって戦い続けていた理由は一つしかない。

　屍しかばねの兵達を退しりぞけ、シャジールの民が神霊スピリツトに触ふれる道を確保する──そのために、彼はこの場にとどまっている。

　シズヤは眸ひとみを細めて微笑ほほえんだ。神霊スピリツトから湧わいた屍の兵達は、パンプキンが独ひとりでほぼ一いつ掃そうしている。

　他ほかの来訪者ビジター達を出迎えるのは、自分達の役目だった。

「エイミー、行くわよ。一いち応おう、イリス達の相手をしてあげないとね」

　残った十人の仲間達を見み渡わたして、シズヤは改めて、指示を出そうとした。

　その背せ筋すじに、ふと理由の知れない悪お寒かんが走る。

　咄とつ嗟さにシズヤは、素早く前へと転ころがった。その頭の上を、唐とう突とつに現れた光の刃やいばがかすめて消える。

「カトル!?」

　姿の見えない来訪者ビジター──これまで、何処どこに身を潜ひそめていたかもわからないその男が、今、すぐ傍そばにまで来ていた。

　光の刃が消えた後は、再びその姿を完全に消してしまう。

「気をつけなさい！　カトルがここに紛まぎれ込こんで……！」

　シズヤが声を張ったその目の前で、仲間の男の喉のどが、ぱっくりと裂さけた。

　派は手でに血を噴ふきながら倒れていく彼に反応して、全員が腕輪を構える。

「お互たがいの背を庇かばいなさい！　何も見えない場所に攻撃するだけでも、牽けん制せいにはなるわ」

　シズヤはエイミーと組み、消えたカトルの気配を探った。

　そうこうしているうちに、また別の仲間が血を噴いて倒される。今度は隣り合った二人が同時に、首をかすめ切られた。

　その隠おん密みつ行動の能力に、シズヤは瞠どう目もくした。十人いたはずの仲間が、あっという間に七人まで数を減らされている。

　イリス達と行動している時のカトルは、もっと気配を発していた。息いき遣づかいや足音、そうした〝何かがいる〟と思わせる要素を、隠かくしきれていなかったように思う。

　だが、今のカトルはまさに、〝空気〟のような存在と化かしていた。

（これが彼の本気ってことね……甘あまく見てたわ）

　そのことを反省しつつ、シズヤは適当なところに光の縄なわを振り回した。

　耳を澄すまし、眼めを細めて、ほんの些さ細さいな気配を探る。

　気配は摑つかめぬままに──さらに二人が、息の根を止められた。

　これで残るは五人となる。

　背中越しに、エイミーの不安が伝わってきた。

「エイミー、落ち着いて。私がついているから」

「は、はい──」

　返事をしながら、エイミーも短剣ダガーを振った。

　当然、そんな攻撃があたるはずもなかったが、〝そこにはいない〟ことだけはわかる。

　シズヤは唐とう突とつに、光の縄なわを明後日あさつての方向へと投げた。

　何もないはずの中空で、不意にその縄が妙な動きをした。

　何かに当たった──

　そう察したシズヤは、気づかぬ振りをして内心でほくそ笑む。

　暗あん殺さつ者しやはよく、〝死し角かくに回り込もう〟とする。その点では、カトルも例外ではないらしい。ならば、対たい応おうのしようもある。

「……カトル、聞こえている？」

　様子を窺うかがうその相手に、シズヤは小声で語りかけた。

「狙ねらうなら、私を狙いなさいな。一いち応おう、この中では一番偉えらいのよ？　他ほかを倒すより、私をまず倒せば──早くパンプキンを助けに行けるわ」

　反応は期待していない。

　自身の左側を、自然な形で空あけておく。

「シズヤ様……？」

　その動きを奇き異いに思ったのか、エイミーが声を発した瞬間に──

　シズヤは、その〝死角〟へと、視線を向けぬままに短剣ダガーを放った。

　予測は的てき中ちゆうした。

　シズヤは慎しん重ちように、周囲の気配を探りつつ──故こ意いに、死角をつくった。

　鈍にぶい音と共に、中空に短剣ダガーが浮く。しかし、その刃は先さきだけは消えていた。

　つまりは、見えないカトルに、刃が突き立ったことを意味している。

「そこ！」

　すかさず暗殺者達は、一いつ斉せいに短剣ダガーを投げつけた。

　そのうちのいくつかが、カトルの身を貫つらぬく。呻うめき声すら発さなかったが、その傷口から赤い血が溢あふれるのを、シズヤは確認した。

「カトル！　退ひきなさい！」

　イリスの甲かん高だかい声が、その場に響いた。ムスカとコウ司し教きようも、彼女の傍そばにいる。そして彼女達の足元では、シアが震えていた。

　イリスは険けわしい顔つきで、シズヤを睨にらんでいる。

「カトル、貴方あなたはシアと一いつ緒しよに、何処どこかに隠かくれていなさい。その怪け我がじゃもう動けないはずよ。教授、それと──パンプキン！　そんなところで雑魚ざこを相手にしていないで、こっちを手伝って！」

　イリスは、神霊スピリツトの傍で戦うパンプキンを呼んだ。

　彼女の腕輪からも、複数の銀色の球が飛ぶ。

　イリスの腕輪は、その球が形成する狭せまい範囲内に爆発を起こす質のものである。

　彼女はカトルの前にいた暗あん殺さつ者しやの傍で、それを破は裂れつさせた。

　その隙すきに、カトルは指示通りに退ひいていく。

　ムスカが[image: 拳]こぶしを固めながら歩み出て、さらに背はい後ごからは、仲間の到着を知ったパンプキンが近づいてこようとしていた。

　手元にいるのは五人──この五人で、来訪者ビジター三人の相手をするのは、さすがに馬ば鹿からしい。

「姐あね御ご、無事か!?」

　来訪者ビジター達の背はい後ごから、上で戦っていたアカツキ達が降りて来た。

　イリス達はびくりと振りかえったが、遠とお目めに彼らの姿を確認したシズヤは、安あん堵どするよりも先に眉まゆを寄せる。

　アカツキもリョガクも、他に生き残っていた三人の部下達も、いずれも見てわかるほど酷ひどく疲ひ労ろうしていた。

　そして二人とも、腕輪を片方ずつ破は壊かいされている。人数としては十人になるが、彼らを頭数として数えていいものか、判断に迷った。特にリョガクの場合は、両方の腕輪が使えなければ、全身を護まもるその機能が働かない。

　戦えるか否いなか──一瞬の思し案あんを経て、シズヤは〝撤てつ退たい〟を決めた。

　メビウス達への義ぎ理りは果たした。これ以上、仲間を失えば、もし向こうの世界へ行けたとしても、それこそメビウスから〝捨すて駒ごま〟扱いにされるだろう。

　フェリオ達が阻そ止しするようなら──なおのこと、仲間の数が必要になる。

「……退くわ、エイミー。ここを突破して、アカツキ達と合流──いいわね？」

「ここを放ほう棄きするんですか!?」

　驚いたように言うエイミーは、すっかりやる気になっていたらしい。

　シズヤは、その場の流れよりも〝現実〟を見ている。

　だからこそ、仲間達の間では比較的に若い年齢にも関かかわらず、彼女の指示に皆が従う。

「ここは屍しかばねの兵達に任せるの。こっちの被害も甚じん大だいだし、まさか全ぜん滅めつするまで戦う気？　私達がいくら強くても、生き残れなきゃ意味がないわ。ここが潮しお時どきよ」

　シズヤは嘯うそぶいて、イリス達を回り込むようして動き出した。

　メビウスによる神霊スピリツトの操そう作さが成功すれば、異い変へんは嫌でも察さつ知ちできるはずだった。この研究施設の近くにいれば、彼と一いつ緒しよに世界の境きよう界かいを越えることも可能だろう。

　だがもし、彼が失敗していれば──こんな逃げ道のない場所に残っていれば、自分達まで運命を共にする羽は目めになりかねない。

　アルセイフとジラーハの騎士や、北方民族、それに来訪者ビジター達だけでなく、そろそろジェラルドの手配した兵達も着きそうな頃ころ合あいである。

　撤てつ退たいはイリス達にとっても意い外がいな選択だったらしい。

　警けい戒かいを露あらわにする彼女らに、シズヤは皮ひ肉にくなまでに友好的な微笑を向けた。

「退ひくって……本気？」

　イリスの声は疑ぎ惑わくに満ちていた。

「これ以上、戦力を失うわけにはいかないの。向こうへ行くにしても、こっちに残るにしても。それに──パンプキンが狙ねらうのは、どうせ私でしょ？　あんな戦い方を見せられたら、勝てる自信ないもの」

　シズヤは剣士でもなければ戦士でもない。戦いに誇りを見出すつもりもないし、忠ちゆう誠せい心しんなど微み塵じんもない。

　彼女は間諜スパイであり暗あん殺さつ者しやであり、その本ほん性しようは愉ゆ快かい犯はんも同然だった。

「じゃ、屍しかばねの兵がたくさん来ているけれど、がんばってね。さようなら、来訪者ビジターの方かた々がた──」

　恭うやうやしく一礼を送って、シズヤは生き残った部下を引き連れ、階段付近のアカツキ達と合流した。

　エイミーはまだ釈しやく然ぜんとしない様子だったが、シズヤの命令に逆さからう彼女ではない。忠実な彼女の頭を撫なでながら、シズヤはその耳に囁ささやく。

「そんなに戦いたかった？　あの人達と」

「いえ、そういうわけでは──でもシズヤ様。私達だって、向こうの世界に行かないと、こちらで屍の薬が手に入らなくなったら……」

「本当に行けるならいいけれど……エイミー、貴方あなたはメビウス様のことを信頼できる？」

　そう指摘すると、エイミーの表情が強こわ張ばった。

「あの人は、私達のことを捨すて駒ごま程度にしか思っていないわ。私達を連れて行くという言葉は、噓うそじゃないかもしれない。でも──自分の命をかけてまで、私達のために何かをする気はない。そしてそれは、私達も同じ。いいわね？　エイミー。生き残りを連れて撤退よ。メビウス様の操作の結果を、ぎりぎりまで待つけれど──逃げるべき時には、逃げられる場所にいないとね」

　エイミーが頷うなずいた。

　シズヤにとって、彼女は決して自分を裏うら切ぎらない少女だった。そんな彼女のことは、可愛かわいらしく愛いとおしい。正直なところ、メビウスなどよりよほど大切だった。

　そしてシズヤ達は、来訪者ビジター達一行を振りかえることなく、地上へ続く階段を上り始めた。
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　シズヤ達が去った後、ムスカはコウ司し教きようを肩に担かつぎ、改めてイリスに向き直った。

「カトルの傷は深いな……イリス、君はここで、シアとカトルを見ていてくれ。私はコウ司教を担いで神霊スピリツトの元へ向かう。パンプキンは、寄ってくる屍しかばねの兵の掃そう討とうを頼む」

「うむ、心こころ得えた」

　頷うなずくパンプキンの肩は、かすかに上下していた。

　彼の疲ひ労ろうを察しつつも、ムスカには他ほかに良い案が浮かばない。

　シズヤ達の短剣ダガーをその身に受けたカトルは、危険な状態にあった。

　いかに来訪者ビジターの傷の治りが早いとはいえ、限界はある。短剣ダガーに毒どくでも塗ぬってあれば、さらに事情は厄やつ介かいだが、生憎あいにくとこの場ではろくな治療も出来ない。

　シアだけでなく、イリスまでもが珍めずらしく、心配そうにその表情を歪ゆがめていた。

　彼女らに背を向けて、ムスカは駆け出す。

　パンプキンは先せん行こうし、屍の兵を屠ほふるための戦いを再びはじめた。

　さきほどまでの彼の奮ふん戦せんを物語るかのように、屍の兵の死体がそこら中に転ころがっている。

　そして、彼らを踏ふみつけつつ、新たに湧わいた兵達が、静かな進軍をはじめていた。

　ムスカはその光景にぞっとしつつ、パンプキンの肩を叩たたいた。

「パンプキン、行けるか？」

　かぼちゃ頭の男は、はっきりと頷いた。

「問題ない。ただ、帰き路ろの確保までは厳しいが──」

「それは気にしなくていい。我々が神霊スピリツトの中に入ったら、おまえはイリスと共に撤てつ退たいしろ。じきにラトロアの兵も来る。屍の兵は、彼らに任せればいい」

「あいわかった。我は我の仕事を為なそう──」

　パンプキンが、滑すべるように駆けた。

　コウ司教を肩に担いで、ムスカもその後を追いかける。

　かぼちゃの頭を中心に、ほとんど独楽こまのように回転しながら、パンプキンは近づく兵達を次々に叩たたき切った。

　神しん鋼こう並なみの硬かたさを持つ防具に攻撃を跳はね返されても、構わずに攻め続ける。

　血ち飛沫しぶきを舞わせるその姿は、悪あく魔まの如ごとき荘そう厳ごんさを兼かね備そなえていた。

　ムスカもまた、パンプキンが討うち漏もらした兵を力ずくで殴なぐり飛ばしながら、円えん柱ちゆうへと変化した神霊スピリツトめがけて突っ走った。

　そして、コウ司し教きようがその表面に触ふれた瞬間──屍しかばねの兵の量産が、一瞬だけ途と絶だえる。

　司教は広い額に汗を浮かべていた。シャジールの民に特有の力を使っているのか、彼は苦しげに眼めを瞑つぶる。

「ムスカ様、今のうちに中へ──一〇秒ほどしか、保もちません」

「パンプキン！　後は任せた！　おまえもイリス達と撤てつ退たいしろ！」

　叫ぶと同時に、硬こう質しつに見えるその円えん柱ちゆうの表面に、ムスカは真正面から飛び込んだ。

　たちまち、その視し界かいは別の世界へと切きり替かわる。

　そこは、極端に広い空間だった。

　入ってきた入り口も、いずれ出るべき出口も見当たらない。

　振りかえると、そこには広大な暗くら闇やみが広がっていた。

「コウ司教、ここは……？」

　肩に乗せた蛇へびの司し祭さいが、懐なつかしそうに応じた。

「御ご覧らんのとおり──神霊スピリツトの中です。厳げん密みつには貴方あなた達の世界とも、またソリダーテ大陸とも、異なる空間です」

　ムスカは足元を確認した。

　模様などは特にない。ただ漆しつ黒こくの大地が延えん々えんと、どこまでも果てることなく続いている。

　空も同様で、現実感の薄うすいその光景は、まるで夢を見ているようでさえあった。

　コウ司教が、その闇の中を指し示す。

「参まいりましょう、ムスカ様。この先に、メビウス達がいます。最後の安全装そう置ちまで解かい除じよされた今、彼を止めないことには──私にも、どうしようもありません」

　頷うなずいて、ムスカは足早に、シャジールが示す方向へと駆け出した。
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　リーブルマンに刺さされたハーミットは、動けずに固まっていた。

　昇しよう華かしたバニッシュに蹴けられたリセリナは、呻うめきながらも身を起こす。

　そして、刀の刀身を半分にされたフェリオは──

　弟子でしを刺さして呆ぼう然ぜんと立ち尽くすリーブルマンに、一瞬で詰め寄った。

　すかさず、リーブルマンが身み構がまえる。いつもと勝かつ手ての違う、折れた刀で切りかかると、リーブルマンはその攻撃を短剣ダガーで防いだ。

　その品は、屍しかばねの兵の女が持っていた剣である。神しん鋼こう並なみの硬こう度どを得ているらしく、簡単には壊こわせそうもない。

　リーブルマンは、真まっ青さおな顔をフェリオに据すえた。

「私には……私にはもう、向こうの世界しか居場所がない──この世界では研究も続けられないでしょう。私はどうしても、向こうの世界へ行かなければ……」

「そのためなら、貴方あなたのことを信頼していた教え子を裏うら切ぎってもいいっていうんですか!?」

　立ち上がったリセリナから、そんな声が飛んだ。

　そこをバニッシュに狙ねらわれ、再び彼女は防戦に回る。

　リーブルマンはかたかたと震えながら、その眼めに涙を溜ためていた。

「わかっているのです。私は愚おろかな男だと……でも、大切なものを裏切りでもしなければ、本当に大切なものを守ることなどできない──私は、研究を続けたい。そして、そのための居場所が欲しい──」

　それはいかにも自分勝手な言だったが、フェリオの胸にも痛いたい言葉だった。

　ウルクを、そしてリセリナを、どちらも裏切りたくない──そんな思いを抱く自分と、彼を比較してしまう。

　リーブルマンは、片方を斬きり捨てた。

　だが、フェリオは、その行動が必ずしも正しいとは思えなかった。

　今、議論をするつもりはない。

　ただ──ハーミットを刺したリーブルマンに、手て加か減げんをする必要はないと判断をする。

　無言のままリーブルマンに肉にく薄はくしたフェリオは、無む造ぞう作さに彼の短剣ダガーを弾はじいた。短剣ダガーはくるくると宙ちゆうを舞って、少し離れた位置に落下する。

　そしてフェリオは、そのままの勢いで刃やいばを横に寝かせて、リーブルマンの胴どう体たいを狙った。

　肝かん心じんの刀は半分の長さになっているが、それでもこの距離ならば、確実に相手を仕し留とめられるはずだった。

　しかしその斬ざん撃げきは、真下からの刃によって阻はばまれる。

「フェリオ様……待ってください……」

　刺されたハーミットが、悲ひ痛つうな声をよこした。

「先生を……！　先生を斬るのは、待ってください……先生、これはただの、出来心でしょう？　本当の先生は、こんなことは望んでいないはずだ……先生は今、錯さく乱らんしているだけで……メビウスにそそのかされただけで……」

　刺されてもまだ擁よう護ごするハーミットの声に、リーブルマンの眼が揺れた。

「ハーミット……私は……」

　迷うように、リーブルマンが胸を押さえた。彼は歯を食いしばり、その腕を小こ刻きざみに震わせる。

　刺されたハーミットがなおもリーブルマンを信じようとしていることで、彼の中にも後こう悔かいと自じ責せきの念ねんが生まれたことを、フェリオは敏びん感かんに察した。

　おそらくリーブルマンは、ほとんど無意識のうちに、ハーミットを刺してしまったのだろう。殺さつ意いがなかったために、ハーミットも危険に気づくのが遅おくれた。

　それほど、この老人も事態の推移に困こん惑わくしているのだ。

　向こうの世界へと渡って、研究を続けたいという自分勝手な欲求──

　弟子でし達を裏うら切ぎったことへの罪ざい悪あく感かんと、その事実を隠いん蔽ぺいしたいという思い──

　そうした感情が今は複雑に絡からみ合い、リーブルマンの中でせめぎあっている。

　リーブルマンは転ころげるようにして、落とした短剣ダガーを拾い上げた。

　彼は必ひつ死しの形ぎよう相そうで短剣ダガーを構えると、隙すきだらけの大おお仰ぎような動きで、再び敢かん然ぜんとフェリオに斬きりかかる。

　しかしその動きは、やはり何処どこか不自然だった。

　フェリオはまた軽々と、半分に折れた刀でこの攻撃を捌さばく。

　拙つたない斬ざん撃げきは脇わきに逸それたが、そのままリーブルマンは、〝防ぼう御ぎよ〟の動きをとろうとはしなかった。

〝──この人は……もしかしたら、誰だれかに止めて欲しがっているのか──？〟

　フェリオがそんなことを直感するほどに、それは無む謀ぼうな攻め方だった。

　短剣ダガーを振り終えたリーブルマンが、素早くフェリオを振りかえる。

　その血走った眼めは、狂きよう気きと良心との衝しよう突とつによって、激しく揺れていた。

　ハーミットが声をあげる。

「先生！　誰でも道を間違えることはあります！　しかし、それを正すこともできるはず……どうか、剣を納め──」

　傷を抑おさえながら声を枯からすハーミットに、リーブルマンは痛いたましげな視線を向けた。

「すみません、ハーミット……私はもう、どうしても止まれないのです。神霊スピリツトに魅み入いられてしまった、愚おろかな私は──もう、こうすることしかできない……！」

　リーブルマンは、フェリオと対たい峙じして短剣ダガーを構える。

　涙こそ零こぼしていないが、彼の声は泣いていた。

　短い戦いの中で、フェリオは理解した。

　──彼は、弱い人間なのだ。

　自分の欲望を、自分で制せい御ぎよすることができず、そして本人もそのことを自覚している。〝やめたい〟、あるいは〝やめるべきだ〟と思いながらも、やめることができない──研究という快楽から、自分の力では逃れられずにいる。

　そして弟子達を裏切り、そのことを恥はじながらも、詫わびて研究から手を引くこともできず、また苦悩の中で自ら死を選ぶこともできない──そんな悲しい老人だった。

　リーブルマンが、再び短剣ダガーを振りかぶる。

　捨すて身みの攻撃は、フェリオを殺そうとしているようでありながら、同時に自らを危険にさらしていた。

「先生！」

　ハーミットが悲痛な声を上げる。

　斬ざん撃げきを決意するまでには、一瞬の躊ちゆう躇ちよを要した。

　だが、フェリオは──

　手にした軽い刃やいばを、力強く振るった。

　リーブルマンとフェリオとが、一瞬のうちにすれ違う。

　そして、赤い血ち飛沫しぶきが舞った。

　不ふ可か思し議ぎな空間を彩いろどるように、暗い血の赤が周囲へと散る。

　ハーミットが呆ぼう然ぜんと眼めを見開く前で、リーブルマンの体が崩くずれ落ちた。

　フェリオは眉まゆを寄せて、斬きり抜けた動作のままで折れた刃を止める。

　呆あつ気けなく地に沈んだ老人は、その身を血ち溜だまりに横たえていた。

　全すべてを失ったかのような寂さびしげな眼を見開いたまま──リーブルマンは、即そく座ざに絶ぜつ命めいしていた。

　倒れたままのハーミットが、嗚お咽えつを漏もらす。

　──リーブルマンの最後の斬撃は、まるでフェリオに〝斬きってくれ〟と言わんばかりだった。

　──彼はもう、楽になりたかったのだろう。

　フェリオはハーミットに視線を向けた。

　彼は、傷の痛みと心の痛みの両方に苛さいなまれ、動けない状態となっている。

「フェリオ……様……申し訳、ありません。このような醜しゆう態たいを……」

　意識と息があることに、フェリオはひとまず安あん堵どした。だが、とてもではないが戦えるような傷ではない。

　そのハーミットの手には、神しん鋼こうの刀が、まだ握られていた。

「……ハーミット、君はじっとしていてくれ。代わりに──この刀を借りる」

　その神鋼の刀は、もともと、フェリオが商人のロセッティから購あがなったものである。遣つかう者がいないからと、ハーミットに預けていた品だった。

　ハーミットは息を詰まらせながら頷うなずいて、指を緩ゆるめる。

　新しい刀を手にしたフェリオは、すぐさまにバニッシュと戦うリセリナの援えん護ごに走った。

　そちらはまだ、決けつ着ちやくがついていない。

　相変わらずに、バニッシュの動きは常じよう軌きを逸いつした速さを保っている。

　防戦に回っていたリセリナを救すくうべく、フェリオは脇わきから刃やいばを突き込んだ。

　バニッシュが飛とび退のいてこれを避よけ、数すう瞬しゆんの間まが生まれる。

「フェリオさん、気をつけてください！　昇しよう華かしたバニッシュは……強いです」

　悔くやしげに言うリセリナと並んで、フェリオは刀を構えた。

　リセリナはよく耐たえていたが、さすがに疲労しているようで、その肩は激しく上下していた。

　バニッシュが再び、駆けながらその腕を振るう。

　その右手と左手が、まるで複数に増えたかのように蠢うごめき、フェリオとリセリナを同時に襲った。

　少しずつ、眼めは慣れてきている。でなければ身を守ることすらできない。

　だが、絶対的な速度の差は覆くつがえし難く、それゆえにフェリオ達は防戦にまわらざるを得なかった。

　このまま、バニッシュが疲労で動けなくなるまで粘ねばれたとしても、その間にメビウスが作業を終わらせてしまえば元も子もない。

〝どうする……!?〟

　結論は出ている。攻めるしかない。攻めて、バニッシュを倒せなければ──メビウスを止めることもできない。

　あるいは、もう一手──

「リセリナ！　君はメビウスを狙ねらってくれ！」

　そう叫ぶと、彼女は一瞬だけ戸と惑まどいを見せたものの、すぐにフェリオの意を察さつし、力強く頷うなずいた。

　フェリオがバニッシュを足止めし、その隙すきにリセリナがメビウスを倒す──そのフェリオの決断は、バニッシュの動きにも混乱を呼んだ。

　彼は、〝メビウスを護まもれ〟という形で指示を受けている。リセリナの動きにも対たい処しよしようとして、その反応が乱れた。

　それは、〝昇しよう華か〟のため、命令を遵じゆん守しゆするがゆえに生まれた隙だった。

　その一瞬の隙を、フェリオは見逃さない。

　刃やいばが斜めに疾はしった。

　さながら雷らい光こうのような勢いで、その刃はバニッシュの左腕を刎はね落おとす。

　胴どうを狙った斬ざん撃げきは、バニッシュの反応によって狙いを逸そらされたが、それでも致ち命めい傷しようといっていい。

　バニッシュの表情に、戸惑いは生まれない。リセリナとは違って、彼らの場合は昇華中に、一いつ切さいの感情を示さない。

　その戦いぶりはまるで、〝屍しかばねの兵〟達と同じだった。

　フェリオは、続けて刃を振るう。

　左腕から血をまき散らしながら、バニッシュは右手でフェリオを追った。

　バニッシュの側にしてみれば、それは相あい打うち覚かく悟ごの攻撃だったかもしれない。明らかに守りを捨て、相手を殺すことだけを考えた動きだった。

　しかしフェリオは、そんな捨すて身みの〝剣けん術じゆつ〟は邪じや道どうだと、ウィスタルから教えられている。

　邪道に正攻法で対たい処しよする必要はない。

　フェリオはすかさず、突っ込んできたバニッシュの顎あごを蹴けり上げた。

　剣の動きに気をとられていたバニッシュは、見事にこの一撃に引っ掛かる。それは身体能力的に、致ち命めい傷しようにはなり得ない攻撃だったが、フェリオにとっては相手の隙すきをつくるための一手だった。

　衝しよう撃げきにバニッシュがのけぞる。

　がらあきになった胴どう体たいを薙なぐ一撃に対しては、彼の右腕が間に合った。神しん鋼こうの刃やいばが、その手に摑つかまれそうになる。

「リセリナ！」

　フェリオはここで、彼女の名を呼んだ。

　バニッシュの向こう側に待たい機きしていた彼女は、もう動き始めていた。

　まだメビウスを襲ってはいない。動いた振りをしながら、フェリオとバニッシュの一瞬の攻防を、彼女は全すべてそこで見ていた。

　その右手に閃ひらめいた光の刃が、防ぼう御ぎよの手段を失ったバニッシュの背中へと吸い込まれる。

　体勢を崩くずし、残った右腕さえも封ふうじられた上での、かわしようのないこの一撃を、バニッシュはなおも避よけようとしていた。

　それは、必ひつ死しで生き残ろうとする、最後のあがきにも似ていた。

　元の世界に帰ろうと願う、彼の心を──

　フェリオとリセリナは、力ずくで打ち砕くだく。

　リセリナの右手が、バニッシュの心臓を貫つらぬいた。

　──バニッシュの体が、びくりと一回、大きく跳はねた。

　その手て応ごたえに、リセリナは眉まゆをひそめ、悲しげな眸ひとみをしていた。

　家族に会いたいという、その願いの重みを知る少女は、自らの手でその願いを持つ者を殺した。

　彼女だけに、その重みを背せ負おわせる気はない。

　動きを止めたバニッシュに対し、フェリオはすかさず、刃を滑すべらせて前から首筋を刎はねた。

　前後から貫かれたバニッシュは、完全に沈ちん黙もくした。

　口から黒い血を吐はきながら、バニッシュの体が崩れ落ちる。

　見開かれたその眼めに、彼の家族の姿が映っているような錯さつ覚かくを覚えつつ、フェリオはその死しに様ざまを眼に焼き付けた。
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　そこらの死体から集めた布で、イリスはカトルの傷口を塞ふさぎ終えた。

　出血が多く、不ふ可か視しのはずの姿はほとんど意味を為なしていない。布を巻いたせいで余よ計けいにはっきりと、今はその姿が確認できてしまう。

〝……あぶない、かな──〟

　イリスはそう覚かく悟ごしかけた。カトルの傷はそれほどに深い。

　神霊スピリツトの側から、屍しかばねの兵を振り切って、パンプキンが飛ぶように駆けてきた。

「パンプキン、教授とコウ司し教きようは？」

　開口一番に問うと、パンプキンはいつものようにかっくんと頷うなずいた。

「うむ。神霊スピリツトの中へと入った。後のことは──彼らに任せよう。我らは脱だつ出しゆつするのみである」

　とりあえずの成功に、イリスは安あん堵どした。

　パンプキンも酷ひどく疲労し、肩を激しく上下させている。もともと、彼は長く戦うことに向いていない。その戦闘力は極めて高いが、それゆえに限界も早かった。

　シズヤ達も地上へ戻った以上、ここで戦い続けることに意味はない。

　イリスはカトルに肩を貸して、慎しん重ちように立ち上がらせた。

「そうね。まだ動けるみたいだけど、カトルの怪け我がはけっこう深しん刻こくよ……脱出するなら、急いだほうがいいわ」

　出で来き損そこないの透とう明めい人間のような姿と化かしたカトルは、ゆっくりと歩き出す。彼を支えながら、イリスは目元を歪ゆがめた。

「でも、この格かつ好こうは怪あやしすぎよね……見えなきゃ見えないで、人から気づかれる心配もないのに……」

　そんなことを言っている傍そばから、神霊スピリツトからは屍しかばねの兵が湧わき出して来た。

　イリスは舌した打うちをして、腕輪を身み構がまえる。

「パンプキン、貴方あなたは先せん行こうして、上にいる屍の兵をやっつけておいて。私はスフィアで、後続の連中の目くらましをしながら追いかけるから……シア、貴方はカトルが歩くのを手伝いなさい」

　その指示に従って、部下達が動く。

　上からも、屍の兵の群れが迫りつつある。彼らはまだイリス達を視し認にんしておらず、その歩みは迷うように遅おそかったが、その包囲を突破しなければ地上には抜けられない。

　まずはパンプキンが鍾しよう乳にゆう洞どうを駆け抜け、滑すべるような速さで階段を上り始めた。シアは駆け足でカトルを引っ張り、カトルもどうにか、人並みの速さで走りだす。

　イリスはその最さい後こう尾びにつき、スフィアを飛ばしては、追いすがる敵の眼がん前ぜんで爆発させた。

　腕輪から射出された四つの小さな球体が、それぞれを頂点とした三さん角かく錐すいを形作る。その領りよう域いき内で起きる爆発は、本来ならば肉を抉えぐり骨を砕くだくほどの威い力りよくだが、今の腕輪にそんな力はない。

　この世界に来てすぐに、イリスは自身の腕輪を壊こわされた。壊したのはフェリオというアルセイフの王子で、ムスカの応急修理を経て、どうにか動くようにはなったものの──本来の威力は失ってしまった。

　今では目くらましの煙えん幕まくか、せいぜい火傷やけどする程度の爆発しか起こせない。

　それでも、その爆発を受けて方向感覚の狂くるった敵兵は、壊れたおもちゃの人形のように互いにぶつかり合い、激しく混乱していた。

　まともな思し考こうをもたぬ、屍しかばねの兵ならではの弱みでもある。それでも恐怖や戸と惑まどいを見せずに、ただ敵の姿を求めてうろつく彼らの姿は、イリスの眼めに酷ひどく不気味に映った。

〝本当に……動くだけの死体みたい〟

　哀あわれと思う以前に、そんな感想しか浮かばない。

　逃げながら階段を見上げれば、パンプキンは順調に上の敵兵を片付け、すでに一階に達していた。

　カトルとシアも、階段を上り始めている。イリスもその後を追いながら、背はい後ごへスフィアを連発した。

　屍の兵達は、少しずつだが距離を詰めてきている。

「カトル、シア、急いで！　追いつかれるわよ！」

　負傷したカトルの動きは、あまり芳かんばしくない。包ほう帯たい代わりに巻いた布は、かなりの部分が血によって黒く色を変えていた。

　眼下の階段に屍の兵達が足をかけ、次々に上り始める。

　イリスは焦あせって、彼らの前にひたすらスフィアを放った。

　しかし小さな銀色の球体では、彼らを倒すこともできない。

　そうこうしているうちに──

　足下の階段が、みしみしと悲鳴をあげ始めた。

　地下へと続くこの簡かん易い階段は、木製である。鍾しよう乳にゆう洞どうは天然のもので、一階部分と地下とは、ほぼ崖がけといってもいい急な斜面でつながっていた。

　崖の形に沿うように、階段は継つぎ接はぎされている。

　そんな簡易階段は、当然、多人数での使用を前ぜん提ていとはしていない。

（いけない……！）

　そのことに気づいたイリスが、シア達に警告を発するより、わずかに早く──

　その足下が、大きく揺らいだ。

　どこが壊こわれたのかはわからなかった。ただ、多くの屍の兵を載のせた階段は、ついにその重みに耐たえきれず、崩ほう壊かいをはじめてしまう。

「カトル、早く……！」

　後押しする声に、シアが眼を見開いて振り向いた。

　彼女達のいる足場は、まだ崩くずれていない。ちょうどイリスとシア達との間で、階段を支える支し柱ちゆうか手すりが、切り替わっていたらしい。

　彼女達は逃げ切れる──イリスはそう判断しつつ、自らの運命からは眼を逸そらした。

　足下の感覚が喪そう失しつした瞬間に、彼女はきつく眼を閉じる。

　脳のう裏りに浮かんだのは、ある少年の顔だった。

　つい今朝──イリスは、彼を拒きよ絶ぜつした。そのことを急に思いだし、息が詰まる。

　踏ふみ板いたが、急斜面を滑すべるように落下していく。摑つかまるべき場所は、何処どこにもなかった。

〝ごめん、エンジュ──〟

　決して届かない心の声を振り絞しぼりながら、イリスは閉じた眼めの奥に彼の姿を描いた。

　そして、地下を揺るがす轟ごう音おんと共に、彼女の意識は闇やみに沈んだ。
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　入り口付近で戦っていたはずのライナスティとディアメル達は、いつのまにか、外の騎士達と合流していた。

　今は敷地の内外から、屍しかばねの兵が溢あふれてくる。

　倒しても倒してもきりがない、その鬱うつ陶とうしい兵を相手に、騎士達は絶望的な善ぜん戦せんを続けていた。

　すでにその人数は、突入時の半分にも満たない。

　乗ってきた馬は全頭が息絶え、騎士達の疲ひ労ろうも頂点に達していた。

　振るった後の剣を取り落としそうになり、ライナスティが慌あわてて態勢を整える。

　そんな彼の援えん護ごをして、細剣レイピアを振るうディアメルもまた、その全身は傷だらけに転じていた。

　あたりは死体だらけで、もはや足場も悪い。

　激しい呼吸を繰り返しながら、ディアメルが歯を食いしばった。

「……さすがに疲れたな……」

「同感だ。そろそろお迎えが来てもいい頃ころだよな」

　不ふ謹きん慎しんに質たちの悪い冗じよう談だんを飛ばしつつ、ライナスティも剣を杖つえ代わりにし、一瞬だけ体を休ませる。

　全ぜん滅めつは時間の問題だった。あえて自じ決けつを選ばずに戦っているのは、騎士としての意地に過ぎない。

　さきほどから、交代で互いを守りながら息をいれていたが、それも限界に近かった。

　空からの援護をしていた北方民族の玄げん鳥ちようも、すでに疲労の限界に達して、交代で羽を休めている。

　その空を仰あおいだライナスティは、忌いま々いましげに溜ため息いきを吐ついた。

「やっばいなぁ、ディアメル──俺おれ、疲れすぎて幻まぼろしが見えてきたみたいだ」

「あぁ？」

　ディアメルの疲れ切った反応に、ライナスティは首を横に振って応じる。

「いや、向こうの空にさ……やたらたくさんの玄げん──」

　その言葉を遮さえぎって、別の騎士が声を荒げた。

「おい！　また玄げん鳥ちようだ！　今度は数が多いぞ！」

「え？　幻まぼろしじゃないのか、あれ？」

　ライナスティが頓とん狂きような声を漏もらすうちに、黒い半球の中を飛ぶ鳥達は、次々に近づいてきた。

　その数は、ざっと三十──

　タートムとの戦いの折に集まった玄げん鳥ちようよりも、さらに数が多い。

　そしてそれらの鳥の背には、相乗りする兵達の姿も見えた。

　一羽につき、三人から四人──合計すれば、百人近い援えん軍ぐんである。

「おい……あれ！」

　玄鳥達は、屍しかばねの兵を蹴け散ちらすようにして地上に降りた。その背から、次々に北方民族の剣士達が降りてくる。

　そしてその中には、騎士達にとってよく知った顔も混ざっていた。

〝彼〟は玄鳥の背から飛び降りるなり、手にした騎士剣を大振りに一いつ閃せんさせた。

　その次の瞬間には、周囲にいた屍の兵達の体が両りよう断だんされ、一度に宙ちゆうへと舞う。

　恐れを知らぬはずの屍の兵達が、一瞬たじろいだように見えるほど、その動きは目め覚ざましかった。

　そして彼は、戦場に響き渡る大声を張り上げる。

「皆、よく、ここまで耐たえた！　あと一息だ、気力を呼び戻せ！」

　死にかけていた騎士すらも眼めを覚ましそうな、強きよう烈れつな激げき励れいだった。

　その巨きよ軀くと輝くような銀髪は、見み紛まがうはずもない。だが同時に、〝ここにいるはずのない〟人間でもある。

　彼が都つ合ごうよく現れるには、この地はアルセイフから遠すぎる──その事実が、騎士達に眼を疑わせた。

　ライナスティは頰ほおを引きつらせる。他の騎士達も同様に、咄とつ嗟さには言葉をだせない。

　銀髪の巨きよ漢かんは、騎士剣を一閃させた直後に、再び騎士達に向けて声を張った。

「どうした、化ばけ物ものにでも見えたか？　呆ほうけるのは後にしろ。まだ目の前に、敵がいる！」

　響き渡ったその大だい音おん声じようは、まさに紛うことなく、〝王宮騎士団団長〟、ウィスタル・ベヘタシオンのものだった。




　　　　　　　[image: ]




　玄鳥の背から見下ろしたその光景に、エンジュ・シェパードは眼を疑っていた。

　銀髪の騎士団長、ウィスタル・ベヘタシオン──

　彼が地上へと降り立った瞬間に、まるで竜たつ巻まきでも起きたかのように、その周囲の敵兵達がまとめて薙なぎ倒されていた。

　その圧倒的な存在感を前にしては、感かん嘆たんの言葉さえ容よう易いには出てこない。
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　同じ玄げん鳥ちようの背に乗った老人が、呆あきれたように呟つぶやいた。

「やれやれ……こっちは老ろう残ざんの身だというのに、あの小こ僧ぞうは衰おとろえるどころか更さらに腕をあげておる。〝剣けん聖せい〟の呼び名は、とうぶん揺るがぬか」

　その老人は、ゴーダ・トレイスという名だった。

　エンジュとも一いち応おうは顔見知りである。彼はフォルナム神殿に仕える柱はしら守もりの一人で、フェリオの協力者でもあった。

　イリス達を追いかけてメイスン邸ていを出たエンジュは、道を走っている最中に、上から彼らによって見つけられた。周辺の人々は避ひ難なんしたために、あたりに人ひと気けはなく、そんな中で神霊スピリツトを目指して走るエンジュの姿は、空からでも目立ったらしい。

　ゴーダとはフェリオを通じて顔見知りでもあり、またウィスタルとは、アルセイフ内乱の折に共に戦ったこともある。

　鳥に拾われたエンジュは、ゴーダ達と共にここまで来た。

　玄鳥を操あやつるのは、見知らぬ北方民族の男である。

　ゴーダが彼の肩を叩たたいた。

「どうやらあの小さな御柱ピラーから、屍しかばねの兵達が出ているようだ。近くまで寄せてくれ」

　見下ろしたエンジュの視し界かいにも、それらは見えた。施設の周辺を囲むように、御柱ピラーとよく似た──しかしサイズはとても小さな、黒い円えん柱ちゆうがいくつも立っている。

　そして屍しかばねの兵達はそこから湧わき出し、狭せまい道を通りながら、騎士達の方向へと少しずつ移動していた。

　ゴーダは仲間達の鳥に、手の動きで何かを合図した。

　それを終えるや、手荷物から大きめの薬くすり瓶びんをいくつか取り出す。

　玄げん鳥ちようを操あやつる男が、エンジュを呼んだ。

「兄ちゃん、弓使いなんだろ？　俺おれの背中に火ひ矢やがあるから、代わりに撃ってくれ。いま、手がふさがっている」

　エンジュが反応するよりも早く、地上にいる屍の兵達に向けて、ゴーダが薬瓶を次々に投げつけはじめた。

　騎士達からは離れた位置にいる、まだ戦いに参加していない屍の兵達は、狭い道で渋じゆう滞たいしていた。

　低空を飛ぶ他の鳥達の背からも、その頭上に薬品がまかれる。

　ゴーダの背を越して、エンジュは男の背負った矢や筒づつから一本の火矢を抜いた。確かに鏃やじりはなく、油のしみた布が巻かれているが──当然のごとく、火はまだついていない。

「こんなところで火はつけられないだろ？　どこかに種たね火びは……」

　ゴーダがにっと笑って、二本の小さな薬瓶を、左右の懐ふところから取り出した。

「その矢を持っていなさい。錬金術アルケミーというのは、おもしろい学問でな。その産物には、こういう薬もある」

　ゴーダはまず一つめの薬品を鏃の布に吸わせ、続いて二つめの薬品をその上に振りまいた。

　たったそれだけのことで──エンジュの手にした矢の先に、赤々と火がついた。

　まるで魔ま法ほうを見せられたように、エンジュは瞠どう目もくする。

　ゴーダがエンジュの肩を叩たたいた。

「混ぜ合わせると発火する薬品だ。さ、撃ってくれ。騎士達から遠い連中を、先に始し末まつする」

　驚きから覚めないままに、エンジュは頷うなずいて、弓に矢をつがえた。

　薬品のまかれた周囲を狙ねらい──空を飛ぶ玄鳥の背から、その矢を放つ。

　たちまち、兵が埋うめ尽つくす狭い道に業ごう火かが生まれた。

　火柱が上がるほどの勢いで、屍の兵は周囲を巻き込みつつ、激しく燃えあがる。

　薬のかからなかった兵達をも巻き込み、かなりの数がその場で動きを止めた。

　延えん焼しようから逃れた兵は、火がついた仲間をまったく無視して、戦い続ける騎士達へと足を向ける。しかし後続は断たれ、その数はさほど多くもない。

　あまりの効果に呆ぼう然ぜんとするエンジュに向けて、ゴーダが笑みを向けた。

「……よし、やはり効くな。他の連中にも小さな御柱ピラーの周囲を狙わせるとしよう。で、君は下に降りたいんだったな？」

　エンジュは頷いた。屍の兵を倒して騎士の援えん護ごをするのも大切なことだろうが、今のエンジュが何よりも優先したいのは、〝イリス〟のことだった。

「わしも降りよう。鳥を降ろしてくれ」

　ゴーダの指示を受けて、繰くり手ての男は、戦い続ける騎士達のほうへ視線を向けた。

　施設の正面では、ウィスタルを迎えた騎士達が攻勢に転じていた。

　共に降りたのはウィスタルだけではない。それぞれの玄げん鳥ちようから、一人か二人ずつの戦士が降り、合わせて四十人ほどの援えん軍ぐんとなっている。そのほとんどは北方民族の戦士だったが、アルセイフの騎士もいくらか混ざっていた。

　騎士団長のウィスタルがアルセイフを旅立ったのは、一ヵ月以上も前のことらしい。彼をこのラトロアに誘ったのは、目の前にいるゴーダ・トレイスである。

　ジラーハからアルセイフへと戻ったゴーダは、〝フェリオがラトロアへ足を延のばした〟旨むねを王宮にも知らせ、その時にウィスタルとも会ったらしい。

　そして、神殿騎士ベリエとの戦いで負った傷も癒いえていたウィスタルは、ゴーダの要よう請せいに応じて玄鳥に乗ったという。

　地上からでは半年ほどもかかるラトロアへの道みち程のりも、玄鳥に乗れば山も川も容よう易いに越えて、あっという間に移動できる。シズヤ達の玄鳥でラトロアへ来たエンジュも、その速さは身をもって知っていた。

　勢いを取り戻した騎士達が、周囲の屍しかばねの兵達を押し返してできた空間に、玄鳥が一瞬だけ舞い降りる。

　その隙すきに地上へと降りたエンジュとゴーダに続いて、もう一羽、玄鳥が降りてきた。

　その背に乗っていた銀髪の娘が、颯さつ爽そうと目の前に飛び降りる。

　鳥の側は酷ひどく疲ひ弊へいしているようで、そのまま一度は飛び上がったものの、戦場から離れた場所にまた降りてしまった。

　ゴーダが短剣ダガーを抜き放ちつつ、降りてきた娘を出迎える。

「おう、シルヴァーナ。無事だったか」

　安あん堵どしたようなゴーダの声とは裏うら腹はらに、銀髪の娘の眼まな差ざしは険けわしい。

「師し匠しよう、これはどういうことだ？　なぜ、ウィスタル達までもが──聞いていないぞ」

　顔色には疲労の気配も濃こいが、それ以上に困こん惑わくの様子が強い。

　ゴーダはにやりと笑った。

「ついさっき、着いたばかりだからな。上からこの奇妙な半球を見て、異い変へんを察さつして来てみれば──」

「そんなことを聞いているわけじゃない。フォルナム側に残ったんじゃなかったのか？」

「散さん々ざんに教えただろう、ユキノ」

　不意に呼び名を変えて、ゴーダは彼女の肩を叩たたいた。

「〝切きり札ふだは、最後までとっておけ〟と──こいつがわしの切り札よ。お前達と連絡を絶っていたおかげで、メビウス達にも気づかれずに済すんだ。役には立っただろう？」

　からからと笑って、ゴーダはいつの間にか近づいていた屍しかばねの兵に向けて、懐ふところから薬品を投げた。

　シルヴァーナがすかさずそれに続き、別の薬品を投げつける。

　二種類の薬品を浴びた瞬間に、屍の兵はその場で炎えん上じようした。

　師し弟ていの息の合った連れん携けいに、エンジュは啞あ然ぜんとして言葉もない。

　シルヴァーナが嘆たん息そく混じりにゴーダを睨にらんだ。

「……どうやって長老連を説せつ得とくした？　これだけの数の玄げん鳥ちようと仲間達を動かすなんて、いくらなんでも──」

　ゴーダはぺろりと舌したを出す。

「ウィスタルの坊ぼう主ずを連れて行けば一発さ。長老達は未いまだに、あの坊主には弱いんだ。なにせ恩おんがありすぎるから、奴やつに頼まれれば嫌とは言えん」

　坊主呼ばわりされたその騎士団長は、一部の騎士達を引き連れ、早くも施設の中へ入ろうとしていた。

　おそらく、彼らの主あるじたるフェリオも、その奥に先せん行こうしているのだろう。

　この場にいないイリスやパンプキン達も、〝神霊スピリツト〟の傍そばに行っているはずだった。

　彼女たちの無事を祈りつつ、エンジュは騎士達の後を追う。

　ゴーダが馴な染じみの顔を見つけて、声を張った。

「ライナスティ殿どの、ディアメル殿！　ご無事でしたか」

　振り向いたのは、金髪の青年騎士と黒い肌はだの女騎士だった。

　どちらも疲労しきった様子で、今はウィスタルを追って移動しながら、他の騎士達に周囲を任せている。

　ほぼ全身が血に濡ぬれていたが、不思議と凄せい惨さんな印象は薄い。

　エンジュと眼めが合うや、彼らはそれぞれに驚いた顔を見せた。

「おいおい、団長の次はおまえさんか。よく無事だったな」

　肩を上下させ、その息を切らしながら、ライナスティが人ひと懐なつっこい笑顔を見せた。

　アルセイフの内乱の折、エンジュは彼らと共に戦った。彼らは騎士で、エンジュはただの一いつ兵ぺい卒そつだったが、一いち応おうは戦友といっていい間あいだ柄がらである。

「イリスやカボチャ達は、一いつ緒しよじゃないのか？」

　ディアメルがそう問うのに、エンジュは歩きながら頷うなずいた。

「うん。この先にいるはずなんだ。俺おれは置いて行かれたけれど……」

　やっと、追いつきつつある。

　騎士達は何かを察さつした様子で頷き、一行は先に突入したウィスタル達の後を、小走りに追った。

　辺あたりには、屍しかばねの兵の死体が満ちている。血の臭しゆう気きにむせながら、エンジュはそこに騎士達の激戦の跡を見た。

「シズヤ達は？　もう仕し留とめたのか？」

　問いかけると、騎士達の顔に苦にが味みが浮いた。

　その時──その〝答え〟は、エンジュが気づかぬうちに、すぐ目の前まで来ていた。

　施設の入り口。

　もっとも激しい戦いがあったと思われるホールに、ウィスタル達が踏み込んだ。

　それと同時に、ウィスタルのすぐ後ろにいた北方民族の男が、エンジュ達を振りかえる。

「ゴーダさん！　〝奴やつら〟だ！　奥からあがってき……」

　声をあげた男のすぐ脇わきで、ウィスタルの剣が閃ひらめいた。

　彼を狙ねらって奥から放たれた短剣ダガーは、その剣によって弾はじかれる。九きゆう死しに一いつ生しようを得た男は、舌した打うちまじりに奥へと向き直った。

　その背が物語る緊迫感は、エンジュにも伝わる。

　ゴーダとシルヴァーナの顔色が一変した。

「シズヤか──！」

　シルヴァーナが珍めずらしく怒りに表情を歪ゆがめ、施設内へと先に駆ける。

　それに続いたエンジュや騎士達の前では、すでに戦いが始まっていた。

　入り口となるその広いホールには、屍の兵達と共に、黒くろ装しよう束ぞくの一団がいた。

　それぞれの顔には、エンジュも見覚えがある。

　シズヤ、アカツキ、リョガク、エイミー──それに他ほかにも十人ほどの黒装束が、その場で戦っていた。

　より正確には、彼女達は防戦に回っている。突破を試みるシズヤ達を逃がさぬようにと、北方民族と騎士達と──一人の老ろう爺やとが、彼女達を威い圧あつしていた。

　初めて見るその老爺に、エンジュは背筋を寒くした。

　背丈はごく低い。あくまで小こ柄がらで、しかし放つ気配は巨人のように大きい。

　フェリオが持っているのとよく似た、短めの刀を二本、その両手に構えている。

「バ、バロッサ将軍!?　あの人まで……」

　隣にいたライナスティが、頓とん狂きような声を上げた。

　バロッサと呼ばれた老爺は、ウィスタルより早く、この場所に先せん行こうしていたらしい。その刃はすでに血を吸っていた。

　彼の目の前には今、シズヤとエイミーがいる。

　そしてウィスタルの前には、アカツキとリョガクとがいた。

　どちらも並んでいるだけに、傍はた目めにはウィスタル、バロッサの二人と、シズヤ達四人が対たい峙じしているように見える。

　他の兵達は、黒くろ装しよう束ぞくと屍しかばねの兵の相手に回っていた。

　ライナスティとディアメルはウィスタルの援えん護ごに、ゴーダとシルヴァーナはバロッサの援護に動く。その援護とはすなわち、近づこうとする屍の兵への対たい処しよだった。

　ウィスタルとバロッサは、それぞれに目の前の相手だけに集中している。

　エンジュは二組を交こう互ごに見定め、どちらにも撃てるように、その場で弓を構えた。独ひとりで奥へと進むには、まだ屍の兵が邪じや魔まをしている。

　バロッサが低く呟つぶやいた。

「シズヤ、といいましたか──娘から聞いております。タートムとの戦いの折に、私の部下達を倒したのが貴方あなた達だと」

　声は静かだが、異い様ような凄すごみを帯びていた。

　あの不ふ敵てきなシズヤの顔が、今は妙に強こわ張ばって見える。エイミーに至っては露ろ骨こつに怯おびえ、その足を震わせていた。

「貴方がバロッサ・アーネストね──噂うわさは聞いているわ。出向いた理由は、部下達の仇かたき討うちってところかしら？」

　バロッサが笑った。その眼めだけは、シズヤ達を睨にらみ据すえて離れない。

「いやいや……部下達は、立りつ派ぱに戦って死にました。元より、死を覚かく悟ごの上で散っていった者達──私に仇を討ってもらいたいなどとは、微み塵じんも思っておらぬでしょう。他人に仇あだを託たくすような、そんな女め々めしい連中ではありませんし、アルセイフの地を守り切れたこと、それ自体が彼らにとっては何よりの勲くん章しようです。きっとあの世で、奴やつらは満足していることでしょう。ですから、あえて仇をとるつもりなどはありませんが──」

　バロッサの体が、陽炎かげろうのように揺らいだ。

　離れて見ていたエンジュは、思わず眼を疑う。

　次の瞬間には、その老体はエイミーの背はい後ごへと回っていた。彼女の胴どうを叩たたき斬きる寸すん前ぜんで、その刃やいばはシズヤの短剣ダガーによって止められている。

　呆ぼう然ぜんとしたエイミーの傍そばで、シズヤが眼を細めた。

　バロッサは、上うわ目め遣づかいに彼女を見上げる。

「──いやまったく、仇をとる気などは毛もう頭とうないのですが……〝あの世〟で奴らに会った時に、多少は自じ慢まん話ばなしをしたいと思いましてな。そのために、貴方がたには死んでいただきたい」

　その言葉とは裏うら腹はらに、バロッサの顔には鬼き気き迫せまるものがあった。発された言葉と、その本心との間には、おそらく隔へだたりがある。

　かろうじて部下の少女を救すくったシズヤが、その頰ほおを引きつらせた。

「……相当、恨うらまれているわね、これは──エイミー、しっかりなさい！」

　少女を突き飛ばしておいて、シズヤが攻勢に転じた。

　迎え撃つバロッサの二刀が、踊るように蠢うごめく。

　その刃やいばと、シズヤの短剣ダガーとが交こう錯さくし、さらにはシズヤの手てつ甲こうから伸びた光の縄なわが剣に絡からみついた。

　ゴーダの後ろからは、屍しかばねの兵も迫りつつある。

　それに焦あせって、エンジュは矢の狙ねらいを定めた。

「エイミー！　貴方あなたはシルヴァーナとゴーダを足止めしなさい！　こっちは私が……」

「残念ながら、年ねん季きが違うのですよ──」

　転てん瞬しゆん、バロッサの体が中空に跳はね、綺き麗れいに一回転をした。背はい後ごに近づいていた屍の兵の首が、軽かる々がると刎はね飛ぶ。

　そして身をひねったシズヤの肩口から血がしぶき、彼女は腕を押さえて脇わきに転ころげた。

　バロッサは平然と、彼女を追い詰めに走る。

　シズヤは飛び起きて短剣ダガーを構えたが、明らかに態勢が悪い。

「シズヤ様!?」

　悲ひ鳴めいをあげたエイミーの脇をすり抜けて、シルヴァーナがシズヤのほうへ走った。

「シズヤ！　おまえだけは、ここで……！」

　その手元から、小さな薬くすり瓶びんが飛ぶ。

　シズヤにあたる寸すん前ぜんで、その瓶は見えない刃によって壊こわされた。

「姐あね御ご、先に退ひけ！　ここは俺おれとリョガクの旦だん那なで抑おさえる！」

　叫んだアカツキは、リョガクによってウィスタルの剣から庇かばわれていた。とてもではないが、他人のことを気にする余よ裕ゆうがあるようには見えない。

　暗あん殺さつ者しや達の押される姿が、エンジュには意い外がいだった。

　しかしよく見れば、アカツキの腕輪はすでに片方が壊れており、リョガクも腕輪を使っていない。疲労も激しいようで、エンジュ達が着く前の戦いがいかに激しいものだったか、推すい察さつできた。

　シズヤも退こうとはしていたが、バロッサがそれをさせない。

　老人の振るう二本の刀は、それぞれが別の意志を持つ生き物のように疾はしり、シズヤを壁かべ際ぎわにまで追い詰めた。

　壁に背を預けたシズヤの額には、汗が浮いている。

　バロッサが、飛びかかる寸前の狼おおかみのように身を低くした。

「──その命いのち、貰もらい受け──」

　固唾かたずを吞のんで見守るエンジュの視し界かいで、不意に白い光が爆発した。

　眼めを眩くらます光の中で、刃の音が幾いく度どか響く。

「エイミー！」

　甲かん高だかく女の声が響いた。切せつ羽ぱ詰つまったその声がシズヤのものだと気づくまでに、エンジュは数すう瞬しゆんを要する。それほどに彼女らしからぬ声だった。

　それとほぼ同時に、施設の奥の方から、何かの崩くずれる音が響いた。

　眩まぶしさにエンジュが眼めを閉じたわずかな隙すきに、周囲を何者かが駆け抜けていった。

　そして眼を開けたエンジュの前に、もうシズヤ達の姿はなかった。

　代わりに、彼女がいたはずの場所にはおびただしい血の跡があり、少し離れた位置では、バロッサとウィスタルとが、新たに寄ってきた屍しかばねの兵への対たい処しよを迫られていた。

　シズヤ達を追いそびれたバロッサは、眉まゆをひそめつつもその刃やいばを敵兵に向けている。

　振りかえったエンジュの視し界かいでは、外へ抜け出たシズヤ達が、音の出ない笛ふえを鳴らしていた。

　シズヤの背には、背中をざっくりと斬きられたエイミーの姿がある。バロッサの攻撃からシズヤを庇かばって受けた傷だと、すぐに察さつしがついた。

　そして、敷地内の何処どこかに隠かくれていたと思おぼしき玄げん鳥ちようが、シズヤ達の前にその姿を見せる。

　ゴーダとシルヴァーナが、シズヤ達の後を追って、エンジュの傍そばを駆け抜けた。彼女もまた、その麗うるわしい唇に笛をあてている。

「フウガ、来い！」

　舞い上がるシズヤ達の玄鳥と入れ違いに、叫んだシルヴァーナの傍にも、玄鳥が降りてくる。

　空中での戦いが始まった。

　逃げようとするシズヤ達と、それを逃がさぬようにと立ち回る北方民族によって、巨大な鳥達が空を舞いはじめる。

　手の届かぬ場所で始まった戦いから視線を転じて、エンジュは施設の奥に眼をやった。

　ついさきほど、シズヤの命を救すくった閃せん光こうは、エイミーが放ったものなのだろう。だが、奥から聞こえた轟ごう音おんは、それとは無関係である。

〝向こうで、何かが起きたんだ──〟

　そしてそこには──イリス達が、いるはずだった。

　エンジュは走り出した。

　通路にはまだ屍の兵が残ってはいたが、騎士達の活躍によって、道は空き始めている。今ならば、突っ切って奥へ行けそうだった。

　ライナスティとディアメルが、それを察したかのように左右を護まもってくれた。

「坊ぼう主ず、気をつけろよ！　無む理りだと思ったら引き返してこい！」

「パンプキンが先せん行こうしている！　奴やつがもし昇しよう華かしているようなら、近づくな！」

　二人の助言に頷うなずきながら、エンジュは前に立ち塞ふさがった屍の兵の、その喉のど元もとを素早く射い抜ぬいた。

　細身のその兵は、矢の勢いに押されるままに、真後ろへと倒れ込む。

　弓の腕は長い療養生活で鈍にぶっていたが、さすがに近くのものは外す気がしない。

　走るうちに、地下へ続くと思しき暗くら闇やみが、目の前に迫ってきた。

　その正面に、小さな少女の姿がある。

「……シアか!?」

「あ……エンジュ！」

　振り向いた金髪の子供は、今にも泣きそうな顔をしていた。

　その隣には、不ふ可か視しのはずのカトルがいる。彼は全身の至るところに、赤く染まった布を巻いていた。

〝怪け我がをしているのか……？〟

　嫌な予感が脳のう裏りをかすめた。

　この場所には、イリスと、そしてパンプキンの姿が見えない。

　エンジュはシアに駆け寄った。

「シア、何があったんだ!?」

　地下へと続く暗くら闇やみは、急な斜面となっていた。その途中までは階段があるものの──その先は、ただの斜面となっている。

　シアが眼めを震わせた。

「逃げている途中で、階段が崩くずれて、イリスが下に──たった今、パンプキンが助けにいったんだけど──」

　エンジュは、自身の顔色が蒼そう白はくに転じるのを自覚した。

　カトルがゆっくりと、シアを抱きかかえる。

「カトル？　イリス達は──」

　慌あわてるシアに、エンジュは頷うなずいて見せた。

「……いや、それでいい。君とカトルは、先に脱出しろ。イリスの所には、俺おれも行く」

　シアは戦闘では足手まといにしかならないし、カトルの負傷は出血の量からして尋じん常じようでない。

　この二人がこれ以上、ここに留とどまることに利りはないはずだった。

「カトル、シアを任せた。パンプキンはこの下にいるんだろ？」

「だめだよ、エンジュ！　死んじゃうよ！　下にはまだ……」

　シアが怯おびえて叫んだ。

　彼女の金色の髪を、エンジュはそっと撫なでる。

　そして彼は、決意の言葉を口にする。

「……俺は決めたんだ。イリスを護まもりたいって。この下にイリスがいるなら、俺は行かなきゃいけない。でないと──」

　でないと、今朝の言葉が噓うそになる──

　エンジュは階段を下りようとした。

　その肩をカトルが摑つかむ。

　振りかえったエンジュの目の前に、彼は何も言わずに、屍しかばねの兵が落としたらしい短剣ダガーを差し出した。

　エンジュはそれを受け取り、彼に微笑を送る。

「ありがとう、カトル。そっちも上手うまく逃げてくれ。イリスのことは、俺おれとパンプキンでなんとかするから」

　カトルに抱かれたシアが、心配げにエンジュを見つめた。

　彼女の視線を振り切って、エンジュは闇やみの地下へと足を進める。

　階段がなくなった先の斜面を、ゆっくりと滑すべるように降りていくと、すぐに刃やいばをかわす音が聞こえはじめた。

「パンプキン！　無事か!?」

　姿が見えないままに、エンジュは声を張る。

　暗闇から、聞き慣れた声が返ってきた。

「おぉ、エンジュであるか！　イリスは瓦が礫れきの下である！　我は雑魚ざこどもの相手で手が離せぬゆえ──」

「わかった！　そいつらを抑おさえておいてくれ。今からイリスを探す！」

　足が底に着いた。

　階段の瓦礫の下には、屍しかばねの兵の死体がいくつも転ころがっていた。

　落ちて死んだわけではない。いずれもパンプキンの刃によって仕し留とめられていた。

　そして、刃をかわす音は少しずつ遠くなっていく。

　元は階段だった板きれを蹴け飛とばしながら、エンジュは声をあげた。

「パンプキン！　あまり離れると……」

「すまぬな、エンジュよ──」

　その声はいつものパンプキンのものだったが、明らかに疲労によって枯かれていた。

　そのことに、エンジュは愕がく然ぜんとする。

「……我もそろそろ、限界に近い──これよりは昇しよう華かしての戦いに入る。そうなればイリスはともかく、汝なんじのことをも襲いかねん。ゆえに、今から距離をとる。我が屍の兵と戦っているうちに、汝はイリスを助け、地上へ戻るのだ」

「昇華……？　何をいって……」

　パンプキンの声に〝覚かく悟ご〟の響きを察さつして、エンジュは違い和わ感かんを覚えた。

　返ってきたパンプキンの声は、微かすかに笑っていた。

「よいな、エンジュよ──イリスのことは、汝に託たくした。これより未来は、汝がイリスを護まもるのだ。我の役目は終わった。道どう化けの幕まくには、引ひき際ぎわというものがある──」

「……パンプキン!?　よせ！　戻ってこい！」

　思わぬ別れの言葉に、エンジュは絶ぜつ叫きようを返した。

　パンプキンは、死を覚悟している──そう思った。

　彼を止めたい一心で、エンジュはまた声をあげようとした。

　まるでそれを制するように、パンプキンの声が鍾しよう乳にゆう洞どうの中に響き渡る。

「なに、心配はいらぬ。地上にてまた会おう！　我もこのようなところで、死ぬ気はない──汝なんじらが逃にげ延のびるまで、ここから先は一兵も通さぬ──」

　その声はすでに遠い。

　エンジュは彼の言葉を、噓うそと看かん破ぱした。

　あの滑こつ稽けいなかぼちゃ頭の姿は、闇やみにまみれて見えない。ただ、屍しかばねの兵達と戦い続ける、その刃やいばの音は、はっきりと聞こえてくる。

「パンプキン！　だめだ！」

　エンジュはもう一度、声を枯からして叫んだ。

　彼からの返答は、もうない。

　代わりに──すぐ足下から、か細い声が聞こえた。

「……エンジュ……なの？」

　それは、彼が探していた少女の声だった。

　エンジュは慌あわてて、傍そばの瓦が礫れきを退どけはじめる。

　埃ほこりに汚れたイリスの髪が、そこから現れた。階段の残ざん骸がいに顔を押しつけ、うつぶせのままで、彼女は痛みに呻うめいている。

「──どうして、貴方あなたが、ここに……」

　夢でも見ているかのように、イリスの声は頼たよりなかった。

「君を助けに来たに決まってる。他ほかにどんな理由があるっていうんだ」

　答えながら、エンジュは必死になって、彼女の体を圧あつ迫ぱくする板きれを退かしていった。

「私を……？　だって、私は……」

「たとえ君に嫌われても──俺おれは、君が好きなんだ。だから護まもりたい。理り屈くつじゃないんだよ、こういうのは！」

　特に重い残骸を退けるために、エンジュはカトルから受け取った短剣ダガーを梃子てことして、懸けん命めいに力を入れた。

　イリスの足が、やっとその隙すき間まから解放される。

　骨が折れているらしく、彼女はそのまま立てない。

「せっかく来てくれたけど……無む理りよ、エンジュ。私は動けない。貴方だけでも──」

　イリスの言葉を無視して、エンジュは彼女の身を背に担かついだ。暖かく柔やわらかい少女の体は、こんな場所で戦うのにはいかにも不ふ釣つり合あいだった。

「そんな言葉は聞きたくない。摑つかまっていろ。斜面を登るから」

「だけど……」

「俺達を逃がすために、パンプキンが奥で戦っているんだ！　あいつの想おもいを無にする気か!?」

　エンジュが叫ぶと、イリスが息を詰めた。

「パンプキンが……？　どうして……」

「だから、君を護まもるために決まっているだろう。君は、自分が思っているよりも、周りからは大切にされているんだ。気づいてないかもしれないけれど……少なくとも、俺おれは君のことを、誰だれよりも大切に思っている」

　断だん言げんしておいて、エンジュは急斜面に手をかけた。

　降りてくることはできたが、登れる自信はあまりない。だが、背中にイリスを背せ負おっている以上、絶対に落ちるつもりはなかった。

　岩に手をかけ、ゆっくりと上り始めたエンジュの耳元で、イリスが困こん惑わくしたように囁ささやいた。

「どうして……どうして、貴方あなたは私なんかに、そんなことを言えるの……？　私、酷ひどい女よ。私がウルク司し祭さいに何をしたか、貴方だって知っているでしょう？　それだけじゃない。人だって何人も殺してる。私には、貴方に好すかれる資格なんて……」

　涙混じりのその声は、彼女の抱えた歪いびつな思いを表していた。

　エンジュは内心で、わずかに呆あきれてしまう。そして、やはりイリスとリセリナとは〝姉妹〟なのだと、改めて思った。

　フェリオに負おい目めを感じて身を引きがちなリセリナと、今のイリスはとてもよく似ている。

　二人分の体重をその手足に感じながら、エンジュはゆっくりと、岩いわ肌はだを上っていった。

「悪いことぐらい、俺だってやってるよ。生き物を殺すのなんて、それこそ猟りよう師しの生業なりわいだし──イリス、君が自分のことをどう思おうと勝かつ手てだけれど、俺は本当に君が好きなんだ。だからここにも来たし、これからも──君の傍そばにいたい」

　エンジュの首筋に、水すい滴てきが落ちた。

「……ばか」

　ごく小さな声で、イリスが呟つぶやいた。

　その声を聞いたエンジュは、自分がどうして彼女に惹ひかれたのか、その理由にふと思い至った。

　イリスという少女は、初めて会ったときから、いつもひどく寂さびしそうだったのだ。

　虚きよ勢せいを張ってごまかしていても、その眸ひとみの心細い光は、いつも誰かに助けを求めているように見えた。

〝こんな眸をしている子を……放っておけるわけ、ない──〟

　初めは、そんな心配が先に立っていたように思う。それがいつの頃ころからか、好意に変わっていった。

「イリス──今朝けさは振られたけど、俺、別にまだ諦あきらめたわけじゃないから」

　彼女の不安を和やわらげるつもりで、エンジュはそう告つげる。

「……ほんとに、ばか……」

　もう一度、同じ言葉を呟つぶやいたイリスの声は、隠かくしようもなく涙に震えていた。

　表情を窺うかがう余よ裕ゆうがないことが、エンジュには少し惜おしい。

「イリス、ここを出たら──何処どこか、田舎いなかのほうに行かないか？　俺おれは狩かりぐらいしかできないけれど、カトルやパンプキンも一いつ緒しよにさ──」

　泣いているイリスから、返事はなかった。

　苦笑したエンジュの背筋に──

　ふと、嫌な気配が走った。

　洞どう窟くつの天井付近──暗くて見えないその頭上の、更さらに上の階から、大きな振動が襲ってくる。

「……イリス！　しっかり摑つかまれ！」

　叫ぶのと同時に、その異い変へんは起きた。

　耳を覆おおいたくなるほどの衝しよう撃げき音おんが響き、頭上から岩の塊かたまりがいくつも降ってくる。

　まるで地下のこの空くう洞どうを埋うめようとするように、落らく盤ばんが起きたのだ。

〝イリスを護まもらないと……！〟

　そうは思いつつ、崖がけの途中ではまったく身動きがとれない。

　周囲をばらばらと落ちていく岩の塊は、天井の崩ほう壊かいを示していた。

　もうじき、もっと大きな塊が──それこそ、上の施設そのものが、崩くずれて降ってくる。

　イリスが、ぎゅっとしがみついた。

「ごめんね、エンジュ──私のせいで、こんなことに巻き込んで……」

　その悲痛な声に、エンジュは歯を食いしばった。

　自分の無力が、今はただ悔くやしい。彼女を護りたい一心でここまで来て、結局は──

　エンジュは、首を横に振った。

「いいよ──どうせなら死ぬ時は、君と一いつ緒しよがいい」

　下で戦っているパンプキンも、おそらくはこの落盤から逃れられない。彼には申し訳なかったが、エンジュは覚かく悟ごを決めた。

　その頭の上に、落ちてくる岩の風を切る音が迫る。

　エンジュは眼めを閉じた。

　背中に、イリスのぬくもりを感じる。

　彼女と一緒に、生きたかった──周囲を落ちていく岩の気配を感じながら、エンジュはどうにか、イリスを振りかえろうとした。

　死ぬ前に、彼女の顔をもう一度、しっかりと目に焼き付けておきたかった。

　そうして横を向いたエンジュの唇に──ふと、柔やわらかい感かん触しよくが重なる。

　頭の上からは、雨のように岩が降ってくる。やがてその中には、施設の床ゆか材ざいが混じりはじめ、そして崩壊の音はいよいよ激しく二人を包み込んだ。

　降ってくる瓦が礫れきがいつ、自分達を押おし潰つぶすのか──
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　その瞬間までの時間を惜おしむようにして、エンジュとイリスはただ、拙つたなく唇を重ね続けた。
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　バニッシュの死体をそのままに、フェリオとリセリナは、メビウスと向き合っていた。

　利用した相あい棒ぼうの死を察さつしながら、メビウスはまだ動かない。

　リーブルマンを狂くるわせ、バニッシュを唆そそのかした仮か面めんの男は、ゆっくりとその口を開いた。

「バニッシュは、死んだか──惜しかったな。もう少しで、彼も連れて行けたのに──」

　フェリオは刃やいばを構えつつ、彼との間ま合あいを詰める。

　俯うつむいたメビウスの口元が、引きつるように笑った。

「だけど、私のための時間は稼かせいでくれた。彼には感謝している。そしてさようなら、フェリオ、リセリナ──次は、〝向こう〟で会おう」

　メビウスが手をついた黒い床ゆか──その一面に、不意の異い変へんが起きた。

　そこに浮かび上がったのは、奇妙な円形の図形と、読めない文字列の群れである。光を発しながら図形と文字はうねるように切り替わっていき、メビウスの体はその中心に沈んでいこうとしていた。

〝何処どこか〟への入り口が、たった今、開いたのだ。

〝このまま行かせちゃ、だめだ！〟

　頭でそう判断するより早く、フェリオは咄とつ嗟さに駆けだしていた。

　リセリナもその脇わきを、ほぼ同じ速さで駆ける。

　倒れたハーミットが二人の名を呼んだが、その声は耳に届とどいても、意識にまでは届かなかった。

　そして刀の届く距離を詰め、刃を振り抜こうとした瞬間──

　フェリオの視し界かいに、白い光が満ちた。

　たちまち足下の感覚が消失する。

　悲ひ鳴めいをあげたリセリナが、フェリオの腕を摑つかんだ。

　メビウスの姿は光に攪かく乱らんされて見えない。それどころか方向感覚を失って、フェリオとリセリナの体は〝落下〟を始めた。

「メビウス！　どこだ！」

　光の中を落ちながら、フェリオは眩まぶしさに耐たえ、必ひつ死しにその眼めを凝こらした。

　光の中に──一瞬だけ、奇妙な光景が映る。

（……え？）

　フェリオは眼を疑った。

　そこに見えたのは、〝星〟の姿だった。

　丸みを帯びた青い球体の上に、大きな陸地が一つ、曲面を描いて載のっている。その上をまばらに行く白い雲は、煙のようにたなびいていた。

　球体の周囲に広がった暗くら闇やみには、無数の小さな星々が輝いている。

　見上げたその大地の遠さとその大きさに、フェリオは息を吞のんだ。

　徐じよ々じよに光はおさまり、その光景もはっきりと見えてくる。

　やがて落下は止まり──フェリオ達の足も床ゆかに着く。長い距離を落ちてきたにしては、たいした衝しよう撃げきもなく、羽が地に落ちるように二人はそこへ降りたった。

　一瞬先に着いたメビウスも、その場に立っている。

　降りた床は黒こく曜よう石せきのような光こう沢たくを持つ漆しつ黒こくの大地で、御柱ピラーの表面とよく似ていた。

　継つぎ目めのまったくないその床は、果てが見えないほどに遠くまで続いている。

　そこにぽつんと立った三人の姿は、まるで海に落ちた砂すな粒つぶのようだった。

「あれは……ソリダーテ大陸か？」

　思わず呟つぶやいたフェリオに、メビウスが苦笑を返した。

「そのとおり。地図のとおりの形だろう？　だが、ここから見える距離に存在しているわけじゃない。この空間はすでに、あの星の存在する空間とは隔かく絶ぜつした、別の世界にある。いわば虚きよ像ぞうだ。これから私は、あの星の大地を支える〝御柱ピラー〟の機能を、この地から操あやつって逆転させねばならない──」

　その言に、フェリオは歯を食いしばった。

　彼の行動を止めるために、フェリオ達は戦ってきた。

　アルセイフの内乱の裏側では、タートムが糸を引いていた。

　侵しん攻こうしてきたタートムは、ラトロアの脅きよう威いに怯おびえつつ、ラトロアの息がかかった間者スパイ達に利用されていた。

　各神殿では、メビウスの実験とラトロアの野や心しんのために、輝石セレナイトの生産が止まり、〝屍しかばねの兵〟などという自然の理に反した者達まで現れた。

　そしてラトロアの地には、彼の実験の被ひ験けん体たいにされた者達がおり、その仲間達が議事堂を占せん拠きよするという事態にまで発展していた。

　それら全すべての事じ象しようが、メビウス一人のせいだとはもちろん思わない。彼と利り害がいの一いつ致ちする協力者達がいたからこそ、それらの動きも生まれた。

　ただ、その背はい後ごで常に彼が動いていたことは、紛まぎれもない事実である。

　怒りに迸ほとばしりそうな感情を抑おさえて、フェリオは息を吸い込んだ。

　この場所の空気は、何も匂においがなさすぎて、不自然なほどだった。

「──メビウス。おまえの望みを、叶かなえさせるわけにはいかない。おまえ一人の我わが儘ままのために、あの大陸を滅ほろぼすなんて、そんなことは絶対にさせない」

　メビウスは、軽く肩を竦すくめた。

「君がそのつもりであろうと──いざここまで来てしまえば、それは砂時計をひっくり返すほどに容よう易いなことだ。逆にいえば、シャジールの民にとって、私のような人間がこの地に至ることは、まったくの想そう定てい外がいだったはずだが──来訪者ビジターの技術というのは、素す晴ばらしい。まさに可能性の塊かたまりだ」

　どこか恍こう惚こつとした声で呟つぶやき、メビウスは自らの腕輪を撫なでて見せた。

　リセリナが嫌けん悪お感かんも露あらわに、その腕を見つめる。

　メビウスの仮か面めんは、空に浮かぶ巨大な星を見上げていた。

「だが、君があの星を愛いとおしく思う気持ちもわかるよ。こうして見上げると、実に美しい。壊こわしてしまうのが少し、勿もつ体たいないくらいだが──」

　メビウスが、腰にした細剣レイピアを抜き放った。

　それは以前に、フェリオがリセリナに渡した、エルシオン・エアルの遺い品ひんである。

　輝く細剣レイピアをフェリオに向け、メビウスは仮面の下で笑った。

「美しいものは、いずれ醜みにくく変わってしまう。美しいうちに散るのも、それはそれで一いつ興きようじゃないかな？」

「散るのは、おまえ一人でいい」

　フェリオは低く呟いて、じりじりと間ま合あいを測はかる。リセリナもそれに並んで、構えをとった。

　フェリオは、ハーミットから受け取った神しん鋼こうの剣を。

　リセリナは、シズヤの部下から奪うばい取った腕輪を。

　それぞれ、メビウスに向けている。

　メビウスの側も、二人を注ちゆう視ししながら、油ゆ断だんなく細剣レイピアを構えた。

「残念だよ、リセリナ。君みたいな美しい娘に、こうも嫌われるとはね。なまじ、父親に似ているというのが良くなかったのかな──」

　リセリナの眼めは険けわしい。その眼はメビウスを、父に似た男としてではなく、明確な〝敵〟として認識していた。

　油断なく剣を構えながら、メビウスは話し続ける。

「君の話を聞いて、私はこんなことも考えたんだ。〝もしかしたら私という存在は、向こうの世界へ帰りたいと願った君の父親の思いを、血けつ脈みやくによって受うけ継ついだがために、生まれたのかもしれない──〟と。非科学的だけれど、少しおもしろい仮か説せつだろう？　その私と君が、ここでこうして殺し合う関係になるなんて、奇妙な縁えんだ」

　嘲あざけるように嗤わらうメビウスに、リセリナは冷さめた眼で応じた。

「私の父は、貴方あなたのような考え方は絶対にしない人です。いつも自分以外のみんなの幸せを願っていて、血もつながらない上に愛あい想そうもなかった私みたいな子を、自分の娘として可愛かわいがってくれるような──そういう、温かい人です。でも、貴方はそうじゃない。貴方が誰だれの血を引いていようと──今は敵です。私は貴方を止めます。あの星にかけて──私は貴方を、許しません」

　リセリナの視線が一瞬だけ、空に浮かぶ巨大な星へと移った。

　その言葉に、フェリオは彼女の決意を見る。

　彼女は来訪者ビジターとして、アルセイフに来た。その彼女は今、この世界で生きていく決意を固めていた。

　戻ることよりも、留とどまることを選んでくれた。

　フェリオは、メビウスを睨にらみ据すえた。

「おまえ一人のために──世界を犠ぎ牲せいにはさせない。メビウス、覚かく悟ごを決めろ！」

　メビウスは、深ふか々ぶかと大おお仰ぎように嘆たん息そくした。

「君達を倒さなければ、操そう作さを続けることはできない──な。さすがにこれ以上の邪じや魔まが入ることはないだろう。ならば決けつ着ちやくをつけるとしようか」

　言葉の後に、静せい寂じやくが訪れた。

　三者がそれぞれに、息を殺して向かい合う。

　フェリオはリセリナと呼吸を合わせ──左右から、メビウスに飛びかかる。

　仮か面めんの男は細剣レイピアを構えつつ数歩を退ひき、その腕輪を光らせた。

　彼の腕輪が持つ力──フェリオはアルセイフでの舞ぶ踏とう会かいの夜に、それを経験している。

　周囲の人間の〝感覚〟を麻ま痺ひさせるあの力を、もしこの場所で使われれば、不利は避さけられない。

　使わせる前に追い詰める勢いで、フェリオは足下の床ゆかを蹴けった。

　フェリオが突き込んだ剣先を、メビウスは細剣レイピアで器き用ように捌さばく。だが反対側からは、リセリナが彼に迫っていた。

「リセリナ！　行け！」

　彼女の速さにこの場を託たくすつもりで、フェリオは声を張った。

　メビウスはここで、信じ難い行動に出た。

　フェリオの刀を防いだまま──リセリナのほうへと、自ら体を寄せた。

　リセリナが突き込んだ光の刃やいばは、その体を真正面から狙ねらっている。

　そして、その光の刃は──

　メビウスの〝肌はだ〟に、阻はばまれた。

　フェリオは驚きに眼めを剝むく。腕輪の刃を弾はじかれたリセリナも、呆ぼう然ぜんとして一瞬だけ動きを止めた。

　その瞬間に、メビウスの腕輪がまた光る。

　同時にフェリオの腹部を、重たい衝しよう撃げきが襲った。フェリオはそのまま、中空を飛んで吹き飛ばされる。

　そして、倒れたフェリオは立てなかった。

　受けた衝撃とは無関係に──その視し界かいがぐらぐらと、揺れ始めている。

　方向感覚は失われ、吐はき気けに襲われながら、フェリオは必死で剣を握った。

「〝迷めい宮きゆうの輪わ〟は、二度目だったね？　だが、もう一つのほうは予定外だったかな」

　まともに眼を開けられないフェリオの耳に、メビウスの声が余よ裕ゆうたっぷりに響いた。

「バニッシュから聞いたところでは、〝コアシールド〟というらしいね？　リョガクの腕輪と同じ力だ。発動のタイミングさえ合えば、あらゆる攻撃を弾き返す万ばん能のうの鎧よろいといえる」

　メビウスは誇らしげに言って、何かを蹴け飛とばした。

　それが動けなくなったリセリナだと気づいて、フェリオは歯を食いしばる。助けに行こうにも、どうしても体が動いてくれない。

　メビウスの声だけが、続けて空むなしく響いた。

「〝迷宮の輪〟の正式名称は、ブレイン・パラライズ・システムというらしいが、これはエルシオン・エアルの腕輪だけについていた能力だと聞いている。そして、常に命の危険を感じていたエルシオンは、自身の腕輪に複数の防ぼう御ぎよ手段を隠かくしていた──私のこの腕輪は、その模も造ぞう品ひんらしい。リセリナ、娘の君にも内ない緒しよだったみたいだね」

　からかうように言うメビウスは、勝利を確信している様子だった。

「リセリナ、先に君から、父親の元へ送ってあげよう。彼が亡なくなったのは百年以上も昔らしいけれど、天国では時間の概がい念ねんはあまり意味がないと、どこかの司し教きようが言っていた。なに、すぐに会えるだろう──」

　揺れる視し界かいの中で──

　フェリオは、メビウスが細剣レイピアを振りかざす姿を、一瞬だけ確認した。

　狂くるった視界はそのままぶれて、何もない空間を移してしまう。

〝せめて、方向だけでもわかれば──！〟

　歯は嚙がみしたフェリオの耳に──ハーミットの言葉が、甦よみがえった。

　一つ一つの動作を明確に意識して、集中力を保たもてば──少なくとも、体を動かすことはできる。

　アルセイフでの舞ぶ踏とう会かいの夜、ハーミットは実際に、それを実行していた。

　フェリオは、失われかけていた指先の感覚を確認した。

　握った剣の柄つかは、いつも使つかい慣なれている刀とは少し違っている。ハーミットから受け取った刀だけにそれは当然だが、その〝違い〟を意識できていることが、フェリオの心を勇ゆう気きづけた。

〝ハーミット──貴方あなたがメビウスと渡わたり合あった技術を──俺おれにも、使わせてくれ〟

　指先から、手首、腕、肩の関節を経て、筋肉の動きが脳に伝わる。

　一瞬でも気を抜けば失われてしまいそうなその感覚を保ったまま、今度は足のつま先から、足首と膝ひざ、腰へとその感覚をつなげていく。

　その時、ウィスタルの言葉が脳のう裏りをよぎった。

〝──師しが私に語った剣けん術じゆつの極ごく意いとは、剣と一体になることだそうです〟

　銀髪の巨きよ漢かんは、まるで息子むすこを見るような優やさしい眼めをして、幼おさないフェリオにそう語ってくれたことがあった。

〝と言っても、自らを剣にするわけではありません。それでは心をもたぬただの武器と変わらない。大切なことは、剣を我が身とし、我が身を剣とすること──どちらに偏かたよってもいけないのです。同じことのように聞こえるかもしれませんが、つまりは剣が体に依い存ぞんするわけではなく、また体が剣に依存するわけでもなく、相そう互ごの力を存分に発揮すること──そのために我らは、剣に負けぬよう、心を鍛きたえねばなりません。そしてその心に見み合あった剣を持つことも、大切なことです──〟

　そう言って──

　ウィスタルは、自身が大切にしていた〝刀〟を、フェリオに託たくしてくれた。

　受うけ継ついだその刀は、ついさきほどの戦いで、バニッシュによって失われた。

　そのことは寂さびしかったが、今までずっとフェリオを支えてくれたその刀の〝魂たましい〟は、自分の中に息づいていると確信できる。

　そして今──

　フェリオの手には、同じ刀とう匠しようの手による、新しい刀が握られていた。

　明日あすを切り開き、未来を護まもり得る力が、そこに宿やどっている。

　後は、自身の心次し第だい──

　メビウスから受けた衝しよう撃げきの痛みに耐たえつつ、フェリオはゆっくりと、その場に立ち上がった。

「フェリオ……さん？」

　メビウスの前に倒れたリセリナが、呻うめくような声を漏もらした。

　細剣レイピアを構えていたメビウスは、驚いた様子でフェリオに向き直る。

　視し界かいの揺れに惑まどわされぬよう、フェリオはあえて眼めを閉じていた。

　それでも何故なぜか──メビウスの動きが、肌はだで感じられる。

　アルセイフ王宮の庭で、バロッサ・アーネストが見せた尋じん常じようならざる勘かん働ばたらきを、フェリオはふと思いだした。

　木の枝にとまった鳥が糞ふんを落とすのを、その一瞬前に感じ取り、フェリオの歩みを制せい止ししたあの感覚──

　いま、自分が感じている感覚は、それに近いものなのかもしれない。

　ウィスタルや、共に教えを受けたライナスティやディアメル、その騎士達との鍛たん錬れんが、フェリオの体をつくり、技術を育ててくれた。

　彼らの力もその身に宿っていることを、フェリオは実感する。

「メビウス──」

　絞しぼり出した声は、わずかに掠かすれた。

「……驚いたな。迷めい宮きゆうの輪わが発動している最中に動くか──いや、アルセイフでも一瞬は動けたようだが──」

　舞ぶ踏とう会かいの夜の動きは、フェリオ自身、まぐれのようなものだと感じている。

　だが今は──

「……不思議だな。貴方あなたに、負ける気がしない」

　フェリオは小声に、そう呟つぶやいた。

　メビウスがぴくりと肩を震わせる。

「立っているのがやっとの状態で、か？　たとえば私が、こうして短剣ダガーを投げたりしたら──」

　ほとんど予備動作もなしに、メビウスの手から短剣ダガーが風を切って放たれた。

　フェリオはごく自然に、腕を動かす。

　そして、くるりと刀身が回った後に、放たれた短剣ダガーはフェリオを逸それて地に落ちた。

　メビウスが、言葉を失う。

「……俺おれは来訪者ビジターじゃないし、腕輪も使えない。剣けん術じゆつだって、ウィスタルやバロッサ将軍や、ハーミットにも及ばないだろう。隠おん密みつ行動ではシズヤ達のほうが上だし、駆かけ引ひきの技術ではライナスティに、判断の速さではディアメルにも負けると思う。だけど、今は貴方に──」

　フェリオはあえて、眼を開けた。

　視し界かいは一瞬だけ揺らぎ──ぴたりと止まって、メビウスを見み据すえた。

　無む論ろん、彼の腕輪は、まだ動作を止めていない。

「やっぱり、負ける気がしない──」

　フェリオは床ゆかを蹴けった。

　剣の切っ先が、まるで自分の指先のように感じられる。

　リセリナを足あし蹴げにしていたメビウスは、細剣レイピアをフェリオに向け直し、迎げい撃げきの構えをとった。

　フェリオには、その動きがはっきりと見えている。

　それどころか、メビウスの動きは、一瞬ずつ遅おくれているようにさえ見えた。

　どう体を動かし、何処どこに剣を向けようとしているのか──その様子が、彼が動くよりも先にわかる。

　初めてのその感覚に戸と惑まどうことなく、フェリオはただの一瞬で、彼の脇わきを駆け抜けた。

　静せい寂じやくに包まれた、その空間に──

　少し遅れて、メビウスの呻うめき声が響く。

　彼の右腕は真っ二つに斬きれて、血がしぶくよりも先に床に落ちた。剣を弾はじくはずのコアシールドがようやく発動したのは、その後である。

　そしてフェリオの刀は、彼の腕だけでなく、その脇腹までをも深ふか々ぶかと切り裂いていた。

　メビウスの腕が落ちたと同時に、腕輪の効果も消え、リセリナも感覚を取り戻す。

　落ちた腕が握っていた細剣レイピアを、彼女はすかさず奪うばい取り、真下からメビウスの体を貫つらぬいた。

「な……」

　一瞬の攻防を経て、メビウスが漏もらした声は、酷ひどく虚むなしい響きを宿やどしていた。

　振り終えた刀を、フェリオはじっと見つめる。

　その白はく刃じんには、倒れ伏すメビウスの姿が映っていた。
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　フェリオとリセリナの剣に倒れたメビウスは、息も絶たえ絶だえに寝そべっていた。

　黒い床に、その血が広がっていく。

　右腕を切り落とされ、脇腹を切り裂かれ、体の中心を細剣レイピアに貫かれた男は、しかしまだ生きていた。

　傍そばに立ったフェリオとリセリナは、その彼を見下ろしている。

　腕輪を失った彼に、もう神霊スピリツトを操あやつる手段はない。

　血を吐はきながら、メビウスが薄うすく笑った。

「……なんとなく、こうなる気はしていたんだよ。君達が、このラトロアに来てから……」

　ゆっくり紡つむがれるその声は、やけに寂さびしげだった。

　フェリオとリセリナは何も言わずに、瀕ひん死しの男を見下ろす。

「君達は戦って、そして勝った──おめでとう。私は結局、さまざまなものを引っ搔かき回しただけの道どう化けで……何もできなかったわけだ」

　口から血をこぼしながら、メビウスは笑っていた。

〝何もできなかった〟と言うわりに、仮か面めんの下の口元はやけにさばけている。

　その彼に、フェリオは問いかけた。

「メビウス──どうしてそんなに、俺おれ達の世界を滅ほろぼしたかったんだ？　ただ生きるために、向こうへ行きたかっただけだとは思えない。貴方あなたは、この世界を憎にくんでいたように見える」

「……俺達の、世界か──その言葉のとおりだよ、フェリオ」

　メビウスは、可笑おかしげに笑った。

「君の言う〝俺達〟の中に、私は含ふくまれていなかった。私にとって、あの世界は〝私の〟世界ではなかった──こんなことを言うと、拗すねる子供の戯ざれ言ごとと同じかな……」

　フェリオは頷うなずいた。

　メビウスの幼よう稚ちな願がん望ぼうのために、フェリオ達は踊らされ、大きな犠ぎ牲せいを払いもした。彼が何を話そうと、同情する気にはなれない。

　だからフェリオは、厳しい口調で彼を送る。

「メビウス。貴方は、越えてはいけない線を越えようとした。その報むくいがこれだ。どうして、今ある現実の世界を、受け入れようとしなかったんだ？　たとえ、長生きはできなくても──俺達の生きていける場所は、そこにあったのに──」

　メビウスは眼めを細めた。

　その口元が、皮ひ肉にくを表すように引きつっていく。

「君は知っているかな。人間には〝知の願望〟があるということを──リーブルマン博士も、その願望を抑おさえることはできなかった。無む論ろん、私もだ。知りたいことは、山ほどある。だが私に残された時間は、あまりに少なかった──その残り時間を増やし、そして多くの知識を効こう率りつよく仕入れられる環境に、自分を置いてみたかった。確かに子供じみた考えだ。だけれどね……時代を動かしてきたのは、そういう子供の考え方だ。そして、時代を終わらせるのも──そういう考え方なのかもしれない」

　残った左腕で、メビウスが仮面を取った。

　その額には、十字の傷がある。その手術跡こそが、彼が生きる時間を奪うばわれた証あかしでもあった。

　父親にそっくりだというその顔を、リセリナが正せい視しする。

「……やっぱり貴方は、私のお父さんとは全然、似ていません」

　吐はいた血にまみれた顔で、メビウスが微笑ほほえんだ。

　リセリナは訥とつ々とつと、哀あわれむように言葉を紡つむいだ。

「お父さんは、知識を得ることを目的にはしていませんでした。目的はあくまで、より良い世界を築くこと──知識は、そのための手段です」

「だが実際には、そうした知識は悪用されてばかりのはずだ……違うかな？」

　リセリナは寂さびしげに頷うなずいた。

「そうかもしれません。でも──バークライト大佐や貴方あなたみたいに、知識そのものを目的にして、手段を選ばないような人じゃなかった。それに父は、この世界を壊こわそうともしませんでした」

　メビウスがまた血を吐はく。黒く熱い血の匂においは、彼の死が近いことを連想させた。

「ふふっ……彼は戻れるのに戻らなかったんだな。君への愛情が薄うすかったのかな？」

「違います」

　挑ちよう発はつじみたその言葉に、リセリナは静かに応じた。

「お父さんは──私がいつか、この素す晴ばらしい世界に来るかもしれないと考えて、この世界を残してくれたんです。今は……そう思います」

　それは吹っ切れたような声だった。

　ラトロアの国境付近で別れた時の彼女とは、明らかに様子が違っている。

　フェリオは、それを良い変化だと思った。

　メビウスがさらに血を吐く。

　その彼に、フェリオは別れの言葉を告つげた。
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「さようなら、メビウス。最後に、ここから出る方法を──教えてくれる気はないよな？」

　メビウスは、にっこりと微笑ほほえんだ。よく見れば童どう顔がんで、まるで悪戯いたずらっ子このような稚ち気きがある。

「あぁ、さらさらないね──君達はこの世界でさ迷って、野の垂たれ死じぬといい。いい気味、だ」

　子供が嫌がらせをするように、そう告つげて──

　メビウスは、すっと息を吸い、そのまま永遠に、吐はくことはなかった。
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　ムスカとコウ・シェルパは、暗くら闇やみの中に佇たたずんでいた。

　目の前には、バニッシュとリーブルマンの遺い体たいが転ころがっている。

　そして、その脇わきには重傷のハーミットが横たわっていた。

　息はあるし、動きさえしなければ命には別べつ状じようない傷である。一分一秒を争あらそうようなものでもない。

　コウ司し教きようの言によれば、外では落らく盤ばんが起きているとのことだった。その規模は不明だが、まともに出られる状況ではないため、これからコウ司教はメビウスによる操そう作さを打ち消しつつ、〝神霊スピリツト〟を地上へ出すつもりらしい。

　ハーミットを運び出せるのも、その後である。

　傷を広げないためか、彼はほとんど動かない。

　ただ、コウ司教の質問には気き丈じように答えている。

「では──フェリオ様とリセリナ様とメビウスは、ここではない、別の空間へ移動したと──？」

　ハーミットは困こん惑わくした様子で声を絞しぼった。

「移動したかどうかはわかりませんが……目の前で光と共に消えたのは、事実です」

　金色の眼めを細め、コウ司教は微かすかに唸うなった。

「まだ異い変へんが起きていないということは──おそらくフェリオ様は、直前でメビウスを止めたのでしょう。指示を出した者の命が尽きたために、その命令が実行途中でキャンセルされた状態です。本当に──危あやういところだったのですね」

　そのわりには、シャジールの民の声は淡たん々たんとしていた。

　そしてコウ司教は、腕輪をつけていない手を、床ゆかにそっと添そえた。

　たちまち──

　その空間の全域に、白い文字と図形の羅ら列れつが浮かび上がった。

　ハーミットが驚いて声を張る。

「これと同じです！　ただ、範囲はもっと狭せまくて、それこそ一部屋分もありませんでしたが……」

「人の身では、それが限界でしょう。これはもともと、我々の作った技術です。使いこなすことは、我々にしかできません。いえ──我々にしても、使いこなしているとは言い難いのですが」

　声には、さして誇る様子もない。むしろ罪ざい悪あく感かんさえ感じさせる、険けわしい口調だった。

　ムスカが顎あごを撫なでる。

「フェリオ様達は、戻ってこられるのですか？」

「それをこれから調べます──私達にも、この空間のことは、よくわかっていないのです」

　シャジールの思わぬ言葉に、ムスカは眉まゆをひそめた。

　その疑ぎ念ねんを察さつしたか、コウ司し教きようは何かの操そう作さを続けながら、ぽつぽつと語り始めた。

「他た言ごんは無用ということで……差さし支つかえのないことを、お話しましょう。〝死の神霊アービタ・スピリツト〟とはそもそも、私達が発見した〝多くの世界をつなぐ空間〟への、入り口なのです」

　この述じゆつ懐かいに興味を引かれ、ムスカは耳を澄すませた。

「──我々、シャジールの民は、その空間を偶ぐう然ぜんに発見し、その利用を試こころみたに過ぎません。その空間の謎なぞ、全すべてを解とき明あかしたわけでもない。限定的に利用する技術はいくつか得たものの──完全に使いこなしているわけでもないことは、今の状況を見ていただければ明らかです」

　コウ司教は、深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

「貴方あなた達は、我々のことを過大評価しているかもしれませんが……神霊スピリツトも御柱ピラーも、その本質は、危険な綱つな渡わたりをするような技術なのですよ。この世界には、無数の〝違う法則〟をもった空間が存在します。時間の流れ方が違ったり、物理法則が違っていたり、内ない実じつはさまざまです。もちろん、同じ法則、近い法則をもった空間も数知れず──無限の数を数えるようなもので、全ての空間を把は握あくすることは、到とう底てい不可能です」

　コウ司教は、指先で床ゆかの文字をなぞった。

　たちまち、凄すさまじい速さで床や空間の模も様ようが蠢うごめき、また別の模様へと切きり替かわる。

　それらの意味するところは、人の身には解かい読どくできない。

「そうした無数の空間は、もちろん個別に存在しています。ですが、我々は──そうした無数の空間と密接な接せつ点てんを持つ、ある特殊な一つの空間を発見しました。いってみれば、各空間を中継するターミナルのような空間です。我々がいるこの場所、つまりこの〝死の神霊アービタ・スピリツト〟は、我々のような有ゆう機き生せい命めい体たいがそこへ至るための入り口でしかない──そしてフェリオ様達は、おそらくその特殊な空間にいます。貴方がたの言葉にすれば、〝神の深しん淵えん〟とでも訳やくせましょうか……」

　座ったまま、コウ司教はムスカを仰あおぎ見た。

　ハーミットはまったく話についてこれないようで、質問を挟はさもうとすらしない。

「ムスカ様は、すでにお察しのことと思いますが……我々はその空間を利用して、貴方達の世界を見つけました。そして〝地球〟を訪れるために、我々はその地に、空間の接点となる〝御柱ピラー〟を打ち込み、道をつなげた──貴方あなた達の世界では、数百万年前のことです。我々が母星を失い、生き残った者達が神霊スピリツトと御柱ピラーを用いて長い流る浪ろうの旅に出たのも、ちょうどその頃ころでした」

　ムスカは嘆たん息そくした。

　自身の仮か説せつの正しさを、今、シャジールの民が証明してくれたと思う。

「つまり、我々が掘り尽くした油田の底から発見した〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟は、その太たい古この時代から、ずっと大地に眠り続けていたと──？」

　コウ司し教きようは、ゆっくりと頷うなずいた。

「その通りです。そして、その移住した先の地で、我々は気づきました。自らの繁はん栄えいのために他を滅ほろぼし、自らの欲のために同族とも争あらそい、贅ぜいを尽つくすために星をも食い尽くす──そんな具合に、〝また、同じことを繰り返すのか──〟と」

　コウ司教の声が低く落ちた。

「……破は滅めつの歴史を繰り返さないために、我々は地球を離れ、ある別の空間に、御柱ピラーと神霊スピリツトを用いて、このソリダーテ大陸を造りました。この大陸のある空間と、地球との間には、平均して約九百倍の時間の差があります。両世界での時間の差は、波打つように揺らぐため、正確な数すう値ちを算出することは不可能ですが……だいたい、貴方達の世界で一年が経たつ間に、こちらの世界では九百年が経つ計算です。つまり──」

〝魔ま術じゆつ師しの災さい厄やく〟──

　ムスカは、五年前の忌いまわしい大だい惨さん事じを思いかえした。

　魔術師の軸メイガスシヤフトを中心とした一つの都市、数百万の民が、まるごとその犠ぎ牲せいとなった。

　ムスカ達の世界では、約五年前。

　こちらの世界では、約五千年ほども前──。

「──そもそもこの世界の始し祖そは、我々の同どう胞ほうというわけですな。道どう理りで文化が似ていて、言葉も通じるわけです」

　この感想に、シャジールの民は苦笑を返した。

「五千年もの時間が経てば、言語などは大きく変化しそうなものですが……貴方達はすでに、変化の必要があまりないほどの完成された言語を持っていました。そして我々、シャジールの民は、この世界へ来た貴方達からその言葉を習い、今もずっとその言葉を話し続けています。見方によっては、常に変わらない我々が人類に対し、同じ言葉を伝え続けていることになるかもしれませんね」

　コウ司教の言に、ムスカはまた、推すい測そくへの一つの裏付けを得る。

「つまり、貴方達シャジールの民は、一種のクローンであると……？　シャジールには子供が見当たらない。御柱ピラーの中で生まれると神殿では言っていましたが──要するに、体を複ふく製せいして、言葉を含めた記憶を受うけ継つぎ続けている──」

　コウ司し教きようは微笑ほほえんだ。

「ご明めい察さつです。ただし記憶は、完全には受うけ継つがれません。印象の強い記憶や、言語などの一般常識は受け継ぎますが、古い記憶はやはり忘れていってしまうのです。数百年前のことであればともかく、数千年前のことともなると、さすがに記憶は曖あい昧まいで……もっとも、そんなことまで覚えていたら、悠ゆう久きゆうの時の流れには耐たえられないはずですが」

　シャジールの民がそんな説明をするのを遮さえぎって、ムスカは声を低く絞しぼった。

「聞きたいことがあります。この世界に、初めて人類が訪れた時──貴方あなたがたは、長き眠りについていたと聞いている。おそらくは、数十億年に渡わたる眠りでしょう。そして、人類がこの地に現れたことで、貴方達は目覚めた──その時点で、我々の同どう胞ほうを、元の世界に戻すことはできなかったのですか？」

　コウ司教は、笑顔を一転させて、その顔を曇くもらせた。

「御柱ピラーの機能を逆ぎやく転てんさせれば、この世界が崩ほう壊かいする──そのことは御ご存ぞん知じですね？」

「聞きました。しかし、たった一本の〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟で、一都市まるごとを転てん送そうできたのなら……こちらの世界に来たばかりのその都市の人々を、再度、地球に送り返すこともできたのではないですか？　貴方達は神霊スピリツトと御柱ピラーを使って、別の土地で眠りなおせば、それで──」

「……それは、無む理りだったのです」

　コウ司教は、首を横に振った。

「地球とこの大陸とでは、一つ、大きな違いがあります。貴方達の〝地球〟は、御柱ピラーに依い存ぞんしているわけではない。しかしこの大陸は、御柱ピラーがなければ、そもそも存在することすらできません」

　ムスカは眉まゆをひそめつつ、シャジールの言葉に聞き入った。

「たとえば、地球からこちらへの転送にしても、一瞬で済すんだわけではないのです。魔術師の軸メイガスシヤフトに触ふれた研究者の誰だれかが、意識せずに誤あやまって、転送範囲を広く指定した──その後、〝命令〟が実行されるまでの間に、数日間、あるいは数ヵ月に渡っての、準備動どう作さがあったはずなのです。貴方達は気づかなかったようですが、その間に〝魔術師の軸メイガスシヤフト〟、つまり御柱ピラーは、一いつ括かつ転送に必要なエネルギーを圧あつ縮しゆくして蓄たくわえ、範囲内のデータを収しゆう集しゆうしました。そして、〝転送〟が行われた──」

　コウ司教は、深ふか々ぶかと嘆たん息そくした。

「大規模な転送の命令入力から実行までには、かなりの時間差が出ます。そしてこちらの世界では、御柱ピラーの機能を逆転させた瞬間に、世界そのものの崩壊がはじまる──逆転させた時点から崩ほう壊かいに至るまでの時間は、約一時間と推すい測そくできます。百万人を一度に転送するとなると、その情報量を処しよ理りするだけでも、数日はかかる──これが数百人程度であれば、この地を滅ほろぼした上で、彼らを帰すこともできたと思います。しかし百万の民となれば──大多数は助からない。その選択は、不可能だったのです」

　答えるコウ司し教きようの声は、罪つみを懺ざん悔げする罪ざい人にんの声と同質だった。

「人は、御柱ピラーと神霊スピリツトを万ばん能のうの存在と思いがちですが──決してそんなことはないのです。そして、そんな厄やつ介かいな品を、貴方あなた達の住む世界に置いてきてしまったことが──我々の犯おかした罪の一つといえます」

　コウ司教が立ち上がった。

「……そしてまた一つ、我々は罪を重ねたかもしれません。フェリオ様達のことです」

　それまで呆ぼう然ぜんと意味のわからない会話を聞き流していたハーミットが、ぴくりと肩を震わせた。

　コウ司教は金色の眼めを伏ふせ、細い肩を落とす。

「……フェリオ様達はおそらく、〝神の深しん淵えん〟に迷い込まれてしまった。そしてその空間にいる以上、外側の我々には、何も手だしができません。内部の人間が自ら、〝出る〟ための操そう作さを正しく行えば出られます。しかし、外部からその指示を為なすことはできない──探たん索さくも不可能でしょう。大海に落ちた砂すな粒つぶを見つけるよりも、難しい……メビウスのいい加か減げんな操作が、我々の追つい跡せきを不可能にしています」

　ムスカは眼を閉じた。

　ハーミットも、ぎりりとその歯を食いしばる。

「神霊スピリツトが地上に出ました……ハーミット様の治療も急いだほうがいい。我々もここを出ましょう。そろそろ外も、落ち着いたようです」

　蛇へびの司教は、体を引きずるようにしてゆっくりと歩き出す。

　ムスカは負傷したハーミットを背に負い、彼を追った。

　神霊スピリツトの中を歩きながら、ムスカはふと、もう一つ気になっていたことを思いだした。

「コウ司教──しばらく前から気になっていたことなのですが、もう一つ、聞いても構いませんか？」

　コウ司教が振りかえる。

　シャジールの民が、人を愛する理由──人に対して罪ざい悪あく感かんを持ち、その幸福のために、この地で身を捧ささげ続けている理由──

　つまりは、彼らが人に対して犯したという〝罪〟。

　ムスカは、声を潜ひそめて、その問いを口にした。

「過去の貴方達は、もしや──人類の祖先に〝知恵の実〟を与えたのですか？」

　──〝蛇〟の頭を持つ司教は何も答えずに、そっと視線を逸そらした。
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　ラトロアの地に唐とう突とつに現れた、奇妙な黒い半球は、夕刻にはその姿を消していた。

　対策本部に詰めていたダルグレイとラドゥーカは、それが消えた瞬間に、ほっと安あん堵どの息を吐はいたものである。

　その場所で何が起きていたのかを知る者は、あまり多くない。ひとまずは危き機きが回かい避ひされたらしいことに、二人の議員は紅こう茶ちやで祝しゆく杯はいをかわした。

　だが、その地からの詳しよう報ほうが届き始めるにつれて──

　手放しで喜べない事情が、いくつもあがってきた。

　フェリオの率ひきいる騎士団が、メビウス達を止めた──それは間違いないらしい。ただ、その後の動きが問題だった。

　遅おくれて着いたラトロアの兵達がはじめたのは、施設の捜そう索さくではなく、その破は壊かいと隠いん蔽ぺいだった。

　その直前に、死の神霊アービタ・スピリツトだけは何者かによって運び出されたという。おそらくは、騎士団と連れん携けいした北方民族の玄げん鳥ちようが、これをジラーハに運ぼうとしているに違いない。

　そちらの動きは仕方ないとも思うが、屍しかばねの薬に関する資料等が処しよ分ぶんされていくことには、純粋に腹が立った。

　ラトロアの兵達は、元げん首しゆの意いを受けて、証しよう拠こを隠かくそうとしている。それを止める手段を、ダルグレイ達はもっていない。

　衛生上の理由から、早くも死体の焼しよう却きやくまではじまったらしい。

「ジェラルドめ──自らの罪つみを隠蔽する気か」

　ダルグレイは激げつ昂こうしたものだが、これにはラドゥーカが冷静に応じた。

「……どのみち彼は、もう逃げられません。あの男の政治家生命はこれで終わりです。証拠はこれから集められるでしょう」

　声を殺して呟つぶやくラドゥーカの言には、ダルグレイも同意できた。

　もしジェラルドが、逃げ切ろうとしても──逃がしてはいけない。

　政治家として、必ずその責せめを負わせる必要がある。

　ダルグレイとラドゥーカは、夕暮れの迫る街まちを見下ろし、揃そろって深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。

　二人の脳のう裏りによぎるのは、昼間、議員達を相手に一歩も退ひかなかった少年の姿である。

　アルセイフという遙はるか東の国家の王弟、フェリオ・アルセイフ。

　その彼の、安あん否ぴが知れない──

　施設では落らく盤ばんが起きていたが、この落盤は、北方民族と暗あん殺さつ者しや達との空での戦いによって、落ちた玄げん鳥ちようが引き金となったらしい。

　落下した玄鳥が老ろう朽きゆう化かした施設を崩くずし、崩れた壁や柱の重みに耐たえかねて、地下の鍾しよう乳にゆう洞どうまでが崩くずれた──

　そんな報告を受けている。

　その地下の捜そう索さくも進んではいるが、今のところ見つかったのは、奇妙な機械を内包した〝かぼちゃ頭〟のみで、フェリオ達の姿などはないという。

　シャジールの民の話では、フェリオ達は〝死の神霊アービタ・スピリツト〟の奥の、さらに向こう側の空間へ消えたとのことだったが、そこから先のその動きは把は握あくできていないという。

　側そつ近きんの騎士達の落らく胆たんぶりは正せい視しに耐たえないほどだと、報告の使者は気まずそうに語っていた。

　その騎士達の中には、行方ゆくえ不明となったフェリオの師し、ウィスタル・ベヘタシオンもいるらしい。エアル家の身み内うちである彼の名は、ダルグレイも知っている。

　フェリオの置かれた状況を知ったウィスタルは、酷ひどく塞ふさぎ込こみ、周りが声をかけるのも憚はばかられる状況だという。

　そして隣室では、司し祭さいのウルク・ティグレーが、こちらも誰だれも寄せつけずに祈りを捧ささげていた。

　彼女の心情を思うと、ダルグレイ達にはかけられる言葉もない。

　しかつめらしい顔を余よ計けいに険けわしくして、ダルグレイはひたすら、続報を待ち続けていた。
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　負傷して施せ療りよう院いんに担かつぎ込こまれたハーミットの周囲には、家族や仲間達が次々に訪れていた。

　突入した騎士の負傷者が多いため、ほとんどの病室が完全に埋うまっている。ハーミットの周囲の寝台ベツドにも、共に戦ったアルセイフの騎士達が集つどっていた。

　リーブルマンに刺さされたことは、結局、誰だれにも言わなかった。あえて言うべきことではないと、そう思ってのことである。

　信じていた恩おん師しに裏うら切ぎられたこと──それが衝しよう撃げきでなかったといえば噓うそになる。

　だが、ダルグレイやラドゥーカにまで、それを話そうとは思わない。彼らは怒るよりも、それを悲しむはずである。

　今、寝台の傍かたわらには、甥おいのシュナイクが来ていた。

　彼も昼間──大切な人間の悲報に触ふれたばかりである。当然のごとく、その顔色は冴さえない。

「シュナイク、君も少し休んだらどうだ？」

「はい──いえ、フェリオ様達の情報が気になります。もうしばらく、ここで待たせてください」

　シュナイクは青ざめた顔のまま、そっと嘆たん息そくした。

　ハーミットとしても、苦しいところではある。

　その病室に、珍めずらしい客が訪れたのは、ちょうど日没の時間帯のことだった。

「よう、ハーミット。怪け我がしたんだって？　どんな具合だ」

　軽い声と共に入ってきたのは、ハーミットにとっては久ひさ々びさに見る顔である。

　緩ゆるいウェーブのかかった長髪を揺らしながら、にやにやと笑う優やさ男おとこ──

「アルタード兄さん……！　帰っていたんですか？」

　エアル家の次男、家を出て放ほう浪ろうの画家をしている、アルタード・エアルだった。

　彼は挨あい拶さつもそこそこに、寝台ベツドの傍そばに腰をおろした。

「いや、驚いたな。久々に帰った首しゆ都とは物ぶつ騒そうだねぇ、どうも」

　呆あきれたように言いながら、聞いてもいないことをぺらぺらと話し始める。三兄弟の中では、もっとも口の滑なめらかな男だった。

「旅先で、亡ぼう国こく派はが議事堂を占せん拠きよしたなんて噂うわさを聞いてな。兄あに貴きやダルグレイ義兄にいさんは無事なのかと思って、予定を切り上げて、ちょっと戻ってみたんだよ。おう、シュナイクも元気だったか？　……なんだ、顔色が悪いな」

　曖あい昧まいに微笑ほほえむシュナイクに首を傾かしげつつ、アルタードは肩を揺らして笑った。

「それにしても、本当に穏おだやかじゃないよな。おい、ハーミット、聞いてくれよ。今朝も大変だったんだ」

　この怪我で兄の長話に付き合うのは少し苦痛だったが、アルタードは話し始めると止まらない。仕方ないと覚かく悟ごを決めて、ハーミットは相あい槌づちをうちはじめる。

「何があったんです？」

　アルタードが身を乗り出した。

「それがさ、雨の中を散歩してたら、道みち端ばたで意識不明の女の子を拾ったんだよ。すごい出血だったんで、慌あわててここの施せ療りよう院いんに運んだんだけど、急きゆう患かんてやたら金とられるのな？　俺おれも見み栄えっぱりだから、つい言われるまんまに初期治療費を前払いしちまったんだけど、おかげでおまえらに土産みやげを買う金も無……」

　ハーミットは、シュナイクと顔を見合わせた。

　たちまちシュナイクが、その小さな身を椅子から立たせ、アルタードに詰め寄る。

「アルタード叔父おじさん！　その子って……！」

「あ？　その子？　いや、おまえよりだいぶ年上の子だぞ？　黒髪の、きりっとした美人でなぁ。気がついたら、恩おんを売ってお近づきに……」

「どの部屋ですか!?」

　さらに声を荒げたシュナイクに困こん惑わくした様子で、アルタードは頰ほおを引きつらせた。温おん和わなシュナイクのそんな姿を見るのは、ハーミットも初めてのことである。

「えっと、二階の……三号室だったかな？　とにかく、二階だよ」

　それだけ聞くと、シュナイクは脇わき目めもふらずに廊下へ飛び出した。

「あ、おい！　施せ療りよう院いんで走るなよ！　シュナイク！　……なんだ？　あいつの知り合いなのか？」

　ハーミットは思わず、苦笑を返した。

「兄さんはきっと、シュナイクに一生感謝されますよ」

　たちまちアルタードは眉まゆをひそめる。

「……ということは、俺おれが手を出したら怒られるのか……？　惜おしいなあ。本当に美人だったんだが……」

　真面目まじめな顔で悔くやしがる兄に呆あきれていると、病室にまた客が現れた。

　ノックもなしに入ってきたのは、銀髪の美しい娘──シルヴァーナである。

　途と端たんにハーミットは、心臓がばくんと跳はねるのを感じた。

「シルヴァーナ、見舞いに来てくれたんですか？」

　シルヴァーナは頷うなずきつつ、アルタードに視線を向けた。

「来客中なら出直そう。また来る」

「いえ、いいんです。こちらは次男の……」

「こ、これはお美しい！」

　──兄の病気がまたはじまったことに気づいて、ハーミットは頭を抱えそうになった。

　シルヴァーナは照てれるでも呆れるでもなく、珍ちん獣じゆうを見るような眼めでアルタードを見ていた。

　アルタードは一方的に握あく手しゆを求めつつ、彼女の前でまくしたてる。

「私は、エアル家の次男、アルタード・エアルと申します。画家をやっているのですが、ぜひ、私の絵のモデルに……！」

　見かねたハーミットは、これに割って入った。

「兄さん、悪いけど出ていってください。彼女と大切な話をしますから」

「え？　いやまて、もうちょっと……」

「あとにしてください！」

　強く叱しかられて、アルタードはすごすごと部屋を出た。名残なごり惜しげにシルヴァーナを見つめていくあたり、彼の審しん美び眼がんは正しいことは正しい。

「……お恥はずかしい限りです」

　事態を弁わきまえない──というより、事情を知らぬゆえに弁えようがない兄を追い出して、ハーミットはシルヴァーナに頭こうべを垂たれた。

　シルヴァーナは、くすくすと笑っている。

「長男のラドゥーカ殿どのや貴方あなたとは、まったく違う性格らしいな。むしろ王宮騎士団に、あんなのがいた気もするが……それより、怪け我がの具合はいいのか？」

　ハーミットは頷きながら威い儀ぎを正して、改めてシルヴァーナに頭を下げた。

「……申し訳ありません、シルヴァーナ。私がついていながら、フェリオ様達が……」

「あぁ。あっちのことは、私は心配していない」

　あっけらかんとした言葉に、ハーミットは意い表ひようを突かれる。

「いや、しかし……」

「問題ないよ。いずれ帰ってくるさ」

　確かく信しんしたようなその声の響きに、ハーミットは違い和わ感かんをもった。

「ですが、叔父おじ上うえの心境を思うと──」

　フェリオの忠実な臣たるウィスタル・ベヘタシオンは、今の事態に断だん腸ちようの思いで耐たえていることだろう。

「ウィスタルは、そう易やす々やすと折れる男じゃない。それにフェリオのことも信じているはずだ」

　そしてシルヴァーナは、にっこりと笑う。

「大丈夫だよ、ハーミット──私達も信じて待とう。だから貴方あなたはまず、その怪け我がをゆっくりと治してくれ。フェリオ達のことは、私達も調査にあたる──死の神霊アービタ・スピリツトをつかって、ジラーハのシャジール達にも協力を願ってな」

　──シルヴァーナの強気な言は、ハーミットに心配をさせないためのものだった。

　彼女のそんな気き遣づかいが、ハーミットにはかえって重い。

「死の神霊アービタ・スピリツトと言えば──具体的にどうするのですか？　さすがにもう、この地には置いておけないでしょうが」

　シルヴァーナが、艶つややかな唇に指を添そえた。

「それは秘密。しばらくは、北方民族とシャジールの民とで預かる。その後はウィータ神殿と相談して、次の隠かくし場所を決めることになるだろう。あれは表に出していいものじゃない」

　そう言ってシルヴァーナは、ハーミットの額にそっと触ふれた。

　冷たくしっとりとしたその手のひらの優やさしい感かん触しよくに、ハーミットはどきりとする。

「いずれまた、話しにくるよ。シズヤ達には逃げられたが、連中をこのまま放っておくわけにもいかない。私もしばらく忙いそがしくなりそうだから、ラトロアを離れる。一いち応おう、お別れをいいに来たんだ」

「え……？　今日、もう発たつんですか？」

　すでに夕刻である。

　ハーミットは焦あせった。シルヴァーナには、まだ言いたいことを言っていない。

　シルヴァーナはあっけらかんと頷うなずき、長衣ローブを翻ひるがえして素早く背を向けた。

「神霊スピリツトの騒そう動どうが解決したら、長なが居いをする理由はない。ジェラルド元げん首しゆのことは、そちらに任せるつもりだし──じゃあ、またいずれ」

「あ、待ってください！　シルヴァーナ！」

　思わずハーミットは、次の言葉を考えずに、彼女を呼び止めた。

　振りかえった彼女は、不思議そうにハーミットを見つめる。

「なんだ？　用件があるなら、手て短みじかにな」

「手短に？　じゃあ……ええと」

　ハーミットは大きく深呼吸をした。

「……シルヴァーナ。私は貴方あなたと、一いつ緒しよに生きていきたい」

　シルヴァーナはきょとんとして、眼めをしばたたかせた。

　負傷した騎士の誰だれかが、ごく控えめにからかうような口笛を吹いた。他の者達は、視線を向けずに聞き耳を立てている。

　シルヴァーナの反応は、芳かんばしくない。騎士達はそのことに遠えん慮りよしたらしい。

　顔を赤くするでもなく、彼女はただ不思議そうに寝台ベツドのハーミットを覗のぞき込こむ。

　意味が通じていないのかと思った矢先、彼女はくすりと笑った。

「……貴方もずいぶんな物もの好ずきだな。とりあえず──返事は保ほ留りゆうさせてもらおう」

　その答えは残念なようでもあり、一方では安あん堵どできる質のものでもあった。

　ハーミットとしても、無理に急ぐつもりはない。そもそもシルヴァーナがこんなに早くラトロアを出ると言い出さなければ、もっとゆっくりと話すべきことである。

　シルヴァーナは再び背を向け、その美しい顔だけを振り向かせた。

「そうだな。半年ぐらいしたら、またラトロアに来るよ。その時までに貴方の心が変わっていなければ、真面目まじめに考える。その半年の間に、貴方には別の、もっといい出会いがあると思うけれど……」

「──あり得ません。私の心は、もう変わらない」

　確かく信しんを込めて告つげると、シルヴァーナは片眼を瞑つぶって見せた。その愛らしい笑顔に、ハーミットはどきりとさせられる。

「じゃあ、信じているよ。ハーミット。でも今は、そんなことよりまず、体を治すことを考えてくれ」

　そう呟つぶやいた彼女は、少しだけ、嬉うれしそうにも見えた。

　もっともそれは、ハーミットの錯さつ覚かくだったかもしれない。

　彼女が出て行った後で、ハーミットはこっそりと、その手をぎゅっと強く握った。

　固唾かたずを吞のんでいた周囲の騎士達も、ようやく息を吐はき、何も言わずに微笑を浮かべる。

　──半年後の約束を、彼女はきっと、忘れずにいてくれる。

　その時までには、もっと気の利きいた口く説どき文もん句くを考えておこうと、ハーミットは心に決めた。
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　シアを抱えたカトルは、メイスン家の敷しき地ちに戻っていた。

　血の臭においをごまかすために──彼は、ユーディエからもらった香水を体に振ふり撒まいた。

　そんなカトルの姿を、シアは不思議そうに見つめている。

　本来ならば、カトルの姿は見えないはずだが、今は傷口から溢あふれる血と、血を吸すった包ほう帯たいのために、その外がい見けんが変わってしまった。

　もっとも、盲もう目もくのユーディエ・メイスンには、見た目は関係のないことである。

「カトル、どうしてこんなとこに……？」

　口が利きけないカトルには、説明ができない。

　ただ、さきほど──

　研究施設から脱だつ出しゆつする寸すん前ぜん、イリスが下へ落ちた時にパンプキンが言っていた。

〝カトルよ、汝なんじには為なすべきことが、まだあるのであろう？　イリスのことは、我に任せよ。そしてシア──今は何も聞かず、カトルに協力してやってくれたまえ〟

　そしてパンプキンは、イリスを屍しかばねの兵達から護まもるべく、再び地下へと飛び降りた。

　そんなパンプキンの説明だけで、シアはここまで、おとなしくついてきてくれた。

　カトルは彼女を抱えて、ユーディエの部屋へと向かう。

　いつものように、犬が吠ほえ始めた。

「ミハエル！　お客様に吠えてはだめって、いっているでしょう？　本当に、いつも──申し訳ありません、カトル様」

　ユーディエが犬を叱しかり、そしてカトルは見えないのを承しよう知ちで、小さく頷うなずいた。

「あら……この香り。カトル様、私が差し上げた香水、つけてくださったのですね。嬉うれしいです」

　幸せそうに笑う彼女の姿と──〝誰だれか〟の姿が、カトルの脳のう裏りに重なった。

　バニッシュは、向こうの世界に〝家族〟を残してきていた。

　カトルにも、昔──家族がいた。

　妻とそして可愛かわいい娘と──しかしその二人は、今はもういない。カトルへの誕生日のプレゼントを買い物に出掛けた先で──彼女達は、無む差さ別べつのテロに巻き込まれて、その命を落とした。

　家族の死後、自じ暴ぼう自じ棄きになったカトルは、バークライト大佐の人体実験に協力し、復ふく讐しゆうのための暗あん殺さつ者しやとなった。

　最初の任務を、そのテロの実じつ行こう犯はん達の暗殺にするというのが、カトルが出した唯ゆい一いつの要求である。そしてその約束を果たした後、カトルは投とう与よされた薬によって、全すべてを忘れ去った。

　──忘れ去った、つもりでいた。

　姿の見えない自分を、聖せい霊れいといって慕したってくれるユーディエと会った時に、カトルは彼女に、亡なくした愛まな娘むすめの面おも影かげを投とう影えいしてしまった。

　忘れたはずのその面影は、日を追うごとに強くなり、最近では夢にまで見るようになった。

　ユーディエの容よう姿しそのものは、娘とは似ていない。だが、カトルを慕したうその様子は、何故なぜかそっくりだった。

　その彼女のために──今は、できることをしたい。

　そして彼は、シアの背を押した。

「え？　カトル、私に、この子を会わせたかったの？」

　シアの声を聞いて、ユーディエが首を傾かしげた。

「あら？　今日はパンプキンさまとも別の方かた──はじめまして、私はユーディエと申します。貴方あなたは？」

「あ……えぇと、シア……」

　名乗りあってから、シアはようやく、彼女が盲もう目もくであることに気づいたらしい。

　窓まど際ぎわに座った彼女は、今も瞼まぶたを閉じている。

　聡さといシアは──自らに期待されている役割をここで悟さとった。

「そっか……カトルは、この子の眼めを治したいんだね？」

「え……？」

　眼と聞いて、ユーディエが敏びん感かんに反応を示した。

　カトルは返事の代わりに、シアの手を強く握る。

　彼女に歩み寄ったシアは、その顔に手を伸のばした。

「ごめん、ちょっと触さわるね。治せるかどうか、わからないけれど……試ためしてみる」

　シアは自らの腕輪から、内蔵された電極を延のばした。

　それをユーディエのこめかみに装そう着ちやくしつつ、腕輪のスイッチをいれる。

　脳のうと視し神しん経けいの関係を回復させることなど、本当にできるのかと、疑わしい部分はある。だが、カトルはユーディエに、〝この世界〟を見せてやりたいと思った。

　一歩退ひいて──大きく、吐と息いきを吐つく。

　もはやカトルの体には、まともな感覚が残っていなかった。

　シズヤ達から受けた短剣ダガーは、体の深い部分にまで達していた。すでに血も流れすぎている。

　──最初から、助かる傷ではなかった。

　だからパンプキンは、最後にシアのことを預けてくれたのかもしれない。

　感情を失ったはずの男は、シア達を置いてふらふらと歩きだした。

　道みち端ばたで透とう明めいのままに腐ふ敗はいして、体の内側をさらすのはいかにも見苦しい。

　人目につかないところに、自分の死体を隠かくしたかった。

　ユーディエの飼い犬、ミハエルが、その後についてきた。

　彼はくんくんと鼻を鳴らしながら、澄すんだ眼でカトルを見ていた。

　止血のために体に巻いた布を解ほどき捨てながら、メイスン邸ていの敷しき地ちを抜けて、ふらりふらりと彼は歩いていく。

　ミハエルは、門のところで立ち止まった。

　姿の見えなくなったカトルを見送るように、その場に座り込んで、じっとしている。

　道みち往ゆく者は、誰だれもカトルの姿に気づかない。よくよく見れば、何もない空中から血が流れていることを奇き異いに思う者もいるかもしれないが、今はもう日が暮れている。

　パンプキンやバニッシュ、ムスカ達はどうしているかと、ふと気になった。無む論ろん、上官であるイリスのことも気になってはいるが、パンプキンやエンジュが彼女を護まもると言った。彼らならば、その誓せい約やくは守るだろう。

　妻子を守れなかった、自分とは違って──

〝……貴方あなた？〟

　ラトロアの並木道──

　その木こ陰かげに、懐なつかしい人々の顔が佇たたずんでいた。

〝パパ、遅おそいよ！　どこに行ってたの？〟

　妻と、そして娘とが、手をつないでそこに待っている。

　カトルにとって、その二人はなによりも──それこそ自分自身よりも、大切な存在だった。

　可愛かわいらしく文句を言う娘を、その母親は笑顔で叱しかる。

〝こーら、パパはお仕事で出張中だったんだから、待ちくたびれたなんていわないの。罰ばつとして、これからうんと美味おいしいもの、おごってもらうんだから〟

〝そこまで言ってないし……ママのほうが、きついこと言ってると思うよ？〟

　ユーディエとも歳としの近い娘は、将来はきっと美人になると思わせる、眼めのぱっちりとした子供だった。

　その大きな眼で、彼女はカトルを見つめ、とびきりの笑顔を見せる。

〝ほら、パパ。早く行こ！〟

　妻が頷うなずいて、カトルの背を押した。

「……あぁ。そうだね──遅おくれて、ごめん」

　酷ひどく久ひさ々びさに、言葉を発して──カトルは娘の手をとった。

　右手に母親の左手を、左手に父親の右手を握り、少女は空を歩くような足取りで、カトルを引っ張っていく。

　どこか遠くで、犬の遠とお吠ぼえが聞こえた。

　幼い我が子に、手を引かれるまま──

　カトルはゆっくりと、その見知らぬ街まちを歩いて行った。
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　死の神霊アービタ・スピリツトを巡めぐる異い変へんの起きた、その夜──

　元げん首しゆ、ジェラルド・メイスンは寝台ベツドに入ろうともせず、書しよ斎さいにランタンを点ともしていた。

　夜を徹てつして書いているのは、知人や友人、親しん戚せきにあてた手紙の数々である。

　多くの手紙を書きながら、ジェラルドは微かすかに微笑ほほえんだ。

　帰宅後──ジェラルドの元には、思わぬ知らせが待っていた。

〝ユーディエの眼めに、視力の回復する兆きざしが生まれた──〟

　娘は聖せい霊れいの加か護ごと言って憚はばからないが、まさにそうとでも考えたくなる現象だった。

　もちろん、すぐに見えるようになったわけではない。ユーディエはまず眼の痛みを訴うつたえ、今は包ほう帯たいを巻いている。これまで光を受けてこなかった彼女の眼には、夕ゆう闇やみや蠟ろう燭そくの明かりさえ、眩まぶしすぎたらしい。

　そして彼女はこう言った。

〝これまで、何も見えなかったのに──何かが違うんです〟

　彼女は明めい暗あんどころか、黒と白という色さえ知らなかった。そんな彼女の眼が、少なくとも光を感じ始めたことは、まさに僥ぎよう倖こうといっていい。

　これで──

　ジェラルドは安あん堵どする。

　これで、自分がいついなくなっても、ユーディエは大丈夫だろう──

　そう思った。

　夜通しで書いている手紙の多くは、ジェラルドの遺い書しよだった。

　ジェラルドはこれから、政治的な失しつ脚きやくを理由に自殺する。

　否いな──本当は、死にたくはない。だが、〝彼女達〟が、自分をこのままで済すますとは、とても思えない。

　殺された後のことを考えて、ジェラルドは今、その準備をしている。

　そして、彼を死に誘うはずの声は、不意に背はい後ごから訪れた。

「──まだ、起きていらっしゃいますの？」

　来るべき者が来た──ジェラルドはそう感じつつ、口元に微笑を浮かべた。

「シズヤですか──すみませんが、もう少しだけ待ってください。これだけ、書いてしまいたい」

　机に積まれた手紙の山を見て、シズヤは呆あきれたように薄うすく笑った。

「ずいぶんと準備がよろしいのですね。遺書ですか？」

　ジェラルドは素直に頷うなずいた。

「ああ。貴方あなた達にこんなことを頼める義ぎ理りじゃありませんが……暗あん殺さつとなると、後の政府に苦労をかけます。ユーディエにも復ふく讐しゆう心しんなどを植えつけたくない。〝自殺〟という形でお願いできますか」

　足音を忍しのばせたシズヤが、机の前に回りこんだ。

　黒くろ装しよう束ぞくの彼女は、何故なぜか首を傾かしげている。

「……それは、ご依い頼らい？」

「依頼……？　依頼は関係ない。貴方あなた達は、メビウスの恨うらみを晴らしに来たのでしょう」

　そう指し摘てきして、ジェラルドは自らの首を示した。

「必ず来ると思っていました。私のような者を、生かしておく理由はないはずです」

　逃げても、抵てい抗こうしても、無む駄だだということはわかっている。

　彼女達を使ってきたジェラルド自身が、そのことを一番よくわかっていた。

　ところが、彼女はまた首を傾かしげる。

「確かに、生かしておく理由は別にありませんけれど……あえて殺す理由も、ないように思いますけれど？」

「……何？」

　ジェラルドは耳を疑った。

　シズヤは大おお真面目まじめな顔で、その両腕を胸の前に組んでいる。

「だって、実際に誰だれからの依頼も戴いただいていませんもの。お金にもならないのに、わざわざ元げん首しゆを殺したって、何かいいことがあります？」

　暗あん殺さつ者しやとしては正せい論ろんではある。だがこの正論に、ジェラルドは眉まゆをひそめた。

「……貴方達は、私を恨んでいるのではないのですか？　アルセイフの王宮騎士団を差し向けたのは、この私です」

　彼女達はその戦いで、仲間のほとんどを失ったはずだった。今や生き残りは、十人にも満たないと推すい測そくできる。

「でも、戦うように指示したのはメビウス様で、戦うと決めたのは私達ですわ。元首は関係ないじゃありませんか」

　シズヤはそんなことを断言した。

　ジェラルドは信じ難い思いで、彼女を見つめる。

「……では貴方は、何をしにきたのです？　こんな時間に……」

　シズヤはくすりと微笑ほほえんだ。

「メビウス様がいなくなったものですから、私達も失業しちゃいましたの。それで、次の就職口を捜さがしていまして──怪け我が人にんの治療費も、馬ば鹿かにならないものですから」

　冗じよう談だんかと思い呆あきれつつ、ジェラルドは嘆たん息そくした。

「私も近く、失しつ脚きやくします。メビウスがあそこまで派は手でな変へん事じを起こし、アルセイフの王族まで巻き込んだ以上、今回ばかりはダルグレイ達の追つい及きゆうをかわすことはできないでしょう。おそらく、私の政治家としての命はこれで絶たたれるはずです。一ヵ月後には新聞の叩たたかれ役で、半年後には忘れ去られているでしょうね」

　シズヤは肩を竦すくめた。

「ほんと、表の世界って世せ知ち辛がらいですわね。わかりましたわ、他ほかをあたってみます」

「──待ちなさい。その前に、ここへ行くといい」

　ジェラルドは、一通の地図をシズヤに差し出した。

「〝屍しかばねの薬〟の貯ちよ蔵ぞう庫こです。貴方あなた達が無む駄だ遣づかいをしなければ、生き残った者達が生きていける分くらいはあるでしょう。近いうちにダルグレイ達が調査に動き始めそうですから、襲って奪うばうなら早いほうがいい。せめてもの餞せん別べつです」

　シズヤはそれを受け取り、にっこりと微笑ほほえんだ。

　研とぎ澄すまされた刃やいばのような、物ぶつ騒そうな美しさがそこに漂ただよっている。

「やっぱり元げん首しゆは、素す晴ばらしいお方ですわ。お役に立てることがありましたら、またぜひ──」

　見せかけの愛あい想そうを振りまく妖よう艶えんな美女に、ジェラルドは嘆たん息そくを返した。

「つくづく思うのですが──事態がここに至ってなお、貴方達のような悪あく党とうが生き残っているというのは、どうにも釈しやく然ぜんとしません」

　その言葉は、あながち冗じよう談だんでもない。メビウスとシズヤ達は、運命を共にすると思っていた。

　シズヤが可笑おかしげに吹き出した。

「あら。世の中自体が、概おおむね釈然としないものですわ。ラトロアの暗あん部ぶをよくご存ぞん知じの元首の口から、そんな当たり前の言葉を聞くなんて、思いもしませんでした」

　そう告つげて、シズヤは笑いをおさめる。

「勧かん善ぜん懲ちよう悪あくが成り立つのは、つくり話の中だけ──本当の悪党は、そう簡単には死にません。アルセイフのレージク様や、タートムのカルバイ様のように、良心を捨てきれない人間は、負けたら死ぬしかありませんけれど……私たちは、卑ひ怯きよう者ものですから」

　彼女の言葉を聞きながら、ジェラルドは眼めを伏せた。

　──かつてシズヤ達は、タートム側の間諜スパイだった。捕らえた彼女達に〝屍しかばねの薬〟を投とう与よし、薬なしでは生きられない体にしたのは、メビウス・フロンダイトである。

　そしてその薬を餌えさに、メビウスはシズヤ達を操あやつった。腕輪を与え、特殊な任務のために、それこそ手足のごとくに操っていた。

　哀あわれとは思わない。それも結局は、彼女達が選んだ生き方である。

　ジェラルドは眼を伏せたまま、小声に呟つぶやいた。

「……メビウスがいなくなった今、貴方達も自由です。いつまで生きられるかはわかりませんが、悪党なりに好きなことをするといい──」

　呟きを終えて、眼を開けた時──

　もうそこに、シズヤの姿はなかった。

　去る気配さえも感じさせずに、彼女は霞かすみのように──それこそ初めからいなかったかのように、その姿を消していた。

　ジェラルドは、唇の端で微かすかに笑う。

　彼女達のような悪党が、ジェラルドは嫌いではない。一般には毛嫌いされて当然の者達だが、そんな彼女達を、好ましく思う瞬間が稀まれにある。

　それはつまり、ジェラルド自身も悪あく党とうだからなのだろう。

　そうした悪党が存在しなければ、世界の進歩もまたあり得ない。

　悪人は悪事を為なすために。

　そして他の人々は、その悪に対抗するために。

　技術を磨き、いたちごっこを続ける。その連れん鎖さが世界を発展させていくことが、無意味なことだとは思わない。

　無む論ろん、世間は善悪で二分できるような単純なものではないし、その進歩が世界を滅ほろぼす可能性も否定はできないが──同じ卑ひ怯きような悪党として、シズヤ達にはつい、親近感をもってしまう。

　知人にあてた書きかけの遺い書しよを見つめて、ジェラルドはひっそりと息を吐はいた。

　今夜の彼の仕事は、その全すべてが無む駄だになってしまったらしい。

　それが少し残念ではあったが、明日もユーディエに会えるかと思うと、彼の頰ほおは自然に綻ほころんだ。
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　ただ黒い床ゆかが続くだけの異い質しつなその空間で、リセリナとフェリオは途と方ほうに暮くれていた。

　どこかへ行こうにも、方向がわからないどころか、目め印じるしになるものが何もない。空には相変わらず、星の姿が浮いているが、メビウスの言葉によれば、それは虚きよ像ぞうらしい。

　なにより、前後左右に歩くことはできても、〝空〟へと進むことはできない。

　歩ける範囲を見渡せば、何もない空間がただ延えん々えんと続いていた。

　すぐ傍そばには、メビウスの死体がある。

　その死に顔は、存ぞん外がいに安らかだった。

「……メビウスは、生きたかったんだろうな──」

　フェリオがぽつりと、そう呟つぶやいた。

　リセリナとしても、彼のしたことは許せない。だが、許せないことをしてまで〝生きたい〟と願ったその心は、わかるような気もしてしまう。

　父の形かた見みの細剣レイピアを、リセリナはその手に握った。

　エルシオン・エアルもきっと──この世界で、必ひつ死しに生きたのだと思う。その剣は、彼の生きた証あかしの一つでもあった。

「生きるのって──大変ですよね。生きたくても生きられないことも多いし、逆ぎやくに死にたがっている人もいますけれど……」

　そんな当たり障さわりのないことを言うと、フェリオが不意に、リセリナに微笑を向けた。

　その優やさしい顔に、リセリナはつい、こんな事態にも関かかわらず胸に高鳴りを覚える。

「リセリナ──君も、吹っ切れたみたいだな」

「え？」

　なんのことかと、リセリナは首を傾かしげた。

「ようやくゆっくりと話せるようになったから、言うけれど──リセリナの眸めが、以前と比べて、強くなっているような気がしたんだ。前は壊こわれそうで儚はかなくて、見ているだけで不安になるような印象があったけど……今はそんなことない」

　そう指摘されて、リセリナは眼めを伏ふせた。昔の自分は、そんなふうに見えていたのかと今にして気づく。

　今のリセリナは、父の遺のこした思いを知っている。おそらくはそのことが、生きる希望にもつながっていた。

「……昨日の夜、父の日記を読んだんです。私のことが書いてあって──お父さんが、私のことをちゃんと憶おぼえていてくれたことが、嬉うれしくて──本当に、それだけがただ嬉しくて──その思いを裏うら切ぎっちゃいけないんだって……思いました」

「……そうか」

　フェリオは納なつ得とくしたように頷うなずいて、そのままゆっくりと歩き出した。

「リセリナ、少し、この辺あたりを調べてみよう。このままここにいても、仕方ないだろう？」

「はい、そうですね」

　頷いたリセリナは、足を引きずるようにして歩き出した。足首が少し痛む。

　さきほど、メビウスの腕輪によって感覚が麻ま痺ひした折に、倒れて捻ひねったらしい。歩けないほどの痛みではないが、違い和わ感かんがある。

　その動きに、フェリオが首を傾げた。

「リセリナ、足、どうしたんだ？」

「あ……ついさっき、転ころんで足を捻ったみたいで……すぐによくなると思うんですけれど」

　フェリオは少し考える様子を見せて──リセリナの前で、背を向けた。

　その意い図とに気づいたリセリナは、たちまち顔を真っ赤にする。

「え!?　い、いえ！　いいです！　歩けますから！」

「いいよ、気にしながら歩くより、おぶっていったほうが早い。乗って」

　フェリオは半なかば強ごう引いんに、その背にリセリナを乗せた。

　肌はだの暖かさと汗の匂においに緊張しながら、リセリナはおとなしく、彼に身を預ける。

　最初にフェリオに出会った時も──こんな感じだったような気がした。

　昇しよう華かして逃げ出したリセリナを、神殿騎士達の手から救い出し、シルヴァーナの部屋で一晩を明かしたあの夜──リセリナ自身の記憶はないが、話を聞く限りでは、あの時間は自分にとって〝幸せ〟だったのだろうと思う。

　昇華中のリセリナは、いつも一人だった。

　誰だれもが捕らえるために追いかけ回そうとし、時には閉じ込め、怯おびえるリセリナを追い詰めることに躍やつ起きになっていた。

　そんな自分を助けてくれたフェリオのことを、昇しよう華か中のリセリナは、〝初めて得た仲間〟だと思ったに違いない。

　それ以外の要素も、あるのかもしれないが──要するに、リセリナはフェリオに好意を持っている。

　切せつなくて、苦しい思いが主体だが──それでもリセリナは、フェリオのことが好きな自分を、大切にしていくつもりでいた。

　たとえフェリオが、ウルクだけを選んだとしても、自分の思いは否定できない。

　リセリナは、ぎゅっとその背にしがみついてみた。

　フェリオが不思議そうに振りかえる。

「リセリナ？　どうしたんだ？」

「フェリオさん……私達、ここから出られるんでしょうか？」

　そんな不安をぶつけてみた。

　ソリダーテ大陸のある巨大な星以外にも、空には幾いく多たの星が瞬またたいている。それらは小さな白い点にしか見えないが、その一つ一つが大きな星であることを、リセリナは知っていた。

　ただしそれは、知識として知っているだけのことである。

　勇ゆう気きを出して近づかなければ、本質が見えないものもある。遠くの星に近づくことは、容よう易いではないが──すぐ近くにいるのに近づけないのは、自分に勇気がない証しよう拠こだった。

　歩きだしながら、フェリオは軽く息を吐はいた。

「多分、なんとかなるとは思うんだけれど……確かく証しようはない。不安か？」

　問われて、リセリナは首を横に振った。

「私は……フェリオさんが一いつ緒しよなら、怖こわくないです」

　そう言ってから、リセリナは少し考え込んで、フェリオの耳元に囁ささやいた。

「あの……ちょっと、変なこと言ってもいいですか？」

「ん？　何？」

「もしかしたら、本当に帰れないかもしれないから……今のうちに、言っておこうと思って」

　縁えん起ぎでもないことだとは思ったが、リセリナはフェリオの耳元に唇を寄せ、そっと小声に囁いた。

「……言いますね。私、フェリオさんのことが好きです──多分、ウルク様とおんなじような意味で。大好きです」

　それを告つげると──フェリオは一瞬、固まった。

　しかし彼は、次に安あん堵どしたような微笑を浮かべる。

「そうか──ありがとう。じゃあ、俺おれも真面目まじめに考える」

　リセリナは眼めをしばたたかせた。

「……断ことわらないんですか？」

　フェリオの返答は意い外がいだった。ウルクのことがある以上、てっきり返ってくる言葉は、拒きよ絶ぜつか困こん惑わくだと思っていた。

　フェリオはしかし、あまり動どうじていない。

　黒い床ゆかの上を、目的地もないままに歩きながら、彼は照てれたように笑った。

「だって、リセリナは真剣に考えて、その上で言ってくれたんだろう？　だったら俺おれも、真剣に考えてから応こたえる。中ちゆう途と半はん端ぱなことは言わない。言葉にする時は、〝責任をとる〟よ」

　そしてフェリオは声の質を少し落とした。

「虫がいいって思われそうだけど……俺にとっては、リセリナもウルクも、本当に大切な存在なんだ。比べることなんてできないし、二人とも、幸せになって欲しい。だからもし二人が、俺と一いつ緒しよにいたいって言ってくれるなら──俺も、そのことを真剣に考えたい」

　リセリナは苦笑した。

　ウルクに遠えん慮りよして悩んでいた自分が、馬ば鹿かのように思える。

　よくよく考えるまでもなく、彼は〝王族〟で──そして、リセリナの好きになった相手だった。

　フェリオが少し不安そうに、肩越しに声をよこした。

「それじゃ、だめかな？」

「──だめじゃないです」

　リセリナはふっと肩の力が抜けていくのを感じた。

「フェリオさんて、ずるいとは思いますけれど……でも、私にとっては、だめじゃないです。こっちには、惚ほれた弱みがありますから」

　ぎゅっと、フェリオの背にしがみつく。

　その背は暖かい。

　あまりに暖かくて、うとうとと眠くなってしまう。

　眠ねむ気けを紛まぎらわすように、リセリナは耳元で囁ささやいた。

「……私達、戻れるといいですね。アルセイフに」

「戻れるさ。待ってくれている人達が、大勢いる。だから、戻らないとな」

　呟つぶやいたフェリオの胸元に、ふと光るものが見えた。

　寝ね惚ぼけ眼まなこで、リセリナはそれを見つめる。

　その光の正しよう体たいは──

　フェリオが身につけた、首くび飾かざりだった。リセリナはぼんやりと、その光を眸ひとみに映す。

「フェリオさん……それ……」

「ん？」

　リセリナが指摘して、フェリオもようやく、その光に気づいた。

　彼がウルクから貰もらった、〝生命の輝石セレナイト〟の首くび飾かざり──お守りがわりにとずっと身につけているその品が、やけに眩まぶしく光っていた。

　フェリオは慎しん重ちように、それを掌てのひらに載のせた。

「……輝石セレナイトが……光っているのか？　なんでだろう？」

　問われても、リセリナにも理由がわからない。ただ、その光を眺めていると、何故なぜか無む性しようにほっとした。

　掌におさまるほどの小さな光だが、その光が、まるで全身を包んでくれるようにも感じる。

　リセリナは眠ねむ気けをこらえて、その輝きを見つめた。

　フェリオが小声に呟つぶやく。

「なんだろう、これ──暖かい感じがする。なんだか──見ていると、みんなのことが懐なつかしくなるような感じだ」

　その大切な者達の待つ星が、上から二人を見下ろしている。

　フェリオの穏おだやかな声を聞きながら、リセリナは眼めを閉じた。

　瞼まぶたを閉じて、フェリオの匂においをかぐ。

　安心できるその匂いには、リセリナも何故か懐かしいものを感じた。

「……フェリオさん」

　名を呼ぶと、フェリオは顔を少し傾け、肩越しにリセリナを見た。

「リセリナ、眠いなら、寝ていていいよ。このまましばらく歩いてみるから」

「──はい」

　そう返事をしながら、肩越しに──リセリナは、フェリオの唇に、そっと唇を添そえた。

　フェリオが瞠どう目もくするのと同時に、リセリナの方はとうとう、眠りに落ちる。

　目め覚ざめたときには、全すべてが夢になっているかもしれない──

　そんなことを考えながら、彼の暖かい背に、彼女はその身を預けた。
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　ジラーハの中央、ウィータ神殿──

　この日、神殿では一つの大きな動きがあった。

　ラトロアからの、〝公式の〟使者の到着である。

　やってきた使者は、シュナイク・バルトゥール──つい昨年にも、非公式の訪問を果たした彼は、今回はラトロアの議員達からの親しん書しよを携たずさえて来た。

　親書の内容そのものは、とりたてて騒ぐほどのものではない。

　司し祭さい、ウルク・ティグレーを、使者として派は遣けんしてもらったことへの礼だけで、特に今後の外交を左右するような文章は、まったく含ふくまれていなかった。

　ただ──そうした一通の〝手紙〟が、公式に届とどけられたという点には、大きな意味がある。

　ラトロアの指導者が変わったことも大きい。まず屍しかばねの薬を巡めぐる醜聞スキヤンダルに絡からんで、ジェラルド・メイスンが失しつ脚きやくした。そしてそれを暴あばいたダルグレイ・バルトゥールらが、強い発言力を得たことによって、少しずつ風向きが変わってきている。

　まだ、楽らつ観かん視しできる状況ではないにせよ──今後数年は、開戦の危険性も回かい避ひできそうな気配だった。

　ウルクは自室の窓辺で、じっとそのことを考えていた。

　自分がラトロアへ旅立ったことは、無む駄だではなかった──

　そう思う。

　だが、そのことを喜ぶには、失ったものが大きすぎた。

　フェリオ・アルセイフ──

　ウルクと一いつ緒しよにラトロアへ旅立った少年は、今、ウルクの傍そばにはいない。

　ウルクがウィータ神殿へと戻ったのは、今年の春先のことだった。

　冬の間、彼女はラトロアで、自らの責せき務むとして議員達との交渉を続けながら、帰らぬ〝フェリオ〟の無事を祈り続けていたのだ。

　結局、彼は戻ってこなかった。

　メビウス・フロンダイトらの暴走を止めた後の、その消息は確認できていない。

　彼かの地における異い変へんから、すでに半年が経たっている。

　シャジールのコウ司し教きよう達にも、フェリオ達の置かれている状況はわからないらしく、さすがに生存は絶望視されていた。

　以来、ウルクは魂たましいを失ってしまったかのように、塞ふさぎ続けている。

　一方、メビウスを止め、死の神霊アービタ・スピリツトの機能は元に戻したものの、輝石セレナイトの生産もまだ再開されてはいない。

　神霊スピリツトを操そう作さしたシャジールの民は、例年の〝空そらノ鐘かね〟を合図に、その機能が元に戻ると言っていた。

　詳くわしい事情はウルクにもわからなかったが、神霊スピリツトの機能は複ふく雑ざつで、シャジールの民でも思うとおりにはならないらしい。

　作業としては、〝以前と同じ状態に戻す〟ことを優先したらしく、初夏まで輝石セレナイトは出てこないとのことだった。

　空ノ鐘とはつまり、御柱ピラーが機能を変える際に発する、警けい告こく音おんの一種らしい。

　命令が発せられた後、御柱ピラー側の準備が整い次し第だい、その命令が実行され、合図として鐘が鳴らされる──そうした事じ象しようだと聞いている。

　毎年、初夏に鳴る鐘の音の場合は、機能が正しく維持されていることへの一年毎ごとの証明であり、シャジールの民にだけは、その違いがわかるのだと言う。

　そして、季節は冬を経て春を過ぎ、もうじき初夏になろうとしていた。

　そろそろ、鐘の響く季節が巡めぐってきた。

　輝石セレナイトが再び生産される日も近い。

　ジラーハへと帰国したウルクにとって、今日までの日々は長く、ひたすらに苦しいものだった。

　ただし、それはもちろん、輝石セレナイトを待まち侘わびてのことではない。

　半年前──

　希望を抱いて、ウルクはラトロアへと渡わたった。

　その頃ころの自分を、否定するつもりはない。だが今は、もうあの頃のように無む邪じや気きには笑えない。

　あの頃は、傍そばにフェリオがいてくれた。

　──今はいない。

　その事実だけが、ただ重い。

　だから今も、ウルクは公務には出ず、自室に籠こもっている。

　使者としてシュナイクが来たと聞いても、何故なぜかあまり心が動かない。

　会いたくないわけでもない。ただ、心が空くう虚きよになったままの今の自分では、シュナイクに会っても、何も話せることがないような気がした。

　だから、使者達を出迎える式しき典てんにはあえて欠席した。

　といっても──部屋に独ひとりでいるわけではない。

「……ウルク、このご本、読んで」

　本棚で絵本を探していた少女が、一冊の本を手にとって、ウルクの元にちょこちょこと駆け寄った。

　金髪の、可愛かわいらしい少女である。

「はいはい。じゃあ、シア。膝ひざにお座りしてね」

　にっこりと微笑ほほえんで、ウルクは彼女を抱え、自らの膝に座らせた。

　その子供はもともと、この世界の人間ではない。来訪者ビジターと呼ばれる、別の世界から来た少女だった。

　神霊スピリツトを巡めぐる騒そう乱らんの後、ラトロアで保護された彼女を、ウルクは自分の手元に引き取った。

　書類上は、同じ来訪者ビジターのムスカが、このシアの養よう父ふとなっている。シアは神しん官かん見習いとして、ウルクの身の回りの世話をするという名目で、同じ部屋に起き居きよしていた。

　無む論ろん、実際のところは真ま逆ぎやくである。幼いシアにウルクの身の回りの世話などできるはずがないし、ウルクもそんなことをさせるつもりは毛もう頭とうない。

　ウルクにとってのシアは、歳としの離れた妹のような、あるいはそれこそ娘のような存在となっている。

　日々の生活すべてを共にし、愛情を注ぐうちに、彼女はいつしか、ウルクの支えになってくれていた。

　リセリナや仲間達を失って元気をなくしていたシアも、ようやく最近は笑えるようになってきた。

　その彼女の成長だけが、今のウルクにとって、唯ゆい一いつの生いき甲斐がいである。

　シアがいてくれたから──フェリオを失った悲しみにも、耐たえられたのだと思う。

　彼女を守り育てるという義務感がもしなかったら、ウルクはとっくに、フェリオの後を追っていたかもしれない。

　金髪の少女を膝に抱いて、ウルクは子供用の絵本をテーブルに広げた。

（……あれ？　この本……）

　その本は子供の頃ころ、姉の神しん姫きに読んでもらった神話の絵本だった。本棚の奥深くに仕し舞まわれていたはずで、存在そのものを忘れていたほど懐なつかしい品だった。

　話の筋には、起き伏ふくがない。

　少年が月に恋こいをする──追いかけても追いかけても、月に想おもいは届とどかない──

　山を越えて、谷を越えて、少年は月に近づこうと歩き続ける。

　しかし、月はあまりに遠く、いかに歳月が経たとうと、決して辿たどり着くことはない。

　そして少年は、ただ無意味に、いつまでも月を追いかけ続ける──

　それは哀かなしく、愚おろかな神話だった。

　シアのために読み進めながら、ウルクは自分の姿をそこに映しこむ。

　失った恋人を追い求めて、決して届かぬ想いを胸に、ただ面おも影かげだけを追いかけ続ける──

　これは、そんな神話なのだ。

「……ウルク。ごめん。私、このお話、嫌い」

　終わりまで待たずに、シアがぽつりとそう呟つぶやいた。

　退たい屈くつな話ではあるが、彼女自身が選んできた本である。ウルクは苦笑して、そこで読むのをやめた。

「シアにはまだ、ちょっと難しかったかしら？　これはね、古い神話の絵本なの。だからおもしろくはないと思うけれど……」

「違う。そうじゃなくて……」

　シアはウルクの顔を窺うかがいながら、そこで口くち籠ごもった。少女の眸ひとみは、何故なぜか妙に曇くもっている。

「……読んでるウルクが、つらそうだから……このお話、嫌い」

　そう指し摘てきされて、ウルクはびくりと肩を震わせた。

　──聡さといシアには、伝わってしまったのかもしれない。

　フェリオを失った悲しみは、ウルクの中で少しも癒いえてはいない。

　シアのために、また他ほかの神しん官かん達に心配をかけないために、その感情を表に出さないようにはしていたが、隠かくし切れない部分もある。

　いつも傍そばで生活しているシアには、それがわかってしまうのだろう。

　シアは泣きそうになっていた。

〝自分が選んだ本のせいで、ウルクに苦しい思いをさせた〟──幼おさな心ごころにそんなふうに考えているのが、ウルクにはわかった。

　そんなことを思わせてしまった自分が、情けない。

　ウルクはシアを抱かかえ直し、ぎゅっと両手に抱だき締めた。

　小さな体はぬいぐるみのようだが、心臓の鼓こ動どうが確かに感じられる。

「……大丈夫だよ、シア。心配かけて、ごめんね。私は、大丈夫だから」

　ウルクは自分に言い聞かせるようにそう言った。

　シアがその小さな手で、ウルクの髪を撫なでる。

　そして彼女は、その歳としに似に合あわぬ大人おとなびた言葉を紡つむいだ。

「……ウルク、泣いてもいいよ？　私は、ウルクが強がっちゃうことのほうが心配……泣きそうな時は、がまんしないで泣いちゃったほうが、いいと思う。だって──」

　シアは優やさしく、ウルクの耳元に囁ささやいた。

「ウルクは、フェリオのこと、今でも本当に大好きなんでしょ？　だったら、泣いちゃうのは当たり前だよ。私の前では、無む理りしないでいいから。私を心配させたくないって、ウルクが考えるのもわかるけど……平気そうなふりをしているウルクのほうが、つらそうで見てられない……」

　訥とつ々とつと呟つぶやくシアの声も、涙に濡ぬれていた。

　──ウルクは、たまらずに息を詰まらせる。

　フェリオの姿が脳のう裏りに浮かぶ。

　──どうして自分は、あの日、フェリオを無む理りにでも止めなかったのか──そんな後こう悔かいが、胸を満たした。

　その眸ひとみから大粒の涙が溢あふれ始めてしまうと、もう止まらなかった。

　シアを抱き締めたまま、ウルクはついに、子供のように声をあげて泣き出してしまう。

　シアの肩に小さな顔を寄せ、喉のどを震わせるようにして、慟どう哭こくを繰り返す。

　最後の口くち付づけの後、フェリオは戻ってくると言っていた。今でも、その時の夢を見る。

　そして朝に起きたら、フェリオが傍そばにいるかもしれないと、そんな儚はかない夢をいつも見ている。

　廊下の角に、街まち中なかの人ごみに、夜の窓辺に、すべての扉の向こうに──フェリオの姿を、無意識に探してしまう。

　いるはずがないと理り性せいがわかっていても、感情は常に彼を捜さがしている。

　どうして──どうしてフェリオが、ここにいないのか──

　ウルクの泣き声は、廊下にまで漏もれ聞こえていた。




　──司し祭さいの部屋の前で、その二人の旅人は立ち尽くしていた。

　錬金術師アルケミストの装しよう束ぞくをまとった少年と、彼の護衛を務める少女──彼らの表情は、どうにも厳しい。

「……アンジェリカ。やっぱり明日あした、出直そう」

「……はい」

　シュナイクは、ウルクの部屋に背を向けた。

　名無しの少女も、黙ってそれに続く。

　そして歩きながら、シュナイクはぽつりと呟つぶやいた。

「……好きな人に死なれるのって、苦しいんだよ」

　何もいえない彼女を振りかえり、シュナイクはそっと、彼女の手を握った。

「アンジェリカは、僕より先に死んじゃだめだからね」

　彼女はその言葉に、困ったような顔をした。

　シュナイクも苦しい。

　フェリオとウルクをラトロアに連れて行ったのは、自分である。

　ほんの少し、運命の歯車がずれていれば、フェリオとウルクは幸せになっていたかもしれない。

　ただし──ずれ方によっては、この世界そのものが崩ほう壊かいしていた可能性も高い。

　シュナイクは深く嘆たん息そくして、重い足取りのまま、その場を離れた。
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　夕刻、シアが眠った後に──ウルクは独ひとり、御柱ピラーの祭さい壇だんへと足を向けていた。

　そこは、神しん官かん達が祈りを捧ささげる場所である。ごく稀まれに来訪者ビジター達が現れる場所でもあり、今は警けい備びが厳しい。

　ジラーハに屍しかばねの兵が現れた折に、同時に起きた地震によって、祭さい殿でんは損そん傷しようを負った。

　落ちた瓦が礫れきは撤てつ去きよされたものの、その壊こわれた部分は未いまだ修理中である。

　祭殿も外気にさらされ、抜けた天井や壁からは、夕日が赤く差し込んでいた。

　ウルクはその祭殿に膝ひざをつき、御柱ピラーに祈りを捧げる。

　日課のようなもので、何もしてくれない神にいまさら願うことは特にない。むしろウルクにとって、祈りは自分と向き合うための時間だった。

　ぎゅっと指を組み、彼女は眸ひとみを閉じる。

　初夏だというのに、妙に肌はだ寒さむい。

　眼めを閉じると浮かんでくる面おも影かげが、その寒さを際きわ立だたせる。

　思い出は暖かい。ただ、それに勝まさる喪そう失しつ感かんに、心を蝕むしばまれてしまう。

　フェリオと、初めて会った時のことを思いだす。

　アルセイフの王宮で、たった独ひとりで懸けん命めいに剣を振っていた少年に、ウルクは興味本位で声をかけた。

　その出会いが、二人を親友として結びつけ、ウルクの帰国後も手紙のやり取りが続いた。

　そして、再会を果たした後には──

　ウルクは、怖こわいくらいの勢いでフェリオに惹ひかれていった。

　自分を見失うほど彼に惹かれていたあの頃ころが、一番、幸せな時期だったのかもしれない。

　リセリナとの鞘さや当あてもあった。

　その彼女も、フェリオと同様、死体さえ見つかっていない。

〝自分も一いつ緒しよに、逝ゆきたかった──〟

　つい、そんなことを考えてしまうことさえある。

　護まもるべきシアや姉のノエル達がいる以上、それを実行に移すことは決してないが、挫くじけそうな心は偽いつわれない。

　ウルクは、心に浮かぶフェリオの面影に縋すがった。

〝……貴方あなたのいない時間は…………私には、長すぎます──〟

　自然と、枯かれない涙が込み上げる。

　──眼を閉じているウルクは、気づかない。

　御柱ピラーはその時、ぼんやりと光を宿やどしていた。

　それはとても些さ細さいな発光で、日が暮れきっていない今の時間では、誰だれも気づくに気づけないような光である。

　そして──

　低く長い鐘かねの音が、空の彼方かなたから、ゆっくりと響き始めた。

　ウルクは顔をあげる。

　御柱ピラーが今、元の機能を取り戻した──今年の鐘かねの音は、その証明である。

　すぐにこの祭さい殿でんにも、人が集まり始めるに違いない。

　──泣き顔を、他人に見られたくはない。

　戻ろうとして、ウルクは立ち上がった。

〝御柱ピラーの異い変へん〟に、彼女はまだ気づかない。

　ウルクが背を向けたのと同時に──鐘の音に混じって、石いし床ゆかを踏ふむ足音が聞こえたような気がした。

　それは、自分の足音ではない。

「……え？　ウルクか？」

　その声に──

　心臓が、止まりそうになる。

　夢の中でいつも聞く、その声。

　願っても叶かなわず、持て余すほどの苦しい思いを誘う、その声──

　ウルクは震えながら、恐おそる恐おそる、ゆっくりと振りかえった。

　急いで振りかえると、幻げん影えいが消えてしまいそうな、そんな恐怖を感じた。

　御柱ピラーの表面に──

　夕日をうけて、影ができていた。

　その正面に立った少年の姿が、涙を湛たたえたウルクの眼めにはぼやけてしまう。

「ウルク？　……ここ、ラトロアか？」

　困こん惑わくするその声を聞きながら、ウルクは袖そで口ぐちで眸ひとみを拭ぬぐう。

　血と汗に汚れた姿の少年が、黒髪の少女を背中に負って、そこに立っていた。

　返り血は乾かわき切っておらず、まるでたった今まで、戦場にいたかのような姿である。少女の方は眠っているらしく、眼を閉じたまま動かない。

「神霊スピリツトの前……じゃない。ジラーハの御柱ピラーなのか、これ？　でもジラーハなら、ラトロアにいるはずのウルクが、どうしてここに……」

　紫むらさき色の髪の少年は、しきりに戸と惑まどっていた。

　追い求めていた彼の姿を、直じかに眼にした瞬間──

　ウルクの中で、何かが弾はじけた。

「フェリオ様──！」

　駆け寄って飛びついた後は、もう言葉にならなかった。ぎゅっとしがみつくウルクに驚いて、フェリオは呆ぼう然ぜんとしている。

　抱き締めた体は暖かく、幻げん覚かくではない。

　ましてや──夢でもない。

　眼めを覚さましたリセリナがウルクに気づいて、慌あわててフェリオの背から降りた。

　彼女もここがどこか、今ひとつ理解していない様子で、しきりに辺あたりを見回している。

　ウルクはただ、壊こわれたように泣きじゃくった。

　フェリオの名を呼ぶ声は、自分でも聞き取れないほど、ひどく涙で掠かすれている。

　戸と惑まどっていたフェリオが、ウルクの背を撫なでた。

　まだ状況はよくわかっていないのだろう。ただ、目の前にいる少女が泣いている理由については、いくら鈍にぶい彼でももう察さつしているに違いない。

「──ただいま、ウルク」

　それは夢の中で、何度も聞いた言葉だった。

　そして、もう二度と、直じかに聞くことは叶かなわないと思っていた言葉でもある。

　泣きやまないウルクをなだめるように、フェリオはもう一度、耳元に囁ささやいた。

「ただいま、ウルク──」

　その声は優やさしく、そしてウルクへの想おもいに満ちていた。

　そのことが、今のウルクには奇き跡せきのように感じられてしまう。

　落ちていく日が、ウィータの祭さい殿でんを照らし出す。

　落ちた日は、明日あしたもまた昇るのだろう。それは自然の営いとなみとして、ごく当然のことだった。

　そして、その営みとは無関係に止まっていたウルクの時間も、今、ようやくに動き出そうとしている。
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　半年遅おくれでラトロアから帰き還かんした二人の前で、ウルクはただただ、いつまでも子供のように泣いていた。
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　ここ数年、アルセイフの王宮は賑にぎやかさを増した。

　理由は単純で、王族に慶けい事じが続いていたためである。

　国王ブラドーと王おう妃ひソフィアの間には、長男、長女、次女と続けて生まれ、いずれもすくすくと育っている。

　本来、王族は複数の妻をめとるのが慣かん例れいだが、ブラドーは自身の体調を理由に、未いまだ次の妃きさきをめとっていない。結婚当時はまだそれも通じたが、ここのところの活力に満ちた国王の様子を知る者達にとっては、あまりに見みえ透すいた言いい訳わけだった。

　王妃ソフィアを溺でき愛あいする余りのことだが、現実に世よ継つぎも生まれている以上、さして大きな問題ではない。前王の死後、複数の王子がいたゆえに内ない乱らんとなった記憶も新しく、露ろ骨こつに嫌がる国王に、あえて妻を押し付けようとする動きは自じ粛しゆくされる傾向にあった。

　恐きよう妻さい家かでもない国王が、妻を一人に絞しぼるというのも、アルセイフでは珍めずらしい例である。

　一方、王弟のフェリオは、ほぼ同時期に二人の妻を得た。

　一つ一つの結婚には間を空あけることが多いアルセイフにおいては、これも国王夫婦とはまったく別の意味で、珍めずらしい事例である。

　だが、こちらの結婚も、民からは祝しゆく福ふくされた。

　この王弟フェリオの長女と長男とが、また王宮をひどく賑やかにしていた。

　姉の名はアスティナという。

　母親はリセリナ・アルセイフ──かつては〝戦せん姫き〟と呼ばれていた彼女も、今はその呼び名が少し改まり、〝戦せん妃ひ〟と称しようされている。

　それと同様に、ジラーハから嫁とついできた第一夫人のウルク・アルセイフは、敬意をもって〝聖せい妃ひ〟と呼ばれ、民衆から慕したわれていた。

　そのウルクとフェリオの長男が、弟のリグルスである。

　この腹違いの姉弟は、仲が良い。ほとんど常に一いつ緒しよにいて、一緒に悪さをする。

　世せ話わ焼やきで活発な姉のアスティナと、悪戯いたずら好きで人ひと懐なつっこい弟のリグルス──

　かたや黒髪の可愛かわいらしい少女で、かたや青い髪の理り知ち的てきな少年だが、姉は他の子供よりやけに運動神経が良く、弟は子供らしからぬ機き転てんと知恵を発揮するため、余よ計けいに始し末まつが悪い。

　その悪戯の多くは罪つみのない程度のものだが、この二人が共きよう謀ぼうして暴あばれまわると、宮きゆう廷ていが大だい混こん乱らんに陥おちいることさえあった。

　そして、この元気すぎる二人にもっとも振り回されているのが、教育係の少女、シア・ブライトクロイツである。

　彼女は、フォルナムの神しん官かん、ムスカ・ブライトクロイツの養よう女じよだった。嫁いだウルクやリセリナにとっては妹のような存在でもあり、彼女達と共に、一年のほとんどを王宮で過ごしている。

　歳としは十七歳──衛えい兵へいや騎士達から羨せん望ぼうの眼まな差ざしを注がれるほどの器き量りようだが、当人はいたって吞のん気きな性しよう分ぶんで、浮いた噂うわさの一つもない。

　下心をもって彼女に近づく者は、何故なぜか軒のき並なみ本ほん音ねを見破られると、専もつぱらの評判だった。

　その彼女は、今──

　初夏のアルセイフの王都、セイラムを、一人で必死に駆け回っていた。

　ポニーテールにまとめた金髪が、風に流れて激しく波打つ。その様子は人目を惹ひいたが、少女はあまり視線を気にしていない。

　その髪型は、少女時代のウルク・ティグレーを真似たもので、今朝もそのウルク本人に結ゆってもらった。

　息を切らしながら、彼女は馴な染じみの教会に飛びこむ。

「エヴァ司し祭さい！　あの子達、来ていませんか!?」

　太った老ろう婆ばの司祭は、近所の老人達と茶ちや会かいの机を囲んでいた。

　温和な眼めが、乱入したシアを捉とらえてにこにこと微笑ほほえむ。

「おや、シアちゃん？　こっちにいらっしゃいよ、ちょうど美味おいしいケーキが……」

　手招きするエヴァ司祭に、シアは慌あわてて一礼を送る。

「来ていないならいいんです！　お邪じや魔ましましたっ！」

「あ、シアちゃん！　どうせ探しても無む駄だなんだから、寄っていきなさいって！」

　エヴァに続いて、別の老人たちも口々に引きとめにかかる。

「そうそう、走っても疲れるだけだよ。若いもんはもっと怠なまけなきゃいかんね」

「ついでにわしらの繰くり言ごとでも聞いてっておくれよ。相あい槌づち打ってくれるだけで構わんから」

「そのほうがあの子らも、自由時間が増えて喜ぶってもんだ」

　さりげなく酷ひどいことを言う司祭と老人達に、シアは内心で溜ため息いきを返しつつ、再び走り始めた。

　ここの老人達に捕まると、話が長い。なんのかんのと話し込み、日没まで帰らせてくれないのだ。

　そして、全力疾しつ走そうするシアを見かけるたびに、街まちの知人達が次々に無責任な声をよこす。

「……今日も勉強中に逃げられたの？　あの子達も元気だねぇ」

　小こ間ま物もの屋やの女主人が、店みせ番ばんをしながら呆あきれたように言った。

「今日もとか言わないでください！　ここ三日間は捕まえていたんですから！」

　走り抜けながら言いい訳わけをすると、その隣の飲み屋からもすかさず声が飛んだ。

「おぉ、おぉ、がんばれよぅ。暑いから、水分の補給だけはしっかりな？」

「そういうことを言いながら未成年にお酒を差しださない！」

　酔よって飲みかけのジョッキを差し出す老人を振り切り、シアは行商の中年女を追い越していく。

　女はにこやかにその背を見送りながら、よく響く声を張った。

「追いかけるから逃げるんだよ、あの年とし頃ごろの子供は。どうせ鬼おにごっこ気分なんだから、ほうっておけばいいのに」

「ほうっておくと毎日逃げるんですよ、あの子達！」

　振りかえって反はん論ろんしたその脇わきを、馴な染じみの衣い装しよう屋やの娘が通り過ぎた。

「あら、シア？　あの子達なら、西の広場のほうに行ったわよ。聖せい祭さいも近いから、芸人達が来てるとか……」

「ありがとう！　今度、暇ひまな時に寄るね！」

　彼女を見送る人々の視線は、いずれも温かい。

　走り回る自分がいまや街まちの名物と化かしていることに、シア自身は気づいていなかった。

　情報を得たことに勢いづいて、彼女は二人の子供を必死に追いかける。

（今日こそは、ウルク様やリセリナ様にも叱しかってもらわないと！　王族が頻ひん繁ぱんに街に抜け出すなんて、誘ゆう拐かいでもされたら大変なんだから）

　いかに王都の治ち安あんが良いとはいえ、二人の母親は、子供達に対してどうにも甘あまい。父親のフェリオに至っては、街に出ることは勉強にもなると言って、黙もく認にんに近い状態である。

　結局、シアが二人を監督しなければ、まともに教育も覚おぼ束つかない。

　やんちゃ者の姉弟の姿を探して、シアは西の広場を目指した。
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　その日、二人の旅人は、数年ぶりに王都セイラムの土を踏んでいた。

「……やっぱり、懐なつかしい？」

　旅人の一方、黒髪の美しい娘が、穏おだやかな口調で問う。その娘を連れた青年は、苦笑して背せ負おった弓を担かつぎ直した。

「そんなでもないかな。俺おれは田舎いなかの育ちだから、王都セイラムはほとんど知らないんだ。村のほうに行けば、懐かしくなると思う」

　この答えに、黒髪の娘はくすりと笑った。

「そういう生まれ故郷があるのっていいわよね。私は、自分の生まれたところもよく知らないから」

　青年は、首を横に振った。

「生まれ故郷だからっていうか──君と出会った場所だから、懐かしいんだよ。きっと」

　娘はきょとんとして、すぐに眼めを細めた。

　もう二十代の後半のはずだが、その様子は可か憐れんで、ほとんど少女のように見える。

　もうじきフォルナム神殿の聖せい祭さいが近いとあって、王都は活気づいていた。

　二人以外にも旅人は多く、広場には芸人達も来ている。

　あと数日のうちには、毎年恒こう例れいの空そらノ鐘かねが鳴るだろう。祭りの本番は、その翌日からである。

　込み合う道を並んで歩きながら、娘は自然に青年と腕を組んだ。

「……あの時は、いきなり家に不ふ法ほう侵しん入にゆうしてて、驚いたでしょ？」

「うん、驚いた。一番驚いたのは、かぼちゃの被かぶり物ものだったけど……」

　苦笑混じりに言いながら、青年はふと、遠い眼めをした。

　久ひさ々びさに訪れたアルセイフは、町並みこそあまり変わっていなかったが、そこに生きているかつての知人達には変化が起きていた。

　軍ぐん務む卿きように復ふつ帰きしたクラウス・サンクレットは、ニナ・レスターホークと婚こん姻いんを結び、今は王都に暮らしているという。

　その親友たるベルナルフォン・レスターホークも、軍ぐん務む審しん議ぎ官かんとして辣らつ腕わんを振るい、アルセイフの平和を守っていた。そうした人事に関かかわる噂うわさは、交こう易えき商人達の口を経て、旅空の青年にも伝わってくる。

　先日、たまたま出会った商人のロセッティなどは、軍務卿の職務に忙いそがしいクラウスに代わって、サンクレット交易の一いつ切さいを指し揮きする立場になっていた。

　他の人々の噂も、その時に聞いた。

　ウィスタル・ベヘタシオンは、相変わらずに王宮騎士団の団長を続けている。そろそろ引いん退たいを考えてもいい時期のはずだが、剣の腕は少しも衰えていないようで、それゆえに後任の噂もない。

　騎士のライナスティとディアメルは、今も騎士団で元気にやり合っているらしい。ただ彼らに関しては、ロセッティもくすくすと笑いながら、〝ぜひ会ってこい〟と言うばかりで、詳くわしい話を教えてくれなかった。

　青年が思うに、彼らはあまり変わってもいないのだろう。

「あれからもう、十年近く経たつんだな。どうする？　今日はフェリオ達にも会っていくか？」

　そう問いかけると、娘の表情が暗く沈んだ。

「……あわせる顔がないわ、私は。行くなら、貴方あなた一人で行ってきたほうがいいと思う」

「まだ早いか──じゃあ、君が行かないなら、俺おれもやめておく」

　青年は即そく答とうする。ただし彼は、直後にこうも付け加えた。

「でも、行けばフェリオ達は、喜んでくれると思うけど？」

「それこそあり得ないわ。困こん惑わくされるだけ……きゃ!?」

　人ごみをすり抜けてきた小さな影が、娘の体に正面から衝しよう突とつした。

　たちまち足元から、少女の甲かん高だかい声が響く。

「あ、ごめんなさ……！　…………あれ？　お母様？」

「あ……ほんとだ。リセリナ様だ」

　その名を聞いた途と端たんに、娘はびくりと身を竦すくませた。

　青年も驚いて、走ってきた二人の子供を見下ろす。

　まだ七歳か八歳かといったところで、一人は黒髪の可愛かわいらしい少女だった。

　もう一人は、濃こい青あお色いろの髪をした利り発はつそうな少年で、どことなく少女とも似ている。一見して姉弟か兄妹だとわかったが、しかし片方はぶつかった娘を母親と見間違え、もう片方は名前で呼んだ。

　そして、呟つぶやかれたその名前にも──〝イリス〟と〝エンジュ〟は、心当たりがある。

　少年がまじまじとイリスを見つめ、少女の肩に手を置いた。

「……アスティナ、やっぱり違うよ。よく見たら髪が短いし、リセリナ様はさっきも城にいたし──母様とソフィア様と一いつ緒しよに、お茶を飲んでたよね？」

「でも、そっくり──あ、ぶつかってごめんなさい。行こ、リグルス！」

　少女はぺこりと一礼してから、少年の手を握って再び駆け出した。

　イリスとエンジュは、半なかば呆ぼう然ぜんとしてその背を見送る。

「今の──まさか、フェリオ達の子供か？」

　少女はリセリナにそっくりで、少年はウルクにそっくりだった。

　そしてどちらも、間違いなくフェリオに似ていた。

「だと思うけど……なんで王族の子供が、こんな街まち中なかにいるのよ？」

　イリスに問われて、エンジュは首を傾かしげた。

「まぁ、親が親だし」

「……納なつ得とくしたわ、その一言で」

　イリスは額を押さえて、深ふか々ぶかと溜ため息いきを吐ついた。そんな彼女を見つめて、エンジュは微笑ほほえむ。

「かわいい子達だったな。イリスも昔は、あんな感じだったのか？」

「残念、私はもっと暗い子でした。だいたい想像つくでしょ？」

　冗じよう談だんめかして言いながら、イリスはエンジュの耳元に唇を寄せた。

「ああいう子供、貴方あなたも欲しい？」

「……こんな往おう来らいで、なんて答えたらいいんだよ」

　苦笑しつつ歩き始めたエンジュの隣で、イリスは歩調を合わせ、その腕に両手を絡からめ直した。

　甘あまえてしなだれかかりながら、彼女は小声に呟く。

「ごめんね。私はもうしばらく、貴方と二人っきりがいいかな」

　恥はずかしくなるようなことを言って、イリスは腕に頰ほおをすり寄せた。

　幸せそうなその表情が、エンジュには眩まぶしい。今の彼女をフェリオ達が見たら、それこそ〝別人〟だと思うかもしれない。昔の彼女からは、想像もつかないが──しかし、心を射い止とめてみれば、彼女の本当の性格は甘えたがりだった。

「──いやはや、まさに変われば変わるものであるな」

　──不意に聞こえたその懐なつかしい声に、エンジュはびくりと立ち止まった。

　無む闇やみに気き取どった、滑こつ稽けいなほどに芝しば居いがかったその口調は、一度聞けば忘れられない。

　エンジュは慌あわてて振り向き、人々が通り過ぎていく中に、〝その人物〟の姿を探した。

「イリス……今の声は……」

「え？　何？」

　イリスには聞こえなかったらしい。事実、改めて辺あたりを見回しても、それらしい影は見えない。

　彼女は不思議そうにエンジュを見上げている。

「……聞き間違いかな」

「エンジュ、歩きすぎて疲れたんじゃない？　どこかで座って、お茶でも飲みましょう」

　首を傾かしげるエンジュを、イリスが引っ張った。

　それに引きずられるようにして、エンジュも初夏の王都を歩いていく。

　二人の背を見送る視線に、彼らは結局、気づかなかった。
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　日も落ちかけた夕刻──

　走り疲れたシアは、途と方ほうに暮くれて道みち端ばたのベンチに座り込んでいた。

　空にはぽっかりと、歪いびつな形をした青い月が浮かんでいる。

　リグルスとアスティナは、まだ見つからない。

　目もく撃げき証言はいくつか拾ったものの、祭りが近いとあって、街まちにはいつもより旅人が多い。人ごみの中で小さな子供達を探すのは困難だった。

（どうしよう……あの子達、何処どこに──）

　ひょっとしたら、先に城に戻っているのかもしれない──

　そうも考えて、夕焼け空を見上げつつ、シアはベンチを立とうとした。

　ちょうどそこへ、背を丸めた影が駆けてくる。

「え？」

　意い表ひようを突かれたシアの腰から、巾きん着ちやく袋ぶくろが消えた。

「あれ──？　きゃっ！」

　そのまま男は、シアを片手で突き飛ばし、一いつ散さんに駆け去ろうとする。

「ど、泥どろ棒ぼう!?　誰だれか捕まえてっ！」

　シアは思わず高い声をあげた。巾きん着ちやくの中身は財さい布ふである。

　祭りの人ごみを目当てにすりが集まるのは毎年のことだったが、まさか自分がその被ひ害がいに合うとは思ってもいなかった。

　自ら盗人ぬすつとを追いかけようとした矢先──盗人は、脇わきから不意に差し入れられた誰かの杖つえに、その足を引っ掛けられた。

　たちまち勢いよくすっ転ころび、彼は道みち端ばたに顔面を打ちつける。

「おや？　これは失礼──」

　からかうような男の声が、シアの耳にも聞こえた。

「こ、この野や郎ろう！　危ね……！」

「その人、泥棒です！　捕まえて！」

　シアが声をあげる。

　状況が状況だけに、盗人は顔を手で押さえつつ、そのまま逃げ出した。夕ゆう闇やみに後を追おうとしたシアを、杖の持ち主が呼び止める。

「お嬢さん、ああした輩やからを無む理りに追いかけるものではない。刃は物ものでも持っていたら危険ですぞ」

「でも……！」

　振りかえったシアの前では、品のいい中年の紳しん士しが、にこやかに微笑ほほえんでいた。瘦やせた体に細長い手足、黒い礼れい服ふくに山やま高たか帽ぼうと、一見すると西方の貴族を思わせる風ふう体ていである。夕闇と帽子のつばに隠かくれて、その顔はよく見えない。

　片手に持った杖をくるくると器き用ように回しつつ、彼は深ふか々ぶかと頭こうべを垂たれた。

「お嬢さんの大切な物は、私が取り返しましたゆえ──さ、これをどうぞ」

　すられたはずの巾着袋は、紳士の手元にあった。

　あまりの早はや業わざに、シアは呆ぼう然ぜんと眼めをしばたたかせる。いつ取り返したのか、まるで見えなかった。

　巾着袋を受け取りながら、彼女は紳士に深々と礼を返した。

「あの、ありがとうございます。いつの間に──」

「なに。手は速いほうなのです──なにせ、生業なりわいがこれなもので」

　紳士は親しみを感じさせる声で呟つぶやき、シアの目の前で両手を握る。

　ぱっと開いたその手元から、一輪の黄色い花が飛び出した。

「きゃ……！　……あ、手て品じな師しさんなんですか？」

　可愛かわいらしい黄色の造花を受け取りつつ、シアは頰ほおを緩ゆるめた。

　鮮あざやかな黄色の花か弁べんと葉は上質な生地で、針はり金がねを内ない包ほうした緑の茎くきまで美しい。造花としても、気き品ひんのある代しろ物ものである。

　異国風の紳士は優ゆう雅がに頷うなずき、手にした杖の先でコツコツと地面を叩たたいた。

「いかにも。さきほども公演を終えたばかりなのです。ぜひ、お嬢さんにも見ていただきたかったものですな」

　芝しば居いがかった口調にくすりと笑って、シアは一礼する。

「本当にありがとうございました。あの、何かお礼をしたいんですけれど……」

「いやいや、気にする必要はありません。貴方あなたの笑顔がなによりの報ほう酬しゆうです」

　いかにも気き障ざったらしい台詞せりふだが、妙におどけた調子があるために、少しも嫌いや味みには聞こえない。

　また笑って、シアは取り返した巾きん着ちやく袋ぶくろから、紙に包んだ小さな飴あめ玉だまを取り出した。

「じゃあこれ。ただのお菓子ですけど、お友達からの頂いただき物ものなんです。遙はるか西のラトロアのお菓子で……」

　シアが視力を回復させたラトロアのユーディエ・メイスンとは、季節の便りをかわしている。その飴玉は、彼女が送ってくれた品だった。

　かぼちゃの形をしたその飴玉を見るや、紳しん士しは「ほう」と唸うなった。

「これは懐なつかしいものをお持ちだ。ありがとう、戴いただくとしよう」

　紳士は嬉うれしそうにそれを受け取り、背を向けた。

「あ。あの、お名前は？」

　名を聞いていなかったことを思いだし、シアは慌あわてて紳士を呼び止める。

　山やま高たか帽ぼうで目許を隠かくしながら、振りかえった彼はにっこりと口元を笑ませた。

「私の名はパンタグリュエル・プリギルスチチス・キンバーライト──さて、一度で憶おぼえられますかな？」

　舌したを嚙かみそうなこの名前を、紳士は滑なめらかに一呼吸で答えた。

　思わぬ長い名前に、シアは焦あせる。

「パ、パンタグリュ……？　随ずい分ぶん、長いお名前なんですね……」

「私もそう思います。昔は、略りやく称しようで呼ばれることのほうが多かった──ま、それも古い話です。それでは、ごきげんよう。シア──どうか貴方に、幸福しあわせが訪れますよう……」

　くるくると杖つえを回しながら、紳士は踊るような足取りで去っていった。

　何処どこかで見み覚おぼえのあるようなその影を眺めながら、シアはまた首を傾かしげる。

〝あれ……私、名な乗のったっけ……？〟

　相手が名前を知っているということは、無意識に名乗ったのだろうとは思った。だが、その記憶がないのも事実である。

　そして──今の男の声は、遠い昔に、聞いたことがあるような気もした。

　遠い、遠い──まだ物もの心ごころもつかぬような、子供の頃ころに──

　ぼんやりと立ち尽くしていると、手て品じな師しの来た方角から、二つの小さな影が走ってきた。

「あ、シアだ！」

「シア！　今ね、すごかったんだよ！」

　二人の甲かん高だかい声に、シアはびくりと肩を震わせる。

「……リグルス、アスティナ！」

　駆け寄ってきた二人の子供は、一いち様ようにその眼めをきらきらと輝かせていた。

　二人を叱しかるつもりでいたシアは、そのあまりに嬉うれしそうな様子と、無事に見つかったことへの安あん堵どで、出で鼻ばなを挫くじかれる。

　いつもはそれなりに冷静なリグルスが、その両手を大きく広げて、頰ほおを紅こう潮ちようさせつつ熱ねつ弁べんを振るう。

「手て品じな師しのおじさんがね、向こうの広場で公演をやっていたんだ。何もないところから、急に鳩はととか野菜とか出てきて……」

「ほんとに凄すごかったんだよ！　鉄のお鍋なべが目の前で真っ二つになったり、また元に戻ったり……それから、五つのかぼちゃで一度にお手て玉だましたりとか、そのかぼちゃにいつの間にか顔ができてたりとか、ほんとに凄くて──」

　アスティナも興奮した様子である。

　シアは苦笑と共に溜ため息いきを吐つき、しゃがみこんで二人の子供を両手に抱き締めた。

　心配はかけさせられても──彼らのことは、やはり可愛かわいい。

　子供達の笑顔にほっとして、シアは二人の耳に囁ささやいた。

「……二人とも、勝かつ手てに行動しちゃだめだよ。私に言えば、お祭りが近い時ぐらい、ちゃんと街まちにも連れて行ってあげるから……」

　アスティナが、不思議そうに声を絞しぼった。

「シア……泣いているの？」

「……泣いてない。泣いてないけど……心配で、ちょっと泣きそうだった」

　正直なことを言うと、リグルスが小さな手で頭を撫なでた。

「……ごめん、シア。こんなに遅おそくなるまで、遊んでいるつもりはなかったんだ」

「うん。いつの間にか、時間が経たっちゃって……」

　アスティナの声も、明らかに落ち込んでいる。二人とも、悪戯いたずら心ごころはあっても、決して悪気はないのだ。

　だからシアも、これ以上はあえて責せめる気になれなかった。

「──もういいわ。二人とも、無事だったから」

　気き遣づかう二人の頭をくしゃくしゃと撫でる。

　その時、シアは、二人が何か丸い物を背せ負おっていることに気づいた。

　リグルスは袋にいれて、アスティナは直接に紐ひもで、それぞれ背中に荷物を結んでいる。

「あれ？　なぁに、それ？」

「うん。さっき言った手品師のおじさんがくれたの」

「かっこいいでしょ？　中に蠟ろう燭そくを立てて使うんだって」

　アスティナとリグルスが、揃そろってそれを目の前に突き出した。

　シアは、眼めをしばたたかせる。

　そこにあったのは、緑色に色づいた、中身のくり抜かれたかぼちゃだった。

　二つの眼と一つの鼻、一つの口──

　鋭えい角かく的てきなその表情には、間違いなく見み覚おぼえがある。

　シアは慌あわてて顔を上げると、さきほど去ったばかりの手て品じな師しの背を捜さがした。

　しかし夕ゆう闇やみと人ごみに紛まぎれて、その姿はもはや何処どこにも見えない。

「シア、どうしたの？」

　リグルスが問う声に、ふと、別の音が重なった。

　空の彼方かなたから響きはじめたのは、低く長い、鐘かねの音──

　はじめはごく弱く。そしてだんだんと音を増してくる。

　大気を震わせ大地を覆おおうその音は、この地に豊ほう穣じようを約束する音ね色いろでもあった。

　あわせて、周囲にいた人々から、祝しゆく福ふくの歓かん声せいがあがる。

　赤い夕焼け空に、光の帯が横たわった。それはこの季節に鳴る鐘の音と同時に現れる、御柱ピラーが正常に動いている証あかしである。

　その淡あわい光の帯の中で、青く歪いびつな月が地上を見下ろしていた。
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　ほんの数秒ほどの幻げん想そう的てきな光景に、シアは呆ぼう然ぜんと見み惚ほれ、子供達も歓かん声せいをあげる。

　全すべての人々が立ち止まり、一いち様ように高い空を見上げていた。

　さっきの手て品じな師しも──きっとこの街まちの何処どこかで、この光景を見上げている。

　自分が護まもった、この惑星ほしの光景を──

　シアはそう思った。

「……シア？」

　アスティナが不思議そうにその顔を見上げた。

　リグルスも、シアとつないだ手をぎゅっと握る。

　空を見上げる彼女の眸ひとみからは、その時、輝くほどに透とう明めいな涙が幾いくすじも滴したたっていた。
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　あとがき







　────終わりました。

　終わってしまいました。

　なんだかいつもよりほんの少し、心持ち、見た目でわかるかどうか微び妙みようなくらいのラインでページ数が多めな気もしますが、たぶん気のせいだと思います。せめて今はそう思わせておいてください。

　……八巻あたりから、なんとなくこうなるような予感はしてたんですが。いやはや。




　さて、この〝あとがき〟を書いている現在の日付は、二〇〇六年八月十四日。

　ちょうど今朝、都内では大停電がありました。クレーン船が送電線に引ひっ掛かかったとか──

　こちらには影響なかったものの、パソコンを使う仕事をしていると、あれは本当に恐ろしいものです。今はシグマリオンがあるので、短い停電であれば、作業そのものは進められるのですが──

　思えばこの小さな機械には随ずい分ぶんと助けられました。電車の中でも喫茶店でもカラオケボックスでも、ちょっとしたメモ代わりにも使えて、書き物が仕事だと非常に便利です。なんだかんだでけっこう長い付き合いですが、『空鐘』の一巻を書いた頃ころはまだ、初期のシグマリオンを使っていました。そちらも未いまだに持っています。

　その初期の機種で、『空ノ鐘の響く惑星で』の一巻を書いていたのが、三年前のちょうど今頃──

　あれから千日ばかりが過ぎまして、これが某ぼう千夜一夜物語の人なら幾いく多たのお話を紡つむいでいたはずですが、こちらはようやく、一つのお話を終わらせるに至りました。

　分量の都つ合ごうで全十二巻に分かれてはいますが、お話としてはあくまで一つです。一つのお話でこれだけの紙し幅ふくをもらえたことに感謝しつつ、無事に終わらせることができて──今はただ、ほっとしています。

　このシリーズは、書いていて本当に楽しかったです。

　もちろん仕事ですから、時には厳しいこともありますし、締切間ま際ぎわなどは目もあてられない状況に陥おちいったりもしていましたが、そうした修しゆ羅ら場ばも含めて、〝楽しかった〟という思いのほうが強いかもしれません。

　元もと々もと、物を書くこと自体が好きなだけに、たまに苦しいことがあったとしても、〝楽しい〟のは当然のことなのかもしれませんが──そういった部分の楽しさとはまた別に、この作品ならではの楽しさがありました。

　それは、登場人物や作品世界への愛あい着ちやくとかではなく、むしろもっと単純な、〝お話を進めていけること〟自体への、純粋な楽しさだったと思います。

　十冊以上に渡って〝一つながり〟の作品を書かせてもらえる機会というのは、実際のところ、そうそう多くありません。書き手がそのつもりで書き始めても、途中で「そろそろ……」ということになりがちです。

　そういった意味で──この作品を完結まで書かせてもらえたことは、本当に幸せなことだったと思います。

　いろんな形で支えてくれた方々に、この場を借りて短く謝しや辞じを。




　まずは作品の立ち上げから、六巻までの担当をしてくださった峯氏に。

　手て探さぐりで始めたこのシリーズ。今だから言えますが、ファンタジーのファの字ぐらいしか知らなかった自分に対し、当初「十巻以上のつもりで！」と言われた時には、心の奥おく底そこで「なんて無む謀ぼうな」と思いました。でも本当に十巻を超こえてしまって、こうして最終巻を迎え──いろいろ感かん慨がい深いものがあります。優ゆう柔じゆう不ふ断だんかつ臆おく病びような小動物であるところの僕の背中を、何度も根こん気きよく押していただきました。改めて、ここで感謝を。




　そして六巻以降、ラストまでの育ての親を引き継いでくださった江原氏に。

　作者が相変わらずメダパニを食らったホロゴーストのようにまごまごし続ける中、草そう稿こうの矛む盾じゆん点てんを的確に突っ込みつつ、裏表紙や挿絵のセレクトで会心の一撃を放ち続ける氏の姿には、まさに惚ほれそうでした。パーティーで例えると、江原氏はほしふるうでわを装備した武闘家であり、著者は攻撃のたびに転ぶ虚きよ弱じやく体質の遊び人です。しかも何故なぜか賢けん者じやには転職できない不思議。現実世界にダーマの神殿はありません。

　特にこの最終巻では、草稿から初校、再校に至るまでの間に、ひたすら修正の我わが儘ままをきいていただきまして──もはや千代田区に足を向けて寝られません。『空鐘』がこうして無事に完結まで来られたのは、本当に江原さんのおかげです。

　読者の方々からは見えにくい部分かも知れませんが、縁えんの下したで支えてくださったお二人の力ちから添ぞえをもって、なんとか最後まで書いてこられました。




　更さらには、ビジュアル部分を一手に引き受けてくださった、絵え師しの岩崎美奈子氏に。

　岩崎さんの絵がもつ、人の眼めを惹ひきつける力が、『空鐘』をここまで続けられた大きな要因でした。フェリオやリセリナ、ウルク達をはじめ、脇わき役やくの一人一人に至るまで個性と生気を吹き込んでくださったことに、ただ感嘆するばかりです。「もっとこの人物達を書いていたい！」というのが作者の正直な思いなのですが、はじまりがあれば終わりもあるのがお話の常──それでも、岩崎さんの筆によって姿を得た人物達は、きっと読者の方々の心に残ってくれると思っています。もちろん作者は、ずっと心と記憶に刻きざみ付つけていく予定です。むしろカボチャとか作りたい勢いで。




　そしてもちろん、最後まで付き合ってくださった読者である貴方あなたに──

　完結までには、作品世界では約一年が経たち、現実の世界では三年が経ってしまいました。もうちょっと作者の筆が速いと良かったのですが、それは今後の課題としつつ──

　一巻発売当初から、丸三年、付き合い続けてくれた方。

　途中から既き刊かんをいっぺんに読んで、この巻を待っていてくれた方。

　そして、完結後に初めて一巻から読み、ここまで読み進めてきた方にも。

　──本当に、ありがとうございました！

　最後のこの巻を、せめて定価分ぐらいは楽しんでもらえていれば、これに如しく喜びはありません。

　他にも、作品と直接に関かかわる部分で、また直接には関わらない部分でも、この作品は大勢の方々に助けていただきました。お会いして直接にお礼を言うのは無理でも、せめてこの場で、支えてくれた全すべての方々に、心からお礼を言いたいです。




　……短くまとめるつもりが、少しだけ長くなってしまいました。

　いつもならそろそろ、「それではまた次巻にて！」と締める場面なのですが、今回ばかりは別の言葉でのご挨あい拶さつになります。




　長らくのお付き合い、ありがとうございました。

　これにて、『空ノ鐘の響く惑星で』は、閉幕となります。

　作者としては少し寂さびしくも思いますが、またどこかで、別の作品でお会いできますように──











２００６年　晩夏　　渡瀬草一郎
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渡わた瀬せ草そう一いち郎ろう

昭和五十三年型横浜製。やっと完結とあいなりました。これまで本当にありがとうです。写真は頂き物の白いかぼちゃ。真っ白です。食べられます。本当は顔なんてありません。ＰＣで書きました。トマトにはじまりカボチャに終わったこの著者近影。深い意味はないです。
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イラスト／岩いわ崎さき美み奈な子こ

新潟出身。埼玉在住。この名前にして性別は不明……らしい。５年間のゲーム会社勤務を経て、フリーのイラストレーターになり、現在あちこちで活躍中。
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